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「
臨
滅
度
時
大
曼
茶
羅
」
に
つ
い
て

解
説
上
ｕ
本
昌

写
真
奥
野
本
洋

日
蓮
聖
人
が
池
上
宗
仲
の
舘
に
お
い
て
、
弘
安
五
年
十
月
十
三
日
入
滅
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
床
頭
に
大
曼
茶
羅
を
奉
懸
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
『
元
祖
化
導
記
』
や
『
高
祖
年
譜
』
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
等
そ
の
他
の
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
即

人

ノ

７
Ｊ
二
ケ

ち
、
『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
十
月
十
二
日
の
項
に
、
「
諸
子
問
訊
。
大
士
日
我
期
在
し
近
、
慈
訓
諄
諄
、
床
頭
掛
二
大
曼
陀
羅
一
焚
香
散
華
、

諦
経
唱
題
」
と
あ
り
、
『
統
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
入
滅
の
際
に
懸
け
ら
れ
た
曼
茶
羅
が
、
「
蛇
形
曼
茶
羅
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
こ

こ
に
そ
の
写
真
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
曼
茶
羅
は
、
『
弘
安
三
年
睡
磁
三
月
』
に
染
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
さ
は
一
六
一
・
五
セ
ン
チ
、
幅
は
一
○
二
・
七
セ
ン
チ

で
、
十
枚
の
紙
を
貼
り
た
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
安
年
間
の
特
徴
で
あ
る
「
日
蓮
」
の
「
蓮
」
の
字
が
、
花
押
の
中
へ

含
ま
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
筆
勢
も
雄
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
百
二
十
余
篇
に
の
ぼ
る
亜
茶
羅
の
中
で
も
、
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
に
数

ノ

『
統
紀
』
の
説
に
よ
る
と
、
入
滅
に
臨
ん
で
奉
懸
さ
れ
た
の
で
、
古
来
こ
の
曼
茶
雑
を
「
臨
滅
度
時
大
曼
茶
羅
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る

ノ

と
し
、
ま
た
、
中
尊
首
題
の
「
蓮
」
の
文
字
の
Ｌ
が
、
龍
蛇
の
ご
と
き
勢
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
人
々
は
こ
れ
を
「
蛇
形
曼
茶
羅
」
と

言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

真
蹟
は
、
現
在
鎌
倉
市
大
町
妙
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
富
士
西
山
本
門
寺
日
代
の
『
宰
相
阿
闇
梨
御
返
事
』
に
よ
れ
ば
、

〈
〃
〃

「
池
上
御
入
滅
時
御
遺
告
一
義
仏
者
競
墓
所
侭
或
一
市
蔵
一
云
云
。
経
者
名
二
注
法
華
経
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
弘
安
五
年
十
月
土
ハ
日
付
で

ノ

ノ
ワ
レ

日
興
が
執
筆
し
た
も
の
を
引
用
し
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
下
に
、
日
代
は
「
御
円
寂
之
時
、
件
曼
茶
羅
被
二
尋
出
一
、
奉
レ
懸

事
顕
然
也
。
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
諸
文
献
か
ら
、
宗
祖
入
滅
に
際
し
、
型
茶
羅
本
尊
の
奉
懸
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
弟
子
信
徒

に
数
多
く
授
与
さ
れ
た
曼
茶
羅
を
、
自
身
の
入
滅
に
当
り
、
床
頭
に
懸
け
さ
し
め
た
と
い
う
こ
と
も
当
然
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

え
ら
れ
て
い
る
。
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紙
本
着
色
日
蓮
聖
人
浬
繋
図
身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
邸
蔵

解
説
林
是
晋

写
真
熊
王
秀
臣

こ
の
日
蓮
聖
人
浬
梁
図
は
江
戸
時
代
に
製
作
さ
れ
た
極
彩
色
の
超
大
幅
の
画
で
あ
る
。
縦
三
四
○
セ
ン
チ
、
横
二
五
○
セ
ン
チ
の
法
量

を
も
ち
、
表
装
さ
れ
た
全
体
は
縦
四
五
○
セ
ン
チ
、
横
三
○
○
セ
ン
チ
の
大
幅
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
肉
筆
大

作
の
日
蓮
聖
人
浬
梁
図
は
き
わ
め
て
珍
し
く
、
お
そ
ら
く
二
つ
と
な
い
と
思
わ
れ
る
。

釈
尊
が
ク
シ
ナ
ガ
ラ
（
拘
戸
那
掲
羅
）
の
シ
ャ
ー
ラ
（
沙
羅
）
樹
の
も
と
で
浬
藥
に
入
っ
た
光
景
を
図
示
し
た
も
の
を
釈
尊
浬
藥
図
と

い
う
が
、
こ
の
日
蓮
聖
人
浬
梁
図
が
そ
れ
に
な
ら
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
単
に
模
し
て
、
と
い
う
よ
り
は

そ
の
作
成
の
意
図
は
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

日
蓮
聖
人
は
、
七
百
年
の
昔
、
身
延
山
を
出
ら
れ
、
十
月
十
三
日
の
朝
、
そ
の
六
十
年
に
お
よ
ぶ
波
澗
の
生
涯
を
武
蔵
国
池
上
宗
仲
の

館
で
静
か
に
閉
じ
ら
れ
た
が
、
聖
人
が
晩
年
の
九
か
年
間
を
過
ご
さ
れ
て
「
い
づ
く
に
て
死
に
候
と
も
、
は
か
（
墓
）
を
ぱ
み
の
ぶ
さ
わ

（
澤
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
・
」
（
波
木
井
殿
御
報
）
と
遺
言
さ
れ
た
霊
地
身
延
山
を
、
釈
尊
説
法
八
か
年
の
聖
地
霊
鷲
山
に
対
比
し
、

釈
尊
の
入
浬
樂
さ
れ
た
ク
シ
ナ
ガ
ラ
を
武
蔵
国
池
上
郷
に
な
ぞ
ら
え
る
信
仰
が
あ
る
。
ク
シ
ナ
ガ
ラ
は
霊
鷲
山
の
東
北
に
あ
た
る
と
さ

凡
．
Ｌ
と
ら

れ
、
池
上
は
大
よ
そ
身
延
山
の
艮
（
東
北
）
に
位
置
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
御
入
滅
に
際
し
て
の
門
下
の
人
々
の
悲
嘆
の
情
は
、
釈
尊

の
入
浬
梁
の
と
き
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
蓮
聖
人
へ
の
止
み
が
た
い
讃
仰
と
哀
惜
追
慕
の
念
こ
そ
、
釈
尊
浬
樂

図
に
な
ら
っ
て
日
蓮
聖
人
混
藥
図
を
作
成
さ
せ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

ふ
き
凸
さ
や
た
い

本
図
は
吹
抜
屋
台
（
天
井
・
屋
根
を
除
い
て
、
斜
め
上
方
か
ら
見
お
ろ
す
よ
う
に
屋
内
の
よ
う
す
を
描
く
）
の
技
法
が
用
い
ら
れ
、
大

幅
で
あ
る
だ
け
に
細
部
ま
で
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
が
多
彩
で
あ
り
、
そ
の
一
々
に
人
名
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

り
ん
め
つ
ど
じ

臨
滅
度
時
の
御
本
尊
が
懸
け
ら
れ
、
机
上
に
は
立
像
の
釈
迦
仏
が
安
置
さ
れ
、
御
弟
子
方
は
聖
人
の
御
枕
辺
を
囲
ん
で
一
心
に
御
経
を

読
諏
し
、
在
家
の
信
者
た
ち
は
悲
し
み
に
身
を
よ
じ
ら
せ
て
、
七
百
年
の
昔
の
日
蓮
聖
人
御
入
滅
の
厳
粛
な
有
様
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

身
延
山
で
は
毎
年
十
月
十
一
、
十
二
、
十
三
日
の
御
会
式
に
、
本
図
を
棲
神
閣
祖
師
堂
に
懸
け
報
恩
の
法
要
を
営
む
の
で
あ
る
。

七
百
遠
忌
を
記
念
し
て
、
原
図
の
約
三
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
た
複
製
品
が
作
ら
れ
、
身
延
山
大
本
堂
建
立
寄
附
丹
誠
の
寺
院
方
に
頒
た

れ
て
い
る
。
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日
蓮
聖
人
正
当
第
七
百
遠
忌
報
恩
記
念

身
延
山
久
遠
寺
総
務

身
延
山
短
期
大
学
食
朧

明
腿
山
妙
純
寺
貫
首

竹
下
日
康
狼
下
染
筆
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法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
…
・
…
…
：
．
：
…
…
・
；
…
・
…
：
。
…
：
。
：
：
…
…
・
望
月
海
淑
（
ど

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
：
…
…
：
…
…
…
・
…
・
町
田
是
正
（
ｇ

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
…
…
…
。
：
：
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
・
…
・
…
・
・
…
…
…
中
條
暁
秀
分
）

ｌ
立
正
観
抄
と
四
重
興
廃
・
真
如
随
縁
論
Ｉ

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
い
…
…
…
・
…
：
…
・
・
…

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
．
：
．
…
…
…
：
．
…
．

Ｉ
弘
安
四
年
正
月
か
ら
八
月
ま
で
Ｉ

巻
頭
写
真

紙
本
着
色
日
蓮
聖
人
浬
藥
図
身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
蔵

日
蓮
聖
人
正
当
第
七
百
遠
忌
報
恩
記
念
色
紙
．

「
臨
減
度
時
大
曼
茶
羅
」
に
つ
い
て

棲
神
第
五
十
四
号
目
次

身
延
山
久
遠
寺
法
主
竹
下
日
康
狼
下

●
、
●
●
ｅ
◆
申
●

●
●
●
●
●
●

若
杉
見
龍
（
１
）

上
田
本
昌
（
９



後 妙
玄
庵
歴
代
帖

昭
和
四
十
七
年
以
降
日
蓮
聖
人
研
究
文
献
目
録

身
延
山
史
索
引

言
語
小
論
⑤

学
園
蕊
報
・
学
園
だ
よ
り

〈
資
料
〉
身
延
山
歴
代
略
譜
（
第
三
回
）

記

林 奥 林 大 北

森野 沢

本 光是 是

幹 垂
日
（
巧
）

孝洋
（
両
）

昭
（
”
）

（
鯛
）

（
麹
）

（
Ｔ
▲
）



と
述
べ
て
い
る
の
で
、
暫
く
、
主
に
『
三
観
義
』
に
よ
っ
て
、
三
観
説
を
概
説
し
た
い
と
思
う
。

（
刈
誼
）

『
二
一
観
義
』
上
に
説
い
て
い
る
別
相
三
観
と
一
心
二
一
観
は
頗
る
詳
細
を
極
め
、
且
つ
複
雑
し
て
い
る
の
で
、
別
相
三
観
に
つ
い
て
は
原

文
を
要
約
し
て
表
示
し
、
一
心
三
観
に
つ
い
て
は
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
て
ゑ
た
い
と
思
う
、

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
㈲
（
若
杉
）

天
台
智
顎
の
三
観
・
二
一
諦
説
は
天
台
教
学
中
、
観
心
部
門
の
最
重
要
な
教
理
で
あ
り
、
す
で
に
諸
師
に
よ
っ
て
幾
多
の
解
説
が
施
さ
れ
、

（
■
＆
）

亦
す
ぐ
れ
た
研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
⑪
色
）

智
韻
に
は
『
三
観
義
（
三
観
玄
義
）
』
と
よ
ば
れ
る
著
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
本
『
四
教
義
』
と
今
は
欠
本
に
な
っ
て
い
る
『
四
悉
壇

義
』
と
共
に
開
皇
十
五
（
五
九
五
）
年
、
晴
の
秦
王
広
即
ち
後
の
蝪
帝
に
献
上
し
た
『
浄
名
玄
義
』
の
離
出
本
で
あ
り
、
更
に
二
年
後

の
開
皇
十
七
（
五
九
七
）
年
に
、
『
維
摩
経
文
疏
』
と
共
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
『
維
摩
経
玄
疏
』
は
こ
れ
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

智
韻
の
最
終
的
な
三
観
説
は
『
維
摩
経
文
疏
』
に
お
い
て
極
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
文
疏
の
中
で
、
別
相
三
観
と
一
心
三
観
に

つ
い
て
は

§
）

三
観
玄
義
已
具
分
別

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て

一

(一）

若
杉
見
龍

(I)



○
別
相
三
観
ｌ
ｌ
ｌ
従
空
入
仮
観
ｌ
因
縁
仮
理
是
俗
諦
相
Ｉ
有
諦
ｌ
世
諦

○
一
心
三
観 三

観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
㈲
（
若
杉
）

’
’
’
二
、
明
二
能
観
之
観
一
者
。
若
観
二
此
一
念
無
明
之
心
非
空
非
仮
一
、
一
切
諸
法
非
空
非
仮
、
亦
不
レ
得
二
非
空
非
仮
一
而
能

照
二
此
中
道
之
空
仮
一
。
即
是
照
二
一
切
法
性
法
界
之
空
仮
一
也
。
知
二
仮
非
Ｐ
仮
、
即
是
入
し
真
。
知
二
空
非
Ｐ
空
。
即
是

一
’
三
雌
撫
蕊
雪
螺
馳
帷
踊
蕊
智
五
眼
也
．

ｌ
中
道
第
一
義
観
Ｉ

ｌ
従
仮
入
空
観
ｌ
因
縁
空
理
是
真
諦
相

’
一
、
所
観
之
境
者
即
是
一
念
無
明
。
因
縁
具
二
十
法
界
三
諦
之
境
一
。
十
法
界
…
（
中
略
）
…
一
地
獄
界
…
（
中
略
）
…

間
日
。
一
念
十
二
因
縁
具
二
十
法
界
一
・
何
得
三
以
為
二
一
心
三
観
之
境
一
。
答
日
。
一
念
十
二
因
縁
即
空
即
仮
即
中
。
三

諦
之
理
不
縦
不
横
不
一
不
異
ｏ
十
法
界
法
雌
二
復
無
量
一
。
不
し
擬
二
一
念
無
明
之
心
一
。
一
念
無
明
之
心
含
二
十
法
界
一
。

無
し
有
二
迫
妨
一
。

ｌ
因
縁
不
二
之
理
是
中
道
第
一
義
相
’
一
実
諦
（
中
道
第
一
義
諦
）

（
虚
空
、
仏
性
、
法
界
、
如
く
如
来
蔵
）

｜
ｌ
前
二
観
是
方
便

ｌ
前
二
観
隻
亡
隻
照
之
方
便

ｌ
析
仮
入
空
観
１

１
無
諭
１
－
１
体
仮
入
空
観
‐

（2 ）



（
ｍ
）

亦
名
二
仏
性
・
法
界
・
如
如
・
如
来
蔵
一
・

と
も
言
っ
て
い
る
。
即
ち
「
一
実
諦
」
「
中
道
第
一
義
諦
」
「
仏
性
」
「
法
界
」
「
如
如
」
「
如
来
蔵
」
は
同
意
語
と
し
て
智
韻
は
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
従
仮
入
空
観
（
略
し
て
空
観
）
・
従
空
入
仮
観
（
略
し
て
仮
観
）
中
道
第
一
義

観
（
略
し
て
中
観
）
の
対
境
は
そ
れ
ぜ
れ
「
真
諦
の
相
（
無
諦
）
」
「
俗
諦
の
相
（
有
諦
・
世
諦
）
」
「
中
道
第
一
義
の
相
（
一
実
諦
）
」

で
あ
っ
て
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
と
は
言
っ
て
い
な
い
し
、
中
観
の
な
か
に
は
ま
だ
空
観
・
仮
観
を
包
容
し
て
い
な
い
の
で
、
前
二
観

へ
、
）

（
空
・
仮
観
）
は
「
饗
亡
饗
照
の
方
便
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
蛇
）

次
に
一
心
三
観
は
「
一
心
二
一
観
摂
二
円
教
一
切
五
十
二
心
位
一
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
前
述
の
「
別
相
（
次
第
）
の
三
観
」
と
は
異
な

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
Ｈ
（
若
杉
）

す
）

と
も
言
っ
て
お
り
、
『
四
教
義
』
の
中
で
は
蔵
・
通
・
別
の
二
一
教
の
行
位
・
断
証
を
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
仮
入
空
観
は
因
縁
空

の
理
に
、
従
空
入
仮
観
は
因
縁
仮
の
理
に
、
中
道
第
一
義
観
は
因
縁
不
二
の
理
に
そ
れ
ぜ
れ
よ
る
も
の
と
し
、
従
仮
入
空
観
の
従
仮
は
析

仮
と
体
仮
に
分
け
ら
れ
、
析
仮
入
空
観
は
蔵
教
の
仏
位
に
至
り
、
体
仮
入
空
観
は
通
教
の
三
乗
の
位
に
至
り
、
叉
別
教
の
初
信
か
ら
始
ま

り
第
十
住
に
至
る
と
い
う
。
従
空
入
仮
観
は
別
教
の
菩
薩
の
初
行
か
ら
第
九
行
ま
で
の
段
階
の
行
位
に
当
り
、
中
道
第
一
義
観
は
別
教
の

菩
薩
の
第
十
行
か
ら
等
覚
ま
で
の
修
行
の
段
階
に
相
当
し
、
こ
の
中
道
第
一
義
観
に
よ
っ
て
、
菩
薩
行
は
完
成
す
る
。
又
、
中
道
一
第
義

（
、
。
）

観
の
対
境
は
「
一
実
諦
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
三
観
義
』
の
中
の
別
の
箇
所
で
は
「
中
道
第
一
義
諦
」
と
も
よ
ば
れ
る
が
、
『
四
教
義
』

で
は
更
に

（
尽
凹
）
（
虞
Ｕ
）

智
韻
は
別
相
の
三
観
に
つ
い
て
は
之
を
「
次
第
の
三
観
」
或
は
「
別
相
の
三
智
」
と
も
称
し
て
い
る
の
で
、
別
相
と
い
う
語
と
次
第
と

い
う
語
、
及
び
三
観
と
三
智
は
外
延
と
内
包
を
同
じ
く
す
る
同
意
語
と
し
て
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に

（
７
）

明
三
別
相
三
観
開
一
三
乗
一

（3）



三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
Ｈ
（
若
杉
）

っ
て
、
円
教
の
観
法
と
し
て
明
か
に
区
別
し
て
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
所
観
の
境
と
し
て
は
「
一
念
の
無
明
」
を
掲
げ
て
い
る
。
更

に
、
こ
の
．
念
の
無
明
」
は
「
十
法
界
」
と
「
三
諦
の
境
」
で
あ
り
、
能
観
の
観
は
「
照
二
中
道
一
、
見
二
二
諦
一
」
る
こ
と
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
こ
と
は
重
要
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
咽
）

次
に
『
維
摩
経
文
疏
』
巻
第
二
十
一
で
は
三
観
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
や
や
、
長
文
に
亘
る
が
、
智
韻
の
三
観
説
は
こ
こ

に
要
約
し
て
み
ら
れ
る
の
で
、
繁
を
厭
わ
ず
挙
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

三
観
義
具
如
二
前
明
一
。
今
須
三
更
略
分
二
別
三
観
之
相
一
・
三
蔵
教
菩
薩
既
不
レ
見
レ
真
不
レ
須
レ
論
也
。
若
通
教
菩
薩
但
約
一
三
諦
一
作
二
三

観
一
・
護
レ
実
只
成
二
二
観
一
無
二
第
三
観
一
。
亦
非
二
浄
名
今
答
之
正
意
一
也
。
今
但
約
二
別
教
円
教
二
種
一
。
以
簡
二
別
三
観
之
相
不
二
同
則
有
二

三
種
一
。
一
者
別
相
三
観
。
二
者
通
相
三
観
ｏ
三
者
一
心
三
観
。
一
別
相
三
観
者
歴
別
観
二
三
諦
一
。
若
従
仮
入
空
但
得
レ
観
し
真
。
尚
不
し

得
し
観
し
俗
。
豈
得
レ
観
二
中
道
一
也
。
若
従
空
入
仮
但
得
レ
観
し
俗
。
亦
未
レ
得
し
観
二
中
道
一
。
若
入
二
中
道
正
観
一
・
方
得
三
墜
照
二
二
諦
一
。
是

義
如
二
前
三
観
玄
義
已
具
分
別
一
也
。
二
通
相
三
観
者
則
異
二
於
此
一
。
従
仮
入
空
非
三
但
知
二
俗
仮
是
空
一
・
真
諦
中
道
亦
通
是
空
也
。
若
従

空
入
仮
非
三
但
知
二
俗
仮
是
仮
一
。
真
空
中
道
亦
通
是
仮
。
若
入
二
中
道
正
観
一
・
非
三
但
知
二
中
道
是
中
一
。
俗
真
通
是
中
也
。
是
則
一
空
一

切
空
無
二
仮
無
二
中
而
不
Ｐ
空
。
一
仮
一
切
仮
無
二
空
無
二
中
而
不
Ｐ
仮
。
一
中
一
切
中
無
二
仮
無
二
空
而
不
Ｐ
中
。
但
以
二
一
観
一
当
し
名
。
解
心

無
し
不
し
通
也
。
錐
し
然
此
是
信
解
鹿
通
。
就
二
観
位
除
壱
疾
不
レ
無
二
患
尽
前
後
之
殊
別
一
也
。
三
一
心
三
観
者
。
知
二
一
念
心
不
し
可
レ
得
不
杉

可
レ
説
。
而
能
円
観
一
三
諦
也
。
即
是
此
経
云
「
一
念
知
二
一
切
法
一
即
是
坐
二
道
場
一
成
二
就
一
切
智
一
。
」
故
此
観
前
於
二
三
観
玄
義
一
已
具

分
別
也
。
此
三
種
三
観
初
別
相
三
観
的
在
二
別
教
一
。
歴
別
観
二
三
諦
一
也
。
若
通
相
三
観
一
心
三
観
的
属
二
円
教
一
也
。

こ
こ
で
、
智
顔
は
三
観
の
相
と
し
て
、
一
別
相
の
三
観
、
二
通
相
の
三
観
、
一
三
心
の
三
観
の
三
種
を
挙
げ
、
別
相
の
三
観
に
つ
い
て

は
、
初
め
て
「
歴
別
観
二
三
諦
一
」
と
い
い
、
三
の
一
心
三
観
に
つ
い
て
は
、
「
一
念
心
不
可
得
不
可
説
而
能
円
観
二
三
諦
一
」
と
し
て
、
一

（4 ）



次
い
で
、
こ
の
智
韻
の
三
観
・
三
諦
説
を
智
韻
が
開
皇
十
二
一
年
、
荊
州
で
説
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
（
法
華
玄

義
）
』
の
中
に
窺
っ
て
見
た
い
と
思
う
。

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
Ｈ
（
若
杉
）

ま
ど
ら

念
心
に
お
い
て
、
円
か
に
三
諦
を
観
ず
る
も
の
と
説
き
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
述
の
『
二
一
観
義
』
に
そ
の
説
明
を
譲
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
二
通
相
の
二
頚
に
つ
い
て
は
、
俗
仮
は
但
だ
空
の
承
な
ら
ず
、
真
諦
・
中
道
に
も
亦
通
ず
る
の
が
空
（
観
）
で
あ
り
、
俗
仮
は
但

だ
仮
の
承
な
ら
ず
、
真
空
（
真
諦
）
・
中
道
に
も
亦
通
ず
る
の
が
仮
（
観
）
で
あ
り
、
中
道
も
中
の
象
な
ら
ず
、
俗
（
諦
）
・
真
（
諦
）

に
も
通
ず
る
の
が
中
（
道
）
観
で
あ
る
。
即
ち
、
空
観
・
仮
観
・
中
観
の
ど
の
観
に
お
い
て
も
三
諦
を
観
ず
る
の
で
あ
り
、
空
を
挙
げ
れ

ば
一
空
一
切
空
で
、
仮
（
観
）
・
中
（
観
）
も
空
観
な
ら
ざ
る
な
き
が
如
く
、
一
仮
一
切
仮
で
あ
り
、
一
中
一
切
中
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
三
観
は
相
通
ず
る
と
い
う
の
が
智
顎
の
主
旨
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
ま
だ
二
諦
の
各
々
が
相
通
ず
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
初
め
の
別
相
三
観
は
別
教
の
三
観
で
あ
り
、
通
相
の
二
一
観
と
一
心
三
観
と
は
的
し
く
円
教
の
三
観
で
あ
る
と
説
き
、
円
教

ま
さ

の
三
観
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
を
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、
通
相
の
三
観
と
一
心
の
三
観
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
よ
っ

て
、
『
二
一
観
義
』
上
に
説
く
所
の
一
心
三
観
は
所
観
の
境
と
し
て
、
「
一
一
需
之
理
不
縦
不
横
不
一
不
異
」
と
「
一
念
無
明
之
心
含
二
十
法
界
一
」

と
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
維
摩
経
文
疏
で
は
「
一
念
心
（
中
略
）
能
円
観
二
三
諦
一
」
と
説
く
の
象
で
、
「
一
念
無
明
心
含
二
十
法
界
一
」

に
つ
い
て
は
関
説
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鮫
初
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
維
摩
経
文
疏
は
開
皇
十
六
・
七
年
頃
の
智
顎
の
親
撰
で
あ
る
。
因
み
に
智
韻
は
開
皇
十
七
年
十
一
月
に
寂

し
て
お
り
、
如
上
の
三
観
・
三
諦
説
は
智
顎
の
最
晩
年
の
極
説
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
に
特
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

一
一

（5）



三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
㈲
（
若
杉
）

（
Ｍ
）

『
法
華
玄
義
』
の
中
に
説
か
れ
る
三
観
説
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
観
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

（
班
）

論
述
は
な
く
、
達
意
的
に
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
は
三
軌
や
二
智
三
智
等
と
併
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
特
徴
的
な
の
は
三
諦
説
で

あ
る
。
よ
っ
て
『
法
華
玄
義
』
に
見
ら
れ
る
三
諦
説
の
主
な
も
の
を
挙
げ
、
『
法
華
玄
義
』
の
三
諦
説
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

(2) （1）(3)
法
華
玄
義
巻
第
一
上

法
華
玄
義
巻
第
二
下
（
Ⅳ
一

諦
円
融
股
得
二
自
在
一

（
浦
）

若
隔
歴
三
諦
麓
法
也
。
円
融
三
諦
妙
法
也
。

大
梵
於
二
三
界
一
自
在
ｏ
諸
経
或
於
二
俗
諦
一
自
在
。
或
於
二
真
諦
一
自
在
。
或
於
二
中
道
一
自
在
。
但
是
歴
別
自
在
非
二
大
自
在
一
。
今
経
三

五
明
二
三
諦
一
者
。
衆
経
備
有
二
其
義
一
而
名
出
二
緩
略
仁
王
一
。
謂
二
有
諦
無
諦
中
道
第
一
義
諦
一
。
今
経
亦
有
二
其
義
一
。
寿
量
云
。
非
如

非
異
即
中
道
ｏ
如
即
真
異
即
俗
。
問
若
此
経
無
二
四
種
因
縁
等
名
一
那
用
二
其
義
一
。
答
五
住
二
死
名
出
二
勝
窒
一
。
浬
梁
不
し
応
し
用
二
其

義
一
。
若
不
レ
用
二
五
住
一
則
不
レ
破
二
無
明
一
。
若
不
レ
用
二
二
死
一
則
非
二
常
住
一
。
叉
三
仏
名
出
二
楊
伽
一
。
余
経
応
し
無
二
三
仏
義
一
。
衆
経

皆
是
仏
説
ｏ
名
乃
不
し
同
義
不
し
可
し
ま
云
云
・
今
明
二
三
諦
一
為
し
三
。
一
明
二
三
諦
一
。
二
判
二
麓
妙
一
。
三
開
し
露
顕
し
妙
。
却
二
前
両
種

二
諦
一
。
以
レ
不
し
明
二
中
道
一
故
。
就
二
五
種
二
諦
一
得
し
論
二
中
道
一
。
即
有
二
五
種
三
諦
一
。
約
二
別
入
通
一
点
二
非
有
漏
非
無
漏
一
三
諦
義

成
ｏ
有
漏
是
俗
無
漏
是
真
。
非
有
漏
非
無
漏
是
中
。
常
教
論
し
中
但
異
し
空
而
已
。
中
無
二
功
用
一
不
し
備
二
諸
法
一
・
円
入
通
三
諦
者
。
二

諦
不
レ
異
し
前
。
点
二
非
漏
非
無
漏
一
具
二
一
切
法
一
・
与
二
前
中
一
異
也
。
別
三
諦
者
。
開
二
彼
俗
一
為
二
両
諦
一
・
対
し
真
為
し
中
中
理
而
已
云
云
。

円
入
別
三
諦
者
。
二
諦
不
レ
異
し
前
。
点
二
真
中
道
一
具
二
足
仏
法
一
也
。
円
三
諦
者
。
非
二
但
中
道
具
二
足
仏
法
一
。
真
俗
亦
然
。
三
諦
円

（
肥
）

融
一
三
三
一
・
如
二
止
観
中
説
一
云
云
。

（6）



『
玄
義
』
巻
一
上
で
は
⑩
に
お
い
て
隔
歴
・
円
融
の
三
諦
は
既
知
の
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
、
側
に
お
い
て
は
、
俗
諦
・
真
諦
。
中
道

（
第
一
義
諦
）
の
各
女
が
諸
経
に
見
ら
れ
る
が
、
法
華
経
に
お
い
て
は
三
諦
円
融
が
説
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
も
三
諦
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
『
玄
義
』
巻
第
二
下
の
側
は
境
妙
を
明
す
段
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
初
め
て
三
諦
の
由
来
が
説
か
れ
、

『
法
華
経
』
寿
量
品
の
文
に
よ
っ
て
、
『
法
華
経
』
に
も
三
諦
が
説
か
れ
て
い
る
と
述
べ
、
次
い
で
中
道
第
一
義
諦
を
中
心
に
、
別
入
通

・
円
入
通
・
別
・
円
入
別
・
円
の
各
三
諦
の
同
異
を
説
き
、
円
教
の
三
諦
の
象
は
中
道
第
一
義
諦
に
仏
法
を
具
足
す
る
の
象
な
ら
ず
、
真

諦
・
俗
諦
に
も
仏
法
を
具
足
す
る
と
い
い
、
円
教
の
三
諦
は
円
融
し
て
い
て
、
三
諦
は
一
に
し
て
三
、
三
に
し
て
一
で
あ
る
と
述
べ
、
詳

し
く
は
摩
訶
止
観
に
譲
っ
て
い
る
。
こ
の
「
一
三
一
三
」
に
つ
い
て
は
湛
然
は
「
（
摩
訶
止
観
の
）
如
二
第
三
巻
顕
体
中
及
第
七
巻
破
横

（
聰
）

堅
中
一
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
此
処
で
は
こ
れ
以
上
の
言
及
は
避
け
た
い
。

右
の
『
法
華
玄
義
』
の
説
く
所
を
『
二
一
観
義
』
『
維
摩
経
文
疏
』
の
前
掲
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
三
観
義
』
等
で
の
「
別
相
」
或

は
「
次
第
」
或
は
「
歴
別
」
と
い
う
語
は
「
隔
歴
」
と
い
う
語
に
な
り
、
「
通
相
」
の
語
が
「
円
融
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
先
づ
気
が

つ
く
の
で
あ
る
が
、
更
に
は
隔
歴
の
三
諦
は
箆
法
（
別
教
）
円
隔
の
三
諦
は
妙
法
（
円
教
）
で
あ
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
又
、
「
維
摩
経
文
疏
』
で
は
二
覇
の
通
（
円
融
）
が
説
か
れ
る
に
対
し
、
『
法
華
玄
義
』
で
は
二
一
諦
の
円
融
に
と
説

相
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
法
華
玄
義
』
巻
第
二
下
に
見
る
よ
う
に
、
三
諦
の
円
融
に
つ
い
て
の
説
明
は
『
摩
訶
止
観
』

に
譲
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
『
摩
訶
止
観
』
も
実
は
開
皇
十
四
（
五
九
四
）
年
に
説
か
れ
て
お
り
、
『
二
扇
義
』
撰
述
の
一
年
程

（
釦
）

前
の
こ
と
に
な
る
。
又
側
に
お
い
て
見
ら
れ
る
別
入
通
・
円
入
通
・
円
入
別
の
二
一
被
接
は
既
に
拙
論
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
二
一
大
部

の
筆
録
者
た
る
章
安
潅
頂
の
案
出
創
意
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
被
接
と
共
に
説
か
れ
る
三
諦
の
円
融
は
恐
ら
く

『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
に
記
述
さ
れ
て
い
る
二
一
諦
円
融
と
共
に
、
『
玄
義
』
の
筆
録
者
た
る
潅
頂
の
付
加
し
た
部
分
で
あ
ろ
う
と
推
察

三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
㈲
（
若
杉
）

（7）



三
観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
Ｈ
（
若
杉
）

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
潅
頂
は
智
顔
親
撰
醤
に
お
け
る
観
（
主
観
）
の
別
相
・
通
相
・
の
三
観
を
発
展
さ
せ
て
、
用
語
を
改

め
、
境
（
客
観
）
の
隔
歴
・
円
融
の
三
諦
を
説
く
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』
に
述
べ
て
い

る
よ
う
に
隔
歴
、
円
融
の
三
諦
説
を
智
顎
が
説
い
た
と
す
れ
ば
、
『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』
よ
り
後
に
撰
述
さ
れ
た
『
三
観
義
』

や
「
維
摩
経
文
疏
』
等
に
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
形
で
触
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
し
き
記
述
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
法
華
玄
義
』
に
よ
れ
ば
、
三
諦
は
『
三
観
義
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
真
諦
（
無
諦
）
・
俗
諦
（
有
諦
・
世
諦
）
・
中
道
第
一
義
諦

（
一
実
諦
）
で
あ
る
こ
と
は
前
掲
の
切
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
後
に
な
っ
て
三
諦
は
空
・
仮
・
中
の
三
諦
と
し
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
事
、
並
び
に
『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
『
摩
訶
止
観
』
の
三
大
部
中
の
三
観
三
諦
説
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た

い
◎

戸

へ註
1ｰ
し

へへへへへへ

8 7 6 5 4 3
ｰｰ嘗嘗一画

（
⑨
己
）

台
湾
版
卍
続
九
十
九

同
前
四
十
八
紙
ウ
下

同
前
四
十
四
紙
オ
上

佐
藤
哲
英
著
『
天
台
大
師
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
六
年
刊
）
六
八
四
頁
以
下

日
比
宣
正
著
『
唐
代
天
台
学
研
究
』
（
昭
和
五
十
年
刊
）
二
三
頁
以
下

『
三
観
義
』
は
現
行
の
卍
続
蔵
経
で
は
『
維
摩
詰
経
三
観
玄
義
』
と
題
さ
れ
、
叉
、
智
顔
自
身
で
は
『
三
観
玄
義
』
と
言
っ
て
い
る
。
（
維
摩
経

文
疏
巻
第
二
十
一
・
台
湾
版
卍
続
蔵
経
二
十
八
冊
百
十
六
紙
ウ
下
）

台
湾
版
卍
続
二
十
八
冊
、
百
十
六
紙
ウ
下

台
湾
版
卍
続
九
十
九
冊
、
三
十
八
紙
ウ
上
以
下

同
前
四
十
四
紙
オ
上

『
三
観
義
』
下
（
同
前
五
十
一
紙
オ
下
）
に
も
三
観
そ
れ
ぞ
れ
を
四
教
に
分
け
て
い
る
が
、
『
四
教
義
』
の
方
が
よ
り
詳
細
な
の
で
、
今
は
こ
れ

を
付
記
し
た
。
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同
前
五
十
紙
ウ
下

正
蔵
四
六
・
七
二
七
下

台
湾
版
卍
続
九
十
九
巻

同
前
五
十
一
紙
オ
下

台
湾
版
卍
続
二
十
八
冊
百
十
六
紙
ウ
上
’
百
十
七
紙
オ
上
）

『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
三
観
野
本
覧
成
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
十
九
巻
第
二
号
二
三
七
頁
’
二
三
九
頁
）

正
蔵
三
三
・
六
八
四
下

正
蔵
三
三
・
七
○
四
下

法
華
玄
義
釈
鎮
巻
第
六
（
正
蔵
三
三
・
八
五
九
上
）

楼
神
第
五
十
号
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
刊
）
二
十
八
頁
以
下
「
被
接
」
に
つ
い
て

正正 正同
蔵蔵蔵前三

観
・
三
諦
説
に
つ
い
て
Ｈ
（
若
杉
）

三
三
・
六
八
二
上

四
十
一
紙
ウ
上

（ 9）



元
と
高
麗
の
兵
船
が
、
再
び
我
が
国
を
襲
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
情
報
の
渦
巻
く
な
か
で
、
弘
安
四
年
の
正
月
が
明
け
て
い
つ

？
）

た
。
世
情
騒
然
た
る
中
に
も
、
幕
府
は
三
月
に
高
野
山
へ
勧
学
院
を
創
立
し
て
、
記
文
を
瞳
く
と
い
う
余
裕
を
承
せ
て
い
た
。
し
か
し
、

五
月
廿
一
日
八
弘
安
の
役
Ｖ
が
起
り
、
壱
岐
・
対
馬
に
移
し
い
兵
船
が
来
襲
し
、
侵
略
の
火
の
手
が
挙
が
る
と
、
最
早
や
こ
れ
を
迎
え
打

つ
こ
と
に
急
で
あ
っ
て
、
全
く
他
を
か
え
り
み
る
余
祐
な
ど
微
塵
も
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
の
色
）

身
延
入
山
後
、
七
回
目
の
正
月
を
世
情
と
は
逆
く
に
、
静
閑
た
る
環
境
の
中
で
迎
え
ら
れ
た
聖
人
は
、
身
の
不
調
を
か
こ
ち
な
が
ら
も
、

む
し
も
ち

新
春
を
迎
え
た
悦
び
に
浸
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
正
月
五
日
に
駿
河
国
富
士
郡
に
あ
る
重
須
殿
の
女
房
か
ら
、
正
月
用
の
餅
（
十
字
）
と

菓
子
一
寵
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
『
御
返
事
』
に
は
、

メ

「
正
月
の
一
日
は
日
の
は
じ
め
、
月
の
始
め
、
と
し
の
は
じ
め
、
春
の
始
。
此
を
も
て
な
す
人
は
月
の
西
よ
り
東
を
さ
し
て
承
つ
が
ご

（
句
Ｕ
）

と
く
、
日
の
東
よ
り
西
へ
わ
た
り
て
あ
き
ら
か
な
る
が
ご
と
く
、
徳
も
ま
さ
り
人
に
も
あ
い
せ
ら
れ
候
な
り
。

と
正
月
一
日
を
祝
う
心
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
新
春
を
賀
す
気
持
は
聖
人
も
又
深
い
も
の
が
あ
り
、
新
年
の
贈
り
物
に
対
し
て
は
、
必
ず

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

ｌ
弘
安
四
年
正
月
か
ら
八
月
ま
で
Ｉ

一
、
弘
安
四
年
正
月

上
田
本
昌

（血）



身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

礼
状
と
共
に
心
の
寵
っ
た
年
賀
状
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
右
の
一
文
も
そ
う
し
た
年
賀
状
の
中
で
は
代
表
的
な

も
の
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
文
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
地
獄
と
仏
に
つ
い
て
の
注
目
す
べ
き
説
を
示
し
て
い
る
。

モ

ス

「
抑
地
獄
と
仏
と
は
い
づ
れ
の
所
に
候
ぞ
と
た
づ
ね
候
へ
ぱ
、
或
は
地
の
下
と
申
経
も
あ
り
、
或
は
西
方
等
と
申
経
も
候
。
し
か
れ
ど

ス

も
委
細
に
た
づ
ね
候
へ
ば
、
我
等
が
五
尺
の
身
の
内
に
候
と
承
へ
て
侯
。
さ
も
や
を
ぽ
へ
候
事
は
、
我
等
が
心
の
内
に
父
を
あ
な
づ

り
、
母
を
を
ろ
か
に
す
る
人
は
、
地
獄
其
人
の
心
の
内
に
候
。
醤
へ
ぱ
蓮
の
た
れ
の
中
に
花
と
菓
と
の
承
ゆ
る
が
ご
と
し
。
仏
と

ス

ノ

（
４
鉛
）

申
事
も
我
等
心
の
内
に
を
は
し
ま
す
。
」

地
獄
も
仏
も
共
に
、
我
等
肉
身
の
内
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
父
母
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
者
の
内
に
地
獄
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
社
会
倫
理
の
上
か
ら
も
両
親
を
あ
な
ず
る
こ
と
は
誠
て
い
る
が
、
特
に
聖
人
は
身
延
の
嶺
か
ら
、
両
親
の
こ
と
を
懐
し
く
追
憶
さ
れ

る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
ま
た
次
に
「
我
等
は
父
母
の
精
血
変
じ
て
人
な
り
て
候
へ
ぱ
、
三
毒
の
根
本
婬
欲
の
源
也
。
い
か
で

フ

ヒ

シ

か
仏
は
わ
た
ら
せ
給
べ
き
と
疑
候
へ
ど
も
、
又
う
ち
か
へ
し
う
ち
か
へ
し
案
候
へ
ば
、
其
ゆ
わ
れ
も
や
と
を
ぽ
へ
候
。
蓮
は
よ
き
も
の
、

泥
よ
り
い
で
た
り
。
」
と
あ
っ
て
、
我
等
凡
夫
の
出
生
は
、
三
毒
の
根
本
・
婬
欲
の
源
で
あ
り
、
仏
と
は
縁
の
遠
い
存
在
で
あ
る
か
の
ど

と
く
で
あ
る
が
、
よ
く
思
案
を
す
れ
ば
、
あ
の
蓮
華
が
濁
っ
た
泥
沼
の
中
か
ら
、
清
浄
な
花
を
つ
け
る
よ
う
に
、
い
わ
れ
が
悟
れ
る
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
三
毒
の
身
に
仏
果
を
う
る
こ
と
の
で
き
る
即
身
成
仏
の
説
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
る
。

更
に
、
正
月
の
始
め
に
法
華
経
を
供
養
す
る
こ
と
は
、
池
よ
り
蓮
の
蕾
が
開
く
の
と
同
様
で
あ
る
と
し
、
凡
身
の
内
に
仏
果
の
承
の
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
相
手
が
女
性
で
あ
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
臂
を
用
い
、
教
化
の
面
に
も
細
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
「
今
日
本
国
の
法
華
経
を
か
た
き
と
し
て
わ
ざ
わ
い
を
千
里
の
外
よ
り
ま
ね
き
よ
せ
ぬ
ｏ
」
と
い
う
一

文
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
中
が
正
法
の
仇
と
な
っ
た
た
め
に
、
禍
を
千
里
の
外
よ
り
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ

(I2)



れ
は
明
ら
か
に
元
（
蒙
古
）
の
大
軍
が
我
国
を
攻
め
て
来
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
法
華
経
を
か
た
き
と
す
る
人
の

国
は
、
体
に
か
げ
の
そ
う
が
ご
と
く
わ
ざ
わ
い
来
く
し
。
」
と
も
あ
り
、
再
び
蒙
古
の
軍
勢
に
よ
っ
て
、
禍
を
招
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
暗

ス
分

に
示
し
て
い
る
も
の
と
も
受
け
と
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
法
華
経
を
信
人
は
せ
ん
だ
ん
に
、
か
を
ぱ
し
さ
の
そ
な
え
た
る
が

ご
と
し
。
」
と
あ
っ
て
、
一
文
を
結
ん
で
い
る
。

真
蹟
は
富
士
大
石
寺
に
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
七
紙
に
わ
た
る
筆
蹟
も
雄
を
と
し
て
お
り
、
代
表
的
な
筆
勢
で
あ

る
。
古
来
、
『
十
字
御
書
』
或
い
は
『
重
須
殿
女
房
御
返
事
』
と
称
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
重
須
殿
に
つ
い
て
は
、
石
川
新
兵
衛
入
道
の
こ

（
尽
》
）

と
で
あ
り
、
女
房
は
南
条
時
光
の
姉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

す
邦
ざ
け

続
い
て
正
月
十
三
日
に
は
、
同
じ
く
富
士
の
上
野
尼
御
前
か
ら
、
正
月
用
の
食
綴
品
が
数
多
く
送
ら
れ
て
来
た
。
即
ち
「
聖
人
ひ
と
つ

む
し
も
ち
か
う
じ

つ
（
筒
）
、
ひ
さ
げ
（
提
子
）
十
か
。
十
字
百
。
あ
め
ひ
と
を
け
（
一
桶
）
二
升
か
。
柑
子
ひ
と
こ
（
一
龍
）
、
串
柿
十
連
。
な
ら
び
に

民
（
侭
Ｕ
）

お
く
り
候
了
。
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
と
す
れ
ば
草
庵
の
食
膳
を
久
し
振
り
に
賑
ぎ
わ
す
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

上

聖
人
は
早
速
に
御
礼
状
と
、
年
賀
状
を
兼
ね
た
書
信
を
記
さ
れ
て
い
る
。
「
春
の
は
じ
め
の
御
喜
花
の
ご
と
く
ひ
ら
け
、
月
の
ご
と
く
承

フ

ハ
リ
ソ
ヌ

た
せ
給
べ
き
よ
し
、
う
け
給
了
」
聖
人
の
年
賀
状
は
、
初
春
を
喜
ぶ
言
葉
で
始
り
、
い
つ
も
芽
出
た
い
祝
福
の
詞
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
書
状
に
は
、
弘
安
三
年
九
月
に
死
別
し
た
尼
御
前
の
子
で
あ
る
七
郎
五
郎
の
こ
と
を
追
憶
し
て
、
慰
め
の
情
を
寄
せ
て

い
る
。
上
野
尼
御
前
と
は
南
条
時
光
・
七
郎
五
郎
の
母
で
あ
り
、
兵
衛
七
郎
の
妻
に
当
る
人
で
あ
る
。
富
士
郡
の
上
野
に
住
し
、
西
谷
へ

は
い
つ
も
使
者
を
つ
か
わ
し
て
ご
供
養
に
つ
と
め
た
外
護
檀
越
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
も
上
記
の
よ
う
な
多
種
の
品
が
届
け

ら
れ
て
い
る
。

書
状
の
内
容
は
、
経
文
の
中
に
「
子
は
か
た
き
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
し
、
実
例
と
し
て
采
は
母
を
食
い
、
安
禄
山
は
子
に
殺

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）
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蓮
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田
）

さ
れ
、
為
義
は
子
の
義
朝
に
命
を
取
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
次
に
「
子
は
財
」
と
い
う
経
文
あ
り
と
し
て
、
法
華
経
の
妙
荘
厳
王
は
子
の

ス

（
句
ｆ
）

浄
蔵
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
生
提
女
は
子
の
目
連
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
例
を
出
し
、
「
さ
れ
ば
子
を
財
と
申
経
文
た
が
う
事
な
し
」
と
述

べ
、
五
郎
七
郎
は
「
子
は
財
」
と
い
う
経
文
に
あ
て
は
ま
る
立
派
な
青
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
わ
ず
か
十
六
才
で
他
界
し
た

こ
の
子
は
「
心
ね
、
ゑ
め
か
た
ち
、
人
に
す
ぐ
れ
て
」
い
た
だ
け
に
、
母
と
し
て
は
あ
き
ら
め
の
つ
か
な
い
悲
嘆
で
あ
っ
た
ろ
う
。
聖
人

は
そ
の
母
の
心
情
を
察
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
慰
承
の
文
を
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
子
に
会
い
た
く
ぱ
「
釈
迦
仏
を
御
使
と
し

ス

て
、
り
や
う
ぜ
ん
浄
土
へ
ま
い
り
あ
わ
せ
給
へ
。
」
と
説
き
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
女
人
の
、
を
も
う
子
に
あ
わ
ず
と
い
う
事
は
な

す
）

し
と
と
か
れ
て
候
ぞ
。
い
そ
ぎ
い
そ
ぎ
つ
と
め
さ
せ
給
へ
ノ
ー
。
」
と
文
を
結
ん
で
い
る
。
「
霊
山
浄
土
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
身
延
の
聖
人
は
、
此
の
御
書
に
限
ら
ず
死
後
霊
山
浄
土
で
再
会
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
法
華
経
行
者

の
死
後
の
浄
土
は
、
「
霊
山
浄
土
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
い
え
る
。
但
し
、
こ
の
「
霊
山
浄
土
」
は
死
後
で
な
く
て
は
行

（
Ｑ
》
）

く
こ
と
の
で
き
な
い
浄
土
で
は
な
く
、
聖
人
の
場
合
、
「
我
等
は
稜
土
に
候
へ
ど
も
心
は
霊
山
に
住
む
べ
し
」
で
あ
っ
て
、
聖
人
は
心
の
面

で
常
に
霊
山
浄
土
へ
往
詣
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

身
延
の
谷
で
寒
苦
鉄
乏
に
耐
え
つ
つ
も
、
尚
且
つ
一
方
で
霊
山
に
往
詣
さ
れ
る
法
説
に
ひ
た
っ
て
お
ら
れ
た
聖
人
の
心
境
に
は
、
こ
う

し
た
「
心
は
霊
山
に
住
く
し
」
と
い
う
純
粋
に
宗
教
的
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
肯
け
る
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
御
書
は
、
前
の
重

須
殿
女
房
に
与
え
た
御
書
と
同
じ
く
、
対
告
衆
が
女
性
で
あ
り
、
し
か
も
息
子
を
若
く
し
て
失
っ
た
母
へ
の
手
紙
で
あ
る
た
め
、
霊
山
往

詣
の
思
想
は
濃
い
も
の
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
と
も
云
え
る
。
真
蹟
は
八
紙
で
富
士
大
石
寺
に
在
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ｚ
》
０
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節
分
も
過
ぎ
て
春
も
立
っ
た
二
月
十
七
日
に
、
桟
敷
女
房
か
ら
「
白
き
か
た
び
ら
布
」
が
送
ら
れ
て
来
た
。
御
供
養
の
主
で
あ
る
桟
敷

女
房
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
桟
敷
と
い
う
の
は
地
名
か
ら
き
た
も
の
で
、
日
昭
の
母
と
妙
一
尼
、
そ
れ
に

（
皿
）

松
野
氏
も
、
こ
の
桟
敷
に
関
連
し
て
い
た
と
い
う
が
、
さ
だ
か
で
は
な
い
。
真
蹟
に
は
「
さ
じ
き
の
女
房
御
返
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
さ

じ
き
の
女
房
が
果
し
て
誰
な
の
か
、
更
に
研
究
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
建
治
元
年
五
月
二
十
五
日
付
の
『
さ
じ
き
女
房
御
返
事
』
に

（
ｕ
）

は
「
兵
衛
左
衛
門
殿
」
の
名
が
あ
り
、
「
か
た
び
ら
」
の
供
養
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
折
り
も
「
か
た
び
ら
」
の
御
供
養

ふ
み

を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
文
永
九
年
三
月
二
十
日
付
の
『
佐
度
御
書
』
に
は
、
「
此
文
は
富
木
殿
の
か
た
、
三
郎
左
衛
門
殿
、

う

い
く
さ

大
蔵
た
う
（
塔
）
の
つ
じ
（
辻
）
十
郎
入
道
殿
等
、
さ
じ
き
の
尼
御
前
、
一
一
に
見
さ
せ
給
べ
き
人
人
の
御
中
へ
也
・
京
・
鎌
倉
に
軍
に

し
せ
ノ
ノ
ノ
（
皿
）

死
る
人
人
を
書
付
て
た
び
候
へ
。
外
典
紗
・
文
句
二
・
玄
四
本
末
・
勘
文
・
宣
旨
等
こ
れ
へ
の
人
人
も
ち
（
持
）
て
わ
た
ら
せ
給
へ
。
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
さ
じ
き
の
尼
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
さ
じ
き
の
女
房
」
と
同
一
人
物
か
否
か
、
こ
の
点
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ

の
「
さ
じ
き
の
尼
」
は
文
面
か
ら
ぷ
て
京
・
鎌
倉
の
情
報
を
或
る
程
度
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
立
場
の
人
で
、
仏
典
に
関
す
る
文
書
に
つ

い
て
も
入
手
可
能
な
地
位
に
あ
っ
た
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。

（
羽
）

ま
た
文
永
十
年
四
月
廿
六
日
付
の
『
妙
一
尼
御
返
事
』
に
は
、
最
後
の
宛
名
が
「
さ
じ
き
妙
一
尼
御
前
」
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
妙

一
尼
も
「
さ
じ
き
」
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
人
も
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
妙
一
尼
も
ま
た
生
没

愈
）

年
不
明
で
、
日
昭
の
母
、
或
い
は
姉
、
更
に
日
妙
の
子
で
乙
御
前
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
諸
説
が
あ
る
。
古
来
、
二
人
説
・
三
人
説
も

あ
っ
て
、
「
さ
じ
き
の
女
房
」
と
「
妙
一
尼
」
「
妙
一
女
」
に
つ
い
て
は
、
定
っ
た
説
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

二
、
弘
安
四
年
の
春
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し
か
し
、
今
の
「
桟
敷
女
房
」
に
与
え
ら
れ
た
御
返
事
に
は
、
「
か
た
び
ら
」
の
供
養
に
対
し
、
十
種
供
養
に
よ
せ
て
功
徳
の
大
き
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
尚
、
末
文
に
「
あ
ら
あ
ら
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
身
に
い
た
は
る
事
候
間
、
こ
ま
か
な
ら
ず
候
。
」
と
記

し
て
い
る
。
詳
し
く
述
べ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
身
に
い
た
は
る
事
」
が
あ
る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
い
た
し
た
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
聖
人
は
又
健
康
を
害
さ
れ
、
養
静
を
要
す
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
真
蹟
は
、
和
歌
山
県
の
了

法
寺
に
あ
る
。
二
紙
目
に
「
二
月
十
七
日
」
の
日
付
が
あ
る
が
、
『
縮
冊
遺
文
』
で
は
、
本
書
を
建
治
四
年
に
配
し
て
い
る
。
し
か
し
、

（
班
）

筆
蹟
か
ら
見
て
晩
年
の
弘
安
四
年
を
と
る
『
昭
和
定
本
遺
文
』
又
は
弘
安
五
年
と
す
る
『
対
照
録
』
の
方
が
妥
当
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
月
に
入
り
聖
人
は
久
し
振
り
に
又
曼
茶
羅
の
染
筆
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
二
月
二
日
に
「
優
婆
塞
藤
原
日
生
」
宛
の
も
の
と
、
「
俗

資
光
」
宛
の
二
幅
が
伝
っ
て
い
る
。
日
生
に
授
予
さ
れ
た
曼
茶
羅
は
、
珍
ら
し
く
「
二
日
」
と
い
う
日
付
が
は
っ
き
り
読
象
と
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
池
上
本
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資
光
へ
授
予
さ
れ
た
曼
茶
羅
に
は
「
二
月
，
日
」
と
あ
っ
て
、
日
数
は
入
っ
て
い
な

い
。
真
蹟
は
熊
本
の
本
妙
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
幅
共
に
弘
安
後
期
の
曼
茶
羅
と
し
て
、
中
尊
首
題
と
四
天
王
及
び
梵
字
が
大
き
く

（
妬
）

太
字
で
書
か
れ
、
花
押
と
署
名
も
雄
大
に
記
さ
れ
て
い
る
。
共
に
三
枚
継
の
用
紙
で
、
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
授
与
者

の
日
生
と
資
光
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
曼
茶
羅
本
尊
の
授
与
が
あ
っ
た
点
か
ら
推
し
て
、
当
時
熱
心
な
門
下

の
信
徒
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。

い
も

一
か
月
後
の
三
月
十
八
日
に
は
、
富
士
の
南
条
家
か
ら
、
鱒
鴎
一
俵
が
届
け
ら
れ
て
来
た
ｏ
そ
の
礼
状
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
真
蹟
は

伝
っ
て
い
な
い
。
日
興
の
写
本
が
現
在
富
士
の
大
石
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
叉
か
う
ぬ
し
（
神
主
）
の
も
と
に
候

ち
し
穂
（
Ⅳ
）

御
乳
璽
一
疋
、
竝
に
口
付
一
人
候
。
」
と
あ
る
。
問
題
は
こ
の
「
乳
盟
一
疋
」
で
あ
る
が
、
一
説
に
は
馬
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
し
て
い

（
肥
）

る
。
「
乳
盟
」
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
と
し
て
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
中
に
、
藤
原
雅
経

(16)



聖
人
自
身
が
常
に
馬
に
乗
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
訪
ね
て
来
る
弟
子
・
概
越
の
人
々
は
、
馬
に
よ
る
交
通
を
行
っ

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
馬
舎
の
必
要
は
そ
う
し
た
面
か
ら
も
肯
け
る
の
で
あ
る
。
身
延
へ
の
入
山
、
及
び
下
山
の
際
は
、
勿
論

馬
を
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
病
弱
に
な
ら
れ
て
い
た
聖
人
自
身
が
馬
で
山
内
、
或
い
は
山
外
に
出
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
の
よ
う
に
も
推
察
で
き
る
。
と
も
か
く
髪
で
は
「
御
乳
盟
」
が
馬
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
は
、
「
口
付
一
人
」
と
い
う

《
麓
）

語
か
ら
考
え
て
も
、
一
応
馬
だ
と
も
い
え
る
が
、
尚
考
え
る
必
要
も
残
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
礼
状
で
は
更
に
「
故
五
郎
殿
」
の
こ
と
に
も
ふ
れ
つ
つ
、
尚
今
後
も
法
華
経
を
あ
だ
む
者
が
現
れ
て
、
た
え
る
こ
と
は
な
い
と
思

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

◎
。
。

（
聰
）
ち
し
縁

の
歌
と
し
て
、
「
く
れ
な
い
の
ち
し
ほ
も
あ
か
ず
三
室
山
い
る
に
い
づ
べ
き
こ
と
の
は
も
哉
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
は
「
千
入
」
で
あ
っ

て
、
幾
回
も
染
液
に
ひ
た
し
て
、
色
を
染
め
る
こ
と
を
云
う
の
で
あ
る
。
『
十
六
夜
日
記
』
の
一
節
に
は
、
「
時
雨
け
り
染
る
千
入
の
は

（
釦
）

て
は
又
紅
葉
の
錦
色
か
は
る
ま
で
」
と
あ
る
の
で
も
わ
か
る
ご
と
く
、
染
色
に
関
す
る
語
で
あ
る
。
従
っ
て
、
聖
人
に
帰
依
し
て
い
る
富

士
の
熱
原
在
住
の
神
主
の
も
と
に
あ
る
「
御
乳
盟
」
と
い
う
馬
と
口
取
の
者
一
人
を
身
延
に
召
し
た
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
、
と
す

（
皿
）

る
説
も
あ
る
。
し
か
し
馬
だ
と
し
た
ら
、
西
谷
の
生
活
で
果
し
て
馬
の
必
要
性
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
尚
疑
問
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も

考
え
ら
れ
る
。
又
か
り
に
馬
で
あ
っ
た
と
し
て
、
一
年
後
に
身
延
を
下
山
す
る
際
、
波
木
井
家
か
ら
立
派
な
「
く
り
か
げ
の
御
馬
は
あ
ま

（
理
）

り
を
も
し
ろ
く
を
ぽ
へ
候
」
と
い
う
名
馬
の
差
し
廻
し
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
の
で
、
難
路
遠
方
の
南
条
家
に
依
頼
さ
れ
な
く
と
も
、
近
か

間
で
ま
に
合
わ
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
或
い
は
「
神
馬
」
と
し
て
飼
う
予
定
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
年
の
秋
に
草
庵
の
大
改
修
が
あ
り
、
従
来
の
小
庵
か
ら
大
坊
・
小
坊
・
馬
舎
を
備
え
た
建
造
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
に
叉
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
「
馬
舎
」
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
馬
の
飼
育
が
当
時
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

(I7)



四
月
八
日
、
釈
尊
降
誕
会
を
期
し
て
、
西
谷
で
は
『
三
大
秘
法
票
承
事
』
即
ち
一
般
に
三
大
秘
法
紗
と
い
わ
れ
て
い
る
一
書
が
完
成
し

た
。
こ
の
御
書
は
古
来
と
か
く
論
義
さ
れ
、
現
代
で
も
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
、
種
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
真
蹟
は
存
在
せ
ず
、

写
本
と
し
て
日
親
の
筆
に
よ
る
も
の
が
京
都
本
法
寺
に
あ
る
。
本
書
の
宛
名
は
「
太
田
金
吾
殿
御
返
事
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
聖
人
の

檀
那
の
中
で
も
有
力
と
さ
れ
て
い
る
下
総
の
太
田
乗
明
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
真
蹟
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
た
め
、
真
偽
の
両
説
は
そ
れ
ぞ
れ
盛
ん
で
あ
り
一
様
で
は
な
い
。

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

じ

う
が
、
法
華
経
を
「
身
に
て
心
み
さ
せ
給
候
ぬ
ら
ん
。
た
う
と
し
た
う
と
し
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
法
華
経
を
身
を
も
っ
て
守
り

通
し
た
こ
と
に
対
す
る
讃
詞
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
彼
の
熱
原
法
難
の
折
り
に
南
条
氏
が
、
陰
に
陽
に
外
護
し
、
そ
の
た
め
そ
の
筋
や
周

囲
か
ら
「
あ
だ
ま
れ
」
た
こ
と
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
で
あ
っ
た
ろ
う
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ま
た
此
の
月
に
は
、
「
俗
日
大
」
に
対
し
曼
茶
羅
が
一
幅
授
与
さ
れ
て
い
る
。
香
川
県
高
瀬
の
法
華
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
右
下

「
大
広
目
天
王
」
の
脇
に
小
さ
く
「
富
士
上
野
顕
妙
新
五
郎
仁
日
興
申
与
之
」
と
日
興
の
添
書
が
あ
る
。
直
接
の
授
与
者
た
る
「
俗
日

大
」
に
つ
い
て
は
、
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
日
興
が
後
に
富
士
の
百
姓
新
五
郎
へ
与
え
た
御
本
尊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ

ノ

ヂ
フ
ヲ
（
別
）

い
て
は
日
興
の
『
白
蓮
弟
子
分
与
申
御
筆
御
本
尊
目
録
事
』
の
中
に
、
「
富
士
上
野
新
五
郎
者
日
興
弟
子
也
、
価
申
二
与
之
一
百
姓
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
左
下
「
阿
闇
世
大
王
」
の
下
に
は
、
「
懸
本
門
寺
、
可
為
末
代
重
宝
也
」
と
日
興
の
添
書
が
象
え
る
。
従
っ
て
こ

の
御
本
尊
は
、
本
門
寺
に
一
度
奉
安
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
永
く
重
宝
と
し
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
の
注
意
書
き
の
つ
い
た
も
の
で
あ

る
。
さ
す
が
に
堂
々
た
る
筆
勢
で
、
花
押
も
雄
大
で
あ
る
。

三
、
三
大
秘
法
票
承
事
に
つ
い
て

(18)



こ
の
よ
う
に
真
蹟
が
現
存
し
な
い
た
め
、
真
偽
の
論
も
や
か
ま
し
く
、
真
偽
未
決
の
御
番
と
し
て
永
く
扱
わ
れ
て
来
て
い
る
が
、
一
方

で
は
真
蹟
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
文
献
も
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
中
山
の
学
僧
で
あ
る
本

（
鋤
）

成
房
日
実
の
著
し
た
『
当
家
宗
旨
名
目
』
に
よ
れ
ば
、
中
山
に
真
蹟
が
在
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
刊
の
玉

（
銘
）

沢
日
好
に
よ
る
『
録
外
微
考
』
に
は
、
「
正
本
富
士
重
須
本
門
寺
有
し
之
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
山
に
も
富
士
に
も
現
在
の
と

こ
ろ
真
蹟
は
存
在
し
て
い
な
い
。
中
山
や
富
士
に
若
し
最
初
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
当
然
『
常
修
院
本
尊
聖
教
録
』
及
び

『
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
』
の
中
に
、
そ
の
名
が
見
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
も
見
え
な
い
の
で
あ
り
、

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

次
に
久
遠
成
院
日
親
は
、
本
書
を
真
撰
と
ぶ
て
書
写
し
、
現
に
京
都
本
法
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
身
延
の
日
朝
も
雷
写
し

（
”
）

て
お
り
、
久
遠
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
一
妙
院
日
導
・
優
陀
那
日
輝
等
い
ず
れ
も
真
撰
と
ぶ
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ｏ
下
っ
て
は
山

（
錫
）

川
智
応
・
清
水
竜
山
ら
も
共
に
真
撰
説
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
を
偽
書
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
あ
り
、
顕
本
法
華
宗
の
学

（
鈎
）
（
釦
）

者
た
る
合
掌
日
受
・
永
昌
日
鑑
ら
は
共
に
偽
書
説
を
掲
げ
、
田
辺
善
知
・
慰
田
義
遜
ら
も
、
富
士
派
を
中
心
と
し
た
偽
作
で
あ
る
と
承
な

今
こ
こ
で
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
二
・
三
挙
げ
て
承
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
始
め
に
真
作
で
あ
る
と
云
う
側
に
立
つ
人
に
、
三
位
日
順
が

あ
る
。
日
順
は
日
興
の
法
孫
で
、
富
士
北
山
本
門
寺
の
大
学
頭
で
あ
り
、
『
本
因
妙
口
決
』
の
中
で
、
日
蓮
宗
の
大
事
を
説
き
つ
つ
「
三

一
』

二
リ

シ
フ
ヲ
（
笏
）
ノ

大
秘
法
抄
云
、
題
目
有
一
三
意
一
云
云
、
能
能
可
レ
習
し
之
」
と
本
書
を
引
用
し
、
更
に
『
擢
邪
立
正
抄
』
の
中
で
、
「
法
華
者
諸
経
中
第
一
、

（
鰯
）
レ
チ

富
士
者
諸
山
中
第
一
也
」
と
し
、
故
に
富
士
へ
法
華
本
門
の
戒
壇
を
建
立
す
べ
き
旨
を
説
い
て
、
「
是
即
大
聖
之
本
懐
御
抄
分
明
也
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
順
が
本
書
を
所
依
と
し
て
立
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
ふ
て
わ
か
る
ご
と
く
、
真
撰
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ

し
て
い
る
０

る
０

（〃）



鈴
木
一
成
教
授
は
、
こ
う
し
た
諸
説
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
「
臆
説
」
で
あ
る
と
こ
と
わ
り
つ
つ
、
「
本
紗
の
法
門
は
聖
人
が
六
老
僧
や

（
認
）

富
木
・
大
田
等
の
教
団
の
重
立
に
、
深
秘
の
法
門
と
し
て
口
決
相
承
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
現
在
真
蹟
が
存
在
し
な
く
と
も
、
又
途
中
か
ら
真
蹟
が
存
在
し
た
と
云
う
記
録
が
出
て
来
て
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
仮
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
文
献
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
結
論
的
に
は
、
真
偽
未

決
の
域
を
出
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
云
え
よ
う
。
尚
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
最
近
に
至
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
、
統
計
的
な

手
法
に
よ
り
、
真
偽
の
判
別
解
折
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
中
間
成
果
が
五
十
五
年
六
月
に
「
朝
日
新
聞
」
か
ら
報
道
さ
れ
、
俄
か

（
勢
）

に
叉
真
偽
判
別
に
つ
い
て
の
論
が
、
「
日
蓮
宗
新
聞
」
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
真
偽
に
つ
い
て
の
論
は
、
ま
だ
今
後
も
続
く
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
結
論
的
に
は
や
は
り
真
偽
未
決
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
山
川
智
応
、
鈴
木
一
成
両
氏
の
説
く
と
こ
ろ
か
ら
推
し

て
、
そ
の
距
離
は
偽
よ
り
も
、
む
し
ろ
真
に
近
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
本
文
で
は
、
先
ず
神
力
品
の
結
要
四
句
を
引
用
し
、
本
化
上
行
に
付
属
し
た
要
法
た
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
本
法
に
は

う
テ

ノ
二

（
蕊
）
ニ
ノ
ス
ル

「
但
専
限
二
本
門
寿
鐙
一
品
一
出
離
生
死
の
要
法
也
」
と
論
じ
、
寿
量
品
を
要
法
と
定
め
、
此
の
「
寿
量
品
所
一
建
立
一
本
尊
者
五
百
塵
点
当

ノ

（
弱
）
ノ
ノ

初
以
来
此
土
有
縁
深
厚
本
有
無
作
三
身
教
主
釈
尊
是
也
」
と
「
本
門
本
尊
」
を
明
示
し
て
い
る
。
次
に
「
本
門
題
目
」
に
つ
い
て
は
、
正

ナ
リ
ニ
リ
テ

宇
一

ノ

ノ

・
像
と
末
法
と
の
二
意
が
あ
る
と
し
、
今
末
法
の
題
目
は
「
異
二
前
代
一
互
一
自
行
化
他
一
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
名
体
宗
用
教
五
重
玄
五

ノ

シ
一
一

シ
テ
ニ

ノ

チ

字
也
。
」
と
述
べ
、
更
に
「
本
門
戒
壇
」
に
つ
い
て
は
「
王
法
冥
二
仏
法
一
仏
法
合
一
主
法
一
王
臣
一
同
に
本
門
三
大
秘
密
の
法
を
持
て
（
乃

テ
タ
ヲ
ン

ュ
ノ
ヲ
キ
屯
ワ

キ
ツ
ワ

メ

至
）
尋
下
似
一
霊
山
浄
土
一
最
勝
地
上
可
レ
建
二
立
戒
壇
一
者
歎
。
可
レ
待
レ
時
耳
。
事
の
戒
法
と
申
は
是
也
。
」
と
説
い
て
い
る
。

し
か
も
此
の
三
秘
に
つ
い
て
は
、
本
化
と
し
て
仏
か
ら
直
接
に
付
属
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
通
り
明
ら
か
に
し
て
い
る

不
明
の
点
も
又
多
い
の
で
あ
る
。

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（20）



四
月
に
入
っ
て
間
も
な
い
五
日
に
聖
人
は
、
「
僧
日
春
」
宛
の
曼
茶
羅
を
し
た
た
め
ら
れ
た
。
九
二
・
一
糎
に
及
ぶ
丈
の
ほ
と
ん
ど
全

紙
に
わ
た
っ
て
、
大
き
く
首
題
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
僧
日
春
が
如
何
な
る
人
物
か
、
詳
し
い
こ
と
は
伝
っ
て
い
な
い

が
、
恐
ら
く
病
弱
の
聖
人
を
訪
ね
て
、
西
谷
へ
来
た
人
々
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
ｏ
真
蹟
は
沼
津
岡
宮
の
光
長
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
叉
十
七
日
に
は
「
俗
真
広
」
宛
の
曼
茶
羅
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
四
・
二
糎
の
丈
で
、
前
の
御
本
尊
に
比
較
す
る
と
小
型

で
あ
り
、
筆
の
跡
も
細
目
に
な
っ
て
い
る
。
又
四
天
王
が
な
く
梵
字
が
左
右
に
大
書
さ
れ
、
ほ
ぼ
丈
の
長
さ
一
杯
に
及
ん
で
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
通
称
を
「
若
宮
御
本
尊
」
と
呼
び
、
京
都
の
本
圀
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
若
宮
御
本
尊
」
と
称
す
る
由
来
に
つ
い
て

（
銘
）

は
、
弘
安
元
年
七
月
五
日
に
沙
門
日
門
に
授
与
さ
れ
た
御
本
尊
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
通
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
下
旬
に
入
っ
て
廿
五
日
に
は
、
「
比
丘
尼
持
円
」
に
与
え
ら
れ
た
曼
茶
羅
が
一
幅
書
写
さ
れ
て
い
る
ｏ
こ
れ
は
中
尊
首
題
の
「
経
」

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

カ
リ

の
で
あ
る
。
「
此
三
大
秘
法
は
二
千
余
年
の
当
初
、
地
涌
千
界
の
上
首
と
し
て
、
日
蓮
慥
に
自
二
教
主
大
覚
世
尊
一
口
決
相
承
せ
し
也
。
今

（
訂
）

日
蓮
が
所
行
は
霊
鷲
山
の
票
承
に
芥
鯛
計
り
の
相
違
な
き
色
も
替
ら
ぬ
寿
堂
品
の
事
の
三
大
事
な
り
。
」
と
あ
る
ご
と
く
、
「
口
決
相
承
」

し
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
純
粋
に
宗
教
的
境
地
に
お
け
る
相
承
で
あ
り
、
ま
さ
に
神
力
別
付
の
付
属
を
受
け
た

と
す
る
自
覚
か
ら
発
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
本
化
仏
使
」
と
し
て
の
立
場
で
な
く
て
は
表
現
で
き
な
い
言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
三
大
秘
法
に
つ
い
て
、
明
確
に
解
説
を
さ
れ
、
末
法
の
「
教
」
を
詮
明
す
る
と
共
に
、
末
法
に
お
け
る
「
師
」
に
つ
い
て
も
同
時

に
明
解
な
答
を
与
え
ら
れ
た
御
書
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
一
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
先
述
の
ご
と
く
真
偽
の
論
も
残
っ
て
い
る
点
か
ら
考

え
る
と
、
そ
う
し
た
点
も
含
め
て
、
所
説
の
教
義
上
か
ら
も
問
題
の
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

四
、
弘
安
四
年
の
夏

（〃）



身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

の
文
字
が
、
特
に
一
段
と
大
き
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
京
都
の
本
満
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
右
下
「
大
広
目
天
王
」
の
脇
に
、

「
甲
斐
国
大
井
庄
々
司
入
道
女
子
同
国
曽
弥
小
五
郎
後
家
尼
者
日
興
弟
子
也
価
申
与
之
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
可
し
為
二
本
門
寺
重
宝
一
也
」

翁
）

と
も
あ
る
。
更
に
、
左
下
花
押
の
近
く
に
は
「
孫
大
弐
公
日
正
相
伝
之
」
と
日
興
の
添
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
又
日
興
の
関
係
者

ノ

ノ

チ

シ

キ

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
日
興
は
「
甲
斐
国
曽
根
五
郎
後
家
尼
者
寂
日
房
弟
子
也
、
価
日
興
申
二
与
之
一
、
但
聖
人
御
滅
後
背

只
（
㈹
）

了
」
と
も
記
し
て
い
る
の
で
、
先
き
の
御
本
尊
の
添
書
と
の
間
に
相
異
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
断
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
恐
ら

キ
又

く
「
背
了
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
孫
の
大
弐
公
日
正
が
、
こ
れ
を
相
伝
す
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
と
も
推
察
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
こ

の
大
弐
公
で
あ
る
が
、
日
郷
の
『
日
興
上
人
御
遷
化
次
第
』
に
よ
る
と
、
御
葬
送
に
当
っ
て
の
行
列
次
第
の
中
に
、
二
人
の
大
弐
公
が
い

た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
御
輿
」
の
前
陳
右
に
三
位
阿
闇
梨
ら
六
名
の
門
弟
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
中
に
、
大
弐
公
が
記

さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
人
は
同
じ
く
「
御
輿
」
の
後
陳
右
に
、
伊
予
阿
闇
梨
ら
六
名
の
門
弟
が
つ
ら
な
っ
て
る
中
の
一
人
に
、
大
弐
公
の

名
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
「
御
遺
物
配
分
事
」
を
記
録
し
た
中
に
も
、
二
名
の
大
弐
公
が
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
鞠
か
で
、
こ
の
御

（
似
）
ノ

本
尊
に
記
さ
れ
た
人
物
は
、
二
名
存
在
し
た
大
弐
公
の
何
れ
に
当
る
か
、
更
に
研
究
を
要
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
そ
の
翌
廿
六
日
に
は
「
比
丘
尼
持
淳
」
へ
授
与
さ
れ
た
曼
茶
羅
の
染
筆
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
陽
気
も
よ
く
西
谷
を
訪
ね

て
来
る
僧
俗
も
多
く
な
り
、
聖
人
の
病
状
も
か
す
か
な
が
ら
少
康
を
え
た
感
も
あ
っ
て
依
頼
に
応
じ
、
筆
を
執
ら
れ
る
機
会
も
多
く
な
っ

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
連
日
筆
を
執
ら
れ
曼
茶
羅
・
消
息
文
等
を
書
き
遺
さ
れ
た
西
谷
で
の
生
活
は
、
病
状
次

第
に
進
み
衰
弱
を
重
ね
た
身
に
と
っ
て
、
相
当
な
負
担
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
入
滅
一
年
前
の
聖
人
は
す
で

に
そ
の
時
の
近
き
を
悟
り
、
で
き
る
限
り
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
弟
子
・
檀
越
の
請
い
に
応
じ
、
御
本
尊
の
授
与
も
、
次
第
に
数
を
ま
し

て
い
か
れ
た
と
象
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
入
滅
ま
で
の
約
一
年
間
に
現
存
十
五
幅
に
及
ぶ
曼
茶
羅
の
染
筆
が
あ
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
物

（22）



語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
持
淳
尼
あ
て
の
御
本
尊
は
、
鎌
倉
妙
本
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ル

ー
日
後
の
二
十
八
日
の
夜
、
突
然
に
大
風
が
吹
き
荒
れ
た
模
様
で
あ
る
。
「
御
そ
ら
う
（
所
労
）
い
か
ん
。
又
去
文
永
十
一
年
四
月
十

キ

サ
上
（
鯛
）

二
日
の
大
風
と
、
此
四
月
二
十
八
日
の
よ
の
大
風
と
勝
劣
い
か
ん
。
い
か
ん
が
聞
候
と
い
そ
ぎ
申
せ
給
候
へ
。
」
と
い
う
真
蹟
一
紙
が
京

都
本
圀
寺
に
あ
る
。
大
風
の
あ
っ
た
門
下
の
一
人
に
御
見
舞
い
を
兼
ね
、
詳
し
い
情
報
を
え
よ
う
と
さ
れ
、
こ
の
一
文
を
送
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
世
は
ま
さ
に
蒙
古
の
大
軍
が
再
度
日
本
総
攻
撃
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
り
乱
れ
て
、
世
上
の
不

安
は
つ
の
る
一
方
の
時
だ
け
に
、
こ
の
大
風
も
我
が
国
の
前
途
を
暗
示
す
る
か
の
ど
と
く
受
け
と
め
ら
れ
た
向
き
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
聖
人
は
『
立
正
安
国
論
』
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
亡
国
の
前
兆
と
し
て
天
変
地
天
を
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
面
も
あ
り
、

他
国
侵
逼
の
難
の
前
兆
の
一
つ
と
ゑ
な
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

五
月
に
入
り
聖
人
の
健
康
状
態
は
、
一
向
に
回
復
を
迎
え
ず
、
衰
え
を
つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
頃
、
池
上
宗
仲
・
宗
長
の
兄
弟

か
ら
、
鎌
倉
八
幡
宮
造
営
に
つ
い
て
、
工
事
に
は
ず
れ
た
旨
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
そ
こ
で
池
上
兄
弟
を
慰
め
励
ま
す
意
味
か
ら
一
書
が

記
さ
れ
て
い
っ
た
。
『
八
幡
宮
造
営
事
』
が
そ
れ
で
あ
り
、
廿
六
日
付
で
発
送
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
『
延
山
録

外
』
本
の
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
此
七
八
年
が
間
、
年
々
に
衰
病
を
こ
り
候
つ
れ
ど
も
、
な
の
め
に
て
候
つ
る

・
一

一
一
一
一

一
一
〈

が
、
今
年
は
正
月
よ
り
其
気
分
出
来
し
て
、
既
一
期
を
わ
り
に
な
り
ぬ
く
し
。
其
上
、
齢
既
六
十
み
ち
ぬ
。
た
と
ひ
十
一
今
年
す
ぎ
候
と

（
“
）

も
、
一
二
を
ぱ
い
か
で
か
す
ぎ
候
べ
き
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
身
延
へ
入
山
し
て
間
も
な
く
、
頑
強
の
身
に
も
病
の
生
ず
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
一
年
毎
に
衰
退
し
て
い
っ
た
聖
人
は
、
此
の
書
に
も
あ
る
通
り
、
正
月
よ
り
更
に
そ
の
度
を
加
え
、
一
期
の
終
り
に
近
ず
い
た
こ
と

を
悟
ら
れ
て
い
る
。
聖
者
は
自
身
の
臨
終
近
き
を
悟
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
聖
人
も
本
書
に
お
い
て
、
た
と
え
十
の
う
ち
一
つ
今
年
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
一
年
二
年
と
生
き
延
び
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
た
通
り
、
自
身
の
余
命
を
自
覚
さ
れ

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（”）



す
で
に
二
月
十
七
日
の
桟
敷
女
房
宛
の
書
信
に
も
先
述
の
ご
と
く
、
「
あ
ら
あ
ら
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
身
に
い
た
は
る
事
候
間
、
こ

《
ノ
ノ

ス

ま
か
な
ら
ず
候
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
「
此
程
上
下
人
人
御
返
事
申
事
な
し
。
心
も
も
の
う
く
、
手

も
た
ゆ
き
故
也
」
と
い
う
状
態
に
ま
で
衰
弱
が
進
ん
で
来
て
お
り
、
筆
を
執
る
こ
と
自
体
、
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
く
物

事
を
見
通
す
眼
力
と
卓
越
し
た
思
考
力
を
持
ち
、
如
何
な
る
困
難
を
も
乗
り
こ
え
て
来
た
不
屈
の
気
慨
を
身
に
つ
け
た
聖
人
で
は
あ
っ
た

が
、
「
老
・
病
」
の
二
つ
の
波
が
寄
せ
て
は
返
す
中
で
、
次
第
に
頑
健
な
身
体
は
、
衰
え
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
は
山

間
僻
地
で
の
不
自
由
な
衣
・
食
・
住
か
ら
来
る
影
響
や
、
西
谷
の
生
活
環
境
か
ら
来
る
陰
湿
な
土
地
や
不
健
康
な
条
件
等
も
加
わ
り
、
門

下
檀
信
徒
か
ら
の
御
供
養
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
晩
年
の
聖
人
を
支
え
る
に
は
、
不
備
が
多
く
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
こ
と

（
妬
）

は
云
う
迄
も
な
か
ろ
う
。
入
山
以
来
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
春
か
ら
秋
へ
か
け
て
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
遠
国
か
ら
は
る
ば
る
入
山
の
師
を

慕
っ
て
、
門
弟
や
檀
越
が
来
訪
し
、
教
え
を
乞
う
数
は
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
は
そ
う
し
た
人
々
と
の
対

話
も
、
直
接
聖
人
の
被
労
に
響
い
て
行
っ
た
。
「
手
も
た
ゆ
き
故
」
さ
す
が
に
返
事
も
書
け
な
い
状
態
な
が
ら
、
池
上
兄
弟
へ
敢
て
「
大

ソ

事
な
れ
ば
苦
を
忍
で
」
し
る
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

内
容
は
八
幡
宮
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
番
匠
で
あ
っ
た
兄
弟
が
、
担
当
を
は
ず
さ
れ
た
こ
と
は
、
識
奏
し
た
者
が
い
た
為
で
あ
ろ
う
と

一
一

一
一

一
一

ソ

マ

ノ

し
、
「
一
往
は
な
に
事
つ
け
て
も
辞
退
す
べ
き
事
ぞ
か
し
。
幸
認
臣
等
が
こ
と
を
左
右
よ
せ
ば
、
悦
で
こ
そ
あ
る
べ
き
に
、
望
る
入
事
一

失
也
。
」
と
さ
と
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
国
の
一
切
衆
生
が
誇
法
の
罪
に
よ
っ
て
、
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
分
身
の
諸
仏
等
に
捨
て
ら
れ
た

上
フ
兎
咽
）
ヒ

時
、
八
幡
宮
の
象
を
造
営
し
て
み
て
も
「
力
及
給
く
し
や
」
と
述
べ
、
か
え
っ
て
造
営
の
大
番
匠
を
は
ず
さ
れ
た
こ
と
は
「
天
の
御
計
歎
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
か
っ
て
文
永
の
役
の
時
、
大
風
が
吹
い
た
が
、
又
今
年
も
四
月
廿
八
日
に
大
風
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
四

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（24）



月
廿
六
日
は
八
幡
宮
の
上
棟
式
で
あ
っ
た
と
云
う
か
ら
、
三
日
の
内
に
大
風
あ
り
と
云
う
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
と
述
べ
て

（
物
）

い
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
此
の
文
に
見
え
る
「
大
風
」
は
、
本
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
弘
安
の
役
」
に
よ
っ
て
、
「
文
永
の
役
」

ス
ス

の
時
と
全
く
同
じ
状
態
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
「
返
返
穏
便
に
し
て
、
あ
だ
象
う
ら
む
る
気
色
な

く
て
、
身
を
や
つ
し
、
下
人
を
も
ぐ
せ
ず
、
よ
き
馬
に
も
の
ら
ず
、
鋸
・
鎚
手
に
も
ち
、
腰
に
つ
け
て
、
つ
ね
に
え
め
る
す
が
た
に
て
お

わ
す
べ
し
。
」
と
、
番
匠
と
し
て
の
日
常
生
活
に
お
け
る
在
り
方
に
至
る
ま
で
、
細
ま
や
か
な
注
意
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

（
綿
）

も
聖
人
の
豊
か
な
人
間
性
が
窺
え
る
が
、
又
一
面
、
法
華
経
の
菩
薩
行
を
詩
に
た
く
し
て
表
し
た
と
い
う
宮
沢
賢
治
の
詩
の
一
節
を
坊
佛

と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
賢
治
も
こ
う
し
た
聖
人
の
御
書
を
一
見
し
、
影
響
を
蒙
っ
た
も
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
単
に
宗
教
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
対
人
間
と
し
て
、
世
に
処
す
る
上
で
の
教
示
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

門
下
檀
越
に
と
っ
て
は
、
宗
教
上
の
「
師
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
生
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
此
の
上
も
な
く
心
強
く
、
「
生
き

る
」
上
で
の
活
力
と
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
推
察
に
か
た
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

プ

チ
ブ

ス
ス

フ

「
此
事
一
事
も
た
が
へ
さ
せ
給
な
ら
ば
、
今
生
に
は
身
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
後
世
に
は
悪
道
に
堕
給
く
し
。
返
返
法
華
経
う
ら
承
さ
せ
給
事
な

か
れ
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
如
何
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
法
華
経
を
う
ら
ん
で
は
い
け
な
い
と
す
る
訓
誠
は
、
「
善
に
付
け
悪
に
つ
け
法

（
伯
）

華
経
を
す
つ
る
、
地
獄
の
業
な
る
べ
し
」
と
い
う
『
開
目
抄
』
の
文
と
、
同
意
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
宛
名
は
大
夫
志
と
兵
衛
志
の
両
名

ノ

宛
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
兄
弟
か
ら
来
た
手
紙
の
御
返
事
で
あ
る
。
病
身
で
「
上
下
人
人
」
に
す
べ
て
出
す
べ
き
消
息
文
を
、
一
切
断
っ

て
い
る
な
か
で
、
敢
て
筆
を
執
ら
れ
た
聖
人
の
心
中
は
、
こ
の
池
上
兄
弟
の
こ
と
を
如
何
に
深
く
考
え
て
お
ら
れ
た
か
、
察
す
る
に
余
り

て
い
る
な
か
で
、
敢
一

あ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
此
の
年
の
春
か
ら
夏
へ
か
け
て
の
書
簡
と
見
ら
れ
て
い
る
『
上
野
殿
御
書
』
（
一
紙
断
簡
）
が
あ
る
。
「
故
五
郎
殿
の
十
六
年

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（25）



身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（
卵
）

が
間
の
罪
は
江
河
の
一
て
い
（
浦
）
、
須
爽
の
間
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
大
海
の
一
て
い
等
云
云
」
と
あ
る
の
で
、
南
条
氏
宛
の
断
簡
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
後
の
真
蹟
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
御
書
全
体
の
文
意
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

恐
ら
く
は
真
蹟
一
紙
の
第
一
行
目
最
初
に
「
あ
ぢ
わ
い
、
大
海
の
一
浦
は
五
味
の
あ
ぢ
わ
い
」
と
あ
る
の
で
、
南
条
家
か
ら
な
ん
ら
か
の

御
供
養
が
あ
り
、
そ
の
礼
状
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
京
都
妙
伝
寺
に
真
蹟
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

六
月
に
入
り
、
つ
い
に
二
度
目
の
国
難
が
や
っ
て
来
た
。
元
の
将
軍
萢
文
虎
は
高
麗
軍
と
共
に
、
大
船
団
を
も
っ
て
博
多
に
総
攻
撃
を

仕
掛
け
て
来
た
の
で
あ
穎
）
此
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
は
鎌
倉
在
住
の
人
々
か
ら
、
直
に
西
谷
の
聖
人
へ
急
報
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
聖

七
ル

人
は
六
月
十
六
日
付
で
、
次
の
よ
う
な
書
状
を
発
し
、
門
下
の
人
々
に
対
し
厳
し
い
訓
示
を
与
え
て
い
る
。
「
小
蒙
古
人
寄
二
来
大
日
本

ヒ
ニ
ノ
ー
ハ
ヒ
ニ
タ
ラ

フ
ニ

セ
ハ
ニ
キ
ス
ワ
ノ

ス
ル

〃

国
一
之
事
、
我
門
弟
竝
檀
那
等
中
若
向
二
他
人
一
将
叉
自
不
レ
可
レ
及
二
言
語
一
。
若
違
二
背
此
旨
一
可
レ
離
二
門
弟
一
等
由
、
所
二
存
知
一
也
。
以
二
此

ワ
タ
ス
『
一
毎
延
）

旨
一
可
レ
示
二
人
々
一
候
也
。
」
と
あ
る
。
門
下
に
と
っ
て
再
度
の
蒙
古
来
襲
は
、
ま
さ
に
聖
人
が
予
言
し
た
他
国
侵
逼
の
難
の
適
中
を
現

し
、
二
度
に
わ
た
っ
て
予
言
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
驚
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
い
に
自
慢
す
べ
き
こ
と
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
門
下
の
人
々
が
他
に
向
っ
て
予
言
適
中
に
対
し
誇
ら
し
げ
な
言
動
を
と
っ
た
こ
と
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
聖
人
は
こ
う
し
た
門
下
の
態
度
を
厳
し
く
誠
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
し
か
に
予
言
が
適
中
し
た
こ
と
は
、
嬉
ぱ
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
国
に
よ
っ
て
我
が
国
が
攻
め
ら
れ
る
と
い
う
悲
し
む
べ
き
予
言
の
適
中
で
あ
っ
て
、
決
し
て
嬉
ぷ
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
如
何
に
予
言
の
適
中
と
は
い
え
、
自
国
が
攻
め
ら
れ
大
難
に
値
っ
て
数
多
く
の
戦
死
者
や
負
傷
者
を
出
し
て
い
る
事
実
か
ら
み

た
と
き
、
単
に
予
言
の
適
中
と
い
う
事
だ
け
を
と
ら
え
、
他
の
悲
し
ゑ
や
不
安
を
よ
そ
に
、
自
慢
げ
な
言
動
を
と
る
よ
う
な
ら
ば
、
「
日

蓮
の
門
下
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
聖
人
の
「
国
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
」
と
い
う
国
を
思
う
気
持
が
如
実
に

現
れ
た
一
文
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
国
が
亡
び
る
こ
と
が
最
大
の
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
聖
人
に
し
て
承
れ
ば
、
当
然
の
言
葉
で
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園
）

あ
っ
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
尚
、
本
文
に
「
小
蒙
古
」
「
大
日
本
国
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
、
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
国
勢
・

（
副
）

面
積
の
大
小
を
云
う
の
で
は
な
く
、
正
法
流
布
を
行
っ
て
い
る
本
化
仏
使
の
住
所
で
あ
っ
て
、
「
日
蓮
は
日
本
国
の
棟
梁
也
。
」
と
の
自

ノ
ノ
リ

ノ
（
弱
）

覚
を
持
ち
、
「
日
蓮
日
本
第
一
法
華
経
行
者
為
二
豪
古
退
治
大
将
こ
と
云
う
自
負
を
も
た
れ
て
い
た
点
か
ら
推
し
て
、
正
法
・
正
師
の
国

を
「
大
」
と
し
、
こ
れ
を
攻
め
る
国
を
「
小
」
と
さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
写
本
は
本
満
寺
本
が
伝

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
真
如
諦
私
日
、
日
蓮
大
菩
薩
御
真
筆
直
奉
レ
拝
二
写
之
一
者
也
。
但
御
筆
草
也
。
所
持
人
者
桜
井
弥
次

ノ
毎
”
）

郎
也
、
但
御
袖
判
也
。
無
一
脚
名
乗
一
見
事
御
筆
也
」
と
あ
る
の
で
、
日
真
は
真
蹟
を
直
接
拝
写
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
真
蹟
が

当
時
は
現
存
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
う
る
。

さ
て
、
次
に
月
が
替
り
、
七
月
に
入
っ
て
最
初
の
日
、
聖
人
は
曽
谷
二
郎
か
ら
来
た
書
状
を
見
て
、
そ
の
返
信
を
記
さ
れ
て
い
る
。
此

の
御
書
は
日
興
の
写
本
が
、
富
士
重
須
本
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
「
弘
安
四
年
閏
七
月
一
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
宛
名
は

「
曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
返
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
世
上
は
蒙
古
の
来
襲
に
よ
っ
て
、
緊
張
と
不
安
の
渦
巻
く
中
に
あ
り
、
国
難
の
ま
っ
た

ノ
ハ
ヲ
ワ
ク
ワ
ラ
ブ
コ
ト
ユ

ニ
ワ

シ
テ
ソ

ニ
（
釘
）

だ
中
で
あ
っ
た
。
「
世
間
事
且
置
し
之
、
専
逆
二
仏
法
一
法
華
経
第
二
云
其
人
命
終
入
一
阿
鼻
獄
一
等
云
云
」
と
あ
っ
て
、
経
文
の
解
説
を
以

下
行
っ
て
い
る
。
即
ち
正
法
た
る
法
華
経
を
信
じ
な
い
人
々
は
入
阿
鼻
獄
で
あ
る
と
し
、
弘
法
・
慈
覚
・
智
証
の
三
大
師
を
あ
げ
て
、

ノ
ハ
テ

ノ
ヲ
ス
ス
ル
ノ
・
●
、
二
ノ
ノ

ヲ
サ
ヘ
フ

誇
法
の
邪
義
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
今
三
大
師
以
二
未
顕
真
実
経
一
非
し
破
二
三
世
仏
陀
本
懐
之
説
一
、
剰
失
一
二
切
衆
生

ノ
ワ

日
夕
ハ

ノ
モ
カ
シ
ム
ヅ
カ
シ
ブ
ワ
（
邸
）

成
仏
之
道
一
、
深
重
罪
過
現
未
来
諸
仏
争
可
レ
窮
し
之
乎
。
争
可
レ
救
レ
之
乎
。
」
と
厳
し
く
批
判
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
邪
義
を
破
す
る
為

ノ
ノ
ー
テ
ヌ
ル

に
折
伏
逆
化
の
化
導
を
進
め
て
来
た
が
、
流
罪
死
罪
の
大
難
に
値
う
結
果
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
終
り
に
「
蒙
古
牒
状
已
前
依
二
去
正

ノ

ス
ト
ワ
テ
シ

ル
ニ
カ

ブ
二
二

一
一

嘉
・
文
永
等
大
地
震
・
大
彗
星
之
告
一
再
三
雄
レ
奏
し
之
国
主
敢
無
二
信
用
一
、
然
而
日
蓮
勘
文
粗
叶
二
仏
意
一
故
此
合
戦
既
興
盛
也
。
」
と
国
難

に
先
き
が
け
て
瑞
相
の
あ
ら
れ
た
時
、
再
三
に
諌
暁
を
行
っ
た
が
、
つ
い
に
聞
き
入
れ
ず
、
他
国
侵
逼
の
難
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）
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身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

二
度
ま
で
起
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
今
日
の
日
本
が
蒙
古
に
攻
ら
れ
て
苦
難
に
値
う
の
は
い
た
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ニ
ト

ノ

リ
ト
ノ
ハ
フ
ニ
【
一

一
一

「
髪
貴
辺
与
二
日
蓮
一
師
檀
一
分
也
。
雛
し
然
有
漏
依
身
随
二
国
主
一
故
欲
し
値
二
此
難
一
欺
。
」
と
誇
法
者
と
共
に
難
に
値
う
こ
と
を
説
き
、

ニ
キ
ル
セ

ヲ

髭
ハ
ヲ
ト
モ
二
《
シ
ニ
く
り

］
一
《
セ
ン
》
一
（
弱
）

「
唯
一
心
可
し
被
し
期
二
霊
山
浄
土
一
歎
・
設
身
値
二
此
難
一
心
同
二
仏
心
一
今
生
交
二
修
羅
道
一
後
生
必
居
二
仏
国
一
」
と
説
い
て
結
ん
で
い
る
。
今

生
に
は
身
を
兵
難
修
羅
道
に
置
い
て
も
、
心
は
仏
国
霊
山
浄
土
に
居
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
愛
で
は
一
応
、
身
と
心
と
を
区
別
し
今
生
に
難
に
値
う
こ
と
と
、
後
生
に
霊
山
浄
土
を
期
す
る
こ
と
と
を
、
一
人
の
人
生
の
現
実

と
そ
の
延
長
線
上
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
云
う
「
後
生
は
必
ず
仏
国
に
居
せ
ん
」
と
い
う
の
は
、
「
霊
山
浄
土
」
を
指

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
蒙
古
来
襲
に
つ
い
て
、
聖
人
自
身
は
こ
の
現
実
の
国
難
を
、
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
上
で
、
極
て
重
要
な
一
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
真
蹟
は
現
存
し
な
い
が
、
日

興
の
写
本
が
富
士
重
須
の
本
門
寺
に
あ
る
。

次
ぎ
に
八
月
八
日
、
光
日
上
人
宛
の
『
御
返
事
』
の
中
に
も
、
同
様
に
「
其
人
命
終
入
阿
鼻
獄
」
の
経
文
を
引
い
て
、
此
の
経
文
の
解

説
を
進
め
て
い
る
。
真
蹟
十
一
紙
は
曽
て
身
延
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
光
日
上
人
と
は
光
日
尼
こ
と
で
あ
り
、
安
房
国
天
津
の
人
で
、
聖

（
釦
）

人
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
子
の
弥
四
郎
の
手
引
き
で
入
信
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
光
日
尼
の
詳
し
い
生
没
年
は
伝
っ
て
い
な

い
。
本
文
は
ほ
ぼ
前
書
で
あ
る
曽
谷
二
郎
入
道
に
宛
た
文
面
と
前
半
は
共
通
し
て
い
る
。
後
半
は
「
光
日
尼
御
前
は
い
か
な
る
宿
習
に
て

ノ

法
華
経
を
ぱ
御
信
用
あ
り
け
る
ぞ
、
又
故
弥
四
郎
殿
が
信
じ
て
候
し
か
ぱ
子
勧
め
か
。
此
功
徳
空
し
か
ら
ざ
れ
ぱ
、
子
と
倶
に
霊
山
浄
土

《
ハ

ヒ

（
団
）

へ
参
り
合
せ
給
ん
事
、
疑
な
か
る
く
し
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
光
日
尼
の
人
物
に
つ
い
て
も
手
が
か
り
が
え
ら
れ
る
。
子
の
弥
四
郎
は

（
鯉
）

す
で
に
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
年
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
聖
人
は
書
を
送
っ
て
慰
め
ら
れ
て
い
る
。

フ

プ

「
今
の
光
日
上
人
は
子
を
思
あ
ま
り
に
、
法
華
経
の
行
者
と
成
給
ふ
。
母
と
子
と
倶
に
霊
山
浄
土
へ
参
り
給
く
し
ｏ
其
時
御
対
面
い
か
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（
“
）

に
う
れ
し
か
る
べ
き
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
も
「
霊
山
浄
土
」
が
示
さ
れ
「
其
時
御
対
面
」
と
い
う
言
葉
か
ら
ゑ
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
「
後
生
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
き
に
逝
っ
た
弥
四
郎
と
霊
山
浄
土
で
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
霊
山
浄
土
の
あ
り
か
た
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。

閏
七
月
、
大
風
雨
に
あ
っ
て
蒙
古
の
軍
船
は
、
再
度
の
打
撃
を
受
け
、
漂
没
し
て
、
我
が
国
の
難
は
、
か
ろ
う
じ
て
脱
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
七
月
か
ら
八
月
へ
か
け
て
、
聖
人
の
健
康
状
態
は
陽
気
も
定
ま
っ
た
為
か
い
く
分
持
ち
な
お
し
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
書
簡
も
こ

の
た
め
発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
に
は
先
き
に
ふ
れ
た
蒙
古
来
襲
が
、
聖
人
を
し
て
更
に
筆
を
執
ら
ず
に
は
お
か
な
い
事
態
と
な
っ
て

現
れ
た
為
と
も
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
聖
人
の
病
状
は
、
す
で
に
衰
弱
の
度
を
深
く
し
て
、
平
常
の
ご
と
く
に
は
い
か
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
食
慾
も
常
の
よ
う
に
は
な
く
不
快
の
日
殉
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

め
う
が

二
十
二
日
に
は
そ
う
し
た
聖
人
の
も
と
へ
、
治
部
房
日
位
か
ら
、
白
米
一
斗
・
蕊
荷
の
子
・
は
じ
か
承
一
苞
が
送
ら
れ
て
来
た
。
日
位

は
後
に
中
老
僧
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
程
で
、
数
多
い
門
人
の
中
で
も
代
表
的
な
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。
『
統
紀
』
に
よ
れ
ば
、
幼
に

二
ヲ

二
（
“
）

し
て
聖
人
の
門
下
と
な
り
、
「
晩
築
二
隠
駿
州
有
度
郡
池
田
之
郷
一
」
と
あ
る
ご
と
く
で
、
池
田
本
覚
寺
の
開
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
真

蹟
は
な
い
が
本
満
寺
本
の
写
本
が
伝
っ
て
い
る
。
本
文
で
は
法
華
経
を
供
養
す
る
者
は
必
ず
仏
に
な
る
こ
と
を
説
き
、
法
華
経
の
為
に
勧

ノ

ノ

持
品
の
難
を
も
覚
悟
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
、
更
に
経
文
が
「
当
時
の
世
間
に
少
し
も
た
が
ひ
候
は
い
上
、
駿
河
国
賀
島
荘
は
、
殊
に
目

ヒ

ヒ
（
錦
）

前
に
身
に
あ
た
ら
せ
給
て
覚
へ
さ
せ
給
候
ら
ん
。
」
と
現
実
に
な
っ
て
生
起
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
弘
安
二
年
に
起
っ
た
熱

（
妬
）

原
法
難
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
位
は
此
の
法
難
の
時
、
日
興
ら
と
共
に
事
に
当
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か

と
が

る
。
又
、
法
華
経
の
行
者
た
る
聖
人
に
対
し
上
下
こ
ぞ
っ
て
迫
害
を
加
え
る
た
め
、
一
切
の
仏
神
に
祈
念
を
捧
げ
て
も
還
っ
て
科
と
な
り
、

他
国
に
攻
め
ら
れ
、
歎
き
悲
し
む
こ
と
に
な
る
と
、
兼
ね
て
人
々
に
申
し
聞
か
せ
き
て
来
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
「
御
使
い
そ

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

（29）



身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

シ

メ

ぎ
候
へ
ぱ
委
く
は
申
さ
ず
候
。
又
々
申
べ
く
候
」
と
あ
る
の
で
、
御
供
養
の
品
灸
を
届
け
に
来
た
使
者
に
、
そ
の
手
で
持
た
せ
て
帰
し
た

翌
二
十
三
日
は
、
摩
尼
女
に
対
し
て
一
幅
の
曼
茶
羅
が
図
顕
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
の
妙
本
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
丈
五
○
糎
・
幅
三

一
糎
な
が
ら
、
筆
勢
に
は
い
さ
さ
か
の
衰
え
も
な
く
、
首
題
・
梵
字
・
花
押
共
に
他
の
御
本
尊
と
同
様
、
力
量
感
を
持
っ
て
い
る
。
授
与

（
師
）

者
の
摩
尼
女
が
如
何
な
る
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
摩
尼
と
は
宝
珠
の
意
味
も
あ
り
、
仏
弟
子
の
中
に
も
、
摩
尼
敷
陀
と
い
う
人
も
い

た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
た
ん
な
る
俗
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
推
察
で
き
よ
う
。
聖
人
ご
在
世
の
当
時
は
、
こ
う
し
た
出
家
で
も
俗
で
も
な

い
と
い
っ
た
、
謂
わ
ぱ
中
間
層
の
人
を
で
、
篤
信
の
徒
が
、
意
外
に
多
く
い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
聖
人
は
、
弘
安
四
年
と
い
う
国
難
の
嵐
吹
き
す
さ
ぶ
中
で
、
内
に
は
慢
性
化
し
つ
つ
次
第
に
悪
化
し
て
い
っ
た
消
化
器
病

（
下
痢
）
に
耐
え
な
が
ら
、
国
難
に
対
処
す
べ
き
道
、
正
法
に
よ
っ
て
国
士
を
守
る
べ
き
こ
と
を
説
き
続
け
、
弟
子
や
信
徒
を
励
ま
し
、

教
化
を
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
と
が
わ
か
る
。

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
毎
Ｊ
）

『
日
本
宗
教
史
年
表
』
（
笠
原
一
男
編
）
一
○
七
頁

八
幡
宮
造
営
事
に
よ
れ
ば
、
此
の
年
正
月
よ
り
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、

重
須
殿
女
房
御
返
事
定
遺
一
八
五
五
頁

同
同
一
八
五
六
頁

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
九
巻
・
二
七
五
頁

上
野
尼
御
前
御
返
事
定
遺
一
八
五
七
頁

す
み
ざ
け

聖
人
と
は
清
酒
の
こ
と
を
指
す
。

同
同
一
八
五
八
頁

一
】

「
既
一
期
を
わ
り
に
な
り
ぬ
く
し
」
（
一
八
六
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（”）
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『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
（
興
尊
全
集
）
二
七
頁

同
第
二
巻
（
興
門
集
）
二
九
八
頁

同
同
三
五
五
頁

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
七
巻
三
四
八
’
三
五
二
頁

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
（
立
正
安
国
会
編
）
を
参
照
。

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
一
○
巻
参
照

上
野
殿
御
返
事
定
遺
一
八
六
一
頁

『
本
化
聖
典
大
辞
林
』
に
は
、
「
馬
の
毛
色
の
千
入
染
め
た
る
紅
葉
の
如
く
深
紅
な
る
に
や
」
（
二
四
○
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
（
恋
一
・
六
八
三
）

『
十
六
日
記
』
は
阿
仏
尼
の
作
、
『
新
校
群
需
類
従
』
第
一
五
巻
七
一
頁

日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
二
六
巻
二
頁

波
木
井
殿
御
報
定
遺
一
九
二
四
頁

参
考
と
し
て
、
聖
人
の
誕
生
し
た
年
は
、
承
久
四
年
壬
午
で
あ
る
。
つ
ま
り
干
支
は
「
午
」
で
あ
る
た
め
、
特
に
馬
を
愛
し
て
お
ら
れ
た
と
す
る

考
え
方
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
「
夫
と
馬
と
な
く
ぱ
い
か
で
か
日
蓮
が
命
は
た
す
か
り
候
べ
き
」
（
兵
衛
志
殿
御
返
事
一
五
○
五
頁
）
と
あ
り
、

又
諌
暁
八
幡
抄
（
一
八
三
一
頁
）
に
は
冒
頭
よ
り
馬
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
、
馬
に
つ
い
て
相
当
に
知
識
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が

同
同
一
八
五
九
頁

千
日
尼
御
前
御
返
事
同
一
五
九
九
頁

桟
敷
女
房
御
返
事
同
一
八
六
○
頁

さ
じ
き
女
房
御
返
事
同
九
九
七
頁

佐
渡
御
書
同
六
一
○
頁

妙
一
尼
御
返
事
同
七
二
二
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
二
五
巻
一
、
及
び
『
本
化
聖
典
大
辞
林
』
三
○
二
九
頁
、
更
に
『
棲
神
』
五
二
号
三
三
頁
〔
註
〕
四
四
の
拙
論
等
を
参

わ
か
る
◎

照
さ
れ
た
い
。

(3I)
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八
幡
宮
造
営
事
定
遺
一
八
六
八
頁

同
同
一
八
六
九
頁

宮
沢
賢
治
の
代
表
作
た
る
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
に
は
、
菩
薩
と
し
て
の
生
き
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
面
も
あ
る
が
、
御
書
と
相
い

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
二
六
巻
六
七
’
八
頁

『
日
蓮
宗
宗
学
全
窃
』
顕
本
法
華
宗
部
一
五
頁
・
三
八
二
頁

『
日
蓮
聖
人
の
本
尊
論
』
（
田
辺
善
知
著
）
二
七
六
頁
。
並
に
塩
田
義
遜
博
士
は
「
三
大
秘
法
妙
の
研
究
」
（
『
大
崎
学
報
』
七
九
号
）
の
中
で
、

『
日
蓮
宗
宗
学
全
窃
』
龍

『
日
蓮
聖
人
の
本
尊
論
』

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
七
巻
三
五
六
頁

「
日
蓮
宗
新
聞
」
昭
和
五
六
年
九
月
一
日
号
で
、
「
三
大
秘
法
紗
の
真
偽
判
別
研
究
」
と
題
し
て
、
立
正
大
学
伊
藤
端
叡
助
教
授
は
、
同
新
聞
の

第
一
○
○
一
号
に
冠
贋
一
教
授
が
「
真
偽
説
の
根
本
的
誤
り
を
問
う
」
と
い
う
一
文
に
答
て
い
る
。

三
大
秘
法
紗
定
遺
一
八
六
三
頁

同
同
一
八
六
四
頁

同
同
一
八
六
五
頁

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
五
○
頁
参
照
。

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
十
巻
参
照

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
（
興
尊
全
集
）
二
六
頁

同
同
二
七
三
頁

同
同
二
七
六
頁

大
風
御
書
定
遺
一
八
六
六
頁

八
幡
宮
造
営
事
同
一
八
六
七
頁

「
日
蓮
聖
人
晩
年
の
健
康
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
三
号
）
で
宮
崎
英
修
博
士
は
、
聖
人
の
病
気
、
療
養
、
発
病
の
時
期
等
に
つ
い

偽
作
説
を
と
っ
て
い
る
。

て
詳
説
し
て
い
る
。

『
当
家
宗
旨
名
目
』
上
巻
参
照
。

『
録
外
微
考
』
下
巻
九

（32）
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『
録
外
考
文
』
巻
三
’
十
一

曾
谷
二
郎
入
道
殿
御
報

同同
『
本
化
聖
典
大
辞
林
』

光
日
上
人
御
返
事

光
日
房
御
雷

光
日
上
人
御
返
事

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

治
部
房
御
返
事

熱
原
法
難
に
つ
い
て
は
、
｜

顕
誇
法
紗

通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』
四
四
八
頁
以
下
の
拙
論
を
参
照
。

開
目
抄
定
遺
六
○
一
頁

上
野
殿
御
書
同
一
八
七
○
頁

『
日
本
宗
教
史
年
表
』
（
笠
原
一
男
編
）
一
○
七
頁

小
蒙
古
御
番
定
遺
一
八
七
一
頁

『
本
化
聖
典
大
辞
林
』
二
一
○
三
頁
、
及
び
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
三
ハ
巻
七
八
頁
等
に
詳
し
い
説
が
あ
る
。
参
照
ｏ

撰
時
抄
定
遺
一
○
五
三
頁

与
極
楽
寺
良
観
書
同
四
三
二
頁

身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
（
上
田
）

定
遺
一
八
七
一
頁

同
一
八
七
四
頁

同
一
八
七
六
頁

一
四
五
七
頁

定
遺
一
八
七
九
頁

同
二
六
一
頁

同
一
八
八
○
頁

十
一
’
二
○

定
遺
一
八
八
二
頁

『
凄
神
』
五
一
号
四
九
頁
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

定
遺
二
六
二
頁

（33）



如
下
欲
し
説
二
浬
薬
一
大
音
宣
告
放
し
光
動
し
地
以
為
二
別
序
一
。
欲
し
説
二
勝
童
一
父
母
送
レ
書
以
為
二
別
序
一
。
欲
し
説
二
維
摩
長
者
一
献
蓋
為
中
別

（
１
）

序
上
。
此
経
天
雨
二
四
華
一
地
六
種
動
為
二
別
序
一
也
。
然
通
序
亦
名
二
証
信
序
一
。
明
二
仏
法
理
同
一
。

と
、
浬
藥
・
勝
堂
・
維
摩
・
法
華
の
各
経
典
が
説
示
を
展
開
す
る
に
至
る
過
程
を
示
し
、
別
序
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
通
序
が

何
故
に
証
信
序
で
あ
る
か
の
説
明
を
加
え
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
『
妙
法
華
経
』
の
「
如
是
我
聞
」
の
句
を
注
釈
す
る
に
あ
た
り
『
義
記
』
は
、

我
聞
者
此
是
通
序
中
第
二
。
表
し
明
二
阿
難
述
而
不
壱
作
。
正
言
如
是
一
部
法
華
経
我
従
二
仏
辺
一
間
。
非
二
我
自
造
一
。
所
以
爾
者
ｏ
但
仏

（
⑨
凸
）

在
世
時
開
し
教
度
し
人
明
し
理
化
し
物
。
尚
有
下
性
執
取
二
斜
見
一
不
二
信
受
一
者
上
。

と
し
、
小
乗
の
人
等
は
未
し
易
し
可
し
信
だ
か
ら
、
「
如
是
」
と
い
い
「
我
聞
」
と
い
っ
た
の
だ
と
な
し
、
今
は
、

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

法
雲
は
『
法
華
義
記
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
序
・
正
宗
・
流
通
の
三
段
に
法
華
を
わ
か
っ
て
、
法
華
経
の
主
旨
を
説
明
し
て
い
る
が
、

そ
の
序
分
に
は
通
序
と
別
序
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
華
経
の
序
品
の
如
是
我
聞
か
ら
退
座
一
面
ま
で

が
通
序
で
あ
り
、
爾
時
世
尊
四
衆
囲
続
か
ら
序
品
末
ま
で
が
別
序
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
衆
経
は
そ
れ
ぞ
れ
不
同
で
あ
る
と

し
、

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信

1

望
月
海
淑

（35）



（
４
）

我
聞
之
言
可
レ
得
一
信
受
一
。
若
不
レ
億
二
聞
経
之
処
一
我
聞
之
言
云
何
可
し
信
。
是
故
出
二
聞
経
之
処
一
我
聞
不
し
謬
也
。

と
し
て
、
我
聞
（
法
華
経
の
説
示
）
に
対
し
て
信
受
す
る
方
法
し
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
経
は
釈
尊
に
よ
っ
て

語
ら
れ
た
そ
の
ま
ま
の
経
典
で
あ
り
、
阿
難
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
に
聴
聞
さ
れ
た
も
の
で
、
何
等
、
阿
難
の
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
信
受
す
る
こ
と
が
唯
一
股
高
の
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
信
受
の
語
は
、

絶
対
な
る
も
の
に
対
す
る
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
通
序
が
証
信
序
と
い
わ
れ
た
理
由
も
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
な
し
て
い
る
。

め
で
あ
る
か
ら
、

方
便
品
第
二
を
注
釈
し
た
『
法
華
義
記
』
は
『
妙
法
華
経
』
の
「
是
法
不
可
示
言
辞
相
寂
滅
」
に
始
ま
る
十
一
行
に
言
及
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
「
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
」
に
ふ
れ
て
、
こ
の
半
行
は
有
知
の
人
を
除
く
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
し
て
、

除
一
肴
知
人
一
者
正
言
し
除
一
諸
菩
薩
衆
中
有
信
力
堅
固
者
一
・
自
能
得
し
知
。
然
非
一
見
知
一
猶
是
信
知
。
此
則
引
二
声
聞
等
一
作
二
大
乗
一
。

（
５
）

令
下
改
二
狭
劣
心
一
立
中
菩
薩
大
志
上
也
。

と
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
信
力
堅
固
な
る
者
と
い
う
の
は
、
信
知
に
よ
る
も
の
で
、
大
乗
菩
薩
の
大
志
を
発
す
も
の
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
信
知
と
い
う
の
は
見
知
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
知
覚
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
で
は

な
い
。
梵
文
法
華
経
は
こ
の
信
力
堅
固
者
を
、

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
妃
①
）

子
時
四
衆
既
意
重
如
来
心
尊
至
極
。
聞
レ
伝
二
仏
語
一
信
受
無
し
疑

な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
仏
が
王
舎
城
に
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
は
、
「
証
成
我
聞
」
で
あ
り
、
聞
経
の
処
を
明
白
に
さ
せ
る
た

2
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？
）

旨
の
旨
冨
昌
号
留
昌
８
号
閏
自
画
召
・
畠
８
畳
・
巷
ご
幽
凰
曽
騨
一
目
冨
司
四
目
旨
”
画
き
ｇ
ご
◎
且
匡
目
烏
冨
旨
昌
の
の
昌
団
竺
一

（
そ
の
法
を
説
き
、
説
か
れ
た
法
を
理
解
す
る
人
は
、
信
解
に
住
し
て
い
る
菩
薩
た
ち
以
外
に
は
な
い
）

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
知
は
信
解
且
冨
日
ロ
再
一
に
か
か
わ
る
あ
り
方
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
般
の
人
間
の

思
慮
分
別
に
よ
る
理
解
で
は
な
く
て
、
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
正
法
、
体
得
し
た
こ
と
の
な
い
永
遠
不
死
の
境
涯
を
、
仏
た
ち
の
教
化
に

（
７
）

よ
っ
て
先
ず
信
じ
、
信
じ
て
行
く
中
で
だ
ん
だ
ん
と
真
実
な
る
こ
と
を
味
わ
い
領
得
し
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
妙
法
華
経
』
に
よ
っ
て
信
力
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
、
神
通
力
ａ
旦
冨
に
か
か
わ
る
よ
う
な
パ
ワ
ー
で
は
な
く
て
、
仏
の
力
に
よ
っ
て

証
得
さ
れ
る
境
地
と
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
出
て
来
る
心
の
状
態
を
意
味
す
る
か
ら
、
『
義
記
』
に
よ
っ
て
「
信
知
」

と
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
『
義
記
』
が
必
ず
し
も
且
冨
日
巨
富
一
信
解
に
つ
い
て
、
正
確
に
と
ら
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
何
故
な
ら
、
方
便
品
の
「
於
三
仏
所
二
説
法
一
当
し
生
二
大
信
力
こ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
注
釈
し
て
、

（
⑥
。
）

此
半
行
是
第
二
勧
奨
誠
勅
令
し
信
也

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
梵
文
は
、
冒
日
醗
吋
一
℃
ロ
ヰ
。
の
届
胃
島
冒
§
爵
助
具
⑦
且
冨
目
色
胃
一
‐
”
、
昌
冨
ｐ
ｐ
ｍ
ず
冨
乱
屋

（
９
）

厨
陣
四
（
舎
利
弗
ょ
、
善
逝
が
語
っ
た
も
の
に
信
解
を
な
せ
）
で
あ
り
、
信
力
に
あ
た
る
も
の
は
且
三
目
屋
冨
一
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
に

信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
『
正
法
華
経
』
に
は
こ
こ
を
、
唯
仏
具
足
解
達
知
し
彼
最
勝
導
利
悉
暢
二
了

（
皿
）

誠
一
と
し
且
寓
目
匡
丙
感
と
し
て
の
と
ら
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

又
、
『
義
記
』
は
釈
尊
と
舎
利
弗
の
三
止
三
請
に
言
及
し
、

（
皿
）

舎
利
弗
三
請
者
第
一
挙
レ
有
し
疑
請
。
第
二
有
二
利
根
一
必
信
故
請
。
第
三
有
し
解
故
請
也
。

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

と
の
べ
、
更
に
こ
れ
を
注
釈
し
て
、
こ
の
会
の
人
は
皆
利
根
に
し
て
仏
説
を
聞
く
に
堪
え
う
る
か
ら
だ
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三

止
三
請
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
嶢
『
妙
法
華
経
』
が
、
舎
利
弗
の
言
葉
と
し
て
、
「
敬
信
」
の
語
を
使
っ
て

説
示
を
願
っ
た
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
梵
文
法
華
経
は
、
こ
の
敬
信
を
号
冨
鮮
側
目
園
を
使
っ
て
説
示
し
て
い
る
か
ら
、
梵

危
）

文
の
鮮
画
＆
昏
倒
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
欝
四
＆
底
倒
の
信
に
関
し
て
『
義
記
』
が
利
根
あ
れ
ば
必
ず
信
ず
と
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
舎
利
弗
が
重
ね
て
唯
願
説
之

（
胸
）

唯
願
説
之
と
の
べ
る
と
こ
ろ
で
も
、
利
根
あ
れ
ば
必
ず
信
ず
る
が
故
に
請
う
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
信
は
利
根
あ
る
上
に
於

て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
舎
利
弗
が
利
根
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
上
中
下
の
三
種
の
利
根
の
上
に
立
っ
た
か

ら
、
か
く
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
、
『
義
記
』
は
こ
れ
以
降
、
授
学
無
学
人
記
品
が
終
る
ま
で
は
、
広
開
三
顕
一
断
疑
生
信
を
明
す
も
の
だ
と
し
、
そ
こ
に
は

上
中
下
の
三
根
が
あ
る
と
し
、
三
種
の
信
解
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
種
の
信
解
に
つ
い
て
、

初
始
レ
明
二
法
説
一
寛
外
凡
夫
中
有
二
利
根
一
得
し
解
。
舎
利
弗
示
二
同
領
解
一
。
警
説
既
寛
外
凡
夫
中
有
二
中
根
者
一
得
し
解
須
菩
提
等
価
示
二
同

（
皿
）

領
解
一
。
宿
世
因
縁
寛
外
凡
夫
中
有
二
下
根
者
一
得
し
悟
富
楼
那
等
示
二
同
領
解
一
。

と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
解
は
領
解
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
信
解
且
三
目
匡
胃
一
の
性
格
上
、
当
然
な
こ

こ
れ
に
対
し
て
、
三
止
三
請
の
後
、
釈
尊
が
一
仏
乗
を
語
ろ
う
と
し
て
舎
利
弗
に
語
る
「
仏
告
舎
利
弗
。
如
是
妙
法
」
か
ら
は
じ
ま
る

言
葉
を
注
釈
し
た
『
義
記
』
は
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
長
行
に
は
六
義
あ
り
と
し
、
一
は
歎
法
希
有
、
二
は
不
虚
妄
、
三
は
開
三
、
四
は

馬
）

顕
一
、
五
は
五
濁
、
六
は
簡
真
偽
敦
信
だ
と
し
て
い
る
。

と
と
思
わ
れ
る
。
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簡
真
偽
で
、
仏
滅
度
の
麺

心
に
は
三
重
あ
り
と
し
、

（
お
）

第
一
正
敦
一
物
生
穆
信
第
二
釈
し
敦
一
信
之
意
一
第
三
釈
二
物
疑
心
一
也
。

で
あ
る
と
い
う
。
第
一
の
正
敦
物
生
信
に
つ
い
て
、
「
除
仏
滅
度
後
」
の
語
に
関
し
て
、
無
仏
の
時
代
で
あ
る
か
ら
信
ず
る
人
な
き
も
、

仏
在
世
に
思
い
を
い
た
し
信
楽
の
心
を
生
じ
法
華
万
善
同
帰
の
法
を
受
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
理
に
就
て
談
ず
れ
ば
有
仏
無
仏

を
問
わ
ず
皆
自
然
に
解
す
と
し
な
が
ら
も
仏
を
肯
信
せ
ず
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
の
敦
信
之
意
に
つ
い
て
は
右
の
意
を
う
け
、
「
所

以
者
何
」
以
下
に
関
し
て
、
所
以
は
汝
及
び
仏
在
世
の
信
受
を
勧
め
、
者
何
は
仏
滅
後
は
法
華
経
を
受
持
す
る
者
が
得
が
た
い
の
で
、
汝

は
今
日
信
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
未
だ
仏
を
肯
信
し
ま
い
と
し
、
第
三
の
釈
物
疑
心
に
つ
い
て
は
、
「
若
遇

余
仏
」
以
下
の
語
に
関
し
て
、
も
し
阿
羅
漢
で
今
日
仏
に
会
わ
な
く
て
も
未
来
世
に
お
い
て
必
ず
仏
に
会
い
法
華
経
の
説
示
を
聞
け
る
の

だ
か
ら
、
只
仏
の
此
の
語
を
聞
い
て
信
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
信
を
勧
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
信
、
信
楽
、
信
受
の
語
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
妙
法
華
経
』
は
「
除
仏
滅
度
後
」
と
語
り
出
し

（
”
）

汝
等
当
四
一
心
信
二
解
受
三
持
仏
語
一

の
一
語
を
も
っ
て
結
ん
で
い
る
。
す
．

こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
↓

一
も
っ
て
結
ん
で
い
る
。
す
な

こ
の
簡
真
偽
敦
信
と
い
う
の
は
、
簡
真
偽
敦
物
信
心
の
こ
と
で
、
『
妙
法
華
経
』
の
我
弟
子
の
う
ち
自
ら
阿
羅
漢
、
辞
支
仏
な
り
と
謂

い
、
諸
仏
如
来
は
但
、
菩
薩
の
承
を
教
化
す
、
こ
れ
を
聞
か
ず
知
ら
ず
ん
ぱ
、
こ
れ
仏
弟
子
に
非
ず
云
云
以
下
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
が

間
真
偽
で
、
仏
滅
度
の
後
に
こ
の
経
を
受
持
読
講
し
云
云
に
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
が
敦
物
信
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
敦
物
信

て
、

わ
ち
、
釈
尊
が
こ
の
箇
所
で
示
さ
ん
と
し
た
も
の
は
こ
の
一
語
に
あ
り
、
そ
れ
は
唯
一
仏
乗
な
る

｝
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
箇
所
の
梵
文
法
華
経
は
、

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（”）



法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
岨
）

旨
目
①
の
ロ
ゥ
匡
邑
旦
彦
ｍ
ｌ
Ｑ
ぽ
ぃ
国
昌
⑦
晩
巨
”
吋
脚
旦
邑
冨
倒
。
旨
く
範
ヨ
門
口
①
の
幽
凰
ロ
厚
舜
吋
画
ロ
画
蔵
画
望
脚
奇
妙
ぐ
脚
丙
巳
己
四
望
画
蔬
画

（
こ
の
仏
陀
の
法
を
信
ぜ
よ
、
舎
利
弗
よ
私
を
信
ぜ
よ
、
信
頼
せ
よ
）

（
四
）

と
な
し
て
、
信
ず
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
信
の
基
調
と
な
る
も
の
は
野
呂
昏
倒
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
が

こ
こ
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
仏
の
教
え
、
仏
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
の
強
調
で
あ
っ
た
。
『
義
記
』
が
前
述
の
ご
と
く
、
信
、
信
楽
、

信
受
を
説
い
た
と
な
し
て
い
る
の
も
、
こ
こ
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
『
義
記
』
は
、

舎
利
弗
汝
等
当
四
一
心
信
二
解
受
菫
持
仏
語
一
。
此
下
是
等
五
明
下
不
二
虚
妄
一
止
中
物
誹
誇
之
心
上
也
。
就
レ
中
有
し
三
・
第
一
明
二
勧
信
一
。
第

（
釦
）

二
諸
仏
如
来
下
正
明
レ
不
し
虚
。
第
三
無
し
有
一
奈
乗
一
以
下
挙
一
所
し
信
之
法
一
結
勧
也
。

と
な
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
こ
の
一
連
の
と
こ
ろ
で
使
用
さ
れ
た
信
は
、
財
且
号
働
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
、

そ
れ
は
正
法
・
仏
に
対
す
る
信
で
あ
る
か
ら
、
不
虚
妄
で
あ
り
誹
誘
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
方
便
品
偶
を
注
釈
し
て
『
義
記
』
は
、
「
説
仏
智
慧
故
」
以
下
の
八
行
半
は
果
一
を
頌
し
た
も
の
だ
と
し
、
そ
こ
に
は
三
段
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
段
は
「
如
其
所
得
法
」
か
ら
「
為
説
実
相
印
」
ま
で
と
し
、
仏
は
出
世
以
来
大
乗
の
果
を
与
え
ん
と
欲
し

て
い
る
と
し
、
四
重
あ
り
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
第
一
は
大
果
を
衆
生
に
与
え
ん
と
し
た
も
の
で
、
第
二
は
仏
の
出
世
の
本
意
は
大
果

を
与
え
ん
欲
す
る
も
の
だ
か
ら
、
大
果
を
惜
し
む
者
は
樫
貧
の
人
と
な
る
、
し
か
し
、
大
果
を
求
め
る
機
な
き
た
め
三
を
説
き
、
疑
を
生

ず
る
衆
の
た
め
に
、
自
ら
仏
は
衆
生
に
大
果
を
与
え
ん
と
欲
す
る
と
言
い
仏
語
を
信
ず
べ
し
と
言
い
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、

故
第
三
従
三
若
人
信
二
帰
仏
一
下
有
三
行
一
偶
一
引
一
勝
人
証
一
。
汝
言
二
無
有
信
一
者
自
有
し
人
信
二
三
宝
一
者
言
三
仏
不
二
欺
証
一
者
。
此
等
人

（
虹
）

信
三
仏
恒
欲
し
与
一
衆
生
大
果
一
。
時
衆
有
生
し
疑
言
。
若
使
一
二
都
無
し
有
し
信
二
三
宝
一
者
。
誰
当
二
復
信
Ｐ
仏
耶
。

と
、
説
き
、
第
四
で
は
仏
と
大
果
と
が
虚
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
示
し
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
信
は
、
仏
を
信
じ
三
宝
を
信
じ

（〃）



仏
の
大
果
を
信
ず
る
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
若
人
信
帰
仏
」
の
語
に
対
す
る
梵
文
で
は
、
信
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
妙
法
華
経
』
の
訳
文
は
信
を
語
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
信
を
う
け
て
『
義
記
』
は
こ
の
よ
う
な
信
の
あ
り
方

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
妙
斗

そ
し
て
品
末
近
く
の
「
鈍
根
小
智
人
著
相
僑
慢
者
不
能
信
是
法
」
を
注
釈
し
て
『
義
記
』
は
、

明
一
悪
事
除
故
喜
一
。
何
以
知
し
之
。
此
人
本
事
是
鈍
根
今
者
利
根
。
何
以
知
レ
然
・
昔
日
縦
便
利
根
廃
己
作
二
鈍
根
一
。
今
発
二
広
大
心
一
故

称
し
之
為
二
利
根
人
一
也
。
此
人
本
時
是
小
乗
小
智
今
者
成
二
大
乗
大
智
一
。
此
人
本
時
是
著
相
僑
慢
者
今
日
非
二
著
相
僑
慢
一
。
本
時
不
レ

（
露
）

能
し
信
二
大
乗
法
一
今
日
能
信
二
大
乗
法
一
。
是
故
喜
也
。

と
な
し
て
い
る
が
、
正
し
く
正
法
へ
の
信
は
利
根
で
あ
る
こ
と
を
用
す
る
が
、
そ
の
利
根
は
、
広
大
な
心
、
大
乗
大
智
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
偏
見
、
う
ぬ
ぼ
れ
を
離
れ
、
信
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
信
は
こ
の
よ
う
な
心
の
上
に
立
ち
、

素
直
な
広
い
心
（
僑
慢
の
心
を
離
れ
る
か
ら
）
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
『
妙
法
華
経
』
の
文
に
相
当
す
る
梵
文
は
、

Ｑ
号
欝
“
且
且
冒
ョ
①
目
９
画
鳥
冒
蔚
々
島
鰯
口
冒
詳
厨
の
“
昌
蔵
目
冨
冨
盲
‐
ｇ
呂
冨
呂
日
一
画
ｇ
冒
習
”
も
３
胃
習
“
曽
園
ぐ
“
‐

（
塑
）

の
目
四
日
目
の
冒
欝
。
葛
目
醸
冨
す
且
冨
閻
鳶
く
響
一
一

（
今
、
表
相
の
観
念
だ
け
で
、
愚
か
で
、
無
知
で
、
増
上
慢
と
な
っ
た
も
の
は
信
じ
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
に
、
菩
薩
た
ち
は
聞

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

を
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
の
『
義
記
』
は
『
妙
法
華
経
』
の
「
我
有
方
便
力
開
示
三
乗
法
」
以
下
を
う
け
て
、
先
の
一
行
は
釈
迦
も
諸
仏
と
同
じ
く
先

に
三
乗
を
説
き
後
か
ら
一
乗
を
説
い
た
も
の
で
不
虚
妄
だ
と
し
、
次
の
一
行
「
今
此
諸
大
衆
皆
応
除
疑
惑
諸
仏
語
無
異
唯
一
無

（
鯉
）

二
乗
」
は
勧
信
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
不
虚
妄
だ
と
し
て
い
る
。
一
仏
乗
だ
と
い
う
こ
と
は
、
唯
一
し
か
な
い
の
で
そ
れ
を
信
ず
る
道
し

か
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（“）



（
彼
等
は
世
間
の
父
で
あ
る
如
来
を
信
ず
る
。
信
じ
て
如
来
の
教
誠
に
専
心
し
努
力
す
る
）
と
し
て
い
る
か
ら
、
信
受
は
卿
四
目
嵐

の
訳
語
で
あ
り
、
先
の
信
受
と
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
卿
四
目
彦
脚
の
訳
語
と
し
て
の
信
受
と
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
前
者
の
場
合
、
梵
文
法
華
経
に
お
い
て
信
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
は
、
舎
利
弗
が
小
法
に
対
し
て
あ
や
ま
っ
た
行
い
で
あ
っ
た

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
華
経
』
が
先
の
句
に
続
い
て
「
初
聞
二
仏
法
一
遇
便
信
受
思
惟
取
レ
証
」
と
し
て
い
る
か
ら
信
受
と
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
に
該
当
す
る
梵
文
法
華
経
は
信
に
関
し
て
の
記
述
を
し
て
は
お
ら
な
い
。

し
か
し
、
三
車
火
宅
の
喰
を
語
っ
た
後
、
『
妙
法
華
経
』
は
「
従
二
仏
世
尊
一
聞
レ
法
信
受
」
と
し
、
こ
れ
を
梵
文
法
華
経
は
、

蔚
冨
昏
潰
画
薗
畠
昌
。
冨
昌
貝
号
罵
国
＆
“
号
自
昌
号
匡
：
＆
且
胃
乱
８
冨
凄
碕
騨
国
‐
＃
目
①
ゞ
ｇ
ご
宮
ご
目
薗
虐
号
。
‐

昂
）

計
の
行
画
誌
ご
回
ぬ
い
詩
“
の
昌
郎象

下
を
と
り
あ
げ
、

く
で
あ
ろ
う
。
）

と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
は
欝
國
且
毒
脚
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
信
は
慢
心
を
離
れ
た
上
に
な
り
立
つ
も
の
で
あ
る

属
ノ
。頤

四
国
昌
幽
己
匡
・
篭
凹
口
詩
の

此
則
悔
二
昔
日
取
口
小
也

響
喰
品
の
注
釈
の
冒
頭
で
『
義
記
』
は
舎
利
弗
の
悔
過
に
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
妙
法
華
経
』
の
「
然
我
等
不
レ
解
二
方
便
一
」
以

是
第
二
悔
二
昔
日
取
口
小
也
。
我
若
解
二
如
来
昔
日
教
是
方
便
一
者
豈
復
取
レ
小
。
祇
由
レ
未
し
解
二
如
来
昔
日
方
便
権
教
一
故
価
於
レ
中
信
受
。

（
聾
）

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

3

（42）



罰
）

我
即
自
思
惟
若
但
讃
二
仏
乗
一
衆
生
没
二
在
苦
一
不
し
能
し
信
二
是
法
一
破
レ
法
不
レ
信
故
墜
二
於
三
悪
道
一
我
寧
不
レ
説
し
法
疾
入
二
於
浬
藥
一
。

と
し
て
、
衆
生
は
苦
界
に
あ
る
た
め
に
、
い
き
な
り
仏
乗
を
説
い
て
も
信
ぜ
ず
、
む
し
ろ
法
を
破
り
三
悪
道
に
お
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、
と
仏
の
悩
み
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
『
妙
法
華
経
』
は
、
「
楽
一
署
嬉
戯
一
不
し
肯
一
信
受
こ
と
語
っ
て
い
る

が
、
梵
文
法
華
経
は
信
に
関
し
て
語
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
『
義
記
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
信
は
ま
さ
に
酎
画
登
冨
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
仏
・
法
に
対
す
る
信
で
、
そ
れ
を
信
じ
な
い
と
す
る
時
、
そ
れ
は
信
の
反
対
脚
‐
欝
画
呂
冨
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、
仏
が
等
一
の

大
事
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
『
義
記
』
は
、

（
釣
）

然
仏
是
至
人
誠
言
無
レ
ニ
。
既
説
二
断
正
結
尽
一
得
し
入
二
浬
藥
一
。
仏
語
不
し
虚
云
何
不
し
信
。
如
二
今
所
見
一
生
死
何
必
是
生
死
耶
。

と
し
て
、
仏
語
に
対
す
る
ひ
た
す
ら
な
信
を
求
め
て
お
り
、
三
車
火
宅
の
瞼
に
よ
っ
て
衆
が
得
心
い
っ
た
が
た
め
に
、

時
衆
既
得
二
信
心
不
虚
一
妄
義
其
意
自
顕
。

と
し
て
、
信
に
よ
っ
て
理
の
正
邪
を
見
極
め
う
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
く
の
如
く
信
脅
且
巳
融
は
仏
・
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
『
義
記
』
は
、
警
喰
品
偶
の
「
雄
二
復
教
詔
一
而
不
レ
信
二
受
於
諸

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

こ
と
を
悔
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
、
後
者
の
場
合
は
正
法
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
砂
国
＆
彦
画
が
語
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
欝
働
＆
彦
脚
は
仏
・
法
・
僧
三
宝
に
対
し
て
の
心
の
あ
り
方
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

将
来
、
華
光
如
来
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
授
記
を
得
た
舎
利
弗
は
、
世
尊
に
「
我
今
無
一
覆
疑
悔
一
…
…
」
と
語
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

（
訂
）

『
義
記
』
は
、
こ
れ
よ
り
は
中
根
人
の
た
め
の
警
説
開
三
顕
一
で
疑
を
断
じ
信
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
を
生

ぜ
し
め
ん
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
が
火
宅
の
喰
で
あ
る
が
、
時
の
長
者
（
世
尊
）
の
心
を
『
妙
法
華
経
』
の
「
恋
著
戯
処
」
以
下
の
文
を

う
け
た
『
義
記
』
は
、

（“）



法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
璽
月
）

欲
染
貧
著
深
一
故
」
に
関
し
て
、
こ
れ
は
、

顕
し
無
し
機
。
若
以
一
稗
力
一
通
し
之
無
し
有
一
信
受
一
。

と
の
べ
た
も
の
だ
と
し
て
、
信
受
が
神
力
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
機
が
熟
す
る

時
が
肝
要
で
は
あ
る
が
、
信
が
何
物
で
も
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
信
ず
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
正
し
い
も
の
秀
れ
た
も
の
に
対
す
る
あ
り
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
釦
）

そ
こ
で
、
仏
は
真
実
を
語
り
、
不
虚
な
る
も
の
を
説
か
な
い
か
ら
、
如
来
の
教
え
へ
の
信
が
勧
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
故
、
法
華
経
の
「
若
有
聞
レ
者
随
喜
頂
受
」
以
下
の
文
を
う
け
た
『
義
記
』
は
、
弘
経
を
勧
め
た
も
の
だ
と
し
な
が
ら
、
更
に
注

釈
を
加
え
て
、
「
若
有
信
受
」
以
下
は
過
去
に
久
し
く
善
根
を
う
え
た
人
の
こ
と
を
明
し
、
「
以
信
得
入
」
の
意
は
、
有
信
の
人
を
挙
げ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
信
受
・
信
は
梵
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
野
四
目
葱
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
か
ら
、
有
信
の
人
は
”
厨
呂
冨
を
持
つ
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

局

,－，，－、／－，，－，，－， ，－，，．，／－，註
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桜
部
建
『
仏
教
語
の
研
究
』
三
七
’
三
八
参
照

大
正
三
三
・
五
九
九
中

同同同同
の
四
ロ
ゴ
．

大
正
三
三
・
五
七
五
上

同
・
五
七
六
下
’
五
七
七
上

己
。
“
樫

、
五
七
七
上
Ｉ
中

・
五
九
九
上

・
五
七
七
上

（“）
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“
画
Ｑ
毒
。
ご
◇
ｍ
『

大
正
三
三
・
六
二

の
騨
包
茸
。
己
。
、
② 一

、
四
・
壷
。
己
。
“
”

大
正
九
・
六
八
中
Ｉ
下

大
正
三
三
・
六
一
三
中

同
・
六
一
六
下

同
・
六
二
○
中

同
・
六
三
○
上
に
は
「
若
有
菩
薩
此
下
両
行
是
第
二
引
勝
人
。
証
二
如
来
不
虚
一
勧
レ
信
」
と
あ
る
。

同
。
六
○
七
下
、
た
だ
し
『
義
記
』
は
「
示
以
三
乗
教
」
と
し
て
い
る
。

大
正
三
三
・
六
一
○
上

同同同同
九

の
画
Ｑ
画
。

拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
一
九
五
’
一
九
七
、
三
一
七
’
三
一
八
参
照

大
正
三
三
・
六
○
○
下

大
正
三
三
・
六
○
五
下

同
・
六
○
七
上

拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
二
○
○
参
照

同
三
三
・
六
○
○
中

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

。
七
下

己
。
』
心

● ● ●

一一一

ノ、ノ、ノ、

○○○
五二一

中下下下
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『
義
記
』
は
信
解
品
注
釈
の
冒
頭
に
お
い
て
、
解
に
両
種
あ
り
と
し
、

一
者
自
以
二
智
慧
明
一
見
二
法
相
一
此
則
法
行
人
呼
為
二
見
解
一
。
二
者
不
二
自
見
移
理
遇
し
師
謂
レ
爾
此
則
是
信
行
人
名
為
二
信
解
一
也
。
今
此
品

Ｔ
）

中
明
下
四
大
声
聞
領
一
関
三
顕
一
之
義
一
信
中
同
帰
莫
レ
ニ
之
理
上
。
従
し
信
得
し
解
価
詔
為
二
信
解
品
一
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
解
に
は
法
行
の
人
と
信
行
の
人
と
の
あ
り
方
が
あ
る
と
し
、
師
に
よ
っ
て
爾
い
う
の
が
信
行
の
人
だ
と

す
る
か
ら
、
師
の
言
葉
（
教
え
）
を
そ
の
ま
ま
に
う
け
と
め
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
う
の
が
信
行
で
あ
り
信
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
て
更
に
、
自
の
智
慧
明
に
よ
っ
て
法
相
を
見
る
の
が
見
解
で
、
自
ら
は
理
を
見
ず
と
も
師
の
説
に
よ
っ
て
い
く
の
が
信
解
だ

と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
解
は
師
の
説
を
信
じ
、
信
に
従
っ
て
解
を
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
信
じ
、
そ
の
よ
う
に

確
と
う
け
と
め
、
捉
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
信
解
品
は
梵
文
法
華
経
に
よ
る
と
且
冨
目
巨
胃
宇
冒
凰
菌
茸
暑
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
が
示
す
信
解
は
且
冨
日
匡
胃
一
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
解
（
勝
解
）
と
一
語
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
義

記
』
の
こ
の
理
解
は
、
仏
宝
僧
三
宝
に
対
す
る
信
欝
画
＆
彦
凹
に
対
し
、
対
象
を
し
っ
か
り
捉
え
て
そ
れ
を
理
解
し
確
認
す
る
心
の
は
た

（
⑪
巴
）

ら
き
を
意
味
し
て
い
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
た
上
で
『
義
記
』
は
、
信
解
品
は
中
根
の
人
の
領
解
を
明
か
し
た
も
の
で
、
中
根
の
人
の
得
解
の
相
を
の
べ

（
３
）

た
も
の
と
、
中
根
の
人
の
領
解
の
辞
を
の
べ
た
も
の
と
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
信
解
は
仏
の
教
え
を
信
じ

領
解
す
る
と
い
う
具
合
に
理
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
慧
命
須
菩
提
の
慧
命
の
語
に
つ
い
て
、
昔
日
は
開
三
顕
一
同
帰
の
理
を

（
且
強
）

解
し
な
か
っ
た
の
で
愚
擬
の
人
の
心
を
相
続
し
て
い
た
が
、
今
は
権
実
の
宗
を
解
し
慧
心
相
続
し
た
か
ら
慧
命
と
名
付
け
る
の
だ
、
と
し

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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て
い
る
。
こ
の
慧
命
は
梵
文
法
華
経
で
は
野
馬
目
胃
と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
は
長
老
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
慧
命
と

な
し
た
の
に
は
、
『
義
記
』
が
こ
の
領
解
を
仏
知
を
覚
る
慧
に
い
た
る
も
の
と
理
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
に
は
信
解
品
に
お
い
て
毒
旨
匙
冨
目
巨
宍
竪
（
劣
っ
た
信
解
）
と
し
て
の
使
用
例
が
多
い
が
、
『
妙
法
華
経
』
は
こ
れ
を
楽
う

尽
匠
、
）
（
Ｒ
Ｕ
）

意
に
と
ら
え
志
意
下
劣
の
意
に
訳
し
て
い
る
が
、
『
義
記
』
は
「
解
し
小
是
幼
稚
」
「
便
応
一
是
解
Ｐ
大
」
等
々
の
表
現
を
し
て
い
る
か
ら
、

あ
る
い
は
領
解
の
意
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
解
に
関
し
て
先
解
は
永
く
善
根
を
断
じ
一
聞
提
を
成
ず
る
も
の
で
は
な

く
、
煩
悩
五
濁
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
と
て
『
義
記
』
は
、

（
ワ
０
）

夫
善
生
必
以
一
宿
心
一
為
し
本
。
子
時
雌
し
失
二
大
解
一
由
し
有
二
信
心
一
。
於
二
五
戒
十
善
教
中
一
修
行
能
令
一
天
乗
智
願
一
善
根
不
し
断

と
し
、
警
喰
品
の
舎
利
弗
に
対
し
仏
が
本
願
所
行
の
道
を
憶
念
せ
し
め
ん
が
た
め
に
法
華
経
を
説
い
た
語
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
信

欝
色
＆
颪
を
も
っ
て
入
り
、
そ
の
上
に
お
い
て
領
解
（
信
解
）
且
寓
目
宮
胃
一
が
確
立
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
故
、
『
義
記
』
は
、
信
心
が
あ
る
な
ら
ば
失
解
は
な
か
ろ
う
と
の
問
に
対
し
て
、
大
乗
の
解
な
く
と
も
何
で
小
乗
の
信
を
妨
げ
よ
う
か

と
逆
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
失
解
、
大
乗
の
解
と
い
う
の
は
梵
文
法
華
経
が
示
す
岸
旨
段
冨
日
巨
丙
盆
．
農
寓
目
巨
胃
一
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
信
解
の
と
ら
え
方
に
対
し
て
『
義
記
』
は
、
窮
子
が
長
者
の
家
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
自
ら
客
作
賎
人
と
し
て
務
め
た
こ

（
８
）

と
に
つ
い
て
、
法
華
経
が
窮
子
を
客
作
賎
人
と
し
た
の
は
外
面
上
の
こ
と
で
、
内
面
的
に
は
修
行
を
し
信
首
に
登
っ
て
い
る
の
だ
と
し
、

二
十
年
過
ぎ
て
「
心
相
対
信
」
し
、
入
出
自
在
な
こ
と
に
つ
い
て
、

（
⑨
画
）

心
相
体
信
者
是
無
異
之
言
。
若
約
レ
教
為
し
論
羅
漢
無
為
与
二
仏
無
為
一
無
し
異
也

と
し
て
い
る
か
ら
、
喜
び
一
筋
の
道
を
歩
む
の
は
信
の
は
じ
め
で
、
互
に
信
じ
合
う
こ
と
は
仏
も
何
も
す
べ
て
同
様
の
あ
り
方
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
信
は
欝
画
＆
園
の
示
す
信
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
心
相
対
信
に
あ
た
る
梵
文
法

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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８
烏
臥
号
甲
冒
目
溜
の
厨
亀
画
習
冨
も
胃
関
凰
蔚
留
吊
ぐ
呼
号
ｇ
ｇ
ｇ
圏
ｇ
凰
農
３
日
画
箇
１
頁
脚
蔚
＄
（
か
の
貧
し
い
男
は
そ
の

（
、
）

長
者
の
家
に
安
心
し
て
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
）
と
、
あ
っ
て
信
欝
四
目
菌
の
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
『
妙
法
華
経
』
の
意
訳
の

信
を
う
け
て
、
『
義
記
』
は
か
く
理
解
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

華
経
は
、

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
５
）
拙
著
『
法
華
経
に
お
け

（
６
）
大
正
三
三
・
六
三
四
上

（
７
）
同
同
。
六
三
四
中

（
８
）
同
同
。
六
三
九
中

（
９
）
同
同
・
同

（
皿
）
⑩
色
旦
官
Ｓ
『

拙
著
『
法
華
経
に
お
け

（
４
）
右
同
「
懸
命
須

慧
心
相
続
為
し
命
」

同
「
懸
命
須

『
義
記
』
は
如
来
寿
量
品
に
つ
い
て
、
如
来
の
寿
命
を
明
か
す
に
塵
沙
を
以
て
量
と
な
す
か
ら
寿
量
品
と
い
う
の
だ
と
し
て
、
こ
の
品

辞
L－

大
正
三
三
・
六
三
一
下
’
六
三
二
上

桜
部
建
『
仏
教
語
の
研
究
』
三
七

大
正
三
三
・
六
三
二
上
「
今
此
領
解
中
有
し
二
者
。
第
一
是
経
家
序
二
中
根
人
得
解
之
相
一
・
第
二
従
二
白
仏
言
一
以
下
寛
レ
品
正
是
中
根
人
領
解
之

る
信
の
研
究
序
説
』
二
二
三
’
二
三
一
参
照

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

菩
提
者
凡
有
二
二
種
解
一
。
一
者
言
昔
日
未
し
解
二
開
三
顕
一
同
帰
之
理
一
。
愚
擬
之
人
心
相
続
為
し
命
。
今
日
既
得
し
解
二
権
実
之
定
一

「
外
蒋
明
長
者
忽
爾
転
二
客
作
之
人
一
名
し
之
為
し
児
。
内
合
此
人
既
修
行
出
二
彼
外
凡
一
登
二
此
信
首
こ

5

（48）



Ｔ
）

か
ら
分
別
功
徳
品
の
半
品
ま
で
は
「
広
説
一
寿
命
長
遠
一
断
し
疑
生
レ
信
」
の
説
で
あ
る
と
し
、
こ
の
従
地
涌
出
品
の
弥
勒
の
質
問
は
勧
信
を

（
２
）

説
い
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
寿
命
長
遠
を
説
い
た
寿
量
品
、
衆
に
授
記
し
た
分
別
功
徳
品
の
最
初
の
長
行
、
領
解
を
示
し
た
弥

勒
の
偶
頌
と
仏
の
長
行
の
部
分
だ
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
中
、
寿
量
品
に
関
し
て
縁
起
を
明
か
し
た
も
の
と
正
広
説
し
た
も
の
が
あ
る
と

し
、
汝
等
当
如
来
誠
諦
之
語
か
ら
神
通
之
力
ま
で
が
明
縁
起
で
、
以
下
品
末
ま
で
が
正
広
説
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
汝
等
当
信
如
来
云
云
の
語
句
は
梵
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
画
菌
冨
言
畠
昌
彦
ぐ
画
ヨ
ョ
の
丙
匡
厨
も
昌
乱
：
彦
詠
国
邑
且
冨
ロ
ロ
菌
ョ

胃
）

冨
吾
儲
鼻
閉
冒
す
弓
画
薗
ョ
乱
８
日
ご
豐
肖
胃
農
（
善
男
子
よ
、
如
来
の
真
実
の
言
葉
を
信
用
し
、
信
じ
、
頼
る
べ
し
）
と
示
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
は
埒
且
障
愚
の
示
す
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
語
は
三
度
く
り
返
さ
れ
強
調
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
義
記
』
が
こ
れ
を
も
っ
て
明
縁
起
と
し
た
意
図
は
、
如
来
寿
量
を
知
る
た
め
に
は
ま
ず
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

Ｔ
）

い
こ
と
の
上
に
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
れ
ば
、
法
華
経
の
「
我
以
二
仏
眼
一
。
観
二
其
信
等
諸
根
利
鈍
こ
を

（
５
）
（
６
）
（
７
）

と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
は
照
機
の
智
を
明
か
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
「
衆
生
既
信
伏
」
以
下
の
十
四
行
半
は
「
義
頌
二
未
来
一
也
」
と
し

て
い
る
の
も
、
信
を
以
っ
て
入
り
、
そ
の
後
に
於
て
仏
慧
に
到
達
す
る
と
の
あ
り
方
を
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
分
別
功
徳
品
に
入
っ
て
、
先
述
し
た
弥
勒
が
偽
を
説
く
以
下
は
領
解
を
示
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
に
ふ
れ
て
、
こ
の
領
解
に

つ
い
て
四
段
あ
り
と
し
、
第
一
は
衆
が
得
解
寿
量
の
故
に
歓
喜
し
た
こ
と
を
称
讃
し
、
第
二
は
「
或
住
不
退
地
」
以
下
で
領
解
の
義
を
説

い
た
も
の
で
、
第
三
は
「
雨
天
曼
陀
羅
」
以
下
で
弥
勒
が
自
ら
時
事
を
述
べ
た
も
の
で
、
第
四
は
「
仏
名
聞
十
方
」
以
下
で
仏
が
領
解
を

（
８
）

結
し
た
こ
と
を
歎
じ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
如
来
寿
量
の
説
示
を
聞
い
て
と
続
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
領
解
は
如
来
寿
量
の
説
示
を
領
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
領
解
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
示
し
て
は
い
な
い

が
、
如
来
寿
量
の
説
を
信
じ
、
そ
こ
か
ら
領
解
（
信
解
）
が
生
じ
、
確
立
す
る
と
捉
ら
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
『
妙
法
華
経
』
の

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
９
）

一
念
信
解
を
、
信
と
信
解
と
と
ら
え
ず
に
、
信
解
と
捉
ら
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
義
記
』
は
信
解
品
の
注
釈
に
お
い
て
、
解
に
両
種
あ
り
と
し
、
信
行
人
を
信
解
と
な
す
と
し
、
四
大
声
聞
の
理
解
に
つ
い
て
領
解
と

（
皿
）

よ
び
、
信
よ
り
解
を
う
る
か
ら
信
解
品
と
い
う
の
だ
、
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
領
解
も
こ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
。

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

の
脚
旦
葺
。

大
正
九

同
三
同
九 九

同
三
三
・
六
七
一
下

同
同
。
六
七
二
下
’
六
七
三
上

同
同
。
五
七
四
下
に
は
「
第
三
流
通
者
。
分
別
功
徳
品
中
従
弥
勒
説
偶
後
長
行
初
。
言
仏
告
二
弥
勒
菩
薩
一
其
有
二
衆
生
一
間
二
仏
寿
長
遠
如
是
一

乃
至
能
生
二
一
念
信
解
一
当
し
知
以
レ
為
二
深
信
解
相
一
…
…
」
と
あ
る
。

同
同
・
六
三
一
下
’
六
三
二
上

尚
、
法
華
経
は
方
便
・
瞥
職
・
信
解
・
涌
出
・
寿
量
・
分
別
功
徳
の
各
品
に
お
い
て
、
信
野
凹
呂
冨
信
解
且
冨
ョ
昊
璽
に
多
く
言
及
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
論
を
書
く
に
あ
た
り
、
『
義
記
』
の
中
の
そ
れ
ら
の
各
肺
の
註
釈
に
函
点
を
お
い
た
。

大
正
三
三
・
六
六
六
中
、
六
六
七
下
、
六
七
二
上

同
同
。
六
六
七
上

・
四
二
下

三
三
・
六
六
八
中
「
此
明
一
是
照
機
之
智
一
也
」

・
四
三
中

哩
房
函

（”）



ノ
ク

天
台
云
適
時
而
已
等
云
云
・
仏
法
は
時
に
よ
る
べ
し
（
「
開
目
紗
」
定
遺
六
○
九
）

し
夫
仏
法
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
（
「
撰
時
抄
」
定
遺
一
○
○
三
）

正
法
を
修
し
て
仏
に
な
る
行
は
時
に
よ
る
べ
し
（
「
日
妙
聖
人
御
書
」
定
遺
六
四
五
）

あ
き
ら
か
（
。
ｌ
）

等
々
の
御
文
書
の
文
意
に
徴
し
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
法
華
経
の
行
者
・
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
「
時
」
と
は
法
華
正
法
の
流
布
の
成
否

と
関
わ
る
重
要
な
事
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

へ
組
識
的
）
（
時

こ
の
よ
う
に
、
聖
人
は
時
と
教
法
の
流
布
と
に
対
し
て
深
い
省
察
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
「
時
」
に
関
す
る
体
系
的
な
思

え
ば 日
蓮
聖
人
の
「
時
」
の
意
識
は
、
法
華
経
の
色
読
・
弘
教
と
い
う
実
践
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
受
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
た
と

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

五三一

日
蓮
聖
人
の
時
間
論

目
次

ま
え
が
き
ｌ
問
題
の
所
在
ｌ

「
時
」
の
認
識
１
時
と
人
ｌ

「
今
本
時
」
の
意
味
ｌ
永
遠
の
今
Ｉ

一
、
ま
え
が
き
ｌ
問
題
の
所
在
Ｉ

六阿二

「
教
え
」
に
生
き
る
ｌ
殉
教
の
如
来
使
ｌ

「
時
」
を
超
え
る
ｌ
末
法
の
超
克
ｌ

む
す
び
ｌ
「
時
」
を
生
き
る
Ｉ

町
田
是
正

(SI)



日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

間
描
）
（
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
全
岡
巻
）

索
書
は
遺
さ
れ
て
は
い
な
い
。
遺
文
全
篇
を
渉
猟
し
て
も
時
間
論
の
書
を
見
い
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
二
二
二
’
一
二
八
二
一
二
○
○
Ｉ
一
二
五
三

こ
う
し
た
「
時
」
に
関
す
る
表
現
の
方
法
に
於
て
、
日
蓮
聖
人
と
略
々
時
代
を
同
じ
く
し
て
活
動
さ
れ
た
道
元
禅
師
と
比
較
し
た
場

（
普
勧
坐
禅
・
行
持
現
成
の
徹
底
的
な
現
実
主
製
）
（
２
）

合
、
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
禅
師
は
只
管
打
坐
・
修
証
一
如
・
弘
法
救
済
の
実
践
に
生
涯
を
貫
か
れ
た
が
、
又
沈
潜
思
索
の
生
涯
で

今
。
）
（
４
）

も
あ
り
、
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
は
独
特
の
語
法
と
独
創
的
思
想
の
展
開
に
於
て
日
本
思
想
史
上
の
白
眉
で
あ
り
、
そ
の
「
有
時
の
巻
」
に

（
屋
Ｊ
）

示
さ
れ
る
時
間
論
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

で
）

こ
の
よ
う
に
、
道
元
禅
師
の
生
涯
は
普
勧
坐
禅
と
沈
潜
思
索
で
あ
っ
た
が
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
か
「
殉
教
の

（
ワ
０
）
（
⑨
⑥
）

如
来
使
」
で
あ
っ
た
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
華
正
法
の
色
読
の
信
行
論
に
特
色
が
ふ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
聖
人
に
於
け
る
「
時
」

」
と
は
、
自
ら
の
法
華
経
の
忍
難
色
読
と
流
布
の
成
否
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

文
永
八
年
十
月
の
『
寺
泊
御
書
』
の
中
で

二
ク
テ
ノ
ノ

ス

レ
リ

ソ
ル
ラ

ト

ハ
タ
リ

ヲ

勧
持
品
云
有
一
諾
無
智
人
一
悪
口
罵
曽
等
云
云
日
蓮
当
一
此
経
文
一
汝
等
何
不
レ
入
一
庇
経
文
一
及
加
刀
杖
者
等
云
云
日
蓮
読
二
此
経
文
一
…

卜
・
《

た
び
た
び
《
（
９
）

：
．
数
数
見
損
出
数
々
者
度
々
也
日
蓮
摘
出
衆
度
流
罪
二
度
也
。

と
追
懐
さ
れ
、
末
法
悪
世
の
三
類
の
強
敵
か
ら
迫
害
を
受
け
る
こ
と
が
法
華
経
行
者
の
資
格
と
さ
れ
、
そ
の
文
証
と
し
て
法
華
経
を
引

（
血
）

用
し
、
悪
世
末
法
に
弘
経
を
誓
っ
た
菩
薩
衆
の
代
理
と
し
て
此
事
を
宣
明
す
る
と
云
っ
て
い
る
。

あ
か
し
、
、
、
、

日
蓮
聖
人
の
こ
の
忍
難
弘
経
の
軌
跡
が
、
そ
の
ま
ま
「
時
」
を
生
き
抜
か
れ
た
証
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
色
読
の
軌
跡
は
生
き
た
時
の

（
創
造
的
）
つ
な
が
り
い
の
ち

持
続
で
あ
り
、
主
体
的
に
意
識
さ
れ
た
時
の
連
続
で
あ
っ
た
。
聖
人
の
「
時
」
と
は
、
生
き
た
時
・
息
吹
す
る
時
・
生
命
の
連
環
し
た

「
時
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
思
索
の
た
め
の
時
・
沈
潜
す
る
為
の
時
で
は
な
か
っ
た
。

（52）



戸

註
一

へ

8
ｰ

（
毎
Ｊ
）

へへへ

6 5 4
ｰ嘗嘗

（
Ｑ
〕
）

（
⑪
色
）

（
１
４
）

立
正
大
学
教
授
渡
辺
宝
陽
氏
は
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
「
五
字
七
字
の
題
目
の
受
持
と
立
正
安
国
の
願
行
に
「
信
」
と
「
行
」
と
を
集
約
し
た
…

そ
の
願
行
が
中
核
を
な
す
」
（
「
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
」
・
平
楽
寺
書
店
・
五
頁
）
と
す
る
。
筆
者
は
同
書
か
ら
稗
益
さ
れ
る
所
が
大
き
か
っ

た
。
尚
駄
足
な
が
ら
、
日
蓮
聖
人
は
「
観
心
本
尊
抄
」
三
十
三
字
段
で
「
自
然
二
彼
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
り
与
ヘ
タ
マ
ウ
」
（
自
然
譲
与
）
と
云

い
な
が
ら
、
何
故
に
信
行
を
勧
奨
さ
れ
る
の
か
と
い
う
、
問
に
対
し
て
は
、
そ
の
自
然
譲
与
の
冠
頭
に
「
我
等
此
ノ
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
壷
ハ
」
と
あ

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

「
一
切
の
事
は
時
に
よ
る
事
に
候
か
」
（
上
野
瀞
御
返
事
・
定
遺
一
七
一
二
）
。
「
法
華
経
は
一
法
な
れ
ど
も
機
に
し
た
が
い
時
に
よ
り
て
其
行

萬
差
な
る
べ
し
」
（
種
種
御
振
舞
御
書
・
定
遺
九
六
一
）
・

懐
英
縞
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
（
和
辻
哲
郎
校
訂
・
岩
波
文
庫
）
・
河
村
孝
道
編
著
『
諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
斯
記
』
（
大
修
館

・
昭
和
五
○
年
）
・
禅
師
の
伝
記
研
究
の
必
読
文
献
で
あ
る
。

衛
藤
即
応
校
註
『
正
法
眼
蔵
』
三
巻
（
岩
波
文
庫
・
昭
和
一
四
年
）
・
寺
田
透
・
水
野
弥
穂
子
註
『
道
一
聖
上
下
（
日
本
思
想
大
系
哩
・
喝
岩
波

書
店
）

イ
ウ
グ

前
掲
寺
田
・
水
野
註
『
道
元
』
上
巻
・
正
法
眼
蔵
第
二
十
有
時
（
二
五
六
’
三
ハ
三
）
・
拙
著
『
道
元
の
「
時
」
の
観
念
』
（
棲
神
副
号
所
収
）
・

静
冒
巨
且
肝
冑
ぐ
◎
邑
冨
画
鼠
回
霞
⑦
苞
①
隠
図
・
桑
木
務
訳
「
存
在
と
時
間
」
三
巻
（
岩
波
文
庫
所
収
）

日
蓮
聖
人
は
自
ら
「
日
蓮
是
法
華
経
行
者
也
」
（
聖
人
知
三
世
事
・
定
遺
八
四
三
）
。
「
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
行
者
也
」
（
南
条
兵
衛
七

郎
殿
御
番
・
定
道
一
三
七
）
。
「
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
な
る
事
あ
え
て
疑
ひ
な
し
」
（
撰
時
抄
・
定
遺
一
○
四
八
）
な
ど
と
宣
明

さ
れ
て
い
る
が
、
曾
て
姉
崎
正
治
博
士
『
法
華
経
の
行
者
日
蓮
』
（
博
文
館
・
大
正
五
年
）
が
公
刊
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
を
法
華
思
想
史
上
に
位
置

意
義
づ
け
、
遺
文
中
心
に
生
涯
を
描
写
さ
れ
て
以
来
、
博
士
の
名
声
と
も
あ
ず
か
り
「
法
華
経
の
行
者
」
の
呼
称
が
定
着
し
た
。

「
殉
教
の
如
来
使
」
（
仏
使
上
行
の
自
覚
）
は
、
開
目
紗
で
一
大
開
顕
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
自
覚
は
従
地
涌
出
品
「
是
四
菩
薩
。
於

其
衆
中
・
般
為
上
首
・
唱
導
之
師
」
の
四
菩
薩
上
首
の
涌
現
と
、
如
来
神
力
品
「
爾
時
仏
告
・
上
行
等
菩
薩
大
衆
・
…
」
の
妙
法
結
要
付
嘱
の
勧

奨
な
ど
の
教
示
を
文
証
と
さ
れ
て
い
る
が
、
殉
教
如
来
使
の
意
識
は
、
開
目
抄
の
他
に
も
「
法
華
取
要
抄
」
（
定
過
八
一
二
’
八
一
五
）
。
「
曾

谷
入
道
殿
許
御
雷
」
（
定
遺
九
○
○
）
。
「
顕
仏
未
来
記
」
（
定
遺
七
三
九
）
・
「
法
華
行
者
値
難
事
」
（
定
遺
七
九
八
）
・
等
そ
の
他
に
於
て

そ
の
内
証
が
示
さ
れ
る
。

マ
カ
ク

聖
人
の
遺
文
中
、
弘
教
と
時
に
係
わ
る
文
書
は
多
い
。
幾
つ
か
を
摘
出
し
て
お
こ
う
。
「
末
法
の
今
の
時
は
一
向
本
門
の
弘
ら
せ
給
べ
き
時
也
」

ニ
ハ
ル
カ
シ
タ
マ
ハ
ニ
ニ
ハ
ノ
ー
し
り

（
妙
一
女
御
返
事
・
定
遺
一
七
九
八
）
。
「
所
詮
一
仏
不
二
授
興
一
故
二
時
機
未
熟
故
也
。
今
既
時
来
。
」
（
法
華
行
者
値
難
事
・
定
遺
七
九
九
）
。

（”）



（
皿
）

「
教
え
」
に
生
き
る
と
は
、
法
師
品
の
中
に
「
薬
王
今
告
汝
、
我
所
説
諸
経
、
而
於
此
経
中
、
法
華
最
第
ご
と
あ
る
、
そ
の
『
法
華

あ
か
し
。
◎

経
』
を
如
説
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
「
教
え
」
に
生
き
る
証
し
と
し
て
、
日
輪
と
蓮
華
と
に
象
徴
さ
れ
る
「
日
蓮
」
の
名

（
胆
）

号
の
な
か
に
、
法
華
経
行
者
の
理
想
と
、
人
間
と
し
て
生
き
る
理
想
と
を
祈
り
こ
め
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
『
法
華
経
』
を
色
読
す

る
こ
と
は
難
事
の
な
か
の
難
事
で
あ
る
。

（
皿
）

日
蓮
聖
人
は
い
か
な
る
発
心
を
も
っ
て
、
「
今
度
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
」
と
、
「
教
え
」
に
生
き
る
誓
願

を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聖
人
は
立
教
の
誓
願
を
立
て
る
時
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
追
懐
し
て
い
る
。

ク

リ

「
日
蓮
は
流
罪
死
罪
と
な
る
べ
し
と
し
り
て
候
し
か
ど
も
、
仏
い
ま
し
め
て
云
、
此
事
を
知
な
が
ら
身
命
を
を
し
み
て
一
切
衆
生
に
か

ズ

ツ

シ

た
ら
ず
ぱ
、
我
が
敵
た
る
の
象
な
ら
ず
、
一
切
衆
生
の
怨
敵
な
り
、
必
阿
鼻
大
城
に
堕
く
し
と
記
給
へ
り
。
此
に
日
蓮
進
退
わ
ず

ス

（
Ｍ
）

ら
い
て
、
此
事
を
申
な
ら
ば
我
身
い
か
に
も
な
る
べ
し
。
我
身
は
さ
て
お
き
ぬ
。

ま
た
『
清
澄
寺
大
衆
中
』
に
於
て

ズ

チ

此
を
申
さ
ば
必
日
蓮
が
命
と
な
る
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
が
た
め
に
、
建
長
五
年
四
月
二
十

ノ

ノ

八
日
、
安
房
国
東
条
清
澄
寺
道
善
之
房
持
仏
堂
の
南
面
に
し
て
…
…
少
々
大
衆
に
こ
れ
を
申
し
は
じ
め
て
其
後
二
十
余
年
が
間
退
転

（
９
）
定
遺
五
一
四

（
ｍ
）
寺
泊
御
番
。

寺
泊
御
番
・

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

っ
て
、
受
持
信
行
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
寿
量
品
の
「
我
本
行
菩
薩
道
・
所
成
寿
命
」
と
の
要
文
に
徴
し
て
も
菩
薩
道
こ
そ
法
華

経
行
者
の
在
る
べ
き
姿
の
説
示
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
信
行
に
よ
っ
て
修
証
現
成
す
る
こ
と
を
学
び
得
た
い
も
の
で
あ
る
。

定
遺
五
一
五

二
、
「
教
え
」
に
生
き
る
ｌ
殉
教
の
如
来
使
Ｉ

（ガイ）



日
蓮
聖
人
の
「
教
え
」
に
生
き

あ
る
。
即
ち
『
開
目
紗
』
に
於
て

に
生
き

（
決
意
）

を
誓
願
し
た
の
で
あ
る
。

口
角
の
。
⑦
一
陣
ご
色
の

と
申
し
送
っ
て
い
る
が
、
先
の
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
の
文
意
と
同
様
に
、
聖
人
の
発
心
が
文
脈
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
い
る
。
誓
願
す

る
こ
と
で
生
命
に
及
ぶ
迫
害
を
覚
悟
さ
れ
た
心
境
が
述
懐
さ
れ
て
い
る
。

ス

日
蓮
聖
人
は
「
日
蓮
進
退
わ
ず
ら
い
て
、
此
事
を
申
な
ら
ば
我
身
い
か
に
も
な
る
べ
し
。
我
身
は
さ
て
お
き
ぬ
」
と
、
追
懐
さ
れ
て
い

（
霞
ろ
う
か
）

る
が
、
こ
の
感
慨
は
立
教
誓
願
の
生
々
し
い
心
境
の
吐
露
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
進
退
わ
ず
ら
い
て
」
と
は
、
こ
の
法
華
正
法
を
発
言
す
べ

（
題
る
ま
い
か
）

き
か
否
、
黙
す
べ
き
か
、
と
い
う
二
者
択
一
の
岐
路
に
立
つ
思
い
で
あ
る
。
立
正
安
国
を
誓
願
す
る
こ
と
で
旧
師
道
善
房
と
快
を
分
ち
、

両
親
と
は
今
生
の
別
れ
を
告
げ
故
郷
を
追
放
さ
れ
る
身
で
あ
れ
ば
、
惜
別
断
腸
の
切
々
た
る
思
い
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
進
退
わ
ず
ら

い
」
て
思
い
惑
う
の
が
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
二
者
択
一
の
厳
し
い
思
い
は
『
開
目
妙
』
（
五
五
六
’
五
五
七
）
に
も
開
陳
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
教
え
」
に
生
き
る
こ
と
が
、
棄
恩
入
無
為
・
真
実
報
恩
の
道
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
我
が
身
は
さ
て
お
き
」
、
「
日
蓮
が
命
と

品
ち
小
り

成
る
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
」
、
御
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
に
我
不
愛
身
命
の
忍
難
の
道
を
選
び
と
り
、
但
惜
無
上
道
の
如
来
使
の
道
程

ニ
ク
カ
テ

ニ
ク
カ
ソ

ヲ
シ
ク
ナ
リ
シ
テ
シ
カ
ラ
ニ

ヨ
ー

ス
テ

法
華
経
の
第
四
宝
塔
品
云
：
．
…
誰
能
於
二
此
娑
婆
国
土
一
広
説
二
妙
法
華
経
一
今
正
是
時
如
来
不
し
久
当
レ
入
二
浬
藥
一
。
仏
欲
下
以
二
此
妙

ワ
シ
テ
ワ
シ
メ
ン
ル
コ
ト

ナ
ノ
ヲ
ム
旬
シ
テ
ク
セ
ク
ノ
ニ

シ

法
華
経
一
付
属
有
杉
在
等
云
云
。
第
一
の
教
宣
な
り
。
…
…
以
二
是
方
便
一
令
二
法
久
住
一
ｏ
告
二
諸
大
衆
一
我
滅
度
後
誰
能
護
二
持

ノ

セ
ソ
ワ

テ

ケ
ワ

ナ
ノ
ー
カ
ソ
ヲ

こ
れ
シ
ノ

読
三
調
此
経
一
。
今
於
二
仏
前
一
自
説
二
誓
言
一
。
第
二
の
鳳
詔
也
。
…
…
若
仏
滅
後
於
二
悪
世
中
一
能
説
二
此
経
一
。
是
則
為
難
：
…
・
我
滅
度

二
テ
ヅ
ニ
モ
ノ
カ
ソ
こ
れ
シ
ノ
テ
ニ
レ
カ
シ
セ
ン
ヲ
テ
二
ケ
ヲ

後
若
持
二
此
経
一
為
二
一
人
一
説
。
是
則
為
難
。
諸
善
男
子
於
二
我
滅
後
一
誰
能
護
二
持
読
一
議
此
経
一
。
今
於
二
仏
前
一
自
説
二
誓
言
一
等
云
云
。

ス

な
く
申
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

へ

]5
…

る
誓
願
、
そ
れ
は
法
華
経
見
宝
塔
品
中
の
「
三
箇
の
鳳
詔
」
に
よ
っ
て
勧
奨
さ
れ
た
事
は
周
知
の
所
で

（お）



日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

ノ

（
お
）

第
三
諌
勅
也
。
第
四
第
五
の
二
箇
の
諫
暁
、
提
婆
品
に
あ
り

（
Ⅳ
）
（
肥
）
（
ぬ
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
筒
の
鳳
詔
と
は
「
付
嘱
有
在
」
・
「
令
法
久
住
」
・
「
六
難
九
易
」
の
三
つ
の
諌
勅
で
あ
る
。
こ
の
三
箇
の

告
勅
の
受
持
信
行
は
難
事
の
中
の
難
事
で
あ
る
。
本
仏
は
地
涌
の
菩
薩
を
召
喚
し
て
滅
後
の
弘
法
を
付
嘱
す
る
こ
と
に
本
意
が
あ
っ
た
。

い
か
に
難
事
で
あ
ろ
う
と
も
、
滅
後
に
正
法
を
「
令
法
久
住
」
せ
し
め
ん
と
さ
れ
た
の
は
、
本
仏
の
大
慈
悲
の
発
露
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
六
難
九
易
」
を
克
服
し
て
、
滅
後
末
法
に
於
け
る
弘
法
の
使
命
を
果
さ
せ
よ
う
と
勧
奨
し
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人

は
当
に
「
三
箇
の
鳳
詔
」
を
読
象
と
り
、
読
承
続
け
る
こ
と
を
不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て
誓
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

弘
長
二
年
、
伊
豆
鏑
居
中
に
執
筆
さ
れ
た
『
四
恩
紗
』
に
於
て

二
ク
ノ
ニ
ス
ブ
シ

ヤ
ノ
ヅ
ヤ
ト

ヒ

難
こ
と
ば

法
華
経
云
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
況
滅
度
後
云
云
。
始
に
此
文
を
見
候
し
時
は
さ
し
も
や
と
思
候
し
に
、
今
こ
そ
仏
の
御
言
は
連

ニ

ブ

は
ざ
り
け
る
も
の
か
な
と
殊
に
身
に
当
て
思
ひ
知
れ
て
候
へ
…
…
法
華
経
の
故
に
か
か
る
身
と
な
り
て
候
え
ば
、
行
住
坐
臥
に
法
華

（
釦
）

経
を
読
み
行
ず
る
に
て
こ
そ
候
へ
。糸

角
の
り

と
述
べ
ら
れ
、
迫
害
忍
受
の
苦
難
の
道
程
に
踏
象
出
し
た
心
境
、
滅
後
末
法
の
多
怨
難
信
の
只
中
に
身
を
投
ず
る
使
命
感
、
迫
り
く
る

法
難
を
身
に
当
て
読
む
行
者
の
意
識
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

小
松
原
法
難
の
直
後
に
南
条
兵
衛
七
郎
に
宛
て
た
消
息
の
中
で

さ
れ
ば
日
本
国
の
持
経
者
は
い
ま
だ
此
経
文
に
は
あ
わ
せ
給
は
ず
。
唯
日
蓮
一
人
こ
そ
よ
み
は
べ
れ
。
我
不
愛
身
命
・
但
惜
無
上
道

（
型
）

是
也
。
さ
れ
ば
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
行
者
也
。

と
云
っ
て
い
る
。
滅
後
末
法
世
の
中
で
唯
一
人
、
法
華
経
を
色
読
し
た
行
者
の
自
覚
が
宣
明
さ
れ
て
い
る
。
勧
持
品
の
「
有
諸
無
智
人

チ

（
理
）

・
悪
口
罵
冒
等
、
及
加
刀
杖
者
」
の
未
来
記
が
、
小
松
原
に
於
て
「
頭
に
き
ず
を
か
ほ
り
左
の
手
を
打
ち
を
ら
る
」
と
、
直
接
に
身
に
当

（56）



聖
人
は
『
寺
泊
御
書
』
に
於
て

二
タ
テ
ノ
ノ

ス

レ
リ

ー
ー

ソ
ル

壷
一

卜

《
メ
リ

勧
持
品
云
有
一
藷
無
智
人
一
悪
口
罵
署
等
云
云
。
日
蓮
当
二
此
経
文
一
。
汝
等
何
不
レ
入
二
此
経
文
一
。
及
加
刀
杖
者
等
云
云
。
日
蓮
読
一
庇

ソ

ソ
ル
マ

ヲ

経
文
一
。
汝
等
何
不
レ
読
二
此
経
文
一
常
在
大
衆
中
欲
穀
我
等
過
等
云
云
。
向
国
王
大
臣
婆
羅
門
居
士
等
云
云
。
悪
口
而
饗
盛
数
数
見
捜

Ｌ
Ｏ
《

た
び
た
び
ノ
ノ
ハ
ノ
ノ
ハ
ノ

出
・
数
々
者
度
々
也
。
日
蓮
損
出
衆
度
。
流
罪
二
度
也
。
法
華
経
三
世
説
法
儀
式
也
。
過
去
不
軽
品
今
勧
持
品
。
今
勧
持
品
過
去
不

ノ
ハ
ツ
た
る

《
ハ
シ
ル

湯
）

軽
品
也
。
今
勧
持
品
未
来
可
レ
為
二
不
軽
品
一
。
其
時
日
蓮
即
可
レ
為
二
不
軽
菩
薩
一

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
迫
真
汪
溢
の
消
息
は
越
後
寺
泊
よ
り
富
木
氏
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
勧
持
品
二
十
行
偶
の
「
皆
当
忍

受
之
」
「
当
著
忍
辱
鎧
」
の
迫
害
忍
受
の
未
来
記
と
、
不
軽
菩
薩
の
忍
難
の
礼
拝
行
の
二
つ
の
説
示
が
、
い
ま
や
聖
人
の
色
読
と
一
体
と

確
固
と
な
っ
た
。

ノ

チ

法
華
経
の
第
五
巻
を
も
て
、
日
蓮
が
面
を
数
箇
度
打
た
り
し
は
、
日
蓮
は
何
と
も
思
ず
、
う
れ
し
く
ぞ
待
り
し
。
不
軽
品
の
如
く
身

ブ

風
）

を
責
め
、
勧
持
品
の
如
く
身
に
当
て
貴
し
貴
し
。

と
追
懐
し
て
法
悦
の
涙
を
な
が
さ
れ
て
い
る
。
松
葉
谷
焼
打
・
伊
豆
配
流
・
小
松
原
刀
杖
難
・
そ
し
て
竜
口
断
頭
の
坐
に
赴
む
く
と

き
、
迫
害
忍
受
の
未
来
記
た
る
勧
持
品
に
よ
っ
て
打
郷
さ
れ
た
事
は
、
当
に
色
心
二
法
に
体
現
し
た
の
で
あ
り
、
法
華
経
行
者
の
自
覚
は

て
読
ん
だ
と
き
、
法
華
経
行
七

文
永
八
年
九
月
、
竜
ノ
Ｈ

て
打
郷
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
、

法
華
経
行
者

（
鱈
）

さ
へ
が
た
し
。

ノ

フ

ノ

う
つ
杖
も
第
五
巻
う
た
る
べ
し
と
云
経
文
も
五
巻
、
不
思
議
な
る
未
来
記
の
経
文
也
…
…
か
く
の
如
く
思
ひ
つ
づ
け
候
へ
ぱ
感
涙
を

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

の
意
識
と
弘
法
の
使
命
感
は
よ
り
一
層
に
昂
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、
竜
ノ
ロ
法
難
の
前
夜
、
埋
不
尽
に
も
捕
縛
さ
れ
た
と
き
、
曽
て
の
弟
子
少
輔
房
に
よ
っ
て
法
華
経
第
五
ノ
巻
を
も
つ

（57）



ら
れ
英
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
佐
渡
一
谷
に
流
罪
調
居
の
身
と
な
る
。
「
北
国
の
習
な
れ
ば
冬
は
殊
に
風
は
げ
し
く
、
雪
ふ
か
し
。
衣
薄
く
食
と
も
し
。

あ
た
り
チ
（
”
）

…
野
中
の
御
三
味
ば
ら
に
お
ち
や
ぶ
れ
た
る
草
堂
の
上
は
雨
も
り
壁
は
風
も
た
ま
ら
ぬ
傍
に
…
現
身
に
餓
鬼
道
を
経
、
寒
地
獄
堕
ぬ
」
と

（
配
）

い
う
、
寂
箕
荒
霧
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
暫
時
の
内
省
の
機
会
と
も
な
っ
た
。
聖
人
ゑ
ず
か
ら
「
此
事
日
蓮
当
身
大
事
也
」
と

文
永
一
○
・
四
・
二
五
。
文
永
一
○
・
五
。
二
文
永
二
・
正
・
一
四
・

さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
ま
た
『
顕
仏
未
来
記
』
・
「
法
華
行
者
値
難
事
』
等
の
重
要
文
書
が
撰
述
さ
れ
、
法
華
経
行
者
の
色
読
内
証
が

文
永
九
・
二
・

宣
明
さ
れ
る
が
、
と
く
に
『
開
目
抄
』
に
於
て
仏
使
上
行
の
自
覚
殉
教
如
来
使
の
自
覚
が
開
顕
さ
れ
る
。

聖
人
に
と
っ
て
『
開
目
紗
』
の
撰
述
は
、

ノ

（
鱒
）

我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
此
の
疑
は
此
書
肝
心
一
期
の
大
事
」

と
あ
る
如
く
、
色
読
内
証
の
成
否
に
関
わ
る
重
要
事
で
あ
っ
た
。
内
外
・
大
小
・
権
実
・
本
迩
・
教
観
の
五
重
相
対
判
の
独
自
の
教
判

（
鋤
）

の
展
開
は
も
と
よ
り
、
「
法
華
経
の
行
者
」
の
呼
称
を
二
十
六
回
も
使
用
し
て
殉
教
の
如
来
使
の
内
証
を
開
顕
さ
れ
る
。
そ
し
て
忍
辱
の

（
瓢
）
（
認
）

鎧
を
身
に
ま
と
い
、
岬
吟
し
て
悲
涙
を
あ
ふ
れ
さ
せ
た
忍
難
慈
勝
の
色
読
は
、
三
大
誓
願
と
な
っ
て
開
花
し
、
「
当
世
日
本
国
に
第
一
に

メ
ル
《

（
鍋
）

富
者
日
蓮
な
る
べ
し
」
と
、
法
悦
の
境
地
に
身
を
置
く
の
で
あ
る
。
古
来
、
開
目
紗
は
人
開
顕
の
書
と
さ
れ
る
が
、
此
処
で
改
め
て
「
今

（
劃
）

度
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
」
の
誓
願
を
か
ゑ
し
め
、
「
教
え
」
に
生
き
ら
れ
た
軌
跡
を
鐵
仰
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
本
仏
と
地
涌
菩
薩
等
の
代
表
と
な
っ
て
、
泥
ま
承
れ
、
血
ま
ふ
れ
、
汗
に
ま
染
れ
て
、
菩
薩
道
を
只
ひ
た
す
ら
に
生
き

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

し
⑨
？

』
一
ハ
メ
リ
▼
（
坊
）

な
っ
た
の
で
あ
る
。
勧
持
品
二
十
行
偶
を
「
日
蓮
当
二
此
経
文
こ
「
日
蓮
読
一
庇
経
文
こ
と
な
し
、
常
不
軽
菩
薩
の
我
深
敬
汝
等
の
二
十

四
文
字
の
忍
難
の
行
軌
を
「
身
二
当
テ
」
「
身
二
読
メ
リ
」
と
さ
れ
、
此
処
に
殉
教
の
法
華
経
行
者
の
自
覚
が
鮮
烈
に
表
現
さ
れ
る
に
い

た
る
。

(58)



局

へ，-,註
1211ｰ
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ず
。
況
余
人
を
や
。
末
砕

（
”
）
法
蓮
紗
・
定
遺
九
五
三
。

（
羽
）
観
心
本
尊
紗
副
状
・
定
唾

（
調
）
開
目
妙
・
定
遺
五
六
一
・

（
釦
）
法
華
経
行
者
の
内
証
と
心

法
華
経
行
者
の
内
証
と
は

観
心
本
尊
紗
副
状
・
定
遺

へへへへへへへへへへへへへへ

2625242322212019181716151413
嘗嘗一曹曹し四一当一一一画一

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

高
橋
入
道
殿
御
返
事
・
定
遺
一
○
八
六
’
一
○
八
七
。

定
遺
五
八
二
’
五
八
三
。

注
（
、
）
「
法
華
経
」
中
。
一
九
○
。

注
（
、
）
「
法
華
経
」
幸

坂
本
・
岩
本
訳
注
「
法
華
経
」
中
・
岩
波
文
庫
一
五
二
ペ
ー
ジ
。

四
条
金
吾
女
房
御
書
「
明
か
な
る
事
日
月
に
す
ぎ
ん
や
。
浄
き
事
蓮
華
に
ま
さ
る
べ
き
や
。
法
華
経
は
日
月
と
蓮
華
と
な
り
。
故
に
妙
法
蓮
華
経

と
名
く
。
日
蓮
叉
日
月
と
蓮
華
と
の
如
く
な
り
」
（
定
遺
四
八
四
）
。

、
法
華
経
を
「
身
二
当
テ
・
身
二
読
ソ
ダ
」
事
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
①
法
師
品
の
「
而
此
経
者
、
如
来
現
在
、
猶
多

怨
嫉
、
況
域
度
後
」
と
、
安
楽
行
品
の
「
一
切
世
間
、
多
怨
難
信
」
と
説
示
さ
れ
る
末
法
多
怨
難
信
の
渦
中
に
身
を
投
じ
て
、
文
証
か
ら
現
証
へ

七
二
一
・

定
遺
五
一
四
’
五
一
五
。

南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
醤
・
定
遺
三
二
七
。

聖
人
御
難
事
・
定
遺
一
六
七
三
。

上
野
殿
御
返
事
・
定
遺
一
六
三
五
’
一
六
三
六
。

妙
密
上
人
御
消
息
・
定
遺
二
六
七
’
二
六
八
。

前
同
法
華
経
。
一
九
二
。

前
同
法
華
経
・
一
九
六
Ｍ

定
遺
二
三
五
’
二
三
六
。

一
九
六
以

定
遺
二
三
四
。

開と
目名
紗く
● ◎

定日
遺蓮
五叉
五日

七月
。 1－

注
（
妬
）
。
ま
た
開
目
紗
「
日
蓮
法
華
の
ゆ
え
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ぱ
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天
台
傅
教
い
ま
だ
よ
承
給
は

ず
。
況
余
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
え
に
、
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
よ
め
り
」
（
定
遺
五
六
○
）
と
あ
る
。

下
。

（”）



ば
ざ
ま

「
教
え
」
に
生
き
る
と
云
う
こ
と
は
、
法
華
経
を
身
「
｝
一
当
テ
」
「
身
二
読
ム
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
と
死
の
限
界
状
況
の
間
を

生
き
抜
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
は
『
日
妙
聖
人
御
書
』
等
に
於
て

し

（
弱
）

正
法
を
修
し
て
仏
に
な
る
行
は
時
に
よ
る
べ
し
。
夫
仏
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
。

と
述
べ
て
、
菩
提
の
覚
智
を
求
め
て
「
修
す
る
行
者
」
（
人
）
と
、
そ
の
歴
劫
修
行
の
菩
薩
道
は
「
時
に
よ
る
」
「
時
を
習
う
べ
し
」

へへへ

343332
ｰ嘗一

（
瓢
）

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

と
体
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

と
体
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
②
勧
拝
品
二
十
行
偶
の
迫
害
忍
受
の
未
来
記
を
体
現
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
③
常
不
軽
菩
薩
品
の
「
我
深
敬
汝

等
」
等
さ
一
十
四
文
字
が
示
す
忍
難
の
但
行
礼
拝
行
を
末
法
弘
教
者
の
行
軌
な
り
と
受
け
と
め
る
事
が
出
来
た
か
否
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
④

薬
王
菩
薩
本
事
品
の
「
我
滅
度
後
、
後
五
百
歳
中
、
広
宣
流
布
、
於
閻
浮
提
」
の
教
示
を
、
末
法
弘
教
者
に
対
す
る
勧
奨
と
し
て
受
け
と
め
る
こ

と
が
出
来
た
か
否
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
⑤
従
地
涌
出
品
の
「
是
菩
薩
衆
中
、
有
四
導
師
…
」
と
あ
る
本
化
の
菩
薩
の
涌
現
と
、
如
来
神
力
品
の

「
爾
時
仏
告
、
上
行
等
菩
薩
大
衆
…
」
以
下
の
妙
法
結
要
別
付
嘱
の
説
示
を
、
末
法
の
行
者
と
し
て
体
現
で
き
た
か
否
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
⑥

見
宝
塔
品
の
「
三
箇
の
鳳
詔
」
の
勧
奨
を
末
法
行
者
の
行
軌
と
う
け
と
め
、
「
立
正
安
国
」
を
誓
願
し
た
信
行
の
内
省
で
あ
る
。
ｌ
そ
し
て
開
目

《

抄
の
処
灸
に
於
て
「
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
へ
に
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
よ
め
り
」
（
定
五
六
○
）
「
日
蓮
な
く
ぱ
此
一
偶
の
未
来
記
妄
語

と
な
り
い
」
（
定
五
五
九
）
「
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
」
（
定
五
六
○
）
と
、
色
読
の
内
証
を
宣
明
さ
れ
る
。
色
読
と
内
証
と
を
経
文
と
照
合

し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
に
『
顕
仏
未
来
記
』
（
定
七
三
八
・
七
四
○
・
七
四
二
）
が
あ
る
。
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
《

開
目
紗
に
「
さ
れ
ば
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が
一
分
も
及
フ
事
な
け
れ
ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲
す
ぐ
れ
た
る
事
を
そ
れ
を

も
い
だ
き
ぬ
く
し
」
（
定
五
五
九
）
と
あ
る
。

開
目
紗
中
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
条
で
あ
る
の
で
引
文
は
略
す
。
定
遣
六
○
一
参
照
。

開
目
紗
・
定
遺
五
八
九

註
（
過
）
参
。

二
、
「
時
」
の
認
識
１
時
と
人
Ｉ

（61）



と
あ
り
、
ま
た
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
中
』
に
於
て
も

ヲ
＋

雲

身
の
智
分
を
ぱ
且
く
置
ぬ
。
法
華
経
の
方
人
と
し
て
難
を
忍
び
庇
を
蒙
る
事
は
漢
土
の
天
台
大
師
に
も
越
、
日
域
の
伝
教
大
師
に
も

し

（
訂
）

勝
た
り
。
是
は
時
の
然
ら
し
む
る
故
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
日
蓮
が
智
の
賢
き
に
は
非
ず
」
と
云
い
、
「
智
分
を
ぱ
且
く
置
き
い
」
と
し
て
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者
の
資
格

は
智
慧
（
機
根
）
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
時
の
然
ら
し
む
る
故
な
り
」
と
さ
れ
る
。
「
然
ら
し
む
る
」
と
は
、
国
語
的
解
釈
か
ら
し
て

も
「
そ
の
よ
う
な
結
果
に
至
ら
せ
る
。
そ
う
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
行
者
の
資
格
は
「
時
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
智
分
は
且
く
置
く
」
と
申
さ
れ
て
は
い
る
が
、
法
華
経
行
者
に
と
っ
て
「
時
の
然
ら
し
む
」
事
を
知
る
こ
と
が
真
の
智
解
で
あ

（
鍋
）

る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
「
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
え
」
と
の
祈
願
は
此
の
事
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
が
正
法
弘
通
と
の
関
わ
り
に
於
て
「
時
」
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
寄
せ
、
深
い
洞
察
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

と
な
し
、
時
と
人
と
の
深
い
相
関
に
つ
い
て
興
味
あ
る
示
唆
を
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
「
時
」
の
認
識
と
は
、
理
性
と
か
悟
性
と
い
う
知
性
の
対
象
と
し
て
の
「
時
」
で
は
な
か
っ
た
。
法
華
経
の
行
者
に
と
っ

て
「
時
」
の
認
識
と
は
、
智
の
領
域
を
超
え
た
信
の
世
界
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

『
報
恩
抄
』
の
中
に

（
弱
）

ず
。
時
の
し
か
ら
し
む
る
耳
。

日
蓮
が
慈
悲
砿
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
で
も
な
が
る
べ
し
。
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
盲
目
を
ひ
ら
け
る

功
徳
あ
り
。
無
間
地
獄
の
道
を
ふ
さ
ぎ
ぬ
。
此
功
徳
は
伝
教
天
台
に
も
超
え
、
龍
樹
・
迦
葉
に
も
す
ぐ
れ
た
り
。
極
楽
百
年
の
修
行

え
ど

ノ

は
種
土
の
一
日
の
功
に
及
ば
ず
。
正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法
一
時
に
劣
る
か
。
是
は
ひ
と
へ
に
日
蓮
が
智
の
か
し
こ
き
に
は
あ
ら

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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『
教
機
時
国
紗
』
に
於
て

卜
４
ソ
ワ
ハ
ツ
ル
ツ
シ
ナ
ワ
ノ
ハ
キ

テ
ス
ル
ニ

ハ
ア
ュ

時
者
、
弘
二
仏
教
一
人
必
可
し
知
レ
時
…
…
不
し
知
し
時
弘
レ
法
無
し
益
上
還
堕
二
悪
道
一
也
…
…
当
世
入
二
末
法
一
二
百
一
十
余
年
也
。
権
経
念

ノ

ノ

ワ
（
調
）

仏
等
時
歎
。
法
華
経
時
歎
。
能
能
可
レ
勘
二
時
刻
一
也
。

と
述
べ
、
『
撰
時
抄
』
の
一
文
に
も

二
ク
シ
ク

何
に
況
や
、
仏
法
を
修
行
せ
ん
に
時
を
糾
ざ
る
べ
し
や
…
…
機
の
熟
不
熟
は
さ
て
お
き
ぬ
。
時
の
至
れ
る
ゆ
え
な
り
。
経
云
今
正
是

ナ
リ
シ
テ
カ
ソ
ワ

テ
ク

ク

其
時
決
定
説
二
大
乗
一
等
云
云
…
…
問
云
い
か
な
る
時
に
か
小
乗
権
経
を
と
き
、
い
か
な
る
時
に
か
法
華
経
を
説
く
べ
き
や
。
…
…

チ
夕

（
棚
）

答
云
仏
眼
を
か
っ
て
時
機
を
か
ん
が
へ
ょ
。

ワ

と
あ
る
。
先
の
『
教
機
時
国
紗
』
の
中
の
「
能
能
可
レ
勘
二
時
刻
一
也
」
と
か
、
『
撰
時
抄
』
の
「
仏
眼
を
か
っ
て
時
機
を
か
ん
が
え
よ
」

と
の
教
示
は
、
法
華
経
の
弘
通
に
於
け
る
「
時
」
の
見
究
め
、
「
時
」
の
選
択
に
つ
い
て
仏
眼
（
智
慧
）
を
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
の
教

示
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
時
」
の
選
択
に
つ
い
て
、
『
妙
一
女
御
返
事
』
に
は

ブ
ニ

ル
ト

ー
的
ソ

法
華
経
の
弘
ま
ら
せ
給
べ
き
時
有
二
二
度
一
・
所
謂
在
世
與
二
末
法
一
也
。
修
行
又
有
二
二
意
一
・
仏
世
は
純
円
一
実
、
滅
後
末
法
の
今
の

寺
う

で
フ

キ

時
は
一
向
本
門
の
弘
ら
せ
給
べ
き
時
也
。
迩
門
の
弘
ら
せ
給
べ
き
時
は
己
に
過
て
こ
百
余
年
に
な
り
、
天
台
伝
教
こ
そ
其
能
弘
の
人

ヒ

ヱ
ー

（
似
）

に
て
ま
し
ま
し
候
し
か
ど
も
、
そ
れ
も
は
や
入
滅
し
給
ぬ
。
日
蓮
は
今
、
時
を
得
た
り
。
豈
此
所
嘱
の
本
門
を
弘
め
ざ
ら
ん
や
。

と
あ
っ
て
、
「
日
蓮
は
今
、
時
を
得
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
「
時
を
得
た
り
」
と
は
、
方
便
品
・
警
喰
品
・
宝
塔
品
等
に

「
今
正
是
其
時
」
又
は
「
今
正
是
時
」
と
教
示
さ
れ
る
勧
奨
そ
の
も
の
を
容
け
入
れ
、
忍
難
色
読
に
よ
る
如
来
使
の
自
覚
が
、
末
法
の

「
今
の
時
」
を
選
び
択
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
時
機
」
に
対
す
る
認
識
に
関
し
て
、

い
◎

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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た
と
え
ば
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
に
は

４
フ

ニ
ハ

ニ
ハ

詮
ず
る
処
は
天
台
と
伝
教
と
は
内
に
は
篭
給
と
い
へ
ど
も
、
一
に
は
時
来
ら
ず
、
二
機
な
し
、
三
談
ら
れ
結
は
ざ
る
故
也
。
今
末
法

リ

ル

（
蛇
）

に
入
ぬ
。
地
涌
出
現
し
て
弘
通
有
べ
き
事
な
り
。

と
見
え
、
ま
た
『
四
菩
薩
造
立
妙
』
に

い

モ
ノ

今
末
法
に
入
れ
ば
尤
仏
金
言
の
如
き
ん
ぱ
、
造
る
べ
き
時
な
れ
ば
本
仏
本
脇
士
造
り
奉
る
べ
き
時
也
。
当
時
は
其
時
に
相
当
れ
ば
、

テ

ツ
呉

毛

（
網
）

地
涌
の
菩
薩
や
が
て
出
さ
せ
給
は
ん
ず
ら
ん
。
先
其
程
四
菩
薩
を
建
立
し
奉
る
べ
し
。
尤
も
今
は
然
る
べ
き
時
也
。

と
述
べ
ら
れ
、
法
華
経
行
者
の
資
塔
と
法
華
経
流
布
の
有
無
は
、
仏
使
上
行
等
の
涌
現
の
付
嘱
に
あ
る
と
さ
れ
、
今
が
正
に
「
然
る
ベ

ル
（
“
）

き
時
」
で
あ
り
、
「
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
之
時
刻
也
。
是
知
し
時
也
」
と
さ
れ
て
い
る
。
聖
人
の
「
時
」
の
認
識
は
、
法
華
経
の
忍
難

色
読
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
正
法
流
布
の
「
時
」
を
選
択
す
る
仏
眼
を
も
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と

我
奄
が
時
を
認
識
す
る
と
い
う
事
は
、
主
体
的
に
生
き
た
と
云
う
自
覚
の
構
造
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
人
間
は
生

島
の
司
旨
○
毒
蒔
く
。
昌
昌
の
Ｎ
①
涛
黒
◎
画

老
病
死
の
時
間
衝
撃
か
ら
の
逃
避
を
願
っ
て
い
る
。
老
の
衰
え
を
苦
悩
し
、
死
の
恐
怖
に
澳
悩
す
る
衆
苦
充
満
の
時
間
衝
撃
か
ら
の
離
脱

（
超
克
）
を
志
向
し
て
い
る
。
時
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
程
に
、
時
の
衝
撃
か
ら
の
逃
避
・
超
克
を
強
く
志
向
す
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
超
克
の
理
念
を
樹
立
す
る
所
に
宗
教
の
存
在
す
る
意
味
が
あ
る
。

鎌
倉
新
仏
教
の
興
起
と
展
開
は
、
有
為
転
変
・
末
法
当
初
を
意
識
す
る
な
か
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
然
・
栄
西
・
親
鴬
・
道
元
等

霜
）

の
開
祖
、
そ
し
て
日
蓮
聖
人
は
末
法
を
克
服
す
る
こ
と
を
共
通
の
課
題
と
し
て
抱
き
、
死
身
弘
法
の
活
動
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
新
仏
教
は
時

に
対
す
る
深
い
洞
察
と
認
識
の
な
か
か
ら
新
生
し
た
事
は
確
し
か
な
事
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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日
蓮
聖
人
は
末
法
当
初
の
時
に
こ
そ
正
法
の
流
布
さ
れ
る
「
今
正
是
其
時
」
と
受
け
と
め
た
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
受
容
意
識
は

法
華
経
の
忍
難
色
読
に
よ
る
自
覚
で
も
あ
る
。

さ
て
、
日
蓮
聖
人
が
「
時
」
を
受
容
さ
れ
た
意
識
は
、
単
に
国
語
的
解
釈
に
よ
る
「
受
け
入
れ
る
」
と
云
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
か

え
っ
て
其
を
克
服
へ
と
止
揚
す
る
理
念
を
と
り
こ
ん
だ
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
法
華
経
の
行
者
日
蓮
聖

人
に
と
っ
て
、
稜
土
を
改
め
て
浄
土
を
実
現
す
る
こ
と
は
絶
対
の
使
命
と
受
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
娑
婆
即
寂
光
の
具
現
は
絶

対
の
使
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

へへへへへへへへ

4241403938373635
曹嘗一一一嘗一一

定定撰定善定定日
遺遺時遺無遺遺妙
一一抄二畏一一聖
五七・四三八二人

三＃輻弓蕊只明製

撰時抄・定遺

定遺一八○○

定遺一二四九

書御人聖妙日

（
網
）
定
遺
一
六
四
ｎ

（
“
）
定
遺
二
四
四
。

（
妬
）
辻
善
之
助
再

定
遺
一
六
四
八

辻
善
之
助
「
日

。
一
○
○
三
・
一
○
○
五
。

定
遺
一
七
九
八

テ
ク

ク
ノ

ク
《
ン
二

定
遺
一
五
一
九
。
注
（
虹
）
妙
一
女
御
返
事
の
「
答
云
天
親
龍
樹
内
鑑
冷
然
等
云
云
。
天
台
大
師
云
後
五
百
歳
遠
沽
二
妙
道
一
。

午
テ
ク
リ
キ
ニ

ノ
”
夕
ナ
リ
ワ
テ
カ
ル
コ
ト
ヲ
星
夕

禰
過
已
末
法
太
有
し
近
法
華
一
乗
機
今
正
是
其
時
。
何
以
得
し
知
安
楽
行
品
云
末
世
法
減
時
云
云
」
・
も
併
せ
参
照
。

。

善
無
畏
三
蔵
紗
・
定
遺
四
七
三
。
清
澄
寺
大
衆
中
・
定
遺
二
三
三
。
破
良
観
等
御
雷
・
定
遺
一
二
八
三
。

。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

本
仏
教
史
」
中
世
篇
之
一
・
岩
波
書
店
刊
一
○
六
。
日
本
仏
教
学
会
年
報
誕
号
ｌ
鎌
倉
仏
教
形
成
の
問
題
ｌ
昭
和
四
四
年
刊
。

・
定
遺
六
四
五
。
撰
時
抄
・
定
遺
一
○
○
三
。

三
、
「
時
」
を
超
え
る
ｌ
末
法
の
超
克
Ｉ

夕

伝
教
大
師
云
正
像

（64）



ざ
る
を
え
な
い
。

毎
一
再
摩
ケ
の
『
ぬ
愈
彦
の
ロ

「
時
」
を
超
え
る
ｌ
末
法
の
超
克
ｌ
と
云
う
理
念
が
樹
立
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
な
事
で
は
な
い
。
「
超
え
る
」
と
云
う
事
は
限
界
を
越

え
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
越
え
る
為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
我
灸
の
日
常
的
な
時
空
の
次
元
を
超
え
て
、
永
遠
の
世
界
を

想
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
思
考
の
変
革
、
倒
錯
の
論
理
と
も
云
う
べ
き
思
惟
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

聖
人
は
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
の
な
か
で

ワ
ク

仏
滅
度
後
二
千
二
百
余
年
が
間
、
恐
は
天
台
智
者
大
師
も
一
切
世
間
多
怨
難
信
の
経
文
を
ぱ
行
じ
給
は
ず
。
数
数
見
捜
出
の
明
文
は

ヒ

ノ

ノ

但
日
蓮
一
人
也
。
一
同
一
偶
我
与
授
記
は
我
也
。
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
は
疑
な
し
。
相
模
守
殿
こ
そ
善
知
識
よ
。
平
左
衛
門
こ
そ

（
妬
）

提
婆
達
多
ょ
。
念
仏
者
は
塵
伽
利
尊
者
、
持
斉
等
は
善
星
比
丘
。
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り
。

Ｑ
ｇ
ぐ
碍
目
＆
閥
の
ロ

と
述
べ
て
、
仏
在
世
と
滅
度
後
を
対
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
機
根
（
能
力
）
の
熟
・
不
熟
、
信
の
篤
い
薄
い
、
と
云
う
事
は
時
と
は

（
八
代
執
剛
・
時
宗
）

関
係
が
な
い
。
仏
の
在
世
で
も
悪
提
婆
の
如
き
誇
法
者
も
居
れ
ば
、
滅
後
末
法
で
あ
っ
て
も
相
模
守
の
如
き
有
徳
者
も
居
る
の
で
あ
る
。

即
ち
正
法
を
受
持
す
る
機
根
は
、
正
像
末
の
三
時
の
流
れ
と
は
関
わ
り
が
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

聖
人
は
此
処
で
語
調
を
整
え
て
、
「
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り
」
と
さ
れ
る
。
若
し
文
字
通
り
素
直
に
訳
読
す
れ
ば
、
「
仏

の
在
世
は
末
法
当
初
と
な
り
、
末
法
は
そ
の
ま
ま
仏
在
世
と
な
る
」
と
な
ろ
う
。
こ
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
仏
在
世
」
と
「
末
法
当
初
」

（
概
念
）

と
い
う
、
時
間
も
空
間
も
全
く
異
な
る
次
元
の
世
界
を
、
同
時
に
同
質
の
も
の
と
し
て
容
認
し
よ
う
と
す
る
論
理
思
考
で
あ
る
。
然
し
、

次
元
の
異
な
る
世
界
を
同
じ
時
点
で
認
め
よ
う
と
す
る
思
惟
は
、
明
ら
か
に
二
律
背
反
の
論
理
で
あ
り
、
矛
循
し
た
論
理
だ
と
指
摘
を
せ

日
蓮
聖
人
は
そ
れ
で
も
「
在
世
は
今
な
り
。
今
は
在
世
な
り
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
聖
人
の
教
示
が
成
り
立
つ
為
に
は
、
時
間
倒
錯

の
論
理
思
考
が
導
き
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
宗
教
的
に
昇
華
さ
れ
た
純
粋
時
間
と
、
思
索
の
領
域
を
超
え
た
空
間
と
が
想
定

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

（“）



日
蓮
聖
人
は
在
世
正
法
の
時
よ
り
も
、
む
し
ろ
末
法
の
時
に
宗
教
的
意
義
を
見
い
出
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
此
処
で
「
日
蓮
当
身
ノ
大

事
」
と
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
の
教
示
を
讃
仰
し
て
み
よ
う
。

ノ
ノ
ハ
ル
ユ
プ

ヲ
シ
ト
ア

ヲ
ス
ト

レ
ハ
ヅ
テ

ワ
ス

ノ

迩
門
十
四
品
正
宗
八
品
一
往
見
レ
之
以
二
二
乗
一
為
し
正
以
二
菩
薩
凡
夫
一
為
し
傍
。
再
往
勘
し
之
以
二
凡
夫
正
像
末
一
為
し
正
。
正
像
末
三
時

ニ
モ
テ
ノ
ワ
ス
カ
ノ
ト
テ
ク

テ
ク
ニ
ケ
ハ
ノ
ス
ラ
シ

ヤ
ノ
ト
ヤ
ニ
ク
▲

之
中
以
二
末
法
始
一
為
二
正
中
正
一
。
問
日
其
証
如
何
。
答
日
法
師
品
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶
多
二
怨
嫉
一
況
減
度
後
。
宝
塔
品
云
令
ニ

ヲ
シ
テ
セ

ノ
レ
ル
ニ
ル
ヲ

シ
ル

シ

テ
ヲ
ス
レ
バ
ブ
ニ
テ
ッ
ス

法
久
住
一
乃
至
所
し
来
化
仏
当
レ
知
二
此
意
一
等
。
勧
持
安
楽
等
可
レ
見
し
之
。
迩
門
如
し
是
。
以
二
本
門
一
論
し
之
一
向
以
二
末
法
之
初
一
為
ニ

ル
ル
ヲ
ハ
チ
ワ
シ
ト

ヲ
テ
ト
テ
ニ
ム

ー
ー

レ
ハ
プ

ー
ー
ハ

正
機
一
。
所
謂
一
往
見
レ
之
時
以
二
久
種
一
為
二
下
種
一
大
通
前
四
味
迩
門
為
し
熟
至
二
本
門
一
令
し
登
二
等
妙
一
・
再
往
見
レ
之
不
レ
似
二
迩
門
一
。

ニ
テ

ワ
ス

ノ
ト

ハ
二
（
碗
）

本
門
序
正
流
通
倶
以
二
末
法
之
始
一
為
し
詮
。
在
世
本
門
末
法
之
初
一
同
純
円
也
。

テ
夕
レ
レ
リ
ニ
ソ
ブ

ニ
タ
ヤ
ノ
ォ
ャ

ニ
ク
リ
二

墨
ク

ノ

ニ
ク
ノ

答
日
進
退
惟
谷
ｏ
試
粗
説
し
之
。
法
師
品
云
況
滅
度
後
。
寿
量
品
云
今
留
在
し
此
・
分
別
功
徳
品
云
悪
世
末
法
時
。
薬
王
品
云
後
五
百

テ

誼
ン

二
ク
ハ
シ
ア
リ

レ
ト
モ
ル
ー
ナ
ヲ
モ

ー
ー

ニ
キ
カ

ノ
フ

歳
於
二
閻
浮
提
一
広
宣
流
布
。
浬
藥
経
云
臂
如
下
七
子
。
父
母
非
し
不
二
平
等
一
然
於
二
病
者
一
心
則
偏
重
上
等
云
云
。
以
二
己
前
明
鏡
一
推
ニ

ス
ル
ニ
リ
ノ
ハ
ス
ニ

ノ
ノ

ノ
ノ

ス
ニ

ノ
ノ
ノ

キ
ノ
（
帽
）

知
仏
意
一
仏
出
世
非
し
為
二
霊
山
八
年
諸
人
一
為
二
正
像
末
人
一
也
。
又
非
し
為
二
正
像
二
千
年
人
一
末
法
始
為
二
如
レ
予
者
一
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
人
が

わ
れ
で
あ
る
。

ま
た
『
法
華
取
要
抄
』
に
於
て
、

チ
タ
ハ
ニ
ノ
ク
ワ
テ
ク
リ

マ
デ
ノ

ー
ー
一
一

リ
チ

ニ
４
ハ

問
日
法
華
経
為
二
誰
人
一
説
し
之
手
ｏ
答
日
自
二
方
便
品
一
至
二
干
人
記
品
一
八
品
有
二
二
意
一
・
自
レ
上
向
し
下
次
第
読
し
之
第
一
菩
薩
第
一
三

リ

ト
二
４
ハ
テ
ノ
ヲ
ス
ト
ノ
《

ヲ

ヲ

乗
第
三
凡
夫
也
。
自
二
安
楽
行
｝
勧
持
提
婆
宝
塔
法
師
逆
次
読
レ
之
以
二
滅
後
衆
生
》
為
し
本
。
在
世
衆
生
傍
也
。
以
二
滅
後
一
論
し
之
正
法

テ
ワ

ノ
ニ
ハ

ス

テ
タ

テ
ク

テ
ク

ー
千
年
像
法
一
千
年
傍
也
。
以
二
末
法
一
為
し
正
。
末
法
中
以
二
日
蓮
一
為
し
正
也
。
問
日
其
証
拠
如
何
。
答
日
況
滅
度
後
文
是
也
。
疑
云

ヲ
ト

テ
タ

テ
ク
ハ

テ
ク
瞠
ル
カ
ニ
ユ
ク
シ
テ
ス
ル

日
蓮
為
し
正
正
文
如
何
。
答
云
有
諸
無
智
人
悪
口
罵
雷
等
及
加
刀
杖
者
等
云
云
。
問
云
自
讃
如
何
。
答
日
喜
余
し
身
故
難
し
堪
自
讃

「
在
世
」
を
「
末
法
の
今
」
に
比
定
さ
れ
る
の
は
、
末
法
衆
生
の
救
済
を
本
願
と
す
る
大
慈
悲
の
現

（66）



と
こ
ろ
で
「
末
法
為
正
」
の
「
正
」
は
、
「
証
」
（
証
悟
・
証
道
・
証
智
）
と
同
義
に
解
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
ｏ
在
世
の
「
証
」
は

そ
の
ま
ま
末
法
の
「
証
」
と
云
う
事
に
な
る
。
末
法
を
超
え
て
在
世
の
本
門
と
同
調
す
る
思
惟
で
あ
る
。
本
尊
抄
の
「
在
世
ノ
本
門
卜
末

法
ノ
初
ハ
ー
同
二
純
円
ナ
リ
」
と
の
教
示
は
、
久
遠
本
時
と
末
法
当
今
は
当
に
同
調
し
て
い
る
と
把
握
さ
れ
、
法
華
一
仏
乗
は
悉
く
末
法

の
時
・
末
法
の
機
の
為
め
の
も
の
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

謂
ぅ
ま
で
も
な
く
、
「
末
法
為
正
」
の
宗
教
理
念
が
主
張
さ
れ
る
為
に
は
、
法
華
経
の
忍
難
色
読
に
よ
っ
て
裏
打
さ
れ
て
い
る
と
云
う

事
で
あ
る
。
『
法
華
取
要
抄
』
の
中
で
所
謂
、
順
読
法
華
・
逆
読
法
華
の
二
つ
の
法
華
経
観
が
示
さ
れ
る
が
、
「
末
法
為
正
」
の
精
神
を

自
己
の
胸
奥
に
抱
き
し
め
る
為
に
は
、
「
安
楽
行
ヨ
リ
勧
持
・
提
婆
・
宝
塔
・
法
師
卜
逆
次
ニ
コ
レ
ヲ
読
メ
。
〈
滅
後
ノ
衆
生
ヲ
本
卜
為

（
釦
）

ス
」
と
い
う
逆
次
に
色
読
す
る
こ
と
で
、
法
華
経
の
末
法
流
通
の
心
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
華
経
は
独
り
日
蓮
聖
人
の
為
の

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

右
に
引
用
参
借
し
た
御
文
書
は
、
聖
人
の
宗
教
理
念
と
さ
れ
る
「
末
法
為
正
」
を
示
唆
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
「
凡

夫
正
像
末
ヲ
以
テ
正
卜
為
ス
」
。
「
正
像
末
ノ
三
時
ノ
中
ニ
モ
末
法
ノ
始
ヲ
以
テ
正
ガ
中
ノ
正
ト
為
ス
」
。
「
末
法
ノ
初
ヲ
以
テ
正
機
卜

為
ス
」
。
「
在
世
ノ
本
門
ト
末
法
ノ
初
ハ
ー
同
二
純
円
ナ
リ
」
。
「
逆
次
ニ
コ
レ
ヲ
読
メ
バ
滅
後
ノ
衆
生
ヲ
以
テ
本
ト
為
ス
」
。
「
滅
後

ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
論
ズ
レ
◇
〈
正
法
一
千
年
、
像
法
一
千
年
〈
傍
ナ
リ
。
末
法
ヲ
以
テ
正
卜
為
ス
」
等
々
と
、
表
現
さ
れ
る
の
は
、
先
の
『
種

種
御
振
舞
御
書
』
の
「
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り
」
と
の
意
を
更
に
積
極
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
種
種
御
振
舞
書
の

表
現
は
、
拝
読
す
る
者
に
柔
軟
な
感
を
与
え
、
観
心
・
取
要
両
抄
の
表
現
は
直
裁
的
な
感
を
抱
か
し
め
る
。
と
も
か
く
も
、
「
末
法
為
正
」

（
衆
生
・
国
土
）

と
主
張
さ
れ
る
の
は
、
法
華
経
は
滅
後
末
法
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
る
、
否
そ
れ
ど
こ
ろ
か
末
法
に
強
い
意
義
を
求
め
ら
れ
た
日
蓮
聖

人
の
独
自
の
法
華
経
観
で
あ
る
。

噂§

（67）



未
来
記
で
は
な
か
っ
た
。
滅
後
の
衆
生
す
べ
て
の
為
に
「
是
好
良
薬
・
今
留
在
此
」
さ
れ
、
「
遺
使
還
告
」
さ
れ
た
未
来
記
で
あ
る
。
こ

（
大
良
薬
）
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・
●
罰
）

の
尊
い
未
来
記
を
日
蓮
聖
人
が
代
表
と
な
ら
れ
て
、
逆
次
に
忍
難
色
読
さ
れ
て
、
在
世
の
「
今
」
を
末
法
の
「
今
」
へ
と
た
ぐ
り
寄
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

局

へ,-､へ,－，，－，，－、註
515049484746ｰ
ｰｰ警嘗一一

法
華
取
要
抄
・
定
遺
八
一
三
。

種
種
御
振
舞
御
書
・
定
遺
九
七
一
・

観
心
本
尊
抄
・
定
遺
七
一
四
・
七
一
五
。

前
同
・
七
一
八
・
七
一
九
。

前
同
・
八
一
三
。

「
法
華
経
を
代
表
と
な
っ
て
色
読
し
た
」
と
の
表
現
は
、
「
法
華
経
の
殉
教
の
如
来
使
」
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
偶
々
、
筆
者
は
一
九
七
九
年
西

ド
イ
ツ
の
「
聖
オ
ッ
テ
ィ
リ
エ
ン
大
修
道
院
」
に
日
蓮
宗
徒
で
あ
り
な
が
ら
唯
一
人
滞
在
を
許
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
修
道
生
活
の
間
、
十
数
回
に

亘
り
修
道
院
長
ノ
ト
ケ
ル
・
ポ
ル
フ
師
（
神
学
・
哲
学
博
士
）
と
研
究
討
議
の
機
会
を
得
た
が
、
院
長
は
「
イ
エ
ズ
ス
の
十
字
架
上
の
犠
牲
」

●
●
●
●
●

と
題
す
る
講
義
の
中
で
、
弓
の
⑩
匡
の
。
胃
冒
５
は
人
類
の
代
表
と
な
っ
て
カ
ル
ヴ
ア
リ
オ
丘
の
十
字
架
上
の
犠
牲
目
、
○
頁
９
と
な
っ
た
が
、

そ
の
犠
牲
に
よ
り
神
と
人
類
と
の
間
の
厚
い
壁
を
と
り
除
い
た
。
帝
の
色
の
は
殉
教
・
犠
牲
に
よ
っ
て
深
い
愛
を
示
さ
れ
た
」
（
こ
う
し
た
神
秘
的

事
柄
は
思
索
に
よ
っ
て
は
理
解
で
き
な
ｂ
と
。
筆
者
は
そ
の
講
義
を
聴
き
な
が
ら
、
日
蓮
聖
人
の
忍
難
慈
勝
（
日
蓮
は
泣
か
ね
ど
も
涙
ひ
ま
な

し
。
五
字
ノ
内
二
此
珠
ヲ
ツ
ッ
ミ
末
代
幼
稚
ノ
頚
二
懸
サ
シ
メ
タ
マ
ウ
）
の
悲
涙
の
生
涯
に
想
い
を
馳
せ
、
ま
た
三
大
誓
願
を
背
に
負
う
た
殉
教

の
如
来
使
（
一
切
衆
生
の
代
表
と
な
っ
て
法
華
経
を
色
読
）
の
英
姿
を
想
起
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
の
空
の
下
で
改
め
て
立
正
安
国
の
誓
願
の
意
味
を

考
え
る
縁
と
な
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

（68）



こ
の
「
今
本
時
」
の
語
句
は
日
蓮
聖
人
の
遺
文
中
、
唯
一
度
の
出
自
で
あ
り
、
幾
種
類
か
の
仏
教
学
並
に
日
蓮
宗
学
関
係
の
辞
典
を
披

（
露
）

見
し
て
も
、
「
今
本
時
」
の
項
目
を
見
る
こ
と
は
無
い
。
が
し
か
し
、
「
本
時
」
の
項
目
は
全
辞
典
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
ゑ
に

辞
典
類
の
解
説
を
要
約
し
て
ゑ
る
と
、
１
本
時
と
は
、
法
華
経
寿
量
品
に
於
け
る
開
近
顕
遠
・
開
迩
顕
本
に
よ
っ
て
寿
量
文
底
の
久
遠
本

仏
が
開
顕
さ
れ
、
そ
の
久
遠
本
仏
の
時
空
を
超
え
た
宗
教
的
絶
対
世
界
ｌ
ま
た
Ｉ
法
華
経
寿
量
品
に
開
顕
さ
れ
た
本
源
的
な
時
、
即
ち
我

此
土
安
穏
天
人
常
住
満
と
語
ら
れ
る
次
元
を
指
す
と
ゑ
ら
れ
る
ｌ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
本
時
」
に
つ
い
て
解
説
を
さ
れ
て
象
て
、
寿
量
本
仏
の
無
始
無
終
の
絶
対
世
界
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
本
時
」
の

頭
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
「
今
」
と
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
「
本
時
」
の
意
味
を
強
め
る
た
め
に
冠
せ
ら
れ
た
接
頭
語
で
な
い
事

は
確
し
か
で
あ
る
。
宗
教
的
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
「
今
」
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
「
今
」
を
、
素
直
に
国
語
的
に
解

釈
し
て
、
現
在
・
過
去
と
未
来
の
境
と
し
て
の
瞬
間
・
自
己
が
立
っ
て
い
る
時
点
・
末
法
の
現
在
な
ど
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
「
本

時
」
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
事
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
そ
の
「
今
」
は
何
か
概
念
化
さ
れ
た
り
、
抽
象
化
さ
れ
た
思
弁
の
産
物
で
あ
る
と
受
け

と
め
て
は
な
ら
な
い
。
明
ら
か
に
宗
教
的
悟
道
の
表
現
、
つ
ま
り
寿
量
久
遠
本
仏
の
時
と
深
く
関
わ
る
「
今
」
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

「
今
本
時
」
と
は
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
所
謂
、
「
四
十
五
字
法
体
」
の
冒
頭
に
象
え
る
語
句
で
あ
る
。
そ
の
「
四
十
五
字
法
体
」
は
、

仏
陀
釈
尊
の
久
遠
成
道
（
本
地
）
の
時
を
説
き
明
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

●
●
●
ノ

ハ
レ
ヲ
ダ
ル
ワ
ノ
ナ
リ
ニ
ニ
モ
セ
ニ
モ
ヒ

デ
ナ
リ
レ
ノ

今
本
時
娑
婆
世
界
離
二
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
。
仏
既
過
去
不
し
減
未
来
不
し
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足
三
種
世
ノ

（
艶
）

間
也
。

四
、
「
今
本
時
」
の
意
味
ｌ
永
遠
の
今
１

（69）



さ
て
、
日
蓮
聖
人
の
「
今
本
時
」
の
意
味
を
思
索
す
る
と
き
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
ｌ
志
意
的
で
は
あ
る
が
ｌ
想
起
さ
せ
ら
れ
る
語
句

ゆ
う
じ
し
き
ん
（
“
）

に
、
道
元
禅
師
が
『
正
法
眼
蔵
』
（
「
有
時
の
巻
」
）
で
特
徴
的
に
使
わ
れ
る
「
有
時
の
而
今
」
が
あ
る
。

う
じ
に
こ
ん
ゆ
う
じ
‐
し
き
ん

道
元
禅
師
が
特
徴
的
に
用
い
る
「
有
時
の
而
今
」
・
「
有
時
」
・
「
而
今
」
等
の
語
句
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
全
巻
の
中
で
も
殊
に
難

シ
キ
ン
。
に
こ
ん
●
●

解
且
つ
深
い
思
索
の
意
味
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
「
而
今
」
と
は
「
即
今
」
と
も
云
い
、
現
在
の
事
・
い
ま
の
事
で
あ
る
が
、
禅
師
は

こ
れ
に
宗
教
的
意
味
を
持
た
せ
て
、
過
去
を
担
い
未
来
を
孕
む
時
で
あ
る
今
、
又
は
仏
道
の
行
持
を
現
成
す
る
今
、
真
理
そ
の
も
の
の
実

現
す
る
今
で
あ
る
と
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

此
処
で
禅
師
が
示
し
た
「
有
時
而
今
」
を
手
掛
り
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
「
今
本
時
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
ゑ
た
い
。
ま
ず
「
今

本
時
」
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
「
今
が
本
時
と
な
る
」
と
読
む
の
か
、
「
今
が
そ
の
ま
ま
本
時
で
あ
る
」
と
読
む
の
か
。
先
の
道
元
禅
師

の
「
有
時
而
今
」
に
徴
す
る
と
き
、
明
ら
か
に
「
今
即
本
時
」
・
「
本
時
即
今
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
端
的
に
云
え
ば
、
我
盈
の
立

っ
て
い
る
時
点
が
そ
の
ま
ま
本
時
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
道
元
禅
師
は
次
の
よ
う
に
見
事
に
示
さ
れ
る
。

（
弱
）

わ
れ
に
時
あ
る
べ
し
。
わ
れ
す
で
に
あ
り
。
時
さ
る
べ
か
ら
ず
。
彼
方
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。

あ
る
と
き

即
ち
、
有
時
し
て
い
る
而
今
を
思
念
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
云
う
。
そ
の
「
有
時
」
と
は
、
時
間
が
そ
の
ま
ま
存
在
、
存
在
が
象
な
時

間
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
一
切
の
世
界
は
す
べ
て
時
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
自
己
の
内
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
が
発
心
、
修
行
、

現
成
す
れ
ば
、
一
切
の
世
界
と
同
時
に
発
心
、
修
行
、
成
道
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
と
同
心
一
体
の
「
時
」
が
は
じ
ま
る
と
す
る
の
で

し
ふ
員
ノ
。

あ
る
。
さ
て
、
日
蓮
聖
人
が
逆
読
法
華
の
帰
結
と
し
て
、
「
末
法
為
正
」
と
主
張
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
法
華
経
の
色
読
を
媒
体
と
し
て
、
本

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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法
華
経
を
所
依
の
経
典
と
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
法
華
以
前
の
諸
大
乗
経
典
に
ゑ
ら
れ
る
仏
身
と
、
法
華
経
の
就
中
、
本
門
寿
量
品
で

開
顕
さ
れ
た
仏
身
と
の
相
異
を
明
確
に
示
し
、
そ
こ
に
法
華
経
の
特
異
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
。 即

ち
衆
苦
充
満
の
娑
婆
世
界
で
あ
ろ
う
と
も
、
法
華
経
色
読
者
の
住
す
る
処
は
そ
の
ま
ま
「
三
災
ヲ
離
し
四
劫
ヲ
出
ダ
ル
常
住
」
の
本

ニ
モ

時
な
り
、
「
仏
既
二
過
去
減
セ
ズ
未
来
ニ
モ
生
ゼ
ザ
ル
」
本
時
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
過
去
ニ
モ
減
セ
ズ
」
「
未
来
ニ
モ
生
セ
ズ
」
と
は
、

（
永
遠
の
鋤
去
）
（
無
限
の
未
来
）
（
時
空
の
限
り
無
じ

無
始
の
昔
か
ら
無
終
の
未
来
に
い
た
る
無
量
無
辺
の
本
仏
の
世
界
の
事
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
が
志
向
さ
れ
た
本
仏
の
永
遠
の
世
界
と
は
、

（
永
遠
）
ト
ハ
ト
フ
届
）
も
と
の
ま
ま

「
久
遠
者
ハ
タ
ラ
ヵ
サ
ズ
ッ
ク
ロ
ハ
ズ
モ
ト
ノ
儘
云
義
」
と
あ
る
よ
う
に
、
無
作
・
無
縁
で
あ
り
、
時
空
を
超
越
し
た
本
有
の
世
界
で
あ

此
処
で
「
久
遠
本
仏
」
と
か
「
寿
量
本
仏
」
と
呼
称
さ
れ
る
性
格
に
つ
い
て
整
理
し
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
日
蓮
聖
人

の
御
書
中
に
表
現
さ
れ
る
仏
身
観
に
は
、
「
無
始
古
仏
」
と
、
「
無
始
無
作
三
身
」
（
無
始
本
覚
三
身
）
と
云
う
二
種
が
観
ら
れ
る
の
で

（
永
遠
の
世
界
）

仏
の
世
界
と
感
応
道
交
し
て
「
本
時
」
の
中
に
生
き
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
随
っ
て
「
今
本
時
」
と
云
う
は
、
時
間
の
長
短
・
空
間
の
広

狭
を
超
え
た
世
界
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

（
髄
）

法
華
経
を
一
字
一
点
も
信
じ
行
ぜ
ぱ
本
時
同
居
の
安
楽
世
界
に
往
生
す
べ
し
。

と
あ
り
、
ま
た
『
御
義
口
伝
』
に
は
釈
し
て
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

ｎ
Ｆ
ハ

ノ

ｋ
Ｏ
ハ

ノ

○
Ｆ
ハ

ノ

時
者
感
応
末
法
時
也
。
…
時
者
本
時
娑
婆
世
界
時
也
。
…
時
者
末
法
第
五
時
也
。
今
日
蓮
等
之
類
奉
レ
唱
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
者
住

ル
へ

卜
ノ

７
ｒ
へ
句
叩
ジ

ヲ
夕
（
釘
）

っ
た
の
で
あ
る
。

所
説
也
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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（
本
来
の
境
地
・
本
体
）

と
述
べ
て
法
華
経
爾
前
の
諸
大
乗
経
は
法
身
仏
を
本
地
と
し
た
が
、
法
華
経
に
至
っ
て
応
身
と
報
身
の
顕
本
が
説
示
さ
れ
た
と
な
し
て

●
●
●
●
●

い
る
。
そ
し
て
寿
量
品
に
於
て
顕
現
さ
れ
た
本
地
は
無
始
の
古
仏
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
『
観
心
本
尊
尊
抄
」
に
於
て
、

カ
ノ
〈

・
″
ニ
シ
テ
ノ
（
釦
）

我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
。

と
明
快
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
承
に
寿
量
品
に
に
は
次
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る
。

如
是
我
成
仏
己
来
、
甚
大
久
遠
、
寿
命
無
量
、
阿
僧
祇
劫
、
常
住
不
滅
、
諸
善
男
子
、
我
本
行
菩
薩
道
、
所
成
寿
命
、
今
猶
未
尽
、

（
仇
）

復
倍
上
数
、
然
今
非
実
滅
度
、
而
便
唱
言
、
当
取
滅
度

い
の
ち

（
悠
遠
）

即
ち
、
本
仏
の
寿
命
と
は
、
伽
耶
始
成
の
釈
迦
（
応
身
）
の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
と
云
う
の
で
は
な
い
。
仏
陀
と
な
っ
た
そ
の
世
界

（
限
り
な
い
時
間
と
空
間
）
（
計
算
す
る
能
力
を
超
え
た
天
文
学
的
数
値
）

（
報
身
）
が
久
遠
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
寿
量
品
で
説
示
さ
れ
る
本
仏
の
「
無
量
無
辺
」
と
は
、
「
五
百
千
万
億
那
由
佗
劫
」
と
い
う
、

（
計
算
す
る
こ
と
の
不
可
能
）
（
思
考
す
る
餌
城
も
制
越
し
て
い
る
）

「
非
算
数
所
知
」
で
あ
り
、
「
亦
非
心
力
所
及
」
な
の
で
あ
り
、
無
始
の
古
仏
の
性
格
を
平
易
に
且
つ
見
事
に
語
っ
て
い
る
。

然
し
な
が
ら
、
「
五
百
塵
点
」
」
と
か
「
百
千
万
億
劫
」
と
天
文
学
的
数
量
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
有
限
の
数
値
で
あ
り
、

ノ
（
錘
）

「
復
倍
上
数
」
と
積
拳
重
ね
て
も
結
局
は
有
限
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
日
蓮
聖
人
も
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
」
と
か
「
五

ノ
（
閲
）
（
“
）

百
塵
点
劫
成
仏
」
、
ま
た
「
五
百
塵
点
三
身
相
即
無
始
の
古
仏
」
の
よ
う
に
、
寿
量
品
の
数
値
を
も
っ
て
無
始
古
仏
の
悠
遠
性
を
示
そ
う

と
し
て
い
る
。
法
華
経
に
承
ら
れ
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
表
現
ま
た
御
文
書
に
も
見
ら
れ
る
「
五
百
塵
点
劫
」
と
い
う
表
現
は
、
天
文
学
的

『
開
目
抄
』
に
於
て

モ

爾
前
の
柔
な
ら
ず
迩
門
十
四
品
一
同
に
爾
前
に
同
ず
。
本
門
十
四
品
も
涌
出
・
寿
量
の
二
品
を
除
て
は
皆
始
成
を
存
せ
り
。
双
林
最

後
大
浬
藥
経
四
十
巻
・
其
外
の
法
華
前
後
の
諸
大
経
に
一
字
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
報
身
の
顕
本
は
と

ノ

翁
）

か
れ
ず
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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（
「
常
住
不
滅
」
）

数
値
を
籍
り
て
有
限
の
世
界
か
ら
無
限
の
世
界
を
誘
う
為
の
も
の
で
あ
る
。
五
百
塵
点
劫
の
有
限
の
数
値
を
も
っ
て
、
無
始
無
終
の
久
遠

い
の
ち

の
生
命
を
顕
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
如
来
の
所
脱
は
真
実
で
あ
り
偽
り
は
な
い
）

寿
量
品
に
「
諸
所
言
説
、
皆
実
不
虚
」
と
前
置
き
し
て
、

所
以
者
何
、
如
来
如
実
知
見
、
三
界
之
相
、
無
有
生
死
、
若
退
若
出
、
亦
無
在
世
、
及
滅
度
者
、
非
実
非
虚
、
非
如
非
異
、
不
如
三

（
鮪
）

界
、
見
於
三
界
、
如
斯
之
事
、
如
来
明
見
、
無
有
錯
謬
。

（
気
限
性
）
（
永
遠
性
）

と
あ
る
。
こ
の
説
示
は
久
遠
の
古
仏
の
本
性
を
見
事
に
説
き
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
仏
の
常
住
と
不
滅
に
つ
い
て
の
美
事
な
表
現
で

あ
る
。
天
文
学
的
数
値
を
以
っ
て
本
仏
の
寿
命
を
説
示
し
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
の
表
現
が
敷
析
さ
れ
て
、
常
住
不
滅
の
無
始
古
仏
（
「
法
身

仏
」
）
の
仏
身
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
中
に
は
「
無
作
三
身
」
と
か
「
本
覚
無
作
」
と
表
現
さ
れ
る
仏
身
観
が
承
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
授
職
灌

あ
る
。
天
文
ヱ

仏
」
）
の
仏
《

次
に
、
日
》

項
抄
』
に
は
、ユ○

ク

ヲ
ス
シ
ト
セ
ノ
ヲ

ノ
ナ
リ
ト
ク
ク

ノ
プ

ナ
リ
毎
ｍ
）

明
二
釈
尊
無
作
三
身
一
欲
し
令
し
増
一
垂
弟
子
三
身
一
…
・
・
此
三
身
者
錐
二
無
始
本
覚
三
身
一
且
立
二
五
百
塵
点
劫
成
仏
一
三
身
即
三
世
常
住
。

と
あ
り
、
寿
量
文
底
の
本
仏
は
五
百
塵
点
劫
本
覚
無
作
の
三
身
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
今
此
三
界
合
文
』
に
は
、

ノ
リ
こ
の
か
た
シ
テ
シ
（
印
）

釈
伽
如
来
是
三
千
世
間
総
体
従
二
無
始
一
来
本
来
自
証
無
作
三
身
法
法
皆
具
足
無
し
有
一
顧
減
一
。

と
あ
り
、
「
本
来
自
証
」
の
三
身
と
見
え
、
本
覚
無
作
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
御
義
口
伝
』
に
よ
れ
ば

ノ
ノ

ノ

ハ
ノ
（
鶴
）

無
死
退
滅
無
作
報
身
也
。
有
生
出
在
応
身
也
。
如
来
如
実
無
作
法
身
也
。

と
示
さ
れ
、
無
作
の
法
身
仏
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
日
蓮
聖
人
の
仏
身
観
は
本
論
論
、
成
仏
論
、
己
心
論
と
も
深
く
関
わ
る
宗
学
上
の
重
要
問
題
で
あ
る
か
ら
、
本
拙
論
で
疎
略
に

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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扱
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
聖
人
が
自
ら
「
日
蓮
当
身
ノ
大
事
」
と
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
に
於
て
、

カ
ノ
ハ

ノ
ニ
シ
テ
ノ
全
画
）

我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
仏
也
。

（
懸
始
無
終
）

と
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
限
り
、
寿
量
文
底
の
本
仏
は
「
無
始
の
古
仏
」
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
前
、
こ
の
「
無
始
の
古
仏
」

（
我
木
行
菩
近
・
所
成
野
命
）

と
「
本
覚
無
作
」
と
を
混
同
し
て
き
た
為
に
日
蓮
聖
人
の
仏
身
観
に
錯
綜
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
無
始
無
終
の
実
成
的
性
格
と
、
本

有
無
作
と
い
う
本
覚
的
性
格
を
一
緒
に
し
て
、
久
遠
実
成
本
覚
無
作
三
身
と
称
し
て
も
、
本
仏
の
性
格
が
潭
然
融
和
さ
れ
た
事
に
は
な
ら

な
い
。
寿
量
品
所
顕
の
本
仏
と
は
、
久
遠
実
成
の
無
始
古
仏
と
す
べ
き
で
あ
る
。
久
遠
の
昔
か
ら
永
遠
の
未
来
に
生
き
つ
づ
け
る
本
因
本

果
を
具
足
し
た
本
仏
で
あ
る
と
領
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
我
実
成
仏
巳
来
、
無
駐
無
辺
、
百
千
万
低
那
由
他
劫
）
な
が
れ

寿
量
品
開
顕
の
本
仏
は
最
初
か
ら
時
間
を
超
え
て
い
る
。
随
っ
て
「
無
量
無
辺
」
と
い
う
性
格
は
、
単
に
無
限
の
時
阪
の
経
過
を
指
す

の
で
は
な
く
、
「
永
遠
の
今
」
を
志
向
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
久
遠
本
仏
は
「
今
、
此
処
に
」
・
「
何
処
に
」
で
も
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
「
本
時
」
と
は
無
始
古
仏
、
久
遠
本
仏
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

「
今
本
時
」
と
は
、
「
永
遠
の
今
」
と
い
う
事
に
な
る
。
久
遠
本
仏
の
生
命
の
中
に
包
象
こ
ま
れ
た
「
今
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
今

本
時
」
の
「
今
」
は
永
遠
の
相
下
に
観
ら
れ
た
「
今
」
で
あ
り
、
仏
既
二
過
去
一
一
モ
減
セ
ズ
未
来
ニ
モ
生
ゼ
ザ
ル
「
今
」
で
あ
る
。
こ
の

（
久
遠
）

「
今
」
が
本
時
と
云
わ
れ
る
の
は
「
今
」
の
永
遠
の
相
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
久
遠
と
い
う
の
は
時
間
の
無
限
の
流
れ
と
か
、
時
間
の
限
り
な
い
持
続
と
い
う
所
謂
「
永
久
」
の
事
で
は
な

（
永
遠
の
無
終
）

い
。
そ
れ
は
過
去
を
担
っ
た
今
で
あ
り
、
未
来
を
孕
ん
だ
今
で
あ
り
、
現
在
的
な
今
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
本
時
」
が
そ
の
ま
ま
「
無

始
の
今
」
で
あ
り
、
「
無
終
の
今
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）
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〔
註
〕（
記
）
観
心
木
尊
抄
・
定
遺
七
一
二
。
尚
『
法
華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』
の
な
か
に
「
末
法
今
時
、
法
華
経
所
坐
之
処
、
行
者
所
住
之
処
、
道
俗
男
女
貴
賎

上
下
所
住
之
所
、
併
皆
是
寂
光
也
。
所
居
既
浄
土
也
」
と
の
文
も
見
え
る
。

（
弱
）
「
今
本
時
」
を
項
目
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
を
論
じ
た
も
の
に
、
望
月
歓
厚
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
（
平
楽
寺
露
店
・
二
三
）
。
茂
田
井
教
亨
『
日

蓮
教
学
の
根
本
問
題
』
（
平
楽
寺
書
店
・
一
六
四
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
（
二
四
頁
）
に
「
今
本
時
」
の
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
ら
い

（
認
）
『
正
法
眼
蔵
』
（
有
時
の
巻
）
に
於
て
「
わ
れ
に
時
あ
る
べ
し
。
わ
れ
す
で
に
あ
り
。
時
さ
る
べ
か
ら
ず
。
時
も
し
去
来
の
相
に
あ
ら
ず
は
、

ソ
ヤ
ウ
ザ
ン

ニ
ウ
ヅ
シ
キ
シ

き
う
豚
う
に
ん

し
ぎ
ん

上
山
の
時
は
有
時
の
而
今
な
り
。
時
も
し
去
来
の
相
を
保
任
せ
ば
、
わ
れ
に
有
時
の
而
今
あ
る
。
こ
れ
有
時
な
り
。
」
ま
た
「
大
悟
の
巻
」
で
も

「
令
我
念
過
去
未
来
現
在
い
く
千
万
な
り
と
も
、
今
時
な
り
而
今
な
り
、
人
な
の
分
上
は
か
な
ら
ず
今
時
也
」
。
（
寺
田
透
・
水
野
弥
穂
子
校
注

「
道
元
」
上
・
日
本
思
想
大
系
胆
・
岩
波
番
店
。
二
五
七
・
一
二
二
）
。

「
道
元
」

へへへへへへへへ

6261605958575655
嘗一一一レゼレゼ

へへへへへへへ

69686766656463
四一一一一嘗一

注御今注注真授
へ義此，－，，－、言職
60口三6316宗潅
､-／伝界、-ハー／私頂
七・合八一見口

二篶文○A關伝

授職潅頂口伝・

御義口伝・定遺

注（閃）八○
注
（
瓢
）

定
遣
八
○
一

真
言
宗
私
見
聞
・
定
遺
二
○
七
五
。

開
目
紗
・
定
遺
五
五
三
。

前
同
二
六
七
一
・

女
人
往
生
紗
・
定
遺
三
四
七
。

御
義
口
伝
・
定
遺
二
六
六
八
。

観
心
本
尊
紗
・
定
遺
七
一
二
。

坂
本
・
岩
本
訳
注
「
法
華
経
」
下
巻
・
岩
波
文
庫
二
○
。

注
（
帥
）

二
六
六
四
。

注
（
釦
）
七
一
二
。 一・

今
此
三
界
合
文
・
定
遺
二
二
九
二
。

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

同
書
二
五
八
参
常
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い
ま

我
全
が
生
き
て
い
る
現
在
は
、
い
つ
反
省
し
て
も
、
い
つ
考
え
て
も
、
い
つ
確
め
て
も
、
常
に
「
今
」
で
あ
る
。
「
過
ぎ
た
」
と
思
わ

な
が
れ
る
う
つ
り
か
わ
る

れ
る
も
の
も
、
我
含
の
記
憶
の
中
に
は
「
こ
の
今
」
が
残
像
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
「
時
」
は
経
過
と
か
無
常
と
云
わ
れ
る
が
、
然
し

「
こ
の
今
」
は
常
に
我
々
の
内
に
在
っ
て
流
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
永
遠
の
今
」
と
表
現
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
「
久
遠
」

い
の
ら

と
は
流
れ
な
い
現
在
、
永
遠
の
今
の
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
久
遠
本
仏
」
と
は
、
永
遠
の
昔
か
ら
無
限
の
未
来
に
生
き
続
け
る
生
命
の

事
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
永
遠
の
生
命
は
常
に
我
々
の
「
今
」
と
同
時
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
永
遠
の
今
）

日
蓮
聖
人
は
「
今
本
時
」
の
中
に
、
久
遠
の
今
を
思
念
し
た
。
「
末
法
為
正
」
の
中
に
時
を
超
え
る
理
念
を
樹
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
大

事
な
こ
と
は
、
「
今
本
時
」
も
「
末
法
為
正
」
も
、
す
べ
て
忍
難
慈
勝
、
逆
読
法
華
の
殉
教
如
来
使
の
誓
願
が
祈
り
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ

い
の
ち

と
で
あ
る
。
本
年
、
昭
和
五
十
六
年
は
日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
正
当
で
あ
る
。
末
法
の
時
を
生
き
抜
か
れ
た
日
蓮
聖
人
の
生
命
は
、
七
百
年

の
時
間
を
超
え
て
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
。
こ
れ
は
確
し
か
な
「
今
本
時
」
な
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
正
当
会
二
此
ノ
ー
篇
ヲ
草
シ
以
テ
報
恩
二
擬
シ
奉
ル
（
昭
和
弱
・
加
・
昭
）

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
（
町
田
）

六
、
む
す
び
ｌ
「
時
」
を
生
き
る
Ｉ
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抄
』
に
つ
い
｝

る
の
で
あ
る
。

故
立
正
大
学
教
授
浅
井
要
麟
先
生
の
祖
書
学
の
特
色
は
遺
文
の
真
偽
論
に
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
祖
書
の
思
想
的
研
究
」
（
『
日
蓮

（
Ｑ
一
丞
）

聖
人
教
学
の
研
究
』
所
収
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
古
天
台
は
円
密
禅
合
談
の
雑
乱
教
学
で
、
台
密
教
義
を
権
実
雑
乱
と
し
て
極
力
付
け

ら
れ
た
宗
祖
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
宗
祖
の
思
想
の
本
質
は
、
中
古
天
台
の
思
想
と
異
質
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
、
中
古
天
台
教
学
に
与
同
的
な
遺
文
は
凡
て
偽
撰
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
試
象
で
あ
る
。
こ
の
試

論
は
、
來
雑
物
を
除
去
し
て
純
粋
日
蓮
義
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
貴
い
作
業
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
思
想
内
容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

宮
）

よ
っ
て
、
真
偽
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
余
り
に
も
冒
険
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ら
れ
る
。
『
立
正
観
抄
』
を
一
つ
の
例

と
し
て
い
え
ば
、
浅
井
要
麟
先
生
は
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
宗
祖
よ
り
三
十
一
才
後
輩
の
仙
波
の
尊
海
が
た
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

宗
祖
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
思
想
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
以
て
『
立
正
観
抄
』
偽
書
説
の
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点

を
踏
ま
え
つ
つ
拙
稿
は
、
最
蓮
房
あ
て
の
御
書
十
二
篇
中
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
身
延
三
世
日
進
の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観

抄
』
に
つ
い
て
、
殊
に
そ
の
中
に
説
示
さ
れ
る
四
重
興
廃
（
止
観
勝
法
華
劣
）
と
真
如
随
縁
論
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
吟
味
し
よ
う
と
す

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点

Ｂ
は
じ
め
に

ｌ
立
正
観
抄
と
四
重
興
廃
・
真
如
随
縁
論
Ｉ

中
條
暁
秀

（77）



ｌ
中
古
天
台
文
献
に
つ
い
て
Ｉ

現
存
す
る
中
古
天
台
文
献
の
相
当
数
は
、
肢
澄
・
源
信
撰
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
、
過
去
の
優
れ
た
学
匠

の
名
に
仮
托
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
文
献
の
成
立
年
代
考
証
は
、
至
難
の
業
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
中
古
天
台

文
献
は
、
平
安
末
ま
で
は
口
伝
乃
至
切
紙
を
以
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
徐
徐
に
成
文
化
が
平
安
末
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
試
象
ら
れ
、
文

（
Ａ
君
）

献
の
大
部
分
は
鎌
倉
中
期
以
後
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
確
実
に
宗
祖
以
前
に
成
立
し
て
い
た
も
の
は
、
『
顕
密
一
如
本
仏
義
』

§
）

。
『
本
理
大
綱
集
』
・
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
』
程
度
に
す
ぎ
な
い
と
、
浅
井
円
道
先
生
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
成
文
化
に

側
最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇
の
選
定
に
つ
い
て
。

⑥
身
延
日
進
と
中
山
日
祐
と
の
極
め
て
親
密
な
関
係
を
考
え
る
時
、
日
祐
の
目
録
・
記
録
・
著
述
類
中
に
『
立
正
観
抄
』
の
こ
と
が
片

麟
だ
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。

側
宗
祖
の
教
学
の
一
つ
の
特
色
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
文
献
を
利
用
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
あ
る
と
の
点
か
ら
、

『
立
正
観
抄
』
の
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
、
暖
昧
さ
の
残
る
六
・
七
箇
所
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
の
点
に
つ
い

（
３
）

の
考
察
を
本
誌
五
三
号
に
お
い
て
試
ぶ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

て
。

倒
最
蓮
房
の
伝
に
つ
い
て
。

な
お
既
に
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

○
最
蓮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献

（78）



至
る
ま
で
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
成
文
化
以
前
の
思
想
内
容
と
し
て
は
、
日
蓮
以
前
に
存
在
し
て
い
た
も

の
が
、
相
当
数
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

ｌ
股
蓮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献
ｌ

最
蓮
房
あ
て
御
書
と
中
古
天
台
文
献
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
の
幾
つ
か
を
見
て
象
る
と
、

仙
最
蓮
房
が
宗
祖
か
ら
賜
わ
っ
た
遺
文
に
は
、
例
え
ば
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
の
血
脈
、
『
草
木
成
仏
口
決
』
の
口
決
、
『
当
体
蓮

華
抄
』
の
当
体
蓮
華
、
『
十
八
円
満
抄
』
の
十
八
円
満
な
ど
、
そ
の
題
名
を
見
た
だ
け
で
も
中
古
天
台
色
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の

〃
（
負
Ｕ
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
説
の
援
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
献
を
見
て
も
、
『
立
正
観
抄
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
慈
覚
大
師
釈
』
・
『
潅

ノ
（
毎
Ｊ
）
〃
（
○
○
）
ノ
（
｛
ｑ
Ｊ
）

頂
玄
旨
血
脈
』
・
『
天
台
大
師
自
筆
血
脈
』
・
『
伝
教
大
師
血
脈
』
な
ど
切
紙
相
承
的
な
口
伝
法
門
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

⑧
最
蓮
房
が
入
信
後
最
初
に
賜
わ
っ
た
遺
文
が
、
文
永
九
年
二
月
十
一
日
付
の
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
近
く
に
、

ク
ノ
ハ
ノ

ノ
ハ
ノ
（
皿
）

伝
教
大
師
云
生
死
二
法
一
心
妙
用
有
無
二
道
本
覚
真
徳
文
。

と
い
う
中
古
天
台
文
献
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
は
伝
最
澄
の
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
第
五
の
「
三
惑
頓
断
」
の
冒
頭

（
皿
）
（
嘘
）

の
一
節
、
同
じ
く
伝
最
澄
の
『
五
部
血
脈
』
の
「
生
死
覚
用
紗
」
（
「
本
無
生
死
論
」
）
の
長
行
に
相
当
す
る
。

（
胸
）

な
お
田
村
芳
朗
先
生
の
「
天
台
本
覚
思
想
の
文
献
と
特
色
」
（
『
天
台
本
覚
論
』
所
収
）
中
の
文
献
成
立
年
代
区
分
に
よ
る
と
、
『
牛

頭
決
』
及
び
『
五
部
血
脈
』
は
「
第
二
次
形
態
（
平
安
末
期
・
二
五
○
～
鎌
倉
初
期
・
一
二
○
○
）
」
で
、
宗
祖
以
前
の
成
立
に
お
か

ｎ
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

因
に
、
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
は
録
外
御
書
巻
十
三
に
収
録
さ
れ
、
真
蹟
は
な
い
。
ま
た
、
真
偽
を
疑
う
人
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

股
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）
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最
蓮
房
あ
て
御
雷
の
問
題
点
（
中
條
）

以
て
『
牛
頭
決
』
・
『
五
部
血
脈
』
の
成
立
が
、
宗
祖
以
前
の
も
の
で
あ
る
証
拠
と
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

（
巧
）

側
日
蓮
教
学
で
は
総
じ
て
『
修
禅
寺
決
』
か
ら
の
引
用
は
、
日
蓮
遺
文
に
は
な
い
と
踏
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
『
修
禅
寺
決
』
は
宗
祖
以

降
の
成
立
と
の
理
解
で
あ
る
。
前
掲
の
田
村
先
生
の
成
立
年
代
区
分
が
、
本
書
を
「
第
四
次
形
態
（
鎌
倉
中
期
・
一
二
五
○
～
鎌
倉
末
期

循
）

・
一
三
○
○
）
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
そ
し
て
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇
中
、
『
修
禅
寺
決
』
と
係
わ
り
の
あ
る
も
の

は
、
『
当
体
蓮
華
抄
』
と
『
十
八
円
満
抄
』
の
二
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
当
体
蓮
華
抄
』
は
、

ノ

（
Ⅳ
）

伝
教
大
師
修
禅
寺
相
伝
日
記
と
て
四
帖
あ
る
な
り
。

と
記
し
、
『
十
八
円
満
抄
』
と
な
る
と
、
『
修
禅
寺
決
』
の
「
蓮
の
五
重
玄
」
の
釈
名
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
る
十
八
円
満
の
法
門
が
、

通
）

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
引
き
写
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
遺
が
こ
の
二
番
を
偽
書
扱
い
さ
れ
て
い
る
の
も
納
得
で
き
る
。

な
ど
が
大
雑
把
に
い
っ
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

八
四
重
興
廃
に
つ
い
て
Ｖ

四
重
興
廃
と
は
、
釈
尊
の
一
代
の
教
え
を
爾
前
・
迩
門
・
本
門
・
観
心
の
四
つ
に
分
け
て
、
そ
の
勝
劣
興
廃
を
論
じ
、
教
相
か
ら
離
脱

（
蜘
）

し
た
観
心
（
止
観
）
の
超
勝
を
説
く
点
に
あ
り
、
そ
の
原
型
は
天
台
智
顎
の
『
法
華
玄
義
』
（
巻
二
上
）
に
見
ら
れ
る
。
但
し
、
『
玄
義
』

一
釦
）

に
い
う
も
の
は
四
重
を
包
含
す
る
興
廃
で
あ
っ
て
、
天
台
本
覚
思
想
で
い
う
観
心
勝
を
究
極
と
す
る
段
階
的
な
四
重
興
廃
と
は
違
う
も
の

で
あ
る
。
以
下
問
題
と
す
る
の
は
、
観
心
（
止
観
）
の
超
勝
を
落
着
と
す
る
段
階
的
な
四
重
興
廃
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
よ
り
進
展
さ
せ
た

’
四
重
興
廃
Ｉ
国
立
正
観
抄
の
問
題
点
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八
日
蓮
遺
文
と
四
重
興
廃
Ｖ

（
理
）

日
蓮
遺
文
中
に
四
重
興
廃
が
見
ら
れ
る
の
は
、
真
偽
未
決
の
論
の
あ
る
『
十
法
界
事
』
と
『
立
正
観
抄
』
の
み
で
、
真
蹟
の
現
存
・
曽

存
の
も
の
に
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
十
法
界
事
』
に
は
、

ノ
レ
ハ
ノ
シ
ノ
レ
ハ

シ
ノ
レ
ハ

ニ
ス
（
泌
）

迩
門
大
教
起
爾
前
大
教
亡
。
本
門
大
教
起
迩
門
爾
前
亡
。
観
心
大
教
起
本
迩
爾
前
共
亡
。

と
、
典
型
的
な
四
重
興
廃
が
示
さ
れ
、
『
立
正
観
抄
』
（
定
遺
八
四
六
）
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
立
正
観
抄
』
は

四
重
興
廃
に
ふ
れ
つ
つ
、

（
皿
）

あ
る
、
と
の
見
解
を
示
さ
』

中
に
、
四
重
興
廃
乃
至
止

（
麹
）

か
、
と
力
説
さ
れ
て
い
る
。

と
、

止
観
勝
法
華
及
び
禅
勝
止
観
で
あ
る
。

四
重
興
廃
の
成
立
期
に
つ
い
て
の
従
前
の
研
究
は
、
例
え
ば
石
田
瑞
磨
先
生
は
「
口
伝
法
門
に
お
け
る
四
重
興
廃
の
成
立
」
（
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
十
五
’
二
所
収
）
中
に
、
四
重
興
廃
は
少
な
く
と
も
鎌
倉
初
期
、
十
二
世
紀
の
終
わ
り
に
成
立
し
て
い
た
公
算
が
大
で

（
皿
）
（
躯
）

あ
る
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
田
村
先
生
は
「
天
台
本
覚
思
想
の
文
献
」
（
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
所
収
）

中
に
、
四
重
興
廃
乃
至
止
観
勝
法
華
の
成
立
は
、
鎌
倉
中
期
・
二
一
五
○
年
以
降
の
静
明
あ
た
り
に
も
っ
て
く
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

ノ
ハ
ニ
ス
ル
ヵ
ニ
ノ
ヲ
ヒ
テ
キ
ー
ル
ノ
ヲ
ワ
ん
卜
ニ
ハ
ハ

当
世
天
台
宗
学
者
念
仏
・
真
言
・
禅
宗
等
同
意
故
天
台
教
釈
習
失
背
二
法
華
経
一
得
二
大
誇
法
罪
一
也
。
若
止
観
勝
二
法
華
経
一
云

ノ
リ
（
鮪
）

者
種
々
過
有
し
之
。

ノ
ハ

ノ
ニ
ノ
ワ
テ

ヘ
ル

ナ
ル
ト
フ
ヲ

天
台
至
極
法
門
法
華
本
迩
未
分
処
無
念
止
観
立
最
秘
の
大
法
と
す
と
云
邪
義
大
僻
見
也
云
事
。

ト
イ
ハ
ハ

ノ
セ
ン

ノ
ノ
ノ
二
（
”
）

・
若
止
観
不
レ
依
二
法
華
経
一
者
天
台
止
観
同
二
教
外
別
伝
達
磨
天
魔
邪
法
一
。

最
蓮
房
あ
て
御
醤
の
問
題
点
（
中
條
）

（
中
略
）

(8I)



禅
勝
止
観
に
ま
で
進
展
し
た
旨
を
、

ノ
ル
カ

タ
ニ

ノ
ワ
ヒ
チ
ハ
リ

ニ
ハ
タ
リ
ト
ユ
テ
テ
テ
ワ
キ
“

当
世
学
者
不
し
得
二
此
意
一
故
天
台
己
証
妙
法
習
失
止
観
勝
二
法
華
経
一
禅
宗
勝
二
止
観
一
思
捨
二
法
華
経
一
付
二
止
観
一

か
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
弱
）
（
弱
）
（
訂
）

日
進
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
二
月
、
七
十
六
才
で
寂
し
た
が
、
そ
の
著
に
『
玄
義
見
聞
集
』
・
『
三
国
仏
法
弘
通
次
第
』
・
『
日

（
銘
）
（
調
）
へ
㈹
）

蓮
聖
人
御
弘
通
次
第
』
・
『
本
通
事
』
・
『
破
浄
土
義
論
法
華
正
義
』
等
が
あ
る
。
そ
の
教
学
は
こ
れ
ら
の
箸
の
外
、
日
進
の
門
に
学
ん

（
処
）

だ
日
全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
こ
こ
で
は
四
重
興
廃
・
止
観
勝
法
華
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
る

『
本
通
事
』
及
び
日
全
の
『
正
義
抄
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

㈹
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
極
月
八
日
、
身
延
十
一
世
寂
照
日
乾
が
身
延
西
谷
善
学
院
に
お
い
て
鞭
写
さ
れ
、
「
進
師
之
御
記
歎
」

罰
）

祖
師
日
蓮
の
三
十
三
回
忌
に
は
既
に
身
延
の
貫
首
た
る
地
位
に
あ
り
、
出
来
る
だ
け
祖
師
に
忠
実
で
あ
り
た
い
と
心
掛
け
て
、
日
蓮
門

（
鈍
）

下
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
日
進
は
、
『
立
正
観
抄
』
を
二
度
に
亘
っ
て
書
写
し
た
。
か
か
る
事
実
か
ら
推
し
量
る
と
、
日
進

は
四
重
興
廃
・
禅
勝
止
観
な
ど
と
い
う
天
台
・
伝
教
の
意
に
反
す
る
無
教
偏
観
主
義
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
か
な
り
豊
富
で
は
な
か
っ
た

八
日
進
と
四
重
興
廃
Ｖ

（
弧
）
（
錘
）

と
、
論
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

（
配
）

と
、
止
観
勝
法
華
劣
の
評
破
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
十
法
界
事
』
は
、

ハ
レ

ノ

シ
ナ
》
一
ス
ル
ワ
（
鱒
）

此
是
如
来
所
説
聖
教
従
浅
至
深
次
第
転
レ
迷
也
。

と
、
肯
定
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
正
観
抄
』
で
は
、
当
時
の
叡
山
が
祖
師
達
磨
禅
の
影
響
を
受
け
、
四
重
興
廃
か
ら
止
観
勝
法
華
．

二
（
、
四
）

禅
宗
一
也
。

テ
テ
ワ
ク

捨
二
止
観
一
付
二

（82）



と
、
四
重
興
廃
を
以
て
南
岳
・
天
台
の
所
立
と
な
し
て
、
本
迩
の
教
相
以
上
に
観
心
を
た
つ
の
が
大
師
の
実
義
で
あ
る
と
、
四
重
興
廃
に

（
栂
）

与
同
的
な
立
場
に
立
つ
旨
の
記
述
が
あ
る
。

（
“
）

側
武
州
一
の
江
妙
覚
寺
の
祖
日
全
（
一
二
九
四
～
一
三
四
四
）
は
、
日
進
に
つ
い
て
宗
学
を
学
び
、
台
学
を
叡
山
・
仙
波
に
学
ん
だ
。

そ
の
著
に
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
（
全
二
十
二
巻
）
が
あ
る
。
か
の
日
向
の
『
金
綱
集
』
が
諸
宗
の
見
聞
を
雑
記
す
る
の
に
対
し
、
本
書

は
一
巻
か
ら
十
二
巻
ま
で
は
、
法
華
経
の
要
文
を
釈
し
て
法
華
正
義
の
顕
揚
を
目
的
と
し
、
十
三
巻
か
ら
二
十
一
巻
ま
で
は
法
華
教
学
の

立
場
か
ら
諸
宗
の
見
聞
に
つ
い
て
記
し
、
最
後
の
二
十
二
巻
は
法
華
天
台
止
観
勝
劣
及
び
当
家
の
観
心
の
行
相
を
論
じ
た
も
の
で
、
い
わ

（
婚
）

ぱ
今
日
で
い
う
宗
学
概
説
の
書
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
第
二
十
二
巻
中
の
「
法
華
与
天
台
止
観
勝
劣
事
」
を
問
題
と
す
る
。

『
正
義
抄
』
に
よ
る
と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
・
一
海
及
び
尊
海
一
門
の
唱
導
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
辺
の
経

緯
を
日
全
は
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

ル
ニ

シ
テ
ノ
ー
ニ
ヌ
ノ
ワ

ニ
シ
テ
ク
ハ

ノ
ノ

ノ
シ
ニ
ハ
ノ

然
予
住
山
之
時
、
対
二
西
谷
禅
芙
一
委
細
尋
二
此
事
一
、
禅
芙
委
細
示
云
、
此
事
古
千
手
堂
竪
義
時
無
動
寺
政
海
精
し
之
。
止
観
大
師
己
心

ノ
ノ

『
一

【
一

（
媚
）

中
所
行
法
門
者
、
故
不
レ
依
二
経
論
一
覚
タ
リ
。

と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
に
よ
っ
て
唱
え
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
扶
全
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、

モ
〈
ニ

ノ
ク
ヲ

ノ
ニ

テ
ノ

ー
ニ
シ
ノ

ノ

不
審
也
。
抑
止
観
法
華
勝
タ
リ
ト
被
し
精
し
之
条
、
天
台
及
山
家
大
師
等
釈
義
未
し
見
、
随
漢
土
天
台
門
流
中
更
無
二
此
義
一
・
況
本
朝
先

般
蓮
房
あ
て
御
醤
の
問
題
点
（
中
條
）

と
の
奥
書
を
残
す
『
本
通
事
』
を
見
る
と
、
そ
の
末
尾
近
く
に
、

テ
ク

ニ
ク

シ
テ
テ
フ
シ
ト
テ
ワ
ス
ト

ス
ヲ

テ
二

間
云
観
心
本
尊
抄
云
南
岳
天
台
等
出
現
以
二
迩
門
一
為
し
面
以
二
本
門
一
為
し
裏
百
界
千
如
一
念
三
千
誰
二
其
義
一
云
云
。
付
し
之
南
岳

ノ
ハ
ニ
チ
ヲ
ス
ト
ト
キ

ノ
《
ノ
ニ
ト
プ
キ

ノ

テ
ワ
シ
ト
テ

天
台
行
既
以
二
本
門
一
為
し
面
可
し
云
也
。
四
重
興
廃
時
本
通
上
立
二
観
心
一
可
レ
云
也
。
是
則
大
師
実
義
也
。
以
二
本
迩
一
為
し
裏
以
二
観

（
蛇
）

ヲ
ス
ト
卜

心
一
為
し
面
可
し
云
也
云
何
。
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最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

二
シ
ノ

ョ
リ
ノ
ナ
ル
（
”
）

徳
等
代
々
相
伝
無
二
此
義
一
。
誰
人
相
伝
乎
。

と
、
詰
問
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
政
海
は
、

ノ
ノ
ハ
リ
シ
ニ
キ
シ

ス

員
（
帽
）

千
手
堂
法
談
事
取
二
時
所
一
浮
精
義
也
。
非
二
師
資
相
承
一
。

と
、
釈
明
し
た
が
、
扶
全
に
よ
っ
て
再
び
、

リ

ハ
キ

〃
〃
ハ

ロ
ノ
二

（
栂
）

自
レ
今
已
後
、
如
レ
此
誇
法
邪
義
於
二
山
上
学
侶
一
者
、
努
を
不
し
可
し
有
し
之
云
云
。

と
、
封
じ
込
め
ら
れ
、
政
海
も
こ
れ
に
合
点
の
旨
の
返
状
を
寄
せ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

ノ

ノ

ト
フ
ハ
シ
へ
リ
ノ
ハ
ニ
リ
ス
ル

チ
ネ
毎
ん
二
（
釦
）

東
国
尊
海
、
随
分
秘
法
師
資
相
承
云
事
近
来
少
。
其
聞
有
、
此
条
一
海
為
知
ラ
ン
。
価
尋
二
一
海
一
時
。

と
、
仙
波
の
尊
海
が
止
観
勝
法
華
の
説
を
名
目
と
し
だ
し
た
の
で
、
或
人
が
こ
の
こ
と
を
政
海
の
一
門
の
一
海
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
一
海

こ
の
経
緯
を
見
て
も
日
全
の
当
時
、
比
叡
山
上
で
も
止
観
勝
法
華
の
説
が
指
弾
さ
れ
て
い
た
事
実
を
知
る
と
と
も
に
、
日
全
は
か
か
る

ノ
毘
）
ノ
（
弱
）

説
を
「
私
曲
浮
言
也
」
「
天
魔
説
也
」
と
斥
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
立
正
観
抄
』
は
、
最
蓮
房
が
止
観
勝
法
華

と
い
う
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
報
じ
、
批
判
を
請
う
た
の
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
最
蓮
房
は
政
海
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ

（
剥
）

ろ
う
か
。
こ
の
政
海
と
い
う
人
物
、
恐
ら
く
士
御
門
門
跡
流
の
政
海
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
伝
は
詳
ら
か
で
は
な

い
。
も
し
政
海
の
伝
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
止
観
勝
法
華
の
説
の
成
立
時
期
も
浮
き
彫
り
さ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
両
書
と
も
、
日
進
が
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
禅
勝
止
観
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

と
、
答
え
た
と
い
う
。

は
、

ノ
ノ
二
版
ユ
ル
ト
リ
ト

ト
モ

ニ
シ
ス
。
Ｌ
，
二
（
副
）

先
師
政
海
抄
粗
見
二
子
細
有
一
云
へ
共
、
治
定
不
し
見
・
故
無
し
示
し
他
云
云
。

（84）



レ
ハ
ノ
ヲ
テ

セ
シ
ョ
リ
テ
ヲ
ヘ
ハ
ワ

テ
ワ
ヘ
ハ
ヲ

夫
尋
二
天
台
観
法
｝
者
於
二
大
蘇
道
場
一
三
昧
開
発
己
来
開
レ
目
思
二
妙
法
一
随
縁
真
如
也
ｏ
閉
し
目
思
二
妙
法
一
不
変
真
如
也
。
此
両
種
真

ノ

ハ
ノ
ー
リ
ブ
ル
ワ

ニ
シ
ノ

ス
二
（
弱
）

如
只
一
言
妙
法
有
。
我
唱
二
妙
法
一
時
万
法
妓
達
一
代
修
多
羅
含
二
一
言
一
。

命
）

と
、
真
如
随
縁
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
遺
文
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
遺
文
中
よ
り
真
如
乃
至
真
如
随
縁
論
に
言
及
さ
れ

（
記
）
（
釣
）
（
釦
）

た
も
の
を
拾
う
と
、
今
い
う
『
立
正
観
抄
』
・
『
守
謹
国
家
論
』
・
『
当
体
義
抄
』
・
『
日
女
御
前
御
返
事
』
、
及
び
偽
撰
謹
（
『
成
仏

（
団
）
（
蛇
）
（
田
）
（
“
）

法
華
肝
心
口
伝
身
造
抄
』
・
『
読
諏
法
華
用
心
抄
』
・
『
万
法
一
如
抄
』
）
等
で
あ
る
。
『
守
護
国
家
論
』
の
場
合
は
、
妙
楽
の
『
弘
決
』

の
第
四
の
三
の
言
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
宗
祖
の
言
葉
で
は
な
い
。
『
当
体
義
抄
』
・
『
立
正
観
抄
』
・
『
日
女
御
前
御
返
事
』
に

つ
い
て
は
、
古
来
か
ら
真
偽
未
決
と
の
論
も
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
確
実
な
遺
文
に
は
、
真
如
に
関
す
る
論
は
存
在
し
な
い
こ
と
に

な
る
。
宗
祖
は
最
澄
を
根
本
大
師
と
仰
ぎ
多
大
の
法
門
を
吸
収
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
ｏ
そ
の
宗
祖
に
最
澄
が
尊
重
活

（
宙
）

用
し
た
真
如
随
縁
論
が
見
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
真
に
不
思
議
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
う
に
、
宗
祖
に
と
っ
て
、
法
華
経

の
根
本
真
理
は
一
念
三
千
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
か
る
論
は
所
詮
別
教
に
属
す
る
教
理
で
あ
っ
て
、
天
台
法
華
宗
の
元
来
か
ら
の
教
学
で
は

命
）

な
い
と
判
断
さ
れ
た
結
果
、
発
表
を
差
し
控
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
蓮
房
あ
て
御
曹
の
問
題
点
（
中
條
）

八
日
蓮
遺
文
と
真
如
随
縁
論
Ｖ

ｌ
真
如
随
縁
論
Ｉ

ク
ユ

聞
二
此
一

と
、
さ
ら
に
、

『
立
正
観
抄
』
に
は
、

ノ
ー
フ

ノ
ト
ハ
テ
ツ
ル
ノ
ハ

ナ
レ
ナ
ヲ
ス
ル
ニ
ハ

伝
教
大
師
血
脈
云
夫
一
言
妙
法
者
開
二
両
眼
一
見
二
五
塵
境
一
時
者
応
二
随
縁
真
如
一
。
閉
一
両
眼
一
住
二
無
念
一
時
者
当
二
不
変
真
如
一
。
故

ナ
ル
ニ

ク
ユ

ワ

品
シ
ノ

ス
垂
（
弱
）

聞
二
此
一
言
一
万
法
妓
達
一
代
修
多
羅
含
二
一
言
一
文
。
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八
金
綱
集
と
真
如
随
縁
論
Ｖ

古
来
か
ら
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
『
金
綱
集
』
に
、
真
如
随
縁
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
金

綱
集
』
は
日
向
が
宗
祖
の
講
義
を
聴
講
し
、
ま
た
、
自
ら
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
諸
宗
破
立
の
大
綱
を
記
し
、
広
く
経
・
論

（
師
）

・
釈
・
疏
の
金
言
を
援
引
し
て
、
華
厳
見
聞
・
真
言
見
聞
等
と
名
づ
け
、
総
括
し
て
『
金
網
集
』
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
金

（
縄
）

綱
集
』
十
四
巻
あ
る
中
、
身
延
山
に
蔵
さ
れ
、
四
世
日
善
の
筆
に
な
る
「
理
具
之
事
」
の
中
に
八
随
縁
真
如
不
変
真
如
事
Ｖ
と
い
う
一
項

が
た
て
ら
れ
て
い
る
ｏ
紙
巾
が
許
さ
れ
な
い
の
で
引
文
は
掲
げ
ぬ
が
、
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
、
真
如
随
縁
・
不
変
に
つ
い
て
の
問
答

往
復
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
『
金
網
集
』
に
は
存
、
遺
文
に
は
不
存
の
真
如
随
縁
論
の
あ
り
方
が
問
題

と
な
ろ
う
が
、
所
詮
は
「
理
具
之
事
」
中
の
論
で
あ
っ
て
、
日
蓮
教
学
の
正
系
の
も
の
で
は
な
く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
金
綱
集
』
に
か
か
る
論
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
宗
祖
は
、
真
如
随
縁
論
を
知
悉
し
て
い
た
こ
と

し
か
し
、

『
金
銅

八
日
朝
と
真
如
随
縁
論
Ｖ

（
的
）

身
延
山
中
興
と
仰
が
れ
る
十
一
世
行
学
日
朝
の
臨
終
の
法
談
に
、
真
如
随
縁
論
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
朝
の
弟
子
の
日
任
が
、

力

術
）

此
等
法
門
予
命
今
日
ニ
ャ
限
ラ
ン
最
後
ノ
観
法
也
ト
テ
被
し
仰
詑
云
云
。

と
、
注
記
す
る
『
日
朝
上
人
御
辞
世
之
句
』
中
に
、
法
談
の
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
法
談
中
に
、
例
え
ば
、

ノ

テ

ス
ル
ニ

ナ
ル
（
湖
）

「
玄
旨
血
脈
」
云
開
二
両
眼
一
見
二
五
塵
境
一
時
者
応
二
随
縁
真
如
一
閉
二
五
根
一
住
二
無
念
一
時
者
当
二
不
変
真
如
一
云
云
。
（
以
下
略
）

と
、
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
『
立
正
観
抄
』
と
同
一
の
引
文
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
か
ら
察
す
る
に
、
日
朝
は
宗
祖
が
意
識
的
に
用
い

は
間
違
い
な
い
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）
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以
上
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
〆
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

⑧
確
実
な
遺
文
に
は
、
四
重
興
廃
・
止
観
勝
法
華
の
説
は
見
ら
れ
な
い
。

⑤
日
進
の
門
下
生
で
あ
っ
た
日
全
の
『
正
義
抄
』
に
よ
る
と
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
、
政
海
が
は
じ
め
て
唱
え
だ
し
た
と
い
う
。
こ
れ

に
し
た
が
う
と
、
宗
祖
及
び
静
明
と
尊
海
と
の
間
に
恐
ら
く
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
政
海
と
い
う
人
物
が
、
『
立
正
観
抄
』
を
云
々
す
る
時
、

大
き
な
係
わ
り
を
も
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

⑥
『
金
綱
集
』
は
存
、
遺
文
は
不
存
の
真
如
随
縁
論
で
あ
る
が
、
所
詮
は
「
理
具
之
事
」
中
の
も
の
で
あ
っ
て
正
系
の
教
学
で
は
な

く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
日
朝
の
頃
に
な
っ
て
く
る
と
、
傍
系
に
属
す
る
真
如
随
縁
論
が
公
然
と
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

の
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

る
こ
と
を
避
け
、
言
明
す
る
時
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
で
あ
ろ
う
真
如
随
縁
論
を
、
公
然
と
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

へへへへ

4 3 2 1
ｾﾞ ｰｰｰ

一
八
二
’
三
三
五

浅
井
円
道
氏
「
宗
祖
と
慈
覚
・
智
証
ｌ
蕊
麟
先
斐
の
疑
義
」
（
一
九
二
『
大
崎
学
避
三
二
）
を
参
照
さ
れ
鷹
。

九
一
’
一
○
七
、
及
び
拙
稿
（
一
二
二
’
二
一
五
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
九
’
一
）
参
照

田
村
芳
朗
氏
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
四
○
三
’
四
七
四
）
、
日
本
思
想
大
系
九
『
天
台
本
覚
論
』
（
五
二
一
’
五
四
一
）
を
参
照
さ
れ

た
い
◎

最
蓮
房
あ
て
御
雷
の
問
題
点
（
中
條
）

画
む
す
び
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1413
ｰ嘗

へへへへ

18171615
ｰ嘗当一

（
畑
）
大
正
茜

（
釦
）
前
掲
一

（
型
）
三
○
一

（
”
）
四
二
八

（
認
）
俊
範
（

大
正
蔵

四
二
八

俊
範
の

簸
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

浅
井
円
道
氏
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」

クククク定浅
遺井

五八八八八円
二四四四四道
二九九九七氏

、

伝
全
五
’
五
九

″
五
’
三
六
○
。
「
生
死
覚
用
紗
」
は
円
仁
の
作
と
伝
え
る
独
立
し
た
一
本
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
か
か
る
件
に
つ
い
て
は
、
田
村
芳
朗
氏
「
鎌

倉
新
仏
教
と
日
蓮
思
想
」
（
二
六
六
の
注
（
皿
）
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
『
大
白
牛
車
番
』
（
定
遺
一
四
一
二
）
中

に
お
い
て
も
同
一
の
引
文
が
見
ら
れ
る
。

五
四
○
’
五
四
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
「
日
蓮
聖
人
の
日
本
天
台
史
観
に
つ
い
て
」
（
一
五
九
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
）
に
よ
る
と
、
宗
祖
は
こ
れ
ら
の
書
を
読
了
さ
れ
て
い

定
遣
二
一
三
八
’
二

○
五
’
二
二
○
六
）

引
用
さ
れ
て
い
る
。

注
（
咽
）
参
照

定
遺
二
一
三
七

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』
（
五
六
二
）
参
照

な
い
。

経
三
三
’
六
九
七
（
中
）

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』
（
五
三
六
）
は
「
四
重
相
互
興
廃
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。

弟
子
の
静
明
で
あ
る
。
叡
山
で
宗
祖
と
同
学
の
士
と
い
わ
れ
て
い
る
。

但
し
『
潅
頂
玄
旨
血
脈
』
と
同
じ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
四
○
ま
で
の
と
こ
ろ
が
、
伝
全
五
’
三
一
○
’
三
西
の
部
分
と
全
同
で
あ
る
。
な
お
『
臨
終
一
心
三
観
』
（
定
遺
一
三

に
は
、
『
修
禅
寺
決
』
の
一
心
三
観
の
行
門
の
口
伝
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
る
臨
終
の
一
心
三
観
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

（
一
四
四
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
）
参
照
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313029羽27262524
ｰｰ嘗一軍曹一一

（
犯
）

（
詔
）

浅
井
要
麟
氏
前
掲
著
（
二
五
五
’
二
五
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
祖
が
折
伏
を
加
え
た
の
は
祖
師
禅
で
あ
る
。
日
本
思
想
大
系
九
『
日
蓮
』
（
五
三
七
’
五
四
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
『
立
正
観
抄
』
に

ノ

は
「
天
魔
之
語
」
（
定
遺
八
五
一
）
と
か
「
天
魔
所
為
」
（
定
遺
八
五
一
）
と
あ
る
。

定
遺
は
『
立
正
観
抄
』
を
日
蓮
赦
免
の
文
永
十
一
年
に
係
け
、
身
延
の
筆
で
あ
る
と
い
う
。
最
蓮
房
あ
て
御
書
全
般
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
肢
蓮
房
は
比
叡
山
の
学
僧
で
あ
っ
た
た
め
か
、
当
時
の
天
台
教
学
に
つ
い
て
様
盈
な
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
は
相
手
の
理
解

を
得
や
す
い
様
な
文
辞
を
以
て
回
答
を
与
え
た
た
め
、
最
蓮
房
あ
て
の
御
番
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
も
中
古
天
台
色
が
濃
い
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
宗
祖
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
配
流
と
な
っ
て
い
た
最
蓮
房
の
赦
免
は
、
『
日
蓮
宗
年
表
』
（
一
四
）
に
よ
る
と
、

宗
祖
赦
免
の
翌
文
永
十
二
年
（
四
月
改
元
・
建
治
）
で
あ
る
。
『
立
正
観
抄
』
は
止
観
勝
法
華
劣
と
い
う
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
報
じ
、
批
判
を

請
う
た
の
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
教
示
を
仰
い
だ
書
簡
の
作
成
の
地
は
佐
渡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
一
介
の
流
僧
の

簸
蓮
房
が
、
当
時
の
叡
山
教
学
に
持
て
畷
さ
れ
た
と
い
う
四
重
興
廃
乃
至
止
観
勝
法
華
・
禅
勝
止
観
と
い
う
義
に
つ
い
て
、
知
悉
し
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
四
重
興
廃
は
と
も
か
く
と
し
て
、
止
観
勝
法
華
・
禅
勝
止
観
ま
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
既
に
教
界
に
は
か
か
る
思

想
が
風
廃
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
宗
祖
と
同
学
の
静
明
は
、
既
に
四
重
興
廃
を
唱
え
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
も
し
宗
祖
が

そ
れ
を
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
『
十
法
界
事
』
に
四
重
興
廃
が
あ
っ
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
。
中
に
は
『
祖
書
綱
要
捌
略
』
（
一
九
三
『
日
蓮
宗
全

書
』
）
の
よ
う
に
、
系
年
を
佐
後
に
係
け
る
べ
き
と
の
説
も
あ
る
が
、
『
十
法
界
事
』
は
四
重
興
廃
を
破
し
て
お
ら
ず
、
仮
に
こ
れ
を
真
撰
と
す

る
な
ら
ば
、
宗
祖
初
期
の
天
台
与
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
四
重
興
廃
を
最
蓮
房
経
由
の
知
識
で
あ
る
と
す
る

と
、
『
十
法
界
事
』
は
如
何
様
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

日
進
は
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
に
身
延
入
山
（
『
日
蓮
宗
年
表
』
二
七
）
、
そ
し
て
、
翌
三
年
は
祖
師
日
蓮
の
三
十
三
回
忌
に
相
当
す
る
。
な

お
中
山
三
世
日
祐
は
、
宗
祖
三
十
三
回
忌
を
期
し
て
、
身
延
参
詣
を
志
し
て
い
る
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

定
遺
一
四
○

″
八
五
一

定
遺
一
四
○

〃
八
四
六

″
八
四
九

〈
ル
・
ｒ
ニ
ス

『
立
正
観
抄
送
状
』
に
は
「
止
観
勝
二
法
華
一
申
邪
義
」
（
定
遺
八
七
一
’
八
七
二
）
と
あ
る
。
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37363534
習嘗一一

定
遺
八
四
九

ケ
八
五
つ

八
五
○

七
紙
左

八
紙
右

前
掲
『
天
台
本
覚
論
』
（
五
九
四
）
の
「
相
承
略
系
譜
」
参
照

浅
井
要
麟
氏
前
掲
著
（
二
四
一
’
二
六
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宮
崎
英
修
氏
前
掲
著
（
四
一
’
四
二
）
中
に
日
全
の
略
歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

林
宣
正
氏
「
止
観
勝
法
華
思
想
と
仙
波
教
学
」
（
二
四
二
’
二
四
四
『
清
水
竜
山
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
）
と
、
注
（
鯛
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
’
三
四
一
・
’
三
五
三

立
正
大
学
図
書
館
蔵
（
写
本
）
。
な
お
宮
崎
英
修
氏
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
八
こ
の
注
（
調
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
三
国
仏
法
盛
衰
事
』
（
宗
全
一
’
三
二
三
’
三
三
○
）
・
『
支
那
仏
法
弘
通
次
第
之
事
』
（
宗
全
一
’
三
三
○
’
三
三
五
）
・
『
日
本
仏
法
弘

通
次
第
之
事
』
（
宗
全
一
’
三
三
五
’
三
三
九
）
の
三
篇
を
合
せ
て
い
う
。

宗
全
一
’
三
三
九
’
三
四
○

『
日
蓮
宗
事
典
』

身
延
山
久
遠
寺
蔵

定
遣
八
五
一
の
脚
注
参
照

′〃 二
紙
左

一
紙
左

二
紙
右

立
正
大
学
図
書
館
蔵

〃 最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

一
三
紙
左

’
八
五
一 へ

一

三
一

五
一

（”）



な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遺
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
香
』
は
宗
全
、
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

（
”
）
定
遺
八
四
九
に
い
う
真
如
随
縁
論
は
、
い
わ
ば
般
澄
の
口
を
借
り
て
の
真
如
随
縁
論
で
あ
る
が
、
定
遺
八
五
○
’
八
五
一
に
い
う
も
の
は
、
明
ら

か
に
宗
祖
の
考
え
の
表
明
で
あ
る
。

へへへへへへ

656463626160
口ｰ四一一嘗

へハ
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へへへへへへ

717069686766
ｰ嘗曹一一嘗

教
師
会
編
）
を

〃
一
三
七
六

〃
二
一
○
六

定
遺
一
二
四

ヶ
七
五
七
。
な
お
拙
稿
「
燈
蓮
房
あ
て
の
御
書
の
検
討
ｌ
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ｌ
」

教
師
会
編
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
問
題
点
（
中
條
）

本
尊
論
資
料
（
一
三
九
）

〃
（
一
三
八
）

股
澄
は
真
如
随
縁
論
を
駆
使
し
て
法
相
教
学
に
対
抗
し
、
天
台
教
学
の
正
当
性
を
論
証
し
た
。
な
お
真
如
観
尊
重
の
気
風
は
、
論
争
書
ば
か
り
で

は
な
く
、
例
え
ば
『
註
無
通
義
経
』
な
ど
の
論
争
番
外
の
も
の
に
も
認
め
ら
れ
る
。

浅
井
円
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
一
七
二
’
一
七
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
三
ｌ
例
言
（
一
）
参
照

大
正
蔵
経
四
六
’
二
六
八
（
上
）

日
朝
は
こ
の
年
（
明
応
二
年
四
月
二
十
八
日
）
か
ら
七
年
延
命
し
て
い
る
。

〃
二
一
七
九

〃
二
一
八
七
・
二
一
八
八
・
二
一
九
○

〃
一
四
’
五
九
四

（
『
布
教
資
料
十
一
集
』
五
四
’
五
九
・
静
岡
県
連
合
布

（”）



(27ウ） (27オ･続）
【
資
料
】

三
十
二
世
智
寂
院
日
省
上
人
字
老
辨
二

師
範
ハ
十
如
院
日
行
字
心
澄
下
谷
善
立
寺
二
世
当

飯
高
入
学
十
三
才
玄
講
廿
一
世
ナ
リ
山
科
水
戸
両
文
講
飯

高
廿
世
ノ
化
主
京
妙
ヨ
傅
寺
廿
世
水
戸
無
二
亦
寺
開
基

（
１
）
身
延
東
谷
智
寂
坊
造
立
シ
テ
閑
居

宝
永
元
甲
申
年
退
院
ノ
上
十
八
年
二
〆
入
寂
ト
ヨ

元
禄
十
一
戊
寅
年
十
一
月
請
待
十
二
月
十
三
日
鉢
蛎
リ
麺
陸
七

ヶ
年
ヨヒ

ロ

稚
童
讃
認
龍
鯉
璽
垂
韓
歸
號
罫
汚
蒻
趣
ハ
左
衛
間
／

子
息
ナ
リ
十
二
才
二

全
清
九
確
率
誇
卵
雲
準
諏
霊
癖
一
雑
神
計
朋
に
釦
叶
七
礒
才
二

石
門
稲
荷
社
井
拝
殿
建
立
元
禄
十
三
庚
辰
十
二
月
朔
日

日
省
判
菖

諏
額
錘
鋤
阿
伽
器
造
之
元
禄
年
中
日
省
代
二

石
門
稲
荷
丼
別
営
所
詔
馳
郡
認
描
醗
蓉
酔
郵
院
日
遥
日
省
判
迄

身
延
山
歴
代
略
譜
（
第
三
回
）

北
沢
光
昭

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(28オ）

ル

高
座
石
発
顕
ス
麹
幟
”
恥
越
癖
訟
嘩
泰
鶴
準
釧
基
Ｊ

（
⑨
凸
）影
現
七
面
天
灌
勤
一
騨
潔
殿
蕊
一
菫
駕
腱
蓼
一
歸
巻

発
起
主
學
禅
院
日
逢
蒸
篭
轌
麺
罫
聾
蝉
歸
機
日
吉
星

（
句
⑪
）
《
マ
マ
）

奥
ノ
院
別
当
再
建
立
元
禄
十
六
癸
未
年
ナ
リ
日
省
代
二

（
マ
マ
）

全
龍
リ
屋
本
卜
別
当
察
ナ
リ
元
禄
十
六
癸
未
引
之
修
復
ス
ヨ

元
禄
十
四
辛
巳
五
月
十
九
日
紫
衣
参
内
賜
一
総
旨
．

（
艇
主
篁
一
間
瞬
新
建
立
棟
札
日
省
判
形
二

宝
永
元
甲
申
十
一
月
廿
五
日
玄
理
院
日
儀
ト
ヨ

燈
主
堂
井
萬
燈
室
ノ
両
額
ハ
並
林
冴
十
七
世
玄
韻
鵬
嚥
ナ
当

宝
永
元
甲
申
年
退
院
智
寂
坊
ヲ
造
立
ソ
閑
居
十
八
ケ
年
二

石
門
稲
荷
之
宮
殿
再
興
証
輻
唾
解
郵
嘩
調
鰄
噸
損
全
二
壬
辰
年
又
再
興
怠

実
遊
房
日
修

日
省
判
形
二

享
保
六
辛
丑
年
正
月
十
三
日
峠
輌
八
十
五
才
入
寂
皇

省
公
辞
世
カ
リ
ニ
キ
テ
今
立
帰
ル
本
覚
ノ

モ
ト
ノ
ス
ミ
ヵ
〈
真
如
ナ
リ
ヶ
リ
ヨ

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

後
二
（
身
延
入
山
後
に
開
基
と
な
る
の
窓
、
風
云
）

明
治
八
年
焼
失
像
〈
智
寂
房
ニ
ア
リ
〈
頭
註
〉

別
当
「
寮
」
か
。
（
私
云
）

（”）



(28ウ）

三
十
三
世
遠
沽
院
日
亨
上
人
掘
獅
迦
騨
誇
卜
云
う

字
航
海
二

（
■
且
）
（
マ
マ
）

越
中
冨
山
ノ
産
ト
ヨ

趣
”
麺
潅
零
醒
耶
唾
率
澤
橲
韮
麺
蓉
嶬
朋
哉
恥
日
二

山
科
飯
高
廿
五
両
檀
文
識
京
妙
傅
寺
立
本
寺
廿
五

京
満
願
寺
開
山
二
周
防
国
岩
國
法
要
寺
開
基
云
二
消
泰
院
一
卜

後
二
江
戸
谷
中
領
玄
寺
へ
隠
居
ソ
化
幾
も

宝
永
元
甲
申
九
月
請
待
十
一
月
九
日
京
岡
崎
ヨ
リ
入
山
在
位

十
年
二

児
童
嘩
癖
趣
海
天
院
日
寛
学
士
正
徳
二
壬
辰
二
月
十
一
日
鮫
高
所
化
廿
三
才
盈

七
面
別
当
郷
癖
僖
醍
但
九
月
酎
呑
卵
唾
畦
五
才
化
修
善
院
日
得
ヨ

（
２
）

奥
ノ
院
別
当
宝
永
四
丁
亥
年
正
月
日
化
理
運
院
日
忍
二

唐
本
一
切
経
蔵
癖
癖
病
牲
電
甦
姪
焼
蔵
三
十
八
函
目
録
合
ソ
三
百
四

十
函
三

日
亨
代
新
二
穿
騎
之
一
宝
永
元
甲
申
十
一
月
九
日
入
院
ノ
時
発
願
ス
ラ
ク
当
山
二
錐
し

《
“
ユ
ニ

有
ニ
ト
ヨ
蔵
経
一
在
二
上
ノ
山
一
故
二
不
レ
便
一
急
用
叉
倭
蔵
ニ
シ
テ
有
二
欠
本
一
欲
下
求
二
唐

ワ

ニ
《
マ
マ
）

本
一
安
・
世
セ
ン
ト
ヨ
本
院
一
宝
永
三
丙
戊
五
月
当
山
永
紫
衣
放
許
為
二
御
礼
一
上
京
参
内

（
マ
マ
）
ノ
シ
テ

之
嗣
リ
於
二
押
テ
ム
小
路
唐
本
密
林
一
有
二
新
渡
好
本
一
欣
圃
論
し
之
也
卜
○
此
蔵
経

久
３
）
文
政
十
二
己
丑
九
月
皇
六
日
戌
ノ
刻
火
災
ノ
節
灰
遥
ト
ナ
ル
日
環
上
人
ノ
代
ナ

リ
○
依
レ
之
江
戸
谷
中
領
玄
寺
二
有
し
之
亨
師
一
御
所
持
ノ
顔
経
三
百
四
十
九
函
蹄
し
之

当
山
へ
安
匝
ス
彼
ノ
住
職
良
雅
日
感
代
ナ
リ
ヨ
当
山
旧
本
ヨ
リ
又
鋭
蔵
ノ
分
九
勉
多
し

之
（
４
ヨ

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

（
４
）
文
政
七
年
焼
失

(29オ）

宝
永
三
丙
成
年
四
月
五
日
久
遠
寺
永
紫
衣
賜
輪
旨
参
内
二

堂
ノ
前
蓮
葉
金
ノ
水
鉢
蜜
二
蛎
溌
頚
一
代
覚
樹
諮
篭
管
》
．

確
厨
縮
蒼
立
往
古
ハ
ニ
天
門
ノ
鰯
雲
有
之
中
古
《
西
谷
滋
ノ
辺
２
－
引
移
シ
ョ

ト

俗
二
云
二
御
供
所
一
従
二
往
古
一
霊
し
有
し
之
遠
隔
又
損
ス
ル
故
一
コ
亨

マ
ダ

師
代
堂
前
二
移
し
之
改
二
造
之
一
師
ノ
御
供
料
ト
シ
テ
寄
二
附
田
地
一
又
新
二
建
二
立
当
供

研
一
施
主
《
和
泉
村
大
木
四
良
兵
衛
同
佐
太
夫
也
一
宝
永
三
丙
戊
十
月
十
三
日
三
十

三
世
日
亨
判
形
ヨ

ト

高
座
石
ノ
祖
師
堂
帝
如
三
畔
庵
偏
畔
号
二
妙
石
庵
．

宝
永
三
丙
成
年
十
月
十
三
日
誕
年
新
建
立
日
亨
判
墜

羅
刹
堂
檜
皮
葺
更
罎
識
建
唾
媚
審
鉦
報
麺
一
日
日
亨
判
迄

大
地
震
篭
群
舞
識
鰐
勢
擢
婚
鯵
駕
翔
耀
萢
（
射
、
／

依
テ
笹
瞭
姑
ル
ヨ
４

（
。
⑨
）
《
凹
夕

蔵
経
嘉
勤
蜘
坊
新
建
立
〈
察
裡
鴎
聡
緋
難
一
蕊
極
緩
く

一
一

二
翌
五
二
年
戊
子
歳
引
テ
移
二
今
ノ
地
一
諏
建
成
就
ス
施
王
〈
伏
見
宮
ノ
息
女
紀
伊
大

納
］
言
光
貞
卿
ノ
簾
中
安
ノ
宮
法
号
天
真
院
殿
妙
仁
日
雅
大
姉
］

（
マ
マ
）
（
寺

御
霊
骨
ノ
宝
蔵
埠
月
四
日
末
／
刻
震
災
皇
拝
殿
等
大
昌
損
系
ル
故
《
一
又
夕
後

（
９
）
今
ご

ロ
ノ
ョ
山
近
フ
ソ
危
喰
ナ
ル
故
南
ノ
方
へ
少
シ
引
出
シ
西
ノ
方

（
マ
マ
）

へ
寄
七
宝
蔵
］
仰
建
立
落
成
又
ク
中
央
拝
殿
廊
下
悉
ク
再
興
ス
太
願
主
紀
伊
大
納

甘
ご
頬
宜
卿
ノ
息
女
松
平
相
模
守
光
仲
ノ
内
室
芳
心
院
妙
英
日
聯
大
姉
〕

（
守
で
）

右
芳
心
院
者
養
珠
院
ノ
孫
女
也
元
卜
宝
蔵
〈
養
珠
院
ノ
建

ヲ

立
故
一
一
亨
師
述
一
コ
其
ノ
由
緒
一
勧
し
之
卜
云
フ
ニリ
（
ｍ
）
今
ご
》
一

霊
愛
蔵
窪
詠
咽
年
畢
埋
一
叉
損
ス
ル
故
南
ノ
方
へ
少
シ
引
出
シ
造
二
宝
形
二
居
根
一

又
タ
昔
ノ
引
二
廊
下
ヲ
拝
敗
ト
ス
宝
永
七
庚
寅
年
十
月
二
十
二
日
上
棟
ノ
棟

（
、
）

有
之
］
宝
蔵
ノ
餌
〈
亨
師
ノ
擁
ナ
リ
ョ



(30オ） (29ウ）

ヲ

東
ノ
土
蔵
稚
罎
災
故
捌
ス
南
ノ
方
へ
引
二
徒
之
翌

古
仏
堂
曄
塞
醗
酵
剛
辨
昨
叫
唾
澤
癖
鴫
鯉
澪
良
兵
衛
二

石
壇
薙
銅
麺
噸
輌
謎
認
レ
之
右
十
月
四
日
ノ
厩
災
二
大
破
損
ス
ル
故
二
三

（
肥
）奥
位
牌
堂
窄
鯛
新
建
立
宝
永
五
戊
子
年
三

祖
師
宮
殿
新
造
立
準
挙
逐
戊
子
年
於
二
京
都
一
作
し
之
金
子
五
百
酉
余
ニ
テ
成

ワ

施
主
本
願
分
〈
宮
散
ノ
内
二
立
二
其
ノ
牌
一
作
者
大
仏
師
山
田
式
部
ナ
リ
］
悩
度
雌
ハ

・
一

有
一
王
蔵
一
三
十
三
世
日
亨
判
形
当

松
ノ
木
ノ
祖
師
堂
唾
輌
唾
蠣
塞
涯
墾
年
全
所
息
寮
醒
識
躯
融
子
睡
当

十
万
部
ノ
祖
師
堂
宝
永
六
己
丑
年
陽
山
建
之
棟
札
日
亨
判
形
三

七
面
山
ノ
本
宮
郵
審
朧
鋤
譜
搾
鑑
罐
祁
函
輌
確
琴
軍
靴
琴
渉
呼
雄
碓
認
率
癖
錘

・
一
カ
ヲ

門
等
或
《
建
立
或
《
修
飾
之
為
レ
防
一
。
雨
混
一
悉
ク
以
二
油
丹
一
鑓
之
］

（
聰
）
・
一
カ

本
地
塔
唾
城
外
橡
付
確
球
詮
唖
率
年
為
し
令
二
諸
人
二
蓮
祖
ノ
本
地

ナ
ル
ゴ
ト
ヲ

ハ
上
行
］
サ
サ
ー
建
立
之
馳
醗
醒
塔
ハ
武
江
ノ
住
人
植

ヲ

木
助
三
郎
喜
二
捨
金
三
百
両
．
没
後
二
立
之
銅
瓦
ハ
助
三

郎
ノ
養
子
助
五
郎
二

上
行
菩
薩
ノ
像
ハ
本
阿
弥
空
中
斉
光
間
法
眼
存
日
》
桑
造
立
之
二

へ

没
後
ニ
鰍
沢
閑
居
日
現
納
二
当
山
一

開
關
會
ノ
始
メ
雌
岬
饗
廊
下
罐
騨
華
恢
駆
砕
続
率
群
●
垂
礒
叱
咽
抄
列
ク

ロ
ト
ヨ

文
永
十
一
年
甲
戊
六
月
十
七
日
常
山
建
立
ノ
日
ナ
ル
故
ニ

ヲ
（
守

興
起
ノ
御
書
當
山
二
有
之
最
モ
ヨ
可
レ
営
二
報
恩
一
日
也
叉

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(30ウ）

一
勺
）タ
諸
國
及
国
中
参
詣
容
易
之
時
節
ナ
ル
故
二
亨
師
呈
薙
レ

ヲ之
総
灘
織
奔
蕊
誤
鞠
燕
態
授
ノ
瀞
總
福
野
津

（
マ
マ
）

都
一
新
二
織
ル
レ
之
ヲ
十
種
供
菱
之
具
井
二
薪
供
之
具
］
及
香
壇
造
花
児
童
ノ
天
冠
黄
主

ノ
天
蓋
等
悉
ク
於
二
洛
陽
一
新
二
造
ル
ゴ

報
恩
修
造
構
大
法
會
本
願
井
惣
施
主
大
帳
二
銅
春
日
亨
判
迄

（
恥
）
今
ご

宝
永
七
庚
寅
歳
敦
願
寺
宣
下
二

翌
八
唾
認
辛
卯
五
月
七
日
勅
願
賜
二
論
旨
一
参
内
ス
］

御
廟
ノ
番
僧
寮
妙
拙
庵
亨
師
自
ラ
志
シ
宝
永
八
辛
卯
春
開
し
地
コ

ヲ

為
し
避
二
川
水
一
以
レ
石
築
レ
ヱ
ー
式
新
二
建
立
ス
｜

児
舞
葦
窄
瑠
馥
窯
嬉
歴
修
年
朽
損
シ
見
分
不
し
宜
六
本
ノ
柱
。

亨
師
代

正
徳
二
壬
辰
年
再
建
立
施
主
武
江
深
川
冬
木
ャ
田
中
源

四
郎
二

同
樂
屋
井
廊
下
宝
永
四
年
ノ
震
災
二
顛
落
ス
ル
故
二
亨
師
代
改
造
。

大
鯉
禅
錯
赫
鵜
灘
鶏
溌
裂
嘩
静
蝋
諒
墜
鎌
勉
塗

一
一

即
裡
ノ
前
一
日
糞
師
代
二
今
ノ
坂
口
へ
引
し
之
尚
又
今
般
下
ケ
テ
建
ル
歎
］
施
主
〈
武
江

（
マ
マ
〕

住
人
近
江
ャ
妙
空
長
サ
キ
ャ
八
右
衛
門
同
平
四
郎
］
伊
勢
ャ
治
良
兵
衛
惣
門
孵
中
同
女

（
》
婿
呼
雪（
班
）
（
躯
）

書
院
井
二
畢
問
所
休
息
所
托
銅
畔
霊
緬
郵
啼
藍
端
一
睡
噸
搾
研
緬
馳
蕪

三
ヶ
所
不
娩
同
躍
ナ
リ
ヨ

”
〆
（
マ
マ
）

小
方
丈
率
錬
誼
騨
蕊
擁
小
製
靴
訪
軍
嘩
錺
動
津
鐇
齢
雪

料
理
所
湯
浴
所
金
支
配
部
屋
廊
下
七
ヶ
所
認
辱
輌
球
も

（”）



(31オ）

兒
文
殊
ノ
宮
醒
堅
鈴
正
徳
二
壬
炭
年
亨
師
再
建
之
二

妙
見
大
士
ノ
堂
詐
細
繩
霊
酢
磁
渉
華
想
墾
掛
↓
麺
識
壁
林
一
狂
細
三

（
Ⅳ
）

発
診
額
ノ
三
大
字
水
戸
中
納
言
綱
條
卿
ノ
筆
日
亨
代
二

三
門
前
常
唱
堂
井
頭
寮
雍
子
ナ
噸
結
衆
寮
新
建
立
二
施
主
本
願
武

州
住
人
三
河
屋
吉
左
衛
門
日
亨
判
形
三

宝
永
五
戊
子
年
夏
也
捧
帳
睡
城
輌
碑
庭
鍛
滋
評
灯
砿
彌
癖
錨
孟
耐
繩
辮
誹

位
牌
堂
前
ノ
花
壇
聾
院
東
ノ
方
ノ
小
庭
笠
宝
蔵
前
ノ
ヨ
藤
棚
古
仏
堂
辺
ノ
井
井

二
蓮
ノ
盆
池
日
亨
代
作
し
之
作
り
松
従
一
陵
州
．
寄
進
諸
木
ハ
従
二
地
中
一
多
ク
来
ル

池
ノ
西
ノ
大
石
〈
上
ノ
山
刹
堂
ノ
辺
ヨ
リ
引
し
之
］
西
ノ
方
ノ
中
門
新
造
花
壇
ノ
門

蔵
ノ
門
等
亦
新
二
造
之
］

ス
昼

庭
ノ
作
者
ハ
京
妙
顯
寺
住
僧
本
妙
院
閑
一
居
甲
州
菖

（
肥
）妙
玄
庵
赴
一
佃
畔
癖
諸
鍛
癖
筆
蝿
纒
也
日
亨
判
型

（
聰
）
宝
永
四
亥
年
甲
府
城
主
松
平
甲
斐
守
殿
エ
身
延
山
由
縮
］
謹
上
ノ
中
二
云
京
都
山
科

底
峯
岡
檀
林
下
総
飯
高
檀
林
二
而
学
問
其
］
ノ
後
山
科
護
国
寺
飯
高
法
翰
寺
二
ヶ
所
ノ

〈
マ
マ
）

文
能
ヲ
勤
〆
又
タ
京
寺
町
妙
伝
一
寺
立
本
寺
二
ヶ
寺
住
職
其
後
一
切
経
拝
見
其
ノ
後
溌

東
岡
崎
二
満
願
】
寺
卜
申
ス
寺
椰
興
其
寺
回
り
宝
永
元
年
甲
申
十
一
月
九
日
二
身
砥
久

遠
寺
一
へ
入
山
侯
三

宝
永
中
将
軍
綱
吉
公
舗
二
千
殿
中
一
瞥
門
品
ノ
御
餓
聰
聞
有
之
］

へ

正
徳
三
癸
巳
年
五
月
退
一
院
江
戸
谷
中
領
玄
寺
一
九
ヶ
年
閑
居

ス
ヨ

享
保
六
辛
丑
年
十
二
月
廿
六
日
七
十
六
才
額
蓉
善
墜
繩
額
勤
畢

山
。

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

戸

,.、註
1ｰ
嘗

へへへへへへへへへへへへへへ

181716151413121110 9 8 7 6 5
ｰｰｰｰーｰｰｰｰ曹曹嘗一一

（
４
詮
）

へへ

3 2
ｰｰ

（
こ
の
一
行
誤
り
と
し
て
消
し
、
次
の
文
を
入
れ
る
。
）
京

都
市
上
京
区
笹
屋
町
太
田
氏
ノ
産
卜
、
西
陣
織
工
業
ニ
ン

当
主
ハ
太
田
喜
三
郎
卜
云
ブ
ト

（
日
付
を
欠
く
、
私
云
。
）

「
文
政
十
二
…
…
日
潔
上
人
ノ
代
ナ
リ
」
は
朱
字
密
き
入

れ
で
あ
る
。

幸
二
明
治
八
乙
亥
年
一
月
十
日
ノ
火
災
ニ
ハ
此
ノ
蔵
経
〈

残
ル
也

「
日
実
」
を
「
日
宝
」
と
訂
正
。

明
治
八
年
火
災
焼
失

《
マ
マ
）

富
士
山
ヤ
ケ
宝
永
山
現
し
近
国
へ
砂
ル
ハ
此
時
欺

返
り
点
．
」
を
欠
く
。

「
嶮
」
は
「
険
」
の
音
写
。

「
居
」
は
「
屋
」
の
写
し
違
い
。

返
り
点
「
こ
を
欠
く
。

文
政
十
二
年
火
災
焼
失
ス

文
政
七
年
火
災
焼
失

「
教
」
は
「
勅
」
の
音
写
。

文
政
十
二
年
ノ
火
災
二
焼
失
ス

是
モ
震
災
故
力

「
旦
」
は
「
檀
」
の
音
写
。

（
マ
マ
）

明
治
八
年
ノ
火
災
二
付
引
テ
本
院
ノ
仮
客
殿
ト
ス
又
タ
全

（％）



(31ウ）

三
十
四
世
見
龍
院
日
裕
上
人
亨
師
ノ
弟
子
字
龍
海
二

山
科
文
講
十
九
京
満
願
寺
二
祖
水
戸
玄
講
飯
高

準
筆
酎
両
聾
但
歳
誰
羅
総
十
一
席
小
湊
山
廿
七
些

正
徳
三
癸
巳
年
六
月
五
日
小
湊
ヨ
リ
直
一
一
入
山
在
位
二
十

年
割
入
山
後
出
府
継
目
御
礼
登
城
動
し
三

児
童
慶
幸
丸
一
語
院
日
恭
法
師
享
保
五
壬
子
十
二
月
廿
五
日

慈
趨
院
日
堅
亜
人
安
永
五
丙
申
四
月
十
二
日
当
山
一
老
涜
水
坊

十
九
一

院勅
貯
梱
仰
琉
格
致
院
日
慎
聖
人
罐
蹄
辨
一
》
郵
麺
彬
鋤
蝿
一
誌
華
辨
醍
彫

奥
ノ
院
別
當
妙
経
院
日
誠
三

八
幡
宮
宝
殿
桧
皮
葺
替
鑪
鰡
轌
弾
噌
日
裕
判
逼

（
も
凸
）
（
マ
マ
）

享
保
三
戊
戊
年
四
月
廿
三
日
賜
二
論
旨
一
参
内
賜
紫
敷
許
親
宣

上
人
卜
云
フ
ヨ

享
保
五
庚
子
年
五
月
廿
一
日
叫
趣
函
甦
代
御
真
翰
二

（
２
）
日
蓮
大
菩
薩
号
頂
戴
錨
脆
示
鋤
麺
唯
》
壁
楠
迄
取
次
色

（
拳
）

「
堀
川
一
通
院
日
法
《
大
戦
者
也
青
柳
目
佃
寺
』
十
二
（
群
喉
唾
」
脱
師
弟
子

河
内
餌
楮
根
村
正
行
寺
十
五
世
中
閣
肱
寺
記
ニ
ァ
リ
（
》
蓉
率
四
己
亥
二
月
十
三
日
六
十

一
才
化
ス
ト
過
曾
〆
納
ル
由
」

追
分
祖
師
堂
再
建
聿
賑
耗
垂
頭
年
難
睦
虹
炉
率
騨
砿
人
日
裕
判
迄

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

十
五
年
十
一
月
廿
四
日
ノ
出
火
二
灰
感
ス

（
四
）
宝
永
二
（
年
、
私
云
）
ナ
ル
ベ
シ

(32オ）

三
十
五
世
誠
峯
院
日
寛
上
人
字
疫
等
二

父
皿
性
院
宗
悟
日
惣
車
保
七
壬
寅
二
月
十
一
日
呈

母読
師
〈
威
音
院
日
量
聖
人
享
保
五
庚
王
一
月
廿
一
且

山
科
文
講
甲
府
信
立
寺
廿
世
京
妙
傅
寺
飯
高
垂
鐸
私

奥
ノ
院
諸
堂
修
営
裕
師
代
当

祖
師
丼
御
両
親
六
老
僧
之
像
衣
更
裕
率
戦
法
則
有
之
二

高
祖
四
百
五
十
遠
忌
檸
癖
酎
季
辛
亥
十
月
一
七
ヶ
日
間
大
法
会
裕
師
代
二

享
保
十
七
壬
子
年
五
月
一
円
庵
へ
退
居
六
ケ
年
二

（
３
）

元
文
二
丁
巳
年
正
月
八
日
七
十
五
才
一
円
庵
ニ
テ
入
寂
三

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

へ

3
ｰ

「
五
」
を
「
三
」
と
訂
正
。

壬
誕
露
六
癸
酉
年
五
月
六
日
脱
師
初
テ
参
内
之
縮
旨
右
中

辨
ト
ァ
リ
」

（
寺
寸
）

髪
二
廿
八
年
ノ
後
チ

壬
塞
躍
五
庚
子
年
五
月
廿
一
附
ケ
裕
師
代
サ
サ
号
之
副
翰

二
都
護
前
亜
相
藤
花
押
ト
ァ
リ
」
別
頭
統
紀
二
小
川
坊

城
前
亜
相
藤
俊
清
卿
ト
ア
リ
此
両
書
ハ
坊
城
家
全
人
卜

考
フ
〈
貼
附
〉

イ
（
七
十
）
七

（97）



(32ウ）(33オ）

滝
谷
妙
成
寺
呈

享
保
十
七
王
子
年
八
月
二
晶
磯
雛
鮮
十
月
八
日
入
山
在

位
三
ヶ
年
皇

児
竜
以
一
丸
順
了
院
日
貞
法
師
享
保
十
九
甲
寅
三
月
八
旦

院
代
千
如
院
日
近
聖
人
拝
訓
智
飯
評
府
遠
光
寺
廿
八
越
后
村
田
三

八
十
七
ノ
文
蹴
宝
暦
五
乙
亥
十
一
月
十
八
日

化
当

奥
ノ
院
別
当
長
瀞
院
日
影
呈

永
代
六
月
不
易
千
部
発
起
癖
醍
尉
廓
纒
塞
年
二
且
本
願
人
井
助

願
之
姓
名
大
曼
茶
羅
日
寛
判
形
但
シ
日
寛
日
潮
両
代
一
コ

成
就
潮
師
ノ
大
受
茶
羅
モ
有
之
二

享
保
十
九
甲
寅
年
正
月
廿
一
日
五
十
八
才
入
寂
二

（
１
）

三
十
六
世
六
牙
院
日
潮
上
人
字
海
音
叉
〈
潮
音
托

師
範
〈
草
山
恵
明
院
日
燈
律
師
玩
趣
唯
人
ニ
ハ
日
潮
師
〈
孫
弟
二

享
保
一
〒
酉
九
月
十
二
日
化
一

松
ケ
崎
文
講
仙
台
孝
勝
寺
飯
高
文
講
五
十
二
世
三

元
文
元
丙
辰
年
皿
殆
鐸
郷
済
九
月
廿
五
日
六
十
三
才
一
一
テ
入
山

在
位
九
年
二

院
代
初
ハ
誠
諦
院
日
審
聖
人
一
妥
五
庚
申
十
月
十
八
日
当

同
次
〈
一
中
院
日
如
聖
人
繕
証
湘
恩
麺
跨
繩
五
十
翌

奥
ノ
院
別
当
清
閑
坊
三

惣
門
ノ
額
開
會
関
潮
師
ノ
筆
睡
唾
蔬
野
誕
諏
酎
噌
二

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(33ウ）

三
門
閣
上
身
延
山
ノ
三
大
字
同
筆
二

鮭
面
鋤
摩
尼
珠
嶺
全
筆
翠
争
衿
酔
跳
麺
幸
恥
篭
徽
画
当

上
ノ
山
八
幡
宮
ノ
額
全
筆
二

麺
鱸
惣
門
に
間
一
種
同
通
路
寛
保
元
辛
酉
年
潮
師
代
三

全
旛
檀
林
潮
蜘
垂
大
字
右
〈
日
遠
上
人
百
回
忌
為
二
供
義
一
閲
之
建
ル
ム

（
⑤
色
）
（
↓
、
守
）

発
診
堂
再
建
立
潮
師
代
睡
極
唱
舞
奉
翻
叶
錘
麺
判
幽

宗
祖
御
廟
一
式
再
建
立
睡
癖
極
癖
子
年
正
当

寛
保
三
発
亥
年
閏
四
月
廿
二
日
賜
二
論
旨
一
参
内
二

祖
師
堂
ノ
菊
天
井
延
享
元
甲
子
年
正
月
始
レ
之
九
月
造
畢
二

施
主
ハ
江
戸
京
櫛
大
津
新
兵
衛
為
嘩
罐
躍
珊
編
蘂
ド
ニ

延
享
元
甲
子
曇
揺
一
月
廿
四
日
一
円
庵
へ
閑
居
ス
五
ヶ
年
二

（
３
）寛

延
元
戊
辰
年
九
月
廿
日
七
十
五
才
入
寂
二

〔
註
〕（
１
）

へへへ

4 3 2
ｰｰｰ

其
先
出
し
自
二
百
済
国
一
聖
明
王
ノ
玄
孫
琳
聖
太
子
ト
云

京
師
ノ
人
青
木
氏
父
ノ
名
元
澄
卜
云

元
文
四
己
未
は
元
文
四
旦
木
と
思
わ
れ
る
。
（
私
云
）

「
享
保
」
を
「
延
享
」
と
訂
正
。

イ
（
異
説
の
意
、
私
云
）
’
一
十
二
月
六
日
退

（98）



(34ウ） (34オ）

三
十
九
世
貞
明
院
日
総
上
人
字
三
益
ト
改
二
貞
明
ヨ

奥
州
白
川
開
會
山
妙
関
寺
ヲ
開
基
ス
京
妙
傅
寺
三
十
六

世
皇
飯
高
華
垂
が
趣
上
州
前
橋
永
什
寺
二

寛
延
三
庚
午
年
請
待
全
四
辛
未
年
四
月
廿
九
日
前
橋
ヨ
リ
ニ

三
十
八
世
庚
演
院
日
答
上
人
脱
師
ノ
弟
子
字
高
通
二

甲
州
休
息
山
廿
一
世
飯
高
鐘
託
什
乱
響

寛
延
三
庚
午
年
六
月
休
息
ヨ
リ
入
山
在
位
六
十
日
二

Ｔ
）

同
年
八
月
十
五
日
七
十
三
才
入
寂
二

三
十
七
世
薩
心
院
日
寛
上
人
潮
師
ノ
弟
子
字
宣
妙
二

鎌
倉
本
覚
寺
池
田
本
覚
寺
小
湊
三
十
二
飯
高
七
十

五
世
三

延
享
元
甲
子
年
雄
一
緬
同
二
乙
丑
年
正
月
廿
二
日
刈
湊
噸
在
位

六
年
二

院
代
本
義
院
日
地
聖
人
涛
唖
轍
蟷
幾
ナ
ー
九
十
才
ニ
テ
化
〆

奥
ノ
院
別
当
円
仁
房
日
言
二

寛
延
三
庚
午
年
正
月
廿
一
日
六
十
七
才
入
寂
皇

〔
註
〕（
１
）
イ
ニ
八
十
五
化
ト

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(35オ）

四
十
世
圖
通
院
日
輪
上
人
字
泰
学
ヨ

上
総
奥
津
妙
覺
寺
三
十
七
世
京
東
山
文
講
飯
高
八
十

一
世
皇

寛
延
四
辛
未
年
十
一
月
十
九
日
奥
津
ヨ
リ
入
山
在
位
四
ケ

年
当
院
代
智
照
院
二

奥
ノ
院
別
当
誠
明
院
日
宣
聖
人
睦
率
齢
に
睾
鉾
箱
計
渥
哩

古
仏
堂
ノ
祖
師
極
雫
浄
心
寺
二
開
帳
錘
掘
走
俣
晒
阿
月
朔
日
ョ
Ｊ

チ
ヲ

御
真
骨
宝
蔵
井
中
央
廊
下
拝
殿
共
以
二
銅
板
一
葺
更
之
二

宝
暦
三
癸
酉
年
九
月
十
七
日
成
就
日
輪
判
墜

三
門
家
根
銅
瓦
二
葺
替
醒
輻
岸
聿
癩
軌
輌
十
九
日
飴
畦
輌
色

（
知
神
宮
声
欽
同
雨
璽
一
鞠
新
建
立
ス
藷
娯
瞳
二
重
榮

梅
天
神
ト
云
う
家
根
銅
板
一
一
テ
葺
之
上
サ
奥
津
妙
覚
寺
ョ

Ｔ
）

入
山
在
位
八
十
日
昌

奥
ノ
院
別
当
慧
秀
院
三

寛
延
四
辛
未
年
閨
六
月
廿
九
日
八
十
三
才
入
寂
ヨ

〔
註
〕（
１
）
或
ハ
（
八
十
）
四
（
日
）

（”）



(35ウ）

リ
ウ
ッ
ス
ヨ

祖
師
堂
桧
皮
葺
更
唾
廿
畦
弛
麺
輌
傾
郡
雌
身

奥
院
孝
東
院
座
式
新
建
立
輪
師
代
二
ス
ト

箙
師
堂
歸
新
建
立
瀧
四
甲
蕊
鴻
霊
誇
穏
ニ
テ
ョ

施
主
《
金
百
両
誕
鈩
嘩
嘩
噸
準
率
衛
斜
韮
奄
師
画
リ
金
三
十
五
両
寄
附
当

宝
暦
四
申
成
年
四
月
廿
日
六
十
四
才
入
寂
二

四
十
一
世
能
治
院
日
妙
上
人
字
宥
雅
三

野
呂
妙
光
寺
舟
四
世
飯
高
轌
秘
什
誌
雌
江
戸
四
シ
谷
戒
行

寺
三

宝
暦
四
甲
戊
年
七
月
八
日
戒
行
寺
ヨ
リ
入
山
在
位
四
年
三

院
代
即
成
院
日
迅
聖
人
ヨ

同
日
融
聖
人
休
息
立
正
寺
住
盛

奥
院
別
当
茎
真
院
日
葉
二

霊
喪
蔵
ノ
内
陳
桧
皮
葺
更
二

丈
六
堂
桧
皮
葺
替
二

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
） 身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

慶
応
元
年
十
二
月
十
四
日
焼
く
頭
註
〉

文
政
七
年
火
災
焼
失
〈
頭
註
〉

山
谷
正
法
寺
ノ
旦
中
花
川
戸
松
本
四
良
兵
衛
ナ
ル
ヘ
シ

(36オ）(36ウ）

大
黒
堂
全
断
菖

位
牌
堂
前
通
り
全
断
三

郎
師
篁
識
捷
識
髪
蕊
鵡
建
立
也
（
３
）
二

宝
暦
七
丁
丑
年
八
月
三
日
七
十
七
才
入
寂
二

四
十
二
世
耐
慈
院
日
辰
上
人
字
修
海
三

上
サ
国
爽
隅
鄙
内
野
郷
若
山
村
ノ
産
十
一
才
出
家
円
海
日
辰
卜
改
〆
小
西
庫
玄
裟
二

《
一
テ
飯
商
へ
入
冠
修
海
卜
改
〆
成
功
ス

辰
師
爵
ノ
時
Ｔ
）
元
文
一
百
年
ノ
大
豊
一
一
鼎
菖
大
破
以
二
簔
藷
麗
営

シ
成
弁
ス
ト
通
宅
来
常
一
一
回
中
ノ
願
息
鯛
極
笛
脱
辱
不
レ
係
し
心
我
レ
常
雲
念
願

シ
ト
ナ
ラ

ス
ラ
ク
命
終
ノ
後
チ
ロ
中
二
痢
有
ル
者
ヲ
救
護
〆
令
三
平
愈
一
軒
願
ス
依
テ
朝
夕
仏
神

（
マ
マ
》

へ
念
願
ス
ト
云
フ
又
タ
価
騒
二
有
二
感
応
一
諸
人
］
祈
誓
ス
利
益
日
二
新
也
］

（
、
凸
）

上
総
国
府
菫
宝
基
山
本
泉
寺
中
興
比
企
谷
妙
本
寺
三
十

五
世
上
飯
高
華
橦
癒
上
サ
大
野
栄
久
山
光
福
寺
五
十

五
世
後
一
蛎
雪
樹
下
庵
ヲ
開
基
ス
ヨ

宝
暦
八
戊
寅
年
上
サ
大
野
ヨ
リ
入
山
在
位
五
ヶ
年
三

児
童
脊
餓
鶏
龍
蝦
児
蒜
里
謡
謁
諸
煙
撮
ゴ

院
代
妙
雄
院
日
遷
聖
人
捌
荊
潅
銅
握
凸

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

明
治
八
年
ノ
火
災
焼
失
卜
是
ナ
ル
ベ
シ

「
論
師
」
は
「
輪
師
」
の
誤
り
。
（
私
云
）

輪
師
ノ
下
二
有
之

(〃0）



(37オ）

同
瑞
妙
院
日
輝
聖
人
調
師
嶬
妃
鯉
下
庵
二
化
二

奥
院
別
当
四
人
癖
辨
率
日
運
祁
郷
漆
二

七
面
山
ノ
別
当
遠
涛
院
日
長
聖
人
安
永
九
庚
子
十
一
月
廿
五

日
三
但
シ
五
十
五
代
ノ
別
当
ナ
リ
七
面
山
氷
聖
跡
ノ
祖
也
樹
下
庵
二
代
同
庵
ニ
テ
死

ス

一

蒲
読
調
十
万
部
供
養
蕊
議
蕊
鶚
謡
鮮
鱈
縁
者
へ
州
し
も

西
谷
痒
推
鐘
之
銘
辰
師
ノ
作
二

追
分
祖
師
堂
再
建
立
蕊
羅
轄
鰯
離
日
感
日
辰
判
堅

郵
瑠
噌
蛇
舞
楽
ノ
由
来
及
上
勧
越
宝
暦
十
二
壬
午
年
秋

日
辰
判
墜

三
光
天
之
宮
殿
繕
銅
綜
に
手
罎
密
率
城
叶
塞
日
日
辰
判
堅

（
且
強
）

宝
暦
十
二
壬
午
年
七
月
廿
一
日
一
円
庵
へ
御
退
休
〆
四
ケ

年
皇

明
和
二
乙
酉
年
十
月
十
八
日
八
十
歳
入
寂
到

戸

,－，註
1ｰ
ｰ

（
２
）
「
府
基
」
を
「
国
府
．

（
３
）
「
己
巳
」
を
「
辛
巳
‐

（
４
）
私
二
曰
祖
山
相
継
患

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

元
文
三
（
年
、
私
云
）
八
月
ノ
文
講
ナ
レ
ハ
化
主
ノ
時
ナ

ル
ベ
シ

「
府
基
」
を
「
国
府
台
」
と
訂
正
。

「
己
巳
」
を
「
辛
巳
」
と
訂
正
○

私
二
曰
祖
山
相
継
ノ
儀
飯
高
檀
林
能
化
職
ニ
テ
進
山
ノ

(37ウ）

四
十
三
世
理
天
院
日
見
上
人
字
理
天
二

越
後
国
鉢
崎
有
馬
氏
ノ
産
二

谷
中
正
運
寺
十
飯
高
華
輻
雑
作
世
江
戸
駒
込
大
乗
寺
十
二

世
ニ
テ
ヨ
佐
野
妙
顕
寺
廿
四
世
ヲ
兼
住
職
二

宝
暦
十
三
雲
未
瀦
五
月
廿
九
日
罷
醗
入
山
在
位
五
ヶ

年
三
児
童
蠕
趣
幽
鰯
鴎
鵜
江
戸
産
鶏
講
蹴
朋
鰯
些

院
代
成
遠
院
二

（
。
且
）

（
ワ
】
）

同
智
見
院
日
住
聖
人
字
顕
禮
癖
確
禧
辨
誕
畦
協
皇

奥
院
別
当
顎
誠
二

三
光
堂
距
大
露
見
師
ノ
筆
緬
趣
一
醒
電
畔
蝿
酷
柘
三

明
和
三
丙
戊
年
五
月
十
五
日
賜
一
給
旨
一
参
内
二

全
四
丁
亥
年
退
院
一
円
庵
へ
閑
居
三
ケ
年
皇

明
和
五
戊
子
四
月
為
二
養
生
一
御
出
府
全
六
年
己
丑
二
月
五

日
江
戸
表
一
コ
於
テ
遷
化
二
月
廿
七
日
御
遺
骨
一
円
庵
へ

（
マ
マ
）

処
ロ
当
辰
師
ニ
テ
城
下
谷
ハ
池
上
へ
進
住
シ
身
延
ハ
松
谷

中
谷
ニ
テ
隔
代
ニ
晋
山
ス
ル
蔓
二
寺
社
奉
行
所
二
於
テ
被

申
渡
依
テ
辰
師
〈
御
退
蔵
ス
ル
ト
見
へ
タ
リ
此
儀
ハ
飯
高

ノ
首
中
函
内
二
委
細
有
之
先
年
拝
見
ス
従
是
松
中
両
谷
隔

代
二
進
山
ス
先
シ
日
見
師
松
谷
ヨ
リ
入
山
也
見
合
ベ
シ

("I)



(38オ）(38ウ）

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

御
着
満
山
大
衆
加
用
人
迄
二
惣
門
へ
出
迎
結
衆
中
三
門
へ

旦
林
満
山
惣
門
へ
町
役
人
舟
原
迄
皇
出
迎
等
勤
之
三
月
二

日
御
本
葬
也
二

明
和
六
己
丑
年
二
月
五
日
亥
ノ
中
刻
七
十
七
才
入
寂
雪

四
十
四
世
潮
音
院
日
賓
上
人
潮
師
ノ
弟
子
字
海
輪
二

武
州
江
戸
新
橋
ノ
産
一

睡
蝿
謎
羅
醇
超
申
諏
雲
癖
極
率
露
唾
朋
汁
畔
申
二

飯
高
準
翫
結
球
睡
芝
一
乗
寺
歴
二

明
和
五
戊
子
年
芝
ヨ
リ
入
山
在
位
二
ヶ
年
皇

明
和
六
己
丑
年
八
月
六
日
五
十
九
才
入
寂
二

四
十
五
世
寂
隆
院
日
應
上
人
字
智
恩
二

下
総
飯
高
村
蜑
ノ
田
小
兵
衛
宅
ヨ
リ
出
家
ス
ゴ

江
戸
谷
中
本
壽
寺
上
依
智
妙
傅
寺
野
呂
妙
興
寺
皇

飯
高
華
壺
廻
畦
互

明
和
六
己
丑
年
十
二
月
二
日
野
呂
ヨ
リ
入
山
在
位
五
ヶ

年
二

〔
識
』（
１
）

（
２
）

勤
役
ノ
後
寺
沢
村
へ
隠
居
ス
ト

百
（
四
十
六
世
）
ヵ

(39オ）

児
童
ノ
弟
子
大
隆
院
日
勇
聖
人
僻
癖
偲
院
障
田
嘩
醒
持
垂
庚
申

三
月
廿
九
日
二

全
弟
子
序
應
院
日
慶
法
師
安
永
六
丁
酉
六
月
廿
五
且

院
代
一
相
院
日
炊
聖
人
諦
輌
鍋
七
鐇
蕊
職
八
Ｌ

聯
譜
面
大
明
神
癖
轆
懲
八
月
青
辰
應
師
酋

大
平
橋
跡
垂
耐
明
和
七
庚
寅
十
二
月
成
就
渡
り
初
メ
九
十

三
才
ノ
翁
二
当
上
新
町
住
人
小
倉
縫
左
衛
門
法
号
橋
初
渡

翁
信
士
本
尊
應
師
ヨ
リ
ヨ

安
永
二
癸
巳
年
五
月
廿
八
日
賜
二
論
旨
一
参
内
二

当
山
開
關
五
百
遠
忌
ノ
嘉
会
按
磁
仁
握
醒
群
蛎
細
寸
蝕
却
進
〈
例
之
聾

諸
堂
井
向
拝
惣
修
復
彩
色
塗
り
地
紀
州
御
殿
信
敬
院
殿
］

小
石
川
御
殿
賢
姫
薫
姫
君
渋
谷
御
殿
善
修
院
殿
女
中
各

々
邑
安
永
二
癸
巳
九
月
板
札
日
應
判
型

久
成
殿
本
堂
ノ
額
應
師
ノ
筆
嘩
垂
匪
毛
九
月
板
札
日
應
判
迄

鬼
子
母
神
横
額
全
】

経
蔵
上
ノ
山
全
二

渦
尊
丈
六
堂
全
二

大
黒
天
上
ノ
山
全
皇

常
唱
堂
上
ノ
山
全
三

思
親
閣
塞
垂
確
全
二

真
如
閣
東
谷
全
二

(〃2）



(40オ） (39ウ）

（
１
）
（
２
）

除
歴
日
唱
字
守
慎
二

（
３
）
江
戸
下
谷
中
善
性
寺
ヨ
リ
晋
山
二

安
永
三
甲
午
年
五
月
十
二
日
入
山
在
住
四
ケ
年
二

院
代
弟
子
瀞
光
院
日
理
奥
院
別
当
初
ハ
輪
行
院
二

随
身
役
弟
子
遠
光
院
日
壽
同
次
〈
智
仙
院
二

弟
子
惣
代
本
光
院
日
晴
三

惣
門
外
境
之
事
跡
纈
謂
黙
鱒
継
跡
描
蕊
勇
涼
総
談

五
寸
借
用
致
シ
制
札
ヲ
連
侯
趣
久
遠
寺
三
役
佃
井
小
田
船
原
村
名
主
長
百
姓
代
連
書
差

上
永
借
地
上
定
リ
侯
安
永
四
乙
未
年
八
月
三
日
唱
師
代
役
僧
円

如
院
雌
率
”
二

七
面
山
焼
失
之
件
綴
驍
鍵
鈷
津
謬
粥
薙
捧
唖
鮭
鶏

元
卜
●
ご
邪
神
ノ
故
卜
申
ス
依
之
二
及
二
騒
動
一
故
ニ
ト
鯉
濫
ヲ
モ
不
し
用
侯
故
二
翌

へ

六
丁
商
年
三
月
解
二
公
処
．
四
月
廿
七
日
寺
社
奉
行
回
り
御
判
状
二
付
五
月
朔
日
当
山

出
立
同
五
日
三
公
処
へ
藩
届
六
日
法
幽
不
受
悲
田
ノ
異
流
二
落
居
ス
脱
衣
ノ
上
血
己

揚
リ
屋
入
被
申
付
右
ア
カ
リ
ャ
《
一
テ
死
去
無
二
帰
山
一
罪
ノ
ケ
条
二
依
一
乙
当
山
除
歴
ス

鮫
モ
飯
高
井
教
蔵
院
モ
除
歴
也
善
性
寺
モ
同
断
ナ
ル
ベ
シ
ヨ

安
永
七
戊
戊
年
正
月
廿
七
日
御
裁
許
済
ミ
委
ク
ハ
公
訴
書

（
５
）

録
二
有
之
二

日
唱
認
ノ
本
尊
授
与
之
分
麓
坊
ニ
テ
不
残
取
上
ヶ
火
失
致
ス

也
二
日
避
日
豊
両
尊
師
ヨ
リ
書
改
メ
夫
灸
へ
遺
二
本
尊
一

誕
錘
峰
癖
鈩
塞
蛎
謁
列
三
異
流
ト
申
ス
更
一
老
円
解
院
日

安
永
二
癸
巳
年
十
二
月
十
九
日
七
十
九
才
入
寂
雪

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

盛
二

山
高
実
相
寺
ヨ
リ
巡
番
ノ
化
主
ナ
リ

永
禄
三
ノ
生
レ
カ

初
度
安
国
坊
日
奥
聖
人
京
妙
党
寺
十
九
世
卜

慶
長
対
馬
へ
配
流
十
三
ヶ
年
ニ
シ
テ
帰
ル
ト

寛
永
七
災
午
三
月
十
日
七
十
一
才
化

二
度
長
遠
院
日
樹
上
人
瀝
鋤
栂
毒
睦
騨
睡
却
鍾
建
立
主
卜

寛
永
七
午
二
月
廿
一
日
酒
井
雅
楽
頭
宅
ニ
テ
問
答
対
決
也
己
ノ
刻
ヨ

リ

自
ハ
身
延
日
乾
日
遠
日
通
藻
隙
日
東
玉
沢
日
遵
期
越
井
心
了
院
六
人

他
〈
池
上
日
樹
中
山
日
賢
平
賀
日
弘
小
西
日
領
碑
文
谷
日
進
中
村
日
充

六
人

決
耕
日
樹
〈
侶
州
伊
奈
郡
飯
田
へ
御
刷
ヶ
翌
寛
永
八
未
五
月
十
九
日

退
化
寂
鯵
院
日
賢
中
山
九
世
除
歴
但
シ
日
樹
ノ
弟
子
三
河
日
賢
卜
云

除
歴
配
流

小
西
日
領
守
玄
院
卜
云
う
相
馬
へ
配
流

亜
永
三
ノ
生
レ
カ

三
度
安
国
院
日
講
聖
人
字
恵
錨
野
呂
妙
興
寺
什
世
卜

寛
文
六
丙
午
年
審
破
糞
記
上
下
二
巻
作

全
年
四
月
十
七
日
附
ヶ
守
正
護
（
「
国
』
欠
落
か
）
章
ヲ
作
テ
寺
社

奉
行
へ
賦
ス
四
代
家
綱
公
ノ
時
ナ
リ
依
テ
日
向
へ
配
流
在
島
三
十
三

ヶ
年
ニ
ソ
元
禄
十
一
戊
寅
三
月
十
七
日
七
十
三
才
遷
化
ス
ト

自
〈
身
延
廿
八
代
日
箕

他
〈
日
議
平
賀
日
述
小
浜
日
運
碑
文
谷
日
晴
奥
津
日
遵
谷
中
日
賦
六
人

延
山
食
師
《
翌
寛
文
七
未
十
月
廿
三
日
六
十
七
才
遷
化

飯
高
華
壺
蛙
計
鋤

四
十
六
世

妙
乗
院

(〃3）



(40ウ）

四
十
六
世
領
峰
院
日
逓
上
人
初
印
宜
卜
云
う
字
湛
如
二

（
■
且
）

甲
州
巨
摩
郡
両
畑
村
宇
久
田
子
ノ
産
也
身
延
西
谷
ノ
棚
澤

勇
二
成
坊
ニ
テ
剃
髪
ス
ト
型

飯
高
轌
壼
痘
卦
趣
奥
津
妙
覺
寺
小
田
原
玉
傅
寺
二

安
永
七
戊
戊
年
小
田
原
ヨ
リ
入
山
在
位
一
年
二

同
年
十
二
月
十
八
日
七
十
四
才
入
寂
（
２
）
二

四
十
七
世
亮
心
院
日
豊
上
人
字
玄
妙
二

駿
州
小
鹿
村
ノ
産
二

（
勺
凸
）

川
越
休
基
寺
下
依
智
妙
純
寺
京
聖
飯
高
百
廿
六
呈

安
永
八
己
亥
年
六
月
八
日
下
依
智
ヨ
リ
入
山
在
位
七
年
皇

児
童
徳
癖
丸
栄
祖
五
百
遠
忌
ノ
児
竺

〔
註
〕（咽
八
）

（
の
色
）

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

元
禄
四
辛
未
年
四
月
廿
八
日
恕
田
供
義
之
新
義
企
二
停
止
被
仰
事

。
（
朱
字
）

自
〈
身
延
三
十
一
世
日
脱
池
上
〈
日
現
師
代
玄
師
ナ
ル
ペ
シ

他
〈
小
浜
日
映
碑
文
谷
日
附
谷
中
日
遼
唱
二
異
流
一
脱
師
糺
二
之
公
圏
一

〃
卜

元
禄
十
一
年
谷
中
碑
（
「
文
」
欠
落
か
）
谷
為
一
一
天
台
宗
一

△
安
永
五
申
年
頃
身
延
日
唱
不
受
悲
田
咽
プ
企
（
「
全
」
な
ら
ん
）
七
年
正

月
廿
七
日
御
裁
許
也

八
貼
付
Ｖ

シ
ト
（
読
む
）

小
田
原
遊
師
ト
云
う

(41オ）(41ウ）

同
寛
心
院
日
沖
聖
人
準
睦
桐
癸
麩
嘩
躯
詳
五
身

院
代
智
照
院
日
如
聖
人
字
泰
旦

同
慈
舟
院
日
安
聖
人
魂
蝿
罐
租
誇
五
月
廿
五
四

》
面
趣
拝
殿
葺
替
安
永
八
己
亥
八
月
廿
八
日
始
之
豊
師
代
二

裏
門
修
復
縮
ノ
根
農
家
根
更
日
豊
判
迄

三
光
堂
醒
間
畔
再
建
立
嘩
恥
鋺
恥
子
日
豊
判
迄

七
面
山
ノ
本
宮
唾
調
確
唾
軌
率
野
郷
棚
十
九
日
日
豊
判
墜

妙
石
庵
再
建
立
天
明
一
翌
閏
五
月
十
九
日
了
有
日
妙
日
豊
判
遁

高
祖
五
百
遠
忌
藪
悪
舞
蕊
認
七
日
至
十
且

相
輪
塔
溌
蕊
讓
溌
鑿
輿
罰
雛
溌
野
魅

七
面
山
ノ
幣
殿
聿
剛
拝
殿
垂
剛
酔
再
建
成
就
二
天
明
四
甲
辰
六

月
ヨ
リ
同
五
乙
巳
六
月
廿
五
日
迄
一
一
日
豊
判
形
二

天
明
五
乙
巳
年
十
月
廿
三
日
退
蔵
一
円
庵
へ
閑
居
雪

天
明
六
丙
年
九
月
三
日
七
十
四
才
入
寂
二

四
十
八
世
光
漸
院
日
源
上
人
亨
師
孫
弟
子
ナ
リ
字
會
傳
〕

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

「
上
依
智
」
を
「
下
依
智
」
と
訂
正
。

万
部
之
導
師
ト

(〃4）



上
サ
国
埴
谷
郷
寺
家
基
村
海
宝
氏
ノ
産
也
ヨ

嘩
諏
轆
濡
搾
壷
叩
檸
塞
蹄
廻
癖
唖
珪
朋
鑛
叩
日
二

師
範
ハ
漸
畢
院
日
教
聖
人
霊
翫
詞
琳
評
”
即
十
二
日
七
十
一
言

下
サ
内
山
妙
傳
寺
江
戸
二
本
榎
円
真
寺
房
州
小
松
原
二

鏡
忍
寺
飯
高
塗
壺
畦
野
営

天
明
五
乙
巳
雌
月
八
纈
同
六
丙
午
三
月
廿
日
小
松
原
ヨ
リ
入

山
在
位
八
年
二

児
童
亀
若
丸
快
勇
院
日
延
法
師
麺
”
掴
霊
君
計
莉
五
且

院
代
本
光
院
日
相
聖
人
需
玄
霧
和
華
認
銅
噸
睦
躍
騨
暉
光
二

随
身
役
不
軽
院
日
穐
聖
人
轌
峨
諏
己
酢
裕
葬
睡
持
五
墜

Ｊオ
全
甘
露
院
日
泉
聖
人
癖
軸
塾
辛
却
硲
睡
垂
時
二

２“
夏
鐘
堂
檜
皮
葺
更
天
明
六
丙
午
四
月
日
棟
札
日
源
判
型

（
１
）

寛
政
五
簔
年
正
月
廿
一
日
一
円
庵
へ
退
蔵
閑
居
二
年
二

全
六
甲
寅
年
三
月
十
七
日
八
十
六
才
入
寂
二

四
十
九
世
本
義
院
日
地
上
人

駿
州
小
鹿
村
ノ
産
二

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

戸

註
一（
１
）
イ
ニ
十
月

字
観
十
Ｊ

(42ウ）

江
戸
一
本
松
大
法
寺
理
馳
歸
畦
世
勤
ル
三
十
四
才
ノ
時
ナ
リ
飯

高
華
函
郭
什
執
色

寛
政
五
癸
丑
二
月
一
本
松
将
三
才
ニ
テ
入
山
在
位
五
年
二

児
童
徳
壽
丸
嘩
靜
本
具
院
日
專
聖
人
罰
跡
福
弔
癖
銅
如
醒
哉

日
］院
代
潮
文
院
日
暹
聖
人
洗
鞭
藩
一
訴
雌
村
田
妙
法
宣

随
身
役
本
勝
院
日
運
聖
人
諏
僻
噸
市
醒
函
賑
や
蝿
畦
坊
二
閑
居
而
当

院
代
本
理
院
日
慶
聖
人
影
辮
蔦
賊
詳
八
十
二
才
も

三
門
檜
皮
葺
替
成
就
挙
盧
酔
瓦
葺
也
有
し
故
梢
皮
ト
ス
当

古
仏
堂
檜
皮
葺
更
成
就
二

（
９
Ａ
）

寛
政
九
丁
巳
年
八
十
七
才
ニ
テ
ー
円
庵
へ
退
蔵
閑
居
四

年
ヨ
八
十
八
歳
ノ
祝
寛
政
十
年
戊
午
一
円
庵
ニ
テ
三
シ
切
本
尊

ヲ
出
ス
ヨ

寛
政
十
二
庚
申
年
八
月
六
日
九
十
才
入
寂
三

五
十
世
教
山
院
日
沽
上
人
字
教
俊
ヨ

〔
註
〕（
１
）
十
月

(〃5）



(43ウ） (43オ）

五
十
一
世
明
静
院
日
全
上
人
字
完
妙
二

佐
渡
国
ノ
産
二

江
戸
二
本
榎
円
心
寺
三
十
世
閑
居
飯
高
埜
産
謂
掴
計
も

寛
政
十
戊
午
年
十
二
月
薙
纈
同
十
一
己
未
年
一
諏
距
諦
畑
入
山
在

位
五
年
二

児
童
智
騨
院
日
定
大
徳
韓
蒋
幸
癸
藷
露
磁
吋
靖
迩
ナ
当

院
代
智
勝
院
日
産
聖
人
毒
驍
錨
丙
轆
推
跨
拒
吋
暉
埋

同
智
雄
院
日
観
聖
人
露
嘩
群
一
庚
申
十
一
月
十
三
Ｌ

同
大
翁
院
日
現
聖
人
迦
峰
銅
計
理
地
月
糟
刈
跨
老
隠
居
ナ
当

随
身
了
牙
院
二

同
智
優
院
日
領
聖
人
字
弁
紋
大
坂
狸
祇
寺
呈

七
面
山
別
当
浄
妙
院
二

下
サ
方
田
村
法
光
寺
荻
久
保
中
道
寺
上
依
知
妙
傳
寺
包

小
湊
山
四
十
二
世
飯
高
埜
匪
奉
拝
季
も

寛
政
十
戊
午
年
三
月
廿
九
日
小
湊
ヨ
リ
入
山
在
位
一
年
二

院
代
大
隆
院
日
勇
聖
人
零
審
諏
歴
当
郵
睡
櫛
。
郵
韓
雪
馳
廿
程
習

随
身
重
厚
院
日
實
聖
人
読
鍵
訟
影
難
曇
螺
欝
ご

奥
院
別
当
教
住
院
日
慶
大
徳
率
嘩
率
到
耗
唾
月
十
二
Ｌ

寛
政
十
年
罎
緬
ユ
池
十
月
十
九
日
八
十
一
才
入
寂
二

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(44オ）

五
十
二
世
堅
樹
院
日
盛
上
人
字
本
考
二

北
総
飯
塚
村
ノ
産
也
ヨ

下
サ
鏑
木
村
妙
経
寺
本
所
本
仏
寺
十
三
世
飯
高
蓉
垂
楯

牝
卦
浬
］

嘩
噸
麺
罷
蝿
蝿
卵
雅
唖
坤
認
可
嘩
壼
期
に
網
日
二

師
範
〈
常
毒
院
日
詮
聖
人
宝
暦
十
二
壬
転
流
賑
計
栖
盤

文
化
元
甲
子
年
三
月
朔
日
本
所
ヨ
リ
入
山
在
位
三
年
二

児
童
榮
樹
丸
榮
樹
院
日
凰
聖
人
鐸
権
需
癖
蛎
〃
癖
初
〈
本

理
呈
安
政
五
戊
午
六
月
十
八
日
化
三

院
代
玄
涛
院
日
健
聖
人
蓉
醸
鍔
甲
輌
聿
恥
叶
秘
盤

同
勇
進
院
日
猛
聖
人
蕊
鎚
率
認
韓
六
乙

随
身
至
真
院
二

同
教
樹
院
日
遵
聖
人
桴
罐
嘩
久
雄
認
房
州
季
稚
如
院
．
天
保
六

乙
未
正
月
二
十
日
化
六
十
七
才
望

奥
院
別
当
教
円
院
皇

霊
宝
蔵
ノ
家
根
ハ
挿
牌
箪
蜘
一
梢
皮
一
有
合
ノ
銅
瓦
ヲ
以
テ
聾
し
之
］
享
和
三
年
癸

亥
ノ
夏
棟
札
日
全
判
型

享
和
三
癸
亥
年
十
一
月
二
日
一
円
庵
へ
退
蔵
閑
居
六
年
二

文
化
五
戊
辰
年
四
月
六
日
八
十
三
才
入
寂
三

(〃6）



(44ウ）(45オ）

文
化
三
丙
寅
年
二
月
十
九
日
七
十
五
才
入
寂
三

五
十
三
世
上
妙
院
日
奏
上
人
字
海
雄
二

川
越
本
能
寺
小
湊
山
四
十
四
世
飯
高
蓮
壺
碩
伝
針
畦

率
識
趾
坤
塑
建
立
主
二

文
化
三
丙
寅
年
五
月
廿
六
日
小
湊
ヨ
リ
入
山
在
位
九
年
二

初
ノ
院
代
潮
恩
院
二

次
ノ
院
代
孝
超
院
日
登
聖
人
懲
瀞
建
遮
も
職
羅
蛎

（
１
）
文
化
十
一
甲
戊
正
月
十
三
日
化
］

七
面
山
別
当
潮
摩
院
日
序
聖
人
却
嘩
柵
弐
鵬
雌
十
蔀
騨
壷
十
些

奥
院
別
当
了
牙
院
包

太
平
橋
跡
垂
耐
再
建
ス
文
化
三
丙
寅
年
十
月
吉
且

追
分
祖
師
堂
再
建
立
文
化
四
年
丁
卯
正
月
日
奏
判
塑

文
化
八
辛
未
年
閨
八
月
十
九
日
賜
論
旨
参
内
二

同
十
一
甲
成
年
十
月
廿
五
日
一
円
庵
へ
退
蔵
閑
居
二
年
二

同
十
二
乙
亥
年
九
月
廿
九
日
八
十
四
才
入
寂
二

五
十
四
世
智
透
院
日
審
上
人
字
顔
厚
三

院
師
〈
智
票
院
顕
厚
日
純
聖
人
三
田
薬
王
寺

随
従
〈
前
明
院
宙
遡
日
逗
魍
人
小
湊
三
十
九
世
薬
王
寺
歴
ヨ

〔
註
〕（
１
）
院
代
緋
紋
ノ
初
ナ
リ

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(45ウ）(46オ）

京
松
ヶ
崎
文
識
下
サ
岩
部
村
大
乗
寺
廿
二
世
飯
高
二

百
三
世
皇

文
化
十
二
乙
亥
年
二
月
廿
六
日
岩
部
ヨ
リ
入
山
在
位
三
年
三

児
童
顎
完
院
日
甚
法
師
文
政
二
己
卯
七
月
七
Ｌ

随
身
役
智
本
院
二

同
智
善
院
日
調
聖
人
字
恵
鑑
本
所
木
仏
書
奥
津
妙
兜
寺
後

二
昶
真
院
日
倫
ト
改
ム
嘉
永
二
己
簡
十
月
十
五
日
化
三

奥
院
別
当
了
樹
院
日
正
大
徳
天
保
四
癸
露
舘
胴
什
海
謹

奥
院
題
目
千
部
執
行
永
代
］
文
化
十
一
甲
塵
ハ
月
奏
師
企
之
同
十
二
乙
亥
三

月
審
師
代
成
就
ス
］

太
平
橋
再
掛
更
跡
些
耐
文
化
十
三
丙
子
年
八
月
大
風
雨
水
二
》
乙
損
ス
ル
故

一
一
再
興
同
年
冬
成
就
一

文
化
十
四
丁
丑
年
七
月
二
日
八
十
一
才
入
寂
三

五
十
五
世
潮
文
院
日
暹
上
人
字
海
郁
二

甲
州
一
ノ
瀬
妙
了
寺
三
十
世
（
１
）
越
後
村
田
妙
法
寺
三
飯

高
二
百
廿
二
世
京
聖
也
（
２
．

文
化
十
四
丁
丑
年
九
月
十
四
日
桂
誌
訓
華
忘
岬
在
位
九
年
二

児
童
万
濤
丸
潮
雛
院
日
容
法
師
文
政
四
辛
巳
年
十
一
月
十
二
且

院
代
智
伸
院
日
達
聖
人
奉
職
起
密
輌
説
彗
即
谷
血
蝋
翰
寺
豊

同
養
心
院
日
遊
聖
人
雰
琿
廻
繭
唾
錘
跨
榧
轤
畔
覚
重

(〃7）



(47オ） (46ウ）

七
面
山
ハ
蓮
成
院
日
行
聖
人
天
保
九
噸
錨
捗
距
計
暉
磐

奥
院
ハ
潮
明
院
日
住
聖
人
天
保
六
乙
未
捕
聿
肱
迄
計
響

同
大
玄
院
日
孝
聖
人
天
保
元
庚
瑚
統
垂
叶
炉
恥
ハ
十
九
才
］

古
仏
堂
ノ
祖
師
開
帳
文
政
三
庚
寅
年
三
月
十
一
日
園
リ
六
十
日
間
深
川
浄
心

寺
ニ
テ
当

（
４
毛
》
）
御
廟
八
角
堂
本
殿
拝
殿
共
回
禄
文
政
四
辛
巳
八
月
九
日
ノ
夜
九
シ
畠

永
代
不
易
塞
翻
叩
千
部
経
文
政
五
壬
午
年
四
月
回
り
始
ル
発
願
主
遇
師
ヨ

供
厨
唾
畑
粋
再
建
立
睡
率
痙
庵
癖
鋤
蛎
錆
轆
日
暹
判
逼

八
角
堂
醒
間
娠
再
建
立
文
政
五
年
壬
午
十
月
十
三
日
成
就
日
暹
判
迄

御
供
所
ノ
額
〈
本
妙
律
師
ノ
筆
文
政
五
壬
午
九
月
且

率
嚥
罪
中
谷
へ
松
涛
庵
新
建
立
文
政
四
率
巳
ノ
年
始
多
一
同
六
年
癸
未
年

十
二
月
成
就
施
主
《
江
戸
御
本
丸
ノ
大
奥
八
十
女
］
沌
尾
女
屋
潤
女
ニ
テ
金
百
五
十

両
納
之
遇
師
ノ
出
金
三
百
両
ナ
リ
入
費
一
束
テ
四
百
五
十
両
余
也
逗
師
建
立
ソ
開
蕊
閑

居
ス
（
５
）
ヨ

（
６
）三
大
堂
丼
諸
堂
回
禄
趣
麺
蛙
森
癖
拝
皿
銅
蹄
吐
畑
神
融
秤
趣
も
本
堂

祖
師
堂
位
牌
堂
二
天
門
円
師
堂
鐘
楼
鼓
楼
二
重
塔
二
燈
主

堂
萬
燈
室
上
行
堂
舞
台
弁
楽
屋
番
所
摂
待
所
ご
作
事
小
屋

廊
下
五
ヶ
所
一
時
ニ
焼
亡
ス
ョ

仮
祖
師
堂
畦
一
掘
嘩
露
圭
孵
神
脾
砥
叩
率
嘩
棟
札
日
邊
判
迄

（
マ
マ
）

此
堂
〈
後
二
仮
本
堂
ト
ス
又
タ
後
二
外
位
牌
堂
ト
ス
ヨ

認
過
去
帳
拾
五
冊
鑿
鵲
樋
溌
誌
串
月
日
日
邊
判
迄

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(47ウ）

五
十
六
世
太
裕
院
日
晴
上
人
字
天
中
初
癖
畑
噸
玲
や
改
倉

師
範
太
玄
院
日
沼
聖
人
毒
蝿
認
辛
頚
惟
恥
恥
唯
管

荻
久
保
中
道
寺
山
科
文
講
飯
高
二
百
三
十
四
世
二
甲

州
河
内
領
成
罵
矢
崎
教
信
庵
二
閑
住
ス
ヨ

文
政
八
乙
酉
年
十
月
十
日
矢
嵜
ヨ
リ
入
山
在
位
二
ヶ
年
二

院
代
太
蓮
院
日
養
聖
人
天
保
八
丁
諏
李
聴
誤
朝
院
十
四
坐

仮
鐘
堂
太
鼓
堂
仮
舞
台
仮
廊
下
等
造
之
二

文
政
七
甲
申
十
月
祖
師
堂
同
時
会
式
前
ナ
リ
ヨ

祖
師
堂
再
建
立
企
之
文
政
八
乙
酉
年
正
月
十
三
日
釿
初
当

毒
量
院
文
殊
之
社
雨
再
建
溌
八
乙
製
轆
轤
日
遷
翌

文
政
八
乙
酉
年
八
月
廿
二
日
退
蔵
酔
松
涛
庵
へ
閑
居
六
年

間
二

同
十
三
嘩
保
元
ナ
”
年
九
月
廿
二
日
九
十
一
才
入
寂
二

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

東
京
板
橋
本
涛
院
ニ
モ
住
居
ス

越
後
糸
魚
川
経
王
寺
十
六
世
卜

村
田
ヨ
リ
歎

文
政
四
（
年
）
焼
失
〈
頭
註
〉

是
迄
ノ
ー
円
庵
ハ
如
何
ソ

文
政
七
年
火
災
〈
頭
註
〉

(IM)



(48オ）

随
身
役
太
量
院
日
考
聖
人
毒
蝿
桶
四
誕
蝿
聿
犀
吋
恥
聾

同
太
涛
院
日
永
聖
人
蓉
準
繧
三
庚
寅
九
月
八
日
一

奥
院
ハ
太
潮
院
日
命
鋼
天
保
四
癸
巳
杣
聿
躯
淋
皿
雪

七
面
山
〈
蓮
成
院
日
行
聖
人
（
１
．

祖
師
堂
専
ラ
普
請
中
也
二

文
政
九
丙
成
年
九
月
八
日
七
十
二
才
入
寂
二

（
ワ
“
）
望

五
十
七
世
究
寛
院
日
舜
上
人
字
義
端
皇

江
戸
麻
布
妙
祝
寺
京
聖
飯
高
二
百
三
十
二
世
皇

文
政
十
丁
亥
年
二
月
廿
六
日
妙
祝
寺
ヨ
リ
入
山
在
位
一
年
二

院
代
真
如
院
日
湊
聖
人
字
通
海
久
ヶ
原
安
祥
寺
呈

随
身
一
真
院
日
治
聖
人
字
巨
舜
駿
府
感
応
寺
二

七
面
山
ハ
蓮
成
院
日
行
聖
人
積
啓
坊
二

〔
註
〕（
１
）

（
２
）身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

遅
師
代
ヨ
リ
勤
続
歎

因
二
記
ス
ー
ノ
瀬
妙
了
寺
〈
代
食
中
筆
谷
ニ
テ
住
職
ノ
処

文
政
八
酉
年
舟
五
代
豊
心
院
日
俊
聖
人
谷
中
瑞
輪
寺
へ
移

転
ス
依
テ
晴
尊
前
御
代
松
和
田
谷
ヨ
リ
三
十
六
代
へ
孝
叔

日
梵
聖
人
上
サ
ョ
リ
尊
命
ヲ
以
テ
入
山
ス
ト
太
研
院
卜
云

院
号
考
プ
ベ
シ

(49オ） (48ウ）

五
十
八
世
是
運
院
日
環
上
人
字
是
運
三

嘩
奉
醒
露
鰄
癖
鯛
趣
廿
畦
甲
二

師
範
ハ
是
應
院
日
堅
聖
人
鼈
酔
や
鍾
需
薪
銅
畑
戸
錘
哩
織
嘘
塑

寺
荻
久
保
中
近
寺
奥
津
妙
覚
寺
等
ノ
歴
飯
高
玄
文
両
瞬
主
ナ
リ
］
天
明
五
乙
巳
十
一
月

三
日
化
ス
ヨ

松
崎
村
下
憩
顯
資
寺
京
膳
峰
文
講
谷
中
妙
揚
寺
二
飯

高
二
百
三
十
八
世
ヨ

文
政
十
丁
亥
年
冬
請
待
同
十
一
戊
子
二
月
廿
八
日
露
岬
舞
輻
当

児
童
千
代
毒
丸
是
詮
院
日
常
聖
人
醇
醍
潅
谷
山
田
氏
ノ
亀

慶
応
二
丙
寅
九
月
廿
八
日
化
雁
蝉
浄
準
識
錘
聰
鑑
雛
窄
娠
吋
濯
嘩
田
日
啓
丼
二
］

同
松
毒
丸
霊
玄
院
日
悪
法
師
文
政
十
一
皀
丑
五
月
十
九
旦

院
代
是
経
院
日
琳
聖
全
穫
蹄
幣
踊
且

同
是
中
院
日
考
聖
人
轌
醍
錘
諏
趣
狸
碓
禮
七
Ｌ

同
是
幹
院
日
登
聖
人
痔
唖
錘
己
和
銅
歴
極
寺
日
下
谷
宗
延
身

同
隻
樹
院
日
扇
聖
人
字
智
応
後
二
当
山
六
十
二
代
ノ
山
雪

随
身
是
山
院
日
領
聖
人
群
恥
垂
辛
卯
二
月
十
八
日
三
十
一
塾

奥
院
ハ
寛
秀
院
日
舜
上
人
直
豊

祖
師
堂
専
ラ
普
請
中
也
二

文
政
十
年
註
齢
詑
八
月
二
十
日
七
十
四
才
入
寂
ヨ

(〃9）



(49ウ）

同
是
明
院
日
清
聖
人
天
保
九
雌
嘩
唖
叶
劫
磐

七
面
山
〈
蓮
成
院
日
行
聖
人
認
騨
罎
噸
麺
櫛
即
雑
鋤
噸
積
善
坊
廿
三

世
二
奥
院
ハ
了
樹
院
日
正
大
徳
舞
岬
酎
部
幽
魂
月
揺
椛
蛎
瞳
ハ
当

（
妃
平
橋
鋤
仁
雨
埜
報
計
扉
癖
咋
蛎
三
十
日
大
水
流
失
環
師
代
昌

此
ノ
文
政
十
一
子
年
六
月
三
十
日
ノ
大
風
雨
大
水
ニ
テ
山
内
橋
含
不
レ
残
落
ル
所
を
大

破
ヨ
損
三
門
衛
咽
堂
ノ
即
掬
妙
梱
坊
談
林
談
合
場
二
字
一
円
雁
上
断
町
下
所
町
一
狐
町

《
マ
マ
）

人
家
数
軒
流
失
常
唱
堂
ノ
扣
病
人
小
座
井
二
病
人
皆
ナ
流
死
上
新
町
ニ
テ
ヨ
女
壱
人
流

死
山
内
諸
所
川
除
普
諦
等
致
ス
ニ

東
照
宮
ノ
社
唾
尺
六
娘
同
雨
覆
醒
輌
再
建
立
雄
纒
十
賑
轆
避
月
成

就
］

（
の
＆
）方
丈
向
不
残
焼
失
文
政
十
二
己
丑
九
月
六
日
戌
ノ
中
刻
二

五
重
塔
飛
火
ニ
テ
類
焼
ス
ヨ

會
合
所
大
方
丈
小
方
丈
経
堂
御
真
骨
ノ
宝
蔵
中
央
拝
殿
］

古
仏
堂
奥
位
牌
堂
奥
書
院
学
問
所
休
息
所
寄
附
ヶ
茶
之

間
ご
大
庫
裏
新
土
蔵
御
霊
屋
永
守
社
霊
宝
蔵
ノ
拝
殿
表

門
二
長
部
屋
通
本
橋
廊
下
数
ヶ
所
浴
室
不
浄
場
数
ヶ
所
型

計
二
拾
八
棟
卜
云
フ
ヨ

仮
厨
司
再
建
立
対
維
細
文
政
十
二
己
丑
十
二
月
吉
辰
成
就
棟
札
日
環
判
迄

仮
對
面
所
銅
州
居
間
程
鯉
銀
茶
之
間
部
間
一
恥
寄
り
附
錘
輌
響
玄

関
式
童
一
両
孵
飯
基
場
鴎
輌
番
部
屋
嘩
緬
粋
會
合
駈
祥
舌
之

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(50') (50オ）

ニ
タ
間
ナ
リ
仮
作
事
造
立
筆
謹
懇
堵
謡
垂
竣
論
篭

珂
代
］

奥
ノ
院
祖
師
搾
率
頤
釦
詮
輌
宮
開
帳
謹
極
叶
咋
庚
緬
畦
順
計
“
超
Ｊ

同
祖
師
ノ
宮
殿
再
建
銅
毒
十
三
庚
寅
年
施
主
江
戸
芝
中
村
ャ
平
兵
衛
ノ
母
一

祖
師
堂
群
癖
趣
暹
師
ノ
企
テ
晴
舜
環
ノ
四
代
ヲ
経
テ
全
ク
成

就
急
螺
語
座
寅
十
一
月
十
日
上
棟
日
環
判
形
但
シ
ニ
拾

間
四
面
也
二

同
祖
師
ノ
宮
殿
再
建
鍾
零
謂
謡
鞘
驚
難
型
一
擢
雛

《
マ
マ
）
（
マ
マ
）

殿
開
眼
法
要
勤
之
宮
殿
ノ
施
主
大
坂
身
延
癖
年
参
孵
中
ヨ
大
仏
師
ハ
法
橋
林
如
水
作
之

千
金
二
及
フ
也
日
環
判
形
（
４
）
二

舞
台
乍
蝋
劫
同
樂
屋
雨
撫
二
野
蕊
鴻
蹄
梨
謁
二

通
本
握
一
十
耐
再
建
立
天
保
二
辛
卯
年
掛
之
傘
畦
一
棟
札
日
環
判
迄

栖
神
法
窟
ノ
麺
継
轆
蝉
噸
掛
ル
涯
認
輝
郭
岬
岨
維
酔
挿
露
”
慰
謝
醤

大
方
丈
什
垂
剛
再
建
立
唾
垂
癖
輌
酎
調
計
産
卵
岬
棟
札
日
環
判
迄

御
真
骨
ノ
宝
蔵
唾
間
群
檸
輕
舞
流
蛎
塵
死
曇
錨
札
日
環
判
墜

古
仏
皇
箭
畔
再
建
睡
墾
癖
柳
極
銅
泗
覗
奉
初
同
十
月
叶
奉
祁
謎
棟
卦

燈
主
堂
箭
輌
萬
燈
室
睡
醒
十
二
年
ノ
企
テ
天
保
二
辛
卯
年
十
月
十
三
日
当

日
現
代

奥
ノ
院
御
供
班
一
間
輌
新
建
立
琴
癖
睡
嘩
諏
酔
鈍
主
下
山
村
野

細
繊
睡
常
唱
堂
三
門
妙
法
堂
四
條
殿
ノ
各
額
環
師
ノ
筆
ご

篭
釜
塔
両
尊
井
無
辺
行
安
立
行
ノ
ー
菩
薩
一
三
四
大
天
王

("0)



ノ
像
天
保
二
辛
卯
年
十
月
日
環
開
光
ス
ヨ
当
国
青
柳

村
中
纒
諦
獅
雫
謹
錘
聿
諏
両
合
テ
八
百
両
也
二

宗
祖
五
百
五
十
遠
忌
天
保
二
辛
卯
十
月
十
三
日
華
枕
朋
什
垂
叩

進
二
万
部
経
供
養
勤
之
五
十
八
世
日
環
師
代
二

天
保
二
辛
卯
年
十
一
月
廿
五
日
松
涛
庵
へ
退
蔵
閑
居
十
一

年
二

同
十
二
辛
丑
年
八
月
廿
八
日
八
十
三
才
入
寂
二

五
十
九
世
圓
中
院
日
詔
上
人
字
海
錬
三

佐
野
妙
顕
寺
飯
高
藥
壼
嘩
什
岬
小
湊
山
四
十
八
世
三

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
母
）身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

文
政
十
一
年
風
水
荒
レ
〈
頭
註
〉

文
政
十
二
年
大
火
災
〈
頭
註
〉

本
年
九
月
廿
二
日
五
十
五
代
日
遅
上
人
松
壽
庵
ニ
テ
九
十

（
マ
マ
）

一
才
遷
化
又
夕
因
二
記
ス
妙
了
寺
州
六
世
太
研
院
日
梵

〈
焼
失
後
ヨ
リ
登
山
普
請
方
作
事
奉
行
在
勤
卜

普
請
方
妙
了
寺
太
研
院
日
梵
本
年
五
月
十
二
日
遷
化
二
付

真
應
院
日
源
上
サ
福
益
村
本
念
寺
ヨ
リ
三
十
七
世
へ
入
寺

ス
依
テ
是
真
院
日
感
卜
改
名
ス
貫
主
ノ
門
弟
ト
ナ
ル
故
也

本
年
九
月
住
職
入
寺
十
月
五
百
五
十
遠
忌
初
登
山
大
會
勤

可

(51オ）う”
六
十
世
一
雨
院
日
潤
上
人
字
霄
川
ヨ

⑮
京
満
願
寺
御
庵
飯
高
藥
壼
郵
什
珪
尾
州
日
比
津
定
徳

天
保
三
壬
辰
年
二
月
廿
八
日
小
湊
ヨ
リ
入
山
在
位
三
年
一

児
童
梅
毒
丸
字
海
塾

同
福
毒
丸
英
中
院
日
孔
聖
人
毒
極
註
押
岬
麺
醸
姪
ヤ
垂
世
嘉

永
四
辛
亥
四
月
冊
日
二

院
代
遠
群
院
日
受
聖
人
酔
癖
嘩
縮
誹
廷
野
寺
長
坂
大
畏
壷

同
顕
中
院
日
方
聖
人
嘉
永
一
躍
鞆
奉
砺
艤
華
函
妙
顧
寺
二

随
身
司
中
院
日
臘
聖
人
罐
癖
群
率
癖
暖
坤
時
串
橋
妙
像
宝

七
面
山
ハ
蓮
成
院
日
行
聖
人
認
癖
握
岬
蝿
や
睡
雑
唖
雪

同
智
登
院
両
畑
村
正
徳
寺
ヨ

奥
位
牌
皇
耐
再
建
繧
華
一
痙
雑
計
繩
瑚
郵
ハ
郎
平
日
詫
判
迄

函
本
和
廊
下
に
耐
再
建
立
睡
垂
一
塞
銀
端
報
棟
札
日
詫
判
迄

天
保
四
巳
年
日
砿
師
御
代
三
ヶ
寺
緋
紋
昇
階
也
妙
了
寺
〈
日
感
長
遠
寺
〈
日
睡
］

遠
光
寺
ハ
日
満
師
ナ
リ
（
１
）

（
マ
マ
）

録
台
ハ
環
師
御
代
再
建
立
也
天
保
五
甲
午
年
四
月
吉
辰
本
石
町
八
日
郷
中
］

登
山
上
槐
ス
抑
札
日
酪
判
形

天
保
五
甲
午
年
六
月
廿
六
日
七
十
一
才
入
寂
雪

〔
註
〕（
１
）
「
天
保
四
巳
年
」
よ
り
一
‐
日
満
帥
ナ
リ
」
は
朱
字
書
入
れ

で
あ
る
。

("1)



(52オ）

寺
ョ
卵
当

天
保
五
甲
午
年
請
待
同
六
乙
未
準
月
廿
六
岬
在
位
四
年
］

児
童
癖
唖
麺
詫
潤
心
ノ
三
代
勤
ル
（
１
）
ご

院
代
相
毒
院
日
誠
聖
人
字
誓
渓
率
燕
郵
認
識
七
廉
裕
課
睡
重

随
身
真
譲
院
日
融
聖
人
蕊
識
郵
二
親
藷
徳
童

七
面
山
〈
智
性
院
日
逓
聖
人
天
保
十
二
辛
丑
、
”
”
醒
十
当

奥
院
ハ
恵
快
院
日
了
大
徳
天
保
八
丁
酉
揮
毫
助
走
針
匪
当

同
是
泰
院
日
琳
贈
聖
天
保
十
二
辛
識
椎
賑
梱
逵
叶
四
魂
十
才
昌

施
が
丈
赫
一
輌
再
建
立
繧
塞
碇
錘
拝
鐸
柊
擁
嵯
銅
畦
蛎
鮨
畔
解
矩
禰
栽
就
ご

転
罐
僻
再
建
今
般
造
作
井
唐
門
玄
関
再
建
立
令
成
就
豊

大
方
丈
ヨ
リ
外
位
牌
堂
へ
廊
下
厨
司
ヨ
リ
水
泌
楼
へ
廊
下
掛
之
］

天
保
七
年
丙
申
春
二
月
吉
日
棟
札
日
澗
判
形

松
平
左
京
大
夫
頼
學
殿
御
参
詣
嶽
率
社
蛎
岬
匪
鋤
千
八
十
人
も

天
拝
ノ
祖
師
本
社
七
面
宮
霊
仏
霊
宝
等
開
帳
］
天
保
八
丁
酉

年
七
月
十
九
日
ヨ
リ
日
延
共
七
十
日
間
於
深
川
浄
心
寺
］

大
坂
巡
説
殖
諦
壷
酔
銅
伸
蛎
妙
犀
雑
恥
津
難
癖
繩
五
ヶ
寺
井
。

中
國
西
国
四
国
九
州
巡
説
天
保
九
十
十
葎
繧
酢
蓉
輌
も

宝
珠
殿
識
面
鼬
之
額
萬
燈
額
長
明
室
額
潤
師
ノ
筆
二

天
保
九
戊
成
年
閨
四
月
七
日
八
十
才
入
寂
ご

夢
中
の
歌
月
影
に
の
ほ
れ
る
わ
し
の
た
か
ね
ま
て
ミ
ろ
ひ
き
た
ま
へ
毘
る
遮
那
は
と

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(52ウ）(53オ）

六
十
一
世
智
了
院
日
心
上
人
字
泰
忍
皇

Ｔ
）一
ノ
瀬
妙
了
寺
三
十
三
世
飯
高
二
百
五
十
六
世
二

京
聖
也
武
州
川
越
本
應
寺
ヨ
リ
ヲ
コ

天
保
九
戊
戊
年
十
月
九
日
入
山
在
位
五
年
二

（
趣
哩
）児
童
榮
毒
丸
泰
栄
院
日
了
學
士
誕
職
捧
守
鴎
弼
箭
衿
群
耐
や

鍾
才
】

す
）全
松
壽
丸
泰
常
院
日
雄
大
徳
誕
唖
稗
癖
寺
垂
抄
手
吟
識
謝
二

己
酉
八
月
十
二
日
］

（
４
）児
童
竹
涛
丸
］

（
４
）
（
５
）

同
千
毒
丸
上
市
ノ
瀬
村
ノ
産
青
柳
定
兵
衛
ノ
長
男
ナ
ム

院
代
本
立
院
日
哀
聖
人
字
海
慈
江
戸
原
町
幸
国
孟

同
慈
謙
院
日
義
聖
人
春
保
十
一
毒
酬
握
馴
罐
酷
雷

同
文
義
院
日
登
聖
人
字
海
郁
谷
中
経
王
雪

随
身
智
円
院
日
登
聖
人
辱
塞
認
長
辮
布
率
裡
毒
壬
霊
揮
”
銅
祷
四

七
面
山
〈
智
等
院
日
毒
聖
人
笹
走
本
妙
雪

戸

,－， ，－，註
2 1ｰ
ｰ嘗

け
↓

心
師
ノ
下
へ
出
ス

水
鳴
楼
卜
云
う
歎

("2)



(53ウ）

六
十
二
世
壁
樹
院
日
扇
上
人

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

奥
院
ハ
本
持
院
日
定
贈
聖
安
政
六
己
粒
錘
躯
計
叱
遵

牽
天
州
持
国
毘
沙
門
二
大
像
睡
岬
軒
狸
準
綜
月
日
心
師
開
聾
芝
中
村
ャ

平
兵
衛
母
イ
ク
女
納
ル
“
”
雑
唾
計
産
瓠
》
圭
一
一
認
瞬
郵
哩
罐
舜
“
輌
毛
安
匪
ス
ヨ

本
堂
再
建
之
企
テ
舜
癖
井
渥
轆
誇
正
月
十
三
日
日
心
判
堅

蝿
緬
石
ノ
大
水
鉢
井
両
屋
托
嘩
辨
榊
記
樒
録
醐
逵
輯
衛
門
心
師
代

銅
弥
榊
惣
金
柱
金
極
彩
色
金
張
付
花
天
井
須
弥
壇
會
白
檀

板
ノ
間
〈
樫
ノ
ト
キ
出
シ
塗
壱
式
施
主
池
田
本
覺
寺
歴
ヨ

本
涛
院
日
行
聖
人
古
金
小
判
三
百
両
納
ル
天
保
十
一
蝿
子

年
二

二
重
寶
塔
唾
間
銀
再
建
ノ
企
テ
天
保
十
二
辛
丑
年
三
月
］

円
師
堂
醒
間
畔
再
建
立
唾
華
酔
一
憲
榧
解
熱
銅
日
心
判
迄

天
保
十
三
壬
寅
年
三
月
九
日
七
十
五
才
入
寂
二

〔
註
〕
（
冠
４
）

（
⑥
色
）

（
ｑ
》
）

（
刈
坐
）

（
医
Ｊ
）

心
扇
聞
ノ
三
代
勤
ル

（
マ
マ
）

後
チ
閲
師
ノ
下
へ
出
ス

秀
岸
院
日
心
有
之
故
二
該
山
住
職
中
〈
真
卜
云
う

天
保
九
年
妙
了
寺
ニ
テ
諦
待
式

諮
潤
心
ノ
三
代
勤
ル

字
智
繼
皇

(54オ）

越
後
国
ノ
産
皇

師
範
〈
智
應
院
日
慶
聖
人
瀦
夢
輕
轆
型

越
後
柏
崎
福
泉
寺
歴
飯
高
二
百
七
十
八
世
京
聖
東
山
文

講
三
二
州
岡
崎
丸
山
長
徳
寺
廃
地
之
寺
ヲ
再
興
〆
開
避
ス
同
寺
ヨ
リ
晋
山
乙

天
保
十
三
壬
寅
年
（
１
）
五
月
廿
七
日
入
山
在
位
三
年
二

（
２
×
３
）

院
代
妙
信
院
日
法
聖
人
字
要
中
三
Ⅲ
葉
王
寺
二

随
身
太
彦
院
日
等
聖
人
却
率
垂
秘
碑
郵
肝
晦
謹
認
識
蝉
轌
山
四
身
（
マ
マ
）

七
面
山
ハ
妙
應
院
日
真
聖
人
癖
蜘
杣
玲
辨
繩
蝉
窪
挫
逗
鯉
蛎
（
龍
華
チ

奥
院
ハ
是
諦
院
日
研
聖
人
露
唾
郡
乙
識
術
確
朴
磁
壺
御
椛
布
ゴ

扇
師
ノ
弟
子
二
垂
噸
辮
癖
〉
鋤
私
乗
麺
頚
呼
鐸
榊
轆
癖
鐇
雑
一
躍
琳
幸
帝
僻
幸
三

外
ノ
位
牌
堂
家
根
替
輪
板
噸
癖
辨
綜
距
麺
十
二
月
企
之
同
十
四
癸
卯
Ｊ

（
守
り
）

二
重
ノ
塔
地
形
柱
立
ノ
事
天
嘩
汁
幽
露
柳
鉾
祇
銅
塀
也
素
立
迄
二

麺
緬
唾
惣
朱
塗
り
金
具
成
就
天
保
十
五
甲
辰
雪

刹
女
堂
槍
皮
葺
更
泌
錨
御
酔
鋤
確
窄
本
入
新
迩
扇
師
代
ヨ

（
８
）

天
保
十
五
甲
辰
正
月
四
日
七
十
二
才
入
寂
ヨ

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

一
ノ
瀬
妙
了
寺
ニ
テ
請
待
式

「
妙
心
院
」
を
「
妙
信
院
」
と
訂
正

（
マ
マ
）

後
チ
薪
師
ノ
御
代
院
代
再
勤
ス

("3)



(54ウ）(55オ）

六
十
三
世
一
乗
院
日
閲
上
人
字
観
具
三

房
州
加
茂
日
運
寺
大
坂
雲
雷
寺
池
田
本
覚
寺
小
湊
皇

飯
高
雲
靜
詣
華
一
響

弘
化
元
甲
辰
四
月
小
湊
ヨ
リ
入
山
在
位
二
年
二

児
童
竹
毒
丸
字
観
衷
・
Ｔ
。

？
）

全
千
審
丸
字
観
正
（
１
コ
（
３
）
下
市
ノ
セ
余
林
寺
大
師
了
泉
重

（
マ
マ
）

後
チ
真
恭
院
日
利
上
人
等
鋸
改
ム
明
治
五
壬
申
三
月
十
二
日
当

院
代
本
敬
院
日
禎
聖
人
字
貞
静
軒
蕊
鑪
捧
難
頃
Ｊ

随
身
大
千
院
日
観
聖
人
字
観
玄
小
湊
ノ
妙
運
雪

七
面
山
〈
中
應
院
日
運
聖
人
嘉
永
五
壷
霧
鋤
恥
姻
雪

二
重
塔
屋
根
弁
造
作
弘
化
元
甲
辰
ヨ
リ
同
二
乙
巳
年
雪

弘
化
二
乙
巳
年
二
月
十
五
日
七
十
七
才
入
寂
二

（
４
）
ト
ア
リ
仙
應
寺
ナ
ル
ペ
シ

（
５
）
妙
了
寺
日
感
聖
人
ノ
門
弟
ニ
ソ
頭
山
院
卜
云
う
浅
原
村
柴

田
覚
平
ノ
師
匠
ナ
リ

（
６
）
隠
居
シ
テ
上
方
筋
へ
行
キ
住
化

（
７
）
一
ノ
瀬
妙
了
寺
永
代
松
和
田
谷
ニ
テ
法
類
相
続
許
可
免
状

大
本
尊
御
授
与
之
事
日
扇
（
上
）
人
代
天
保
十
三
寅
年
也

該
寺
〈
三
十
七
世
日
威
代
ナ
リ

（
８
）
「
十
」
を
「
十
五
」
と
訂
正

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(55ウ）

六
十
四
世
不
老
院
日
仲
上
人
”
恥
卜
云
う
字
要
順
三

下
サ
国
安
久
山
村
木
下
氏
ノ
産
二

嘩
鍛
癖
薙
睡
馳
叩
琳
趣
嘩
梱
詳
記
託
顕
恥
托
岨
日
二

（
■
Ｌ
）

師
範
〈
専
心
院
日
格
聖
人
字
馴
要
詮
穂
謬
月
製
財
聾
も

腹
高
玄
文
両
議
当

武
州
堤
方
妙
雲
寺
村
田
妙
法
寺
飯
高
準
謡
瘤
封
一
瞥

弘
化
二
乙
巳
年
七
月
五
日
村
田
ヨ
リ
入
山
在
位
二
年
二

院
代
妙
守
院
日
護
聖
人
癖
耀
郵
壬
輌
掘
確
緬
垂
叫
娠
騨
一
テ
化
乙

随
身
妙
智
院
日
恵
聖
人
蓉
煙
聿
壬
罐
唖
恥
極
曹

（
マ
マ
〉

同
妙
衣
院
日
忍
聖
人
字
皐
蜘
鶏
蝿
騨
祥
師
ノ
驍
幽

七
面
山
ハ
是
諦
院
日
研
聖
人
睡
嘩
毒
牽
封
地
硫
醇
五
十
六
も

奥
院
〈
妙
禅
院
日
輝
聖
人
慶
応
封
率
認
稲
垂
時
確
認
聴
立
壷

児
童
“
癖
地
各
江
戸
ノ
産
仲
桂
薪
ノ
三
代
勤
ル
ー

〔
註
〕
（
令
上
）

（
の
色
）

（
の
⑨
）

心
扇
閲
ノ
三
代
勤

改
テ
顎
感
卜
云《マ
マ
）

児
二
登
山
ノ
翻
り
妙
了
寺
日
感
ノ
弟
子
分
ト
ナ
リ
法
名
顔

（
マ
マ
）

哲
ト
授
リ
其
後
山
本
坊
ノ
弟
子
ナ
ル
由
シ
日
励
師
代
取
戻

シ
顔
感
ト
云
プ

（
４
）
櫻
田
頭
本
音
羽
真
勇
院
ノ
師
匠
ナ
リ

(血4）



(56オ）

六
十
五
世
普
括
院
日
桂
上
人
字
通
寛
三

師
範
可
円
院
日
理
聖
人
字
耐
寛
ご

信
州
飯
田
長
源
寺
京
東
山
文
講
飯
高
二
百
七
十
七
世
二

弘
化
四
丁
未
年
四
月
飯
田
ヨ
リ
入
山
在
位
七
ケ
月
皇

児
童
嘩
率
執
各
江
戸
産
二

院
代
一
真
院
日
治
聖
全
輻
三
畿
蝋
零
日
八
十
四
も

随
身
括
中
院
日
誌
聖
人
蓉
鰄
趣
戊
押
噸
噸
謹
言

七
面
山
ハ
海
運
院
日
瑞
聖
人
率
嘩
認
走
母
一
韮
月
抄
認
咽
閑
昼

波
木
井
円
師
五
百
五
十
遠
忌
弘
化
三
丙
午
年
九
月
廿
五
日
里
当
ノ
処
二

（
マ
マ
）

月
廿
四
五
法
照
勤
之
］
弘
化
三
年
丙
午
二
月

南
部
八
ノ
戸
弥
六
郎
殿
ヨ
リ
代
参
来
ル
廿
四
五
両
日
三
代
香
故
二
取
越
執
行
侯
也
三

七
面
山
開
關
五
百
五
十
年
ノ
嘉
会
誕
靴
崔
銅
午
九
且

七
面
山
舜
恥
千
部
経
読
諭
始
之
嘩
僻
罰
祁
羅
軒
覗
痙
十
九
日
マ
《
。

二
重
塔
九
輪
成
就
哩
蹴
咋
緬
坪
酔
叶
調
諸
嘩
輌
棟
札
日
仲
判
型

妙
法
大
善
神
茎
詐
細
田
代
ノ
社
也
弘
恥
睾
銅
轆
軒
叩
赴
棟
札
日
仲
判

形
］

弘
化
三
丙
午
年
十
二
月
廿
三
日
七
十
三
才
入
寂
己

〔
註
〕（
１
）

（
２
）身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

西
郡
有
野
村
矢
崎
丈
右
衛
門
ヨ
リ
出
家
ス

扇
師
代
奥
院
一
一

(57オ） (56ウ）

六
十
六
世
示
宣
院
日
薪
上
人
翻
叫
桐
啼
鋤
轌
字
顕
説
］

当
国
大
椚
村
ノ
産
含
深
沢
友
左
衛
門
卜
云
旦

畦
嘩
確
濡
”
“
函
岬
嘩
誹
唾
垂
霊
毛
朋
酎
恥
日
五
牝
寸
麺
才
二

師
範
〈
顕
持
院
日
俊
聖
人
轌
峪
垂
乙
華
鋸
砲
嚇
桐
誇
Ｌ

甲
州
鈴
噸
”
”
“
謎
跨
京
山
科
文
講
飯
高
二
百
八
十
九
世
二

弘
化
四
丁
未
年
十
二
月
四
日
上
八
田
妙
長
寺
ヨ
リ
入
山
在
位

八
年
ヨ

（
■
且
）児
童
松
壽
丸
調
準
野
光
〈
要
松
圧
甲
州
中
ノ
常
仙
寺
鳥
屋
永
立
寺
駒
場
湯
沢

輔
二

（
勺
且
）同
鶴
毒
丸
塞
囲
過
妙
要
院
日
跡
法
師
朗
治
十
六
癸
未
五
月
三
十
一
旦

院
代
機
扣
院
日
宜
聖
人
癖
磁
率
凝
西
峠
浄
認
啼
辰
郷
誠
や
唾
蒔
叶
托
圭

才
化
ヨ
全
妙
信
院
日
彰
聖
人
蕊
騨
綿
發
款
鵜
瀦
鮮
鑪

紫
衣
ナ
リ
ゴ

随
身
顕
光
院
日
潅
聖
人
字
緊
応
岡
崎
円
頓
寺
三

奥
院
ハ
以
順
院
日
信
聖
人
舜
率
錨
毒
越
正
潅
認
勧
壺
雪

御
即
位
御
祈
祷
御
撫
物
御
降
弘
化
四
丁
未
八
月
十
七
日
ヨ

ョ
リ
廿
三
日
迄
一
七
日
間
祈
祷
堂
へ
出
仕
勤
之
二

弘
化
四
年
十
月
三
日
七
十
七
才
入
寂
己

("5)



(57ウ）

全
顕
正
院
日
光
聖
人
癖
函
嘩
辛
秤
釧
聴
緬
餉
申
学
重

七
面
山
ハ
崩
円
院
日
報
聖
人
鐸
唾
聿
鋸
畦
醗
躯
雑
郵
融
ハ
十
四
酋

奥
院
〈
初
ハ
太
教
院
日
清
一
天
智
玄
院
日
是
三
〈
寛
妙
院

日
述
二

認
誰
熱
韓
之
釈
迦
尊
像
再
興
認
誠
睡
繩
榊
四
月
九
饅
郵
細
瀧
為
供
雪

小
方
丈
柿
板
葺
替
弘
化
五
戊
申
年
十
月
吉
日
二

通
本
橋
回
廊
柿
板
葺
替
全
十
二
月
吉
日
二

夏
鐘
堂
柿
板
葺
替
餉
緬
紳
嘉
永
改
元
申
年
十
二
月
吉
日
皇

朝
師
堂
桧
皮
葺
嘉
齢
雲
濡
畔
準
畑
成
就
日
薪
判
迄

日
朝
上
人
三
百
五
拾
遠
忌
畢
域
匪
心
岬
稗
鈴
郵
勤
之
法
会
執
行
昌

奥
ノ
院
祖
師
井
二
影
現
七
面
天
女
霊
仏
霊
宝
等
開
帳
二

嘉
永
二
己
酉
七
月
十
九
日
ヨ
リ
六
十
日
間
於
深
川
浄
心
寺

薪
師
代
ご

皷
模
座
輌
寺
３
）
嘉
永
二
酉
九
月
薪
師
代
企
之
本
所
深
川
惣

講
中
ご

千
篭
仏
像
再
興
”
毬
逵
却
年
八
月
於
深
川
開
鰻
中
一
体
ツ
ム
ノ
施
主
３

日
薪
開
光

大
方
丈
土
瓦
葺
更
鐸
毒
壼
碓
鏥
耐
甑
鍼
緬
也
日
薪
判
迄

釈
尊
二
千
八
百
遠
忌
録
鑑
理
舞
膳
塞
瑚
卦
五
且

一
切
経
井
経
蔵
垂
如
露
挙
輌
再
建
立
姦
永
四
辛
亥
十
叩
諦
牢
繩
棟
札
一
傅

大
士
普
成
普
建
唐
金
宝
塔
］

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(58オ）

丈
六
釈
尊
像
衣
更
砥
癖
鯲
認
識
騨
準
津
蝿
識
五
且

本
地
堂
剛
四
箸
建
立
赦
鴎
鯉
鍾
月
鍬
紗
二

本
化
上
行
之
像
再
興
癖
舜
極
睡
謡
醒
闇
蝉
惜
薪
師
開
光
］

古
仏
堂
替
地
軒
酔
唾
鶏
引
移
ス
津
琴
海
軒
孵
杷
呼
之
延

涛
量
院
ノ
社
土
瓦
葺
替
嘉
聡
鍾
娠
酔
馳
繩
日
日
薪
判
迄

本
堂
琳
潅
捌
麺
妨
入
砿
十
舞
雑
恥
蜘
罐
憧
鯛
桐
斜
率
露
塑
華
耐
生
蓉
琴
報
慨
無
理
拉

日
上
棟
同
滋
壬
子
七
月
七
日
入
仏
供
養
棟
札
日
薪
判
型

二
天
門
唾
間
銅
再
建
立
陸
趣
鰊
銅
耗
季
眠
癖
奉
月
叶
詫
卵
迄

御
真
骨
ノ
宝
蔵
銅
瓦
井
壁
上
塗
り
成
就
澁
璽
永
六
炎
舵
年
ゞ

同
中
筌
柵
潔
匪
闘
謹
殿
謹
蔓
立
繧
到

燕
刈
添
悔
妹
雨
即
惚
岫
括
”
”
緬
躍
鯉
率
睡
山
箭
日
薪
判
堂（
で
ぞ
）

五
重
農
蟄
一
篝
建
立
企
之
曝
確
識
綴
蛎
初
。

奥
院
祖
堂
土
瓦
葺
替
嘉
永
六
丑
九
月
成
就
日
薪
判
迄

興
師
堂
一
彌
畔
再
建
立
溜
幟
齢
鯉
畔
鰔
組
七
日
成
統
日
薪
判
邑

上
ノ
山
大
黒
堂
檜
皮
葺
替
嘉
舞
浄
唾
畔
軸
螺
六
日
日
薪
判
迄

八
幡
宮
拝
殿
堀
翌
唾
輌
再
建
立
噸
華
帷
擢
誕
紳
拒
月
上
棟
日
薪
判
邑

（
句
Ｊ
）奥
位
牌
堂
土
瓦
葺
替
嘉
永
七
寅
年
二
月
成
就
皇

（
。
。
）議
之
上
行
浄
行
両
菩
薩
ノ
像
蜜
誌
蕊
澱
唾
琶
薪
師
開

("6)



(58ウ）

六
十
七
世
智
鏡
院
日
椴
上
人
字
旭
芳
皇

越
後
国
之
産
鉢
崎
ナ
リ
上
輸
村
妙
泉
寺
ノ
悩
中
ナ
ム

師
範
ハ
遠
来
院
日
衷
聖
人
華
偲
輌
醗
壁
五
湘
州
率
唯
重

江
戸
原
町
幸
国
寺
（
１
）
小
湊
山
京
聖
飯
高
二
百
九

十
八
世
二

嘉
永
七
甲
寅
年
六
月
六
日
小
湊
ヨ
リ
入
山
在
位
五
年
］

（
⑪
⑫
）児
童
亀
詳
丸
顕
涛
院
日
長
法
師
誕
炉
惇
率
九
瞬
幟
如
醗
子
３

（
④
の
）同
幸
褥
丸
邦
一
半
罐
樋
師
ノ
弟
子
乙
詳
丸
秤
噸
池
産
腫

光
二

嘉
永
七
甲
寅
年
二
月
十
一
日
七
十
七
才
入
寂
三

戸

/-、 ／－， ，－、 ，－， ，－， ，－， ，－， ，－、註
8 7 6 5 4 3 2 1ｰ
ゼゼゼンーーー警身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

仲
桂
薪
ノ
三
代
勤
ル

但
シ
癖
輌
〃
銅
繩
》
叩
錐
朴
唾
プ

「
四
間
」
を
「
四
方
」
と
訂
正
。

嘉
永
二
己
酉
正
月
企
之

嘉
永
二
己
酉
九
月
企
之

弘
化
三
丙
午
仲
師
代
企
之

『
色
・
千
）

古
仏
堂
引
地
シ
其
跡
へ
此
位
牌
堂
ヲ
引
巾
シ
〈
頭
註
〉

去
ル
天
保
二
年
十
月
環
師
御
代
青
柳
村
諸
尊
彫
刻
納
ル
ー

（
マ
マ
）

サ
鉄
不
足
故
二
今
回
納
ル
ト
見
へ
タ
リ

(59ウ） (59オ）

師
ノ
弟
子
二

院
代
智
禅
院
日
顕
聖
人
痔
趣
奉
丙
唾
纒
幸
磁
塒
五
Ｌ

同
妙
音
院
日
舞
聖
人
嘩
癖
酪
戊
曄
評
卵
榧
毒
日
谷
中
増
輪
宝

《
ｑ
》
）

随
身
魁
妙
院
日
信
聖
人
癖
馳
嘩
辛
隷
掘
如
月
朔
Ｌ

七
面
山
〈
静
養
院
日
勝
聖
人
字
一
遠
天
津
日
没
寺
村
田
妙
法
雪

奥
院
〈
智
静
院
日
如
聖
人
慶
応
四
戊
嘩
神
噸
姉
壼
響

同
潮
旭
院
日
登
聖
人
明
治
八
乙
麺
糀
劫
叶
垂
雪

嘉
永
七
寅
年
八
月
廿
五
日
賜
論
旨
同
廿
九
日
参
内
皇

緬
撫
蹄
古
作
之
持
国
毘
沙
門
天
王
ノ
ー
像
二
天
長
年
中
定

朝
作
嘉
永
七
甲
寅
九
月
撤
師
代
三

誹
雄
金
燈
篭
一
対
癖
彬
繩
榊
孵
鰯
粗
郎
納
之
油
料
金
三
十
画

舞
台
土
瓦
野
更
嘉
永
七
甲
寅
十
月
吉
辰
日
樹
形
包

大
地
震
哩
蝿
味
群
麺
癖
計
秀
明
咽
蝿
擁
》
秤
函
醗
麺
幟
唾
勢
汕
必
唾
上
陸
鐸
師

（
マ
マ
）

御
帰
路
鬮
中
諸
所
御
巡
教
中
一
ノ
瀬
妙
了
寺
ニ
テ
布
教
一
之
砺
リ
震
付
虹
二
御
帰
山

也
］

謬
零
庫
裏
再
建
詐
鮮
嘩
蕊
藍
蕊
手
成
賦
日
撤
半
迄

新
土
塵
耐
粋
造
立
安
政
二
年
乙
卯
十
月
日
日
樋
判
型

永
守
社
寡
一
群
射
雨
覆
殻
再
建
立
安
政
三
両
辰
雨
騨
酒

裏
門
檜
皮
葺
更
安
政
三
丙
肢
年
二
月
廿
八
日
日
橘
判
墜

祖
師
堂
ノ
人
天
蓋
権
称
奉
酔
諦
再
興
爆
将
癖
中
へ
依
頼
当
安
政
三

（
マ
マ
）

("7)



(60j-)

辰
年
三
月
廿
八
日
棟
札
日
樋
判
迄

瑠
濡
箕
不
滅
度
ノ
額
謹
誰
辰
薙
鶏
尼
富
ノ
罫

相
輪
塔
準
線
華
鐸
癖
挙
犀
唯
嘩
酢
御
錨
謹
挿
郊
籠
光
塞
”
一
鋼
電
野

金
仏
ノ
釈
尊
華
蕊
融
論
礎
代
日
孤
師
自
分
有
志
↑
一
テ
修
復
。

法
久
庵
手
却
識
之
額
樋
師
ノ
筆
三

溌
文
殊
普
賢
ノ
ー
像
鑑
輻
龍
需
鴎
鰯
謝
壁

（
マ
マ
）

古
仏
堂
ノ
祖
師
密
僻
蛙
諏
唾
開
帳
安
政
四
丁
巳
七
月
十
九
日
回
り
】
六
十
日

間
於
深
川
浄
心
寺
］

唐
本
一
切
経
坤
雄
畦
嘩
共
安
政
四
丁
未
八
月
良
辰
谷
中
領
玄
寺
画
リ
納
之
］

脹
金
ノ
大
水
鉢
一
対
鑑
鰐
讓
瀦
撤
師
岱

一
切
経
蔵
峰
蹄
袴
誰
趣
率
率
邇
咋
雑
握
潅
迩
醒
津
蛎
耀
庇
行
翌

二
重
塔
謡
議
壗
率
墓
甥
作
令
卿
備
也
日
樋
判
迄

惣
門
桧
皮
葺
更
睦
謡
縛
建
望
瀞
納
日
樋
判
迄

五
重
塔
監
軽
灌
謂
四
款
懇
謬
之
刻
納
之
日
樋
判
堅

奥
書
院
学
問
所
休
息
延
鴫
室
一
報
砦
建
皇
安
政
三
丙

辰
年
秋
企
之
同
年
十
二
月
吉
辰
上
棟
日
樋
判
形
同
六
年
ご

己
未
年
三
月
全
成
就
二

安
政
五
戊
午
年
十
二
月
廿
九
日
七
十
九
才
入
寂
］

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(60ウ）

六
十
八
世
慈
祥
院
日
資
上
人
字
友
貞
ご

泉
州
堺
ノ
産
］

師
範
〈
妙
境
院
日
研
聖
人
蝉
睦
酩
菰
確
持
砿
癖
率
唖
重

上
総
木
戸
妙
久
寺
京
岡
崎
満
願
寺
飯
高
準
聿
壼
極
茎
も

了
）
？
）

安
政
六
己
未
年
京
岡
曹
リ
四
月
廿
六
日
入
山
在
位
二
年
ヨ

児
童
誠
涛
丸
野
蹄
維
子
教
俊
日
貞
（
３
二

同
秀
褥
丸
零
噸
縫
子
樋
準
燕
匿
郷
過
久
二
壬
戌
九
月
六
Ｌ

院
代
永
壽
院
日
等
聖
人
癖
謎
掘
丙
認
却
躯
鍋
蓋
日
シ
ナ
常
光
重

同
戒
修
院
日
確
聖
人
艤
謬
鶴
唾
鴇
五
乙

随
身
厚
濁
院
日
曼
聖
人
字
教
応
土
州
要
法
雪

（
且
論
）

七
面
山
ハ
寛
厚
院
日
容
聖
人
鐸
識
”
大
殿
唯
嘩
蠕
誇
正
認
酔
稚
簿
制
動

ル
ヨ
（
５
）
］

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

川
越
本
鯉
寺

薪
樋
二
代
動
ル

（
日
）
遵
ト

去
ル
嘉
永
二
己
酉
春
日
薪
上
人
御
代

薪
師
代
建
立

薪
師
代
釿
始
メ
地
形
取
り
歎

("8)



(61オ）

奥
院
ハ
是
教
院
日
良
聖
人
明
治
十
四
辛
吐
睦
恥
制
作
邸
ハ
十
二
も

二
重
塔
ノ
諸
尊
入
仏
供
養
安
政
六
年
己
未
日
実
判
迄

錐
面
鯉
本
社
幣
殿
拝
殿
桧
皮
葺
替
井
惣
修
復
成
就
皇

安
政
六
己
未
年
八
月
十
九
日
日
実
郵
謬
三

通
本
橋
震
災
大
損
惣
修
復
右
同
断
日
実
判
迄

一
切
経
蔵
ハ
蕊
擬
蕊
謬
噌
金
千
五
百
七
十
五
両
翌
蕊
誌
申
年

四
月
二
日
吉
辰
日
実
判
迄

太
鼓
堂
〈
織
諏
献
睡
健
塾
蠅
罪
磁
罐
到
師
極
畦
蕊
馳
錨
酔
浄
潅
蝿
畦
騨
蛎
垂
極
確

認
騨
緬
群
汁
睦
覗
潴
癖
墜
棟
札
ハ
万
延
元
年
庚
申
六
月
吉
辰

日
実
判
堅

帝
釈
皇
一
雨
粋
再
建
立
報
瀝
娠
砿
榊
鋤
趣
季
申
日
日
実
判
乞

円
師
堂
震
災
二
付
惣
修
復
妬
確
元
庚
申
年
日
実
判
迄

卜

極
鋤
之
雨
家
根
土
瓦
琳
唖
誌
障
軸
織
殿
為
二
土
瓦
一
日
実
判
迄

五
重
塔
再
建
成
就
之
棟
札
砺
隼
睡
率
却
酔
勤
軸
峰
緬
岑
頤
奔
計
涯
翻
叶
霧

（
マ
マ
）

師
代
企
之
撞
師
実
師
ノ
ー
ヨ
代
ニ
テ

全
成
就
ス
日
実
判
形
一

万
延
元
庚
申
年
十
一
月
四
日
八
十
三
才
入
寂
ヨ

〔
註
〕（
１
）
一
ノ
瀬
妙
了
寺
ニ
テ
請
待
式

（
２
）
「
三
」
を
「
二
」
と
訂
正
。

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(62オ） ⑯1ウ）

六
十
九
世
事
感
院
日
琢
上
人
字
宣
慶
］

甲
州
東
南
胡
村
之
産
也
三

師
範
〈
事
玄
院
日
祥
聖
人
寺
垣
確
妙
祠
麺
罰
糊
討
池
産
四
耀
雌
持
轌

東
南
胡
長
久
寺
歴
京
山
科
文
講
飯
高
三
百
二
世
佐

野
妙
顕
寺
ノ
ー
準
歴
小
湊
山
ヨ
リ
ヨ

萬
延
元
庚
申
年
野
津
報
訟
詔
鯖
待
同
十
二
日
入
山
在
位
五
年
ご

児
童
政
涛
丸
弟
子
宣
會
日
顕
三

同
亀
毒
丸
弟
子
宣
禎
甲
府
ノ
産
琢
祥
両
代
勤
ル
ヨ

院
代
智
心
院
日
定
聖
人
毒
球
認
柳
馳
癖
討
弟
奔
垂
毒
鋤
篭
垂
認
犀

壬
戌
七
月
七
日
化
ヨ

代
中
鋼
死
二
付
呂
柵
寺
へ
葬
ル
ー
鍬
］

同
智
進
院
日
慈
聖
人
癖
率
報
放
肝
樋
律
師
高
且

（
マ
マ
）

同
潮
松
院
日
通
聖
人
護
評
娠
撫
翰
謬
鵠
鯉
露

八
十
四
才
ゴ

（
■
＆
）

随
身
事
妙
院
日
晄
聖
人
字
宜
四
ッ
谷
妙
行
き

七
面
山
〈
見
如
院
日
輝
聖
人
文
久
四
鞘
誌
蝋
噌
宣

へへへ

5 4 3
ｰｰｰ

「
上
条
法
光
寺
」
歴
。

「
観
」
を
「
寛
」
と
訂
正
。

（
マ
マ
》

此
時
キ
ノ
随
従
ニ
鵜
川
日
行
後
二
浅
草
玉
泉
寺
内
房
本

成
寺

友
後
二
切
石
正
博
寺
へ
住
死

("9)



(62ウ）

満
水
房
大
蓮
房

奥
院
ハ
智
啓
院
日
明
聖
人
文
久
三
癸
亥
三
月
廿
一
日
五
十
五
も

同
顕
隆
院
日
勢
聖
人
唖
榊
識
誠
価
誌
津
砺
識
報
酬
月
廿
一
日

五
十
八
才
二

古
仏
堂
柿
板
葺
替
成
就
文
久
一
至
戊
三
月
下
旬
日
琢
判
迄

奥
ノ
院
祖
師
霊
拝
垂
面
霜
開
帳
眩
秘
一
纒
癖
峠
湖
叶
軌
日
凰
リ
六
ゴ

（
マ
マ
》

久
遠
寺
ノ
額
睡
”
程
》
落
沙
鰯
輌
峨
鐸
施
主
日
本
橘
十
三
日
婿
對

琢
師
代

清
正
堂
醗
醒
蝉
畷
調
醗
耀
蕊
識
勢
岬
綴
雪

二
天
門
成
就
睡
描
唾
岬
彗
群
率
郵
野
吐
蠅
坐
蝿
光
ナ
リ
棟
札
日
琢
判
迄

五
百
大
阿
羅
漢
之
像
睡
誕
諏
排
岼
繩
締
砂
施
主
江
戸
太
田
嘉
右
衛

門
二

審
一
王
門
蝿
鑑
睡
獅
轆
葺
密
顧
郵
献
嘩
聿
月
廿
七
日
棟
札
日
祥
判
墜

元
治
元
甲
子
年
七
月
三
日
八
十
才
入
寂
望

七
十
世
止
明
院
日
祥
上
人
”
挙
日
肺
字
顎
鶴
二

越
後
国
田
家
村
ノ
産
一

睡
睡
迦
露
蒔
檸
叩
甑
越
唾
廻
庵
骨
酎
卵
に
銀
日
］

読
師
〈
妙
静
院
日
観
聖
人
天
保
難
悪
蕊
鰕
蝋
本
寺
豊

次
ノ
師
ハ
智
明
院
日
了
聖
人
轌
醐
噸
乙
率
梱
孝
聡
罐
噸
喧
一
十
五
卦

雰
匿（
１
）
字
の
記
賊
が
不
完
全
で
あ
る
。

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(63オ）

京
山
科
文
講
京
妙
傅
寺
脇
献
潔
蘓
雛
讓
灘
野
菊

執
囑
穆
咋
哉
飯
高
三
百
四
世
］

元
治
元
甲
子
年
惑
溺
認
十
月
二
日
入
山
在
位
七
菫

（
１
）

児
童
万
涛
丸
麺
李
ノ
産
額
観
日
明
一

同
菊
涛
丸
諏
李
ノ
産
内
藤
氏
本
祥
日
観
二

？
）

同
鶴
涛
丸
麺
鈩
ノ
産
鮮
明
院
日
舜
法
師
榧
蝿
賑
琿
丑
括
哲

院
代
妙
衣
院
日
忍
聖
人
嬢
浮
雫
麺
綴
鋒
塑
訓
臨
離

御
代
随
啄
当
番
役
シ
動
ル
今
般
院
穐
職

腹
応
三
丁
卯
二
年
五
月
九
日
六
十
四
才
化
］

同
順
妙
院
日
恵
聖
人
樵
嘩
睡
寺
厩
↓
唾
癖
坤
蜘
塞
誌
州
画
趣
日
霞
捧

州
瞬
妙
鋤
諦
瓠
誕
唾
七
蝿
汁
誰
配
托
雪
趣
財
睡
渉
祁
至

随
身
観
樹
院
日
明
聖
人
字
木
考
布
施
妙
泉
寺
廿
五
豊

（
３
）

谷
中
妙
行
寺

七
面
山
〈
是
諦
院
日
研
聖
人
慶
応
元
乙
丑
九
月
十
日
五
十
六
も

同
太
善
院
日
大
聖
傘
鐡
三
瞬
澁
鮮
擬
蕊
一
雨

腸
シ
テ
化
ス

廿
六
日
八
十
一
才
二

奥
院
〈
誠
壽
院
日
順
聖
人
轆
錨
捗
池
針
作
弛
九
日
四
十
七
才
二

七
面
山
ノ
拝
殿
向
拝
檜
皮
葺
更
慶
応
元
乙
丑
九
月
叶
馳
鞭
”
罫

（
４
諾
）三
門
類
焼
ス
慶
應
元
乙
丑
十
二
月
十
四
日
昼
四
シ
半
時
ヨ

リ
中
谷
仙
筆
坊
ヨ
ョ
リ
出
火
円
筆
坊
山
本
坊
松
井

坊
恵
善
坊
竹
之
房
二
定
林
房
樋
沢
坊
了
源
坊

(〃0）



(63ウ）(64オ）

至
言
坊
南
之
坊
法
雲
坊
二
正
運
坊
本
学
坊
凉
池

坊
常
経
坊
常
唱
堂
同
別
当
寮
】
天
神
社
太
子
堂

三
夜
堂
妙
翁
社
妙
見
堂
松
尾
社
三
一
王
尊
ノ
供
所

束
テ
小
堂
八
ヶ
所
支
院
十
七
ヶ
房
扱
テ
ヨ
上
町
中
町

上
新
町
横
町
片
隈
町
下
町
地
鴎
琳
握
咋
癖
錘
辿
当

仮
リ
ニ
王
門
建
立
罐
趣
一
丙
睡
畔
郵
郵
七
日
日
祥
判
邑

舞
蜑
郷
認
繩
錨
稲
騨
率
諏
錘
岬
廻
木
柱
ニ
テ
土
瓦
故
亜
ク
桁
垂
ル
ユ
５
吋
治

（
マ
マ
）

元
戊
辰
十
月
吉
辰
日
祥
判
堅

ヲ

明
治
三
庚
午
年
七
月
八
日
久
掩
鋳
碓
藷
職
賜
二
宣
旨
．
全
十
一
日

東
京
御
所
参
内
皇

奥
ノ
院
鐘
堂
蝿
認
幟
汲
再
建
立
娠
塗
露
癌
瀝
朋
枕
郵
崎
”
鯉
口
祥
判
避

燈
主
堂
柿
板
葺
替
成
就
明
治
三
庚
午
年
十
月
十
三
日
日
祥

判
形
］

（
６
）

同
三
年
十
一
月
七
日
退
蔵
ス
西
谷
本
梱
坊
閃
鵬
三
年
ム

ノ

明
治
四
未
年
春
為
二
御
療
養
一
東
京
雑
司
ヶ
谷
法
明
寺
へ
御

越
シ
夫
ヨ
リ
生
国
三
越
後
へ
師
親
ノ
廟
参
二
御
越
シ
御
滞

（
句
ｆ
）

在
同
五
壬
申
六
月
九
日
金
津
妙
蓮
ヨ
寺
ニ
テ
御
遷
化
奉
二

火
葬
一
七
月
九
日
法
明
二
寺
へ
着
同
八
月
十
九
日
全
ク
当

山
へ
御
着
九
月
二
日
全
骨
拝
礼
同
日
二
御
本
葬
也
二

明
治
五
壬
申
年
六
月
九
日
八
十
六
才
入
寂
二

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(64ウ）

〔
註
〕（
１
）
琢
祥
両
代
勤
ル

（
２
）
祥
師
（
「
代
勤
ル
」
の
意
な
ら
ん
。
）

（
３
）
扇
師
代
〈
奥
ノ
院
ヲ
勤
ル
尤
モ
御
弟
子
ニ
テ
随
従
来
ル
仲

祥
両
代
〈
七
面
山
別
当
也

（
４
）
慶
曜
之
火
災
〈
頭
註
〉

（
５
）
戊
辰
ノ
乱
年
上
野
戦
争
年
ナ
リ
維
新
ノ
改
革
命
ナ
リ

（
６
）
実
ハ
翌
年
春
御
出
京
ナ
リ

（
マ
マ
）

（
７
）
実
〈
田
家
村
妙
本
寺
ニ
テ
示
寂
ノ
由
シ

七
十
一
世
智
現
院
日
祷
上
人
”
婦
卜
字
瀞
忍
ユ

当
国
西
郡
戸
田
村
ノ
産
二

片
瀬
休
基
寺
白
銀
妙
円
寺
長
坂
大
長
寺
小
湊
山
三

京
東
山
文
講
飯
高
三
百
廿
七
世
↓

明
治
三
庚
午
十
一
月
十
五
日
請
待
十
二
月
三
日
秘
蟠
り
在
位

二
ヶ
年
当

院
代
智
殿
院
日
理
上
人
》
識
蝿
鍬
鴫
谷
円
通
寺
長
坂
大
長
ゴ

同
智
順
院
日
逗
聖
人
字
泰
忍
南
ノ
阿
洲
三
世
竹
之
坊
三
十
二
当

随
身
智
定
院
Ｌ
響
聖
人
雰
輌
謬
岬
酬
砿
曾
村
妙
蕃
重

七
面
山
ハ
智
逗
院
日
照
聖
人
字
兜
存
西
谷
先
哲
大
乗
坊
三
十
三
必

奥
院
〈
円
明
院
日
感
聖
人
字
是
忍
常
栄
坊
本
行
房
四
十
幽

小
庫
裏
ヲ
作
り
大
庫
裏
を
復
ソ
会
式
等
二
用
之

平
常
〈
用
二
小
叩
裏
一
穀
倉
味
哨
倉
等
新
二
造
之
ヨ

ヲ

(I2I)



⑯5ウ） ⑯5オ）

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

奥
書
院
柿
板
葺
替
之
明
治

奥
書
院
柿
板
葺
替
之
明
治
四
辛
未
歳
日
瀞
判
迄

明
治
四
辛
未
年
三
月
七
日
久
埋
儘
誰
持
職
賜
二
宣
旨
一
同
十
四
日
参

〈
マ
マ
）

内
］
也
御
出
京
御
参
内
相
済
ミ
帰
路
ニ
テ
御
遷
化
ノ
由
シ
也
二

厨
司
惣
修
復
明
治
四
辛
未
年
五
月
成
就
日
禰
師
代
二

外
位
牌
堂
柿
板
葺
替
鋤
治
率
春
韓
秤
郭
賑
瞬
鍬
陸
嘩
塾

明
治
四
辛
未
四
月
十
八
日
八
十
一
歳
入
寂
零
在
位
五
ヶ
月
塾

七
十
二
世
獅
音
院
日
健
上
人
垂
鰄
睦
認
蝿
正
字
光
運
三

丹
波
国
福
知
山
ノ
産
北
風
氏
］

師
範
ハ
重
厚
院
日
費
聖
人
読
鐸
壺
議
欺
緋
下
谷
宗
延
寺
星

谷
中
信
行
寺
丹
波
福
知
山
常
昌
寺
洗
足
御
松
庵
二
閑

？
）

住
奥
笛
妙
覚
寺
歴
飯
高
準
壼
幸
幽

明
治
四
辛
未
九
月
十
六
日
錨
十
月
朔
日
誌
理
岬
在
位
四
年
二

（
２
）

院
代
燈
遵
院
日
峡
聖
人
篭
静
甑
癖
騨
錦
銅
纒
乙

（
Ｑ
》
）

随
身
醇
厚
院
日
康
聖
人
聿
磁
甑
真
蕊
誰
常
確
鐡
鋤
諏
妙
純
寺
野

実
〈
当
山
七
十
四
世
吉
川
日
鑑
上
人
ノ
肉
弟
ナ
リ
姓
《
福
政
明
治
廿
一
年

二
月
十
三
日
化
一

七
面
山
八
十
六
世
（
４
）

別
当
再
勤
太
善
院
日
大
聖
人
溌
望
乾
詳
蕊
噌
職

制
一
才
二

奥
院
（
５
）

別
当
円
明
院
日
感
聖
人
騨
蹄
癖
調
寸
唯
当

⑯6オ）

明
治
五
壬
申
三
月
五
日
久
樋
礒
唯
諾
職
於
二
甲
府
城
一
賜
宣
】
昌

全
年
教
部
省
被
設
諸
宗
大
山
唾
聴
踊
出
二
付
健
師
出
京
皇

全
四
月
廿
八
日
権
少
教
正
賜
宣
旨
同
日
参
内
］

全
六
月
十
三
日
大
教
正
賜
宣
旨
同
日
参
内
ヨ

奥
ノ
院
祖
師
嘩
哩
畦
麺
毒
開
帳
明
治
五
壬
申
五
月
十
五
日
ヨ

リ
三
一
千
日
之
間
五
日
ノ
日
延
ア
リ
於
深
川
浄
心
寺
修
行

賦
蕊
認
識
畷
卦

燈
主
堂
土
瓦
二
改
メ
葺
更
確
率
氷
噸
始
動
溌
垂
幸
報
疹
塞
睦
不
眠
鯉
判
逼

明
治
五
年
十
二
月
三
日
即
（
マ
ご

明
治
六
年
一
月
一
日
ト
改
リ
大
陽
暦
卜
改
ル
也
未
曽
有
之
大
改

正
也
二

大
坂
巡
説
程
十
六
年
諦
唾
錘
鏡
率
率
聴
麹
蝿
巍
罐
月
健
師
代
二

礒
唖
翻
轆
釈
迦
堂
修
復
柿
板
葺
更
到
蹄
踵
酉
日
健
判
遥

清
正
堂
器
再
建
立
籍
癖
黒
煽
鯉
鎖
砺
溌
認
蕊
企
当

・
同
二
月
廿
三
日
釿
初
メ
今
明
治
六
癸
酉
二
月
廿
日
成
就
上

棟
日
健
判
迄

発
診
祖
師
堂
修
復
家
根
茅
葺
成
就
日
健
判
迄
開
關
六
百

年
二
相
当
ル
明
治
六
年
癸
酉
三
月
十
七
日
二

当
山
開
關
六
百
年
之
嘉
会
個
畔
誇
霊
率
羅
鵬
輌
卦
釦
露
野
趣
担
酔
繊
舶

（
マ
マ
）

上
田
本
掲
寺

祐
師
］
勤
之
当

皷
模
屋
根
更
明
治
六
癸
酉
六
月
十
六
日
棟
札
日
健
判
迄

(122)



(66ウ）

外
位
牌
堂
柿
板
葺
替
成
就
鵡
誰
之
鯉
師
代
成
竪

（
ｎ
コ
）井
二
内
外
壁
塗
り
替
噸
馳
奉
卸
許
成
就
日
健
代
二
明
治
七
甲
成

年
二
月
吉
辰
（
四
二

小
方
丈
水
田
桜
也
土
瓦
新
規
葺
替
唖
蹄
畦
岬
成
日
健
判
迄

奥
院
ノ
祖
師
堂
井
廊
下
拝
殿
共
修
復
井
家
根
更
等
二

明
治
六
年
癸
酉
十
一
月
八
日
上
棟
昨
申
ノ
歳
東
京
開
帳
ノ

有
志
ヲ
三
以
テ
修
造
之
大
教
正
日
健
判
遥

（
皿
）

支
院
拾
三
ヶ
坊
県
庁
ョ
リ
廃
寺
被
申
酋
咽
薙
謬
強
絲

？FgT3a？愚全
一四一一一曹嘗

（
皿
）

明
治
七
甲
戊
四
月
廿
四
日
退
蔵
西
谷
本
種
坊
へ
閑
居
廿
九
ヶ

日
ト
ヨ

全
五
月
廿
二
日
八
十
四
才
入
寂
二

無
檀
ニ
ソ
ヨ
無
住
卜

密
上
侯
故
也
（
亜
）
ヨ

学
頭
ト
シ
テ
出
京
一

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

認
健
両
代
勤
ル

遷
化
年
号
か
。

上
東
御
名
代
一
真
院
日
治
聖
人
駿
府
麗
心
寺
歴

学
頭
ト
シ
テ
出
京
文
嘉
誠
研
泰
山

五
十
三
世
ト

里
見
（
氏
）

福
重
（
氏
）

祥
健
両
代
勤
ル

(67オ）

準
歴
潮
生
院
日
祐
上
人
字
義
裏
］

明
治
二
己
巳
年
二
月
初
分
飯
高
再
檀
三
百
三
十
六
世
信
州

上
田
本
陽
二
寺
十
五
世
京
東
山
文
講
ご

明
治
六
癸
酉
六
月
八
日
本
陽
寺
ヨ
リ
入
山
轆
輌
琴
雌
輌
巡
野

当
山
開
關
六
百
年
之
嘉
会
法
要
勤
之
同
月
廿
四
日
一
コ
信

州
へ
御
帰
寺
明
治
六
年
癸
酉
八
月
十
五
日
七
十
二
才
ニ

テ
ヨ
御
遷
化
本
陽
寺
へ
葬
ル
ョ

七
十
三
世
文
明
院
日
薩
上
人
大
僧
正
字
文
嘉
］

上
州
桐
生
ノ
産
新
居
氏
（
１
）
二

（
２
）

師
範
ハ
大
車
院
日
運
聖
人
震
浮
輔
護
鐸
熟
議
躍
鶚

寺
京
東
山
文
解
一

（
８
）

（
９
）

へへへへ

13121110
ｰｰ嘗一

侍
従
ト
シ
テ
吉
田
日
具
伊
奈
日
要

《
マ
マ
》

各
上
京
御
名
代
ナ
リ
後
チ
御
自
身
モ
出
京
ス
〈
頭
註
〉

明
治
七
年
二
月
迄
力

記
職
順
の
違
う
旨
記
し
て
あ
る
。
本
来
“
丁
裏
に
あ
り
。

註
（
ｍ
）
往
見
。
指
定
順
に
随
い
本
文
に
記
入
し
た
（
前

後
四
項
目
）
・

（
マ
マ
）

是
レ
ハ
外
位
牌
堂
ノ
更

県
下
自
他
宗
ト
モ
一
般
也

但
シ
妙
了
寺
ノ
子
院
モ
廃
寺
モ
書
上
同
様
被
廃
候
事

実
〈
猪
根
村
頂
法
寺
へ
御
隠
住
力

(123)



⑯8オ） (67ウ）

東
京
駒
込
蓮
久
寺
率
峨
峨
蝉
罪
〆
南
谷
談
林
ニ
テ
日
講
ス

抑
モ
師
。
壮
年
ヨ
リ
加
州
竜
像
寺
優
陀
那
日
輝
和
尚

二
随
学
シ
充
洽
園
ノ
壱
人
ナ
リ
ニ
依
テ
蓮
久
寺
住
中
モ
私

塾
ヲ
設
ヶ
生
徒
ヲ
教
育
ス
遇
を
明
治
維
新
ノ
革
命
藝
際
シ

朝
庭
教
部
省
ヲ
創
立
〆
諸
宗
ノ
学
侶
ヲ
芝
増
上
寺
大
教
院

へ
徴
集
ス
ヨ
師
〈
初
メ
ョ
リ
出
勤
ソ
宗
内
百
般
ノ
事
務
ヲ

主
ル
実
二
維
新
ノ
元
勲
也
皇

明
治
七
戌
ノ
春
七
宗
取
締
ト
メ
甲
信
等
巡
回
派
出
勤
ル
全

ノ
二

年
依
二
本
省
命
．
当
山
七
十
三
世
二
住
職
晋
山
シ
テ
内
外

之
流
弊
ヲ
蔽
正
一
新
ス
初
メ
訓
導
］
ヨ
リ
大
教
正
二
昇
級

シ
後
二
任
大
僧
正
管
長
勤
務
鑓
鶉
識
亜
諦

因
二
記
ス
加
州
充
洽
園
ノ
学
生
方
一
一
コ

新
居
文
嘉
日
薩
吉
川
誠
研
日
鑑
二

吉
田
尭
存
日
昇
甲
フ
侭
立
寺
住
化
三
村
宴
政
日
修
一

小
林
泰
山
日
昇
恥
誰
嘩
新
潟
本
中
田
日
阜
一

存
朗
二

以
上
三
（
血
沿
）

明
治
七
甲
成
三
月
三
日
久
遠
寺
住
職
賜
二
指
令
一
教
部
省
ヨ

リ
ヨ

（
５
）

全
五
月
十
九
日
四
十
六
才
｝
一
テ
入
山
在
位
三
年
三

管
長
奈
職
中
殊
二
宗
内
百
般
ノ
事
務
多
忙
二
付
出
京
二

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(68ウ）

代
理
晴
心
院
日
陳
聖
人
》
玄
雌
飯
高
華
藷
酎
悔
唖
醤
甲
府

遠
光
達
士
戚
鑪
轆
轤
罷
鶴
耕
年
也
鯛
薦
十
四
辛

巳
三
月
十
日
化
当

代
理
自
厚
院
日
鑑
聖
人
鍔
諏
鵬
飯
高
玄
講
六
百
三
十

世
三
下
総
内
山
村
妙
光
寺
剛
醗
蝕
癖
酎
野
翻
誰
荊
睾
岬
銅

仔
酔
渉
調
罐
蝿
窄
ヶ
年
二

七
面
山
〈
要
中
院
日
顕
聖
人
訓
舞
函
鮨
十
咋
雑
十
稻
率
シ
胴
糀
罰
日
七

十
才
二

奥
院
〈
本
鏡
院
日
行
聖
人
娠
蔀
掘
吋
郵
馳
五
噸
垂
揃
韮
醒
寺
五
十
一
茜

明
治
七
甲
戊
年
十
一
月
中
旬
緬
藷
囎
鵠
獺
山
里

山
内
旧
規
改
正
十
六
ケ
条
其
余
漸
次
二
麓
正
之
事
】

明
治
七
年
十
一
月
廿
二
日
甲
駿
ノ
三
ヶ
寺
支
院
中
会
議
〕

（
６
）

支
院
四
十
七
ヶ
坊
合
併
鋤
報
托
評
脆
什
垂
朋
津
尉
輝
祁
会
翌

建
置
寺
三
十
五
ヶ
坊
二

改
正
条
件
ヨ

皇
政
維
新
ノ
御
趣
意
二
相
基
キ
百
般
ノ
事
務
旧
弊
ヲ
洗
除
ス

ヘ
キ
ハ
勿
論
皇
勉
テ
無
益
ノ
冗
務
ヲ
相
省
キ
教
義
研
究
ヲ
専

務
卜
相
心
掛
報
国
謹
二
法
ノ
本
意
ヲ
以
テ
僧
儀
ヲ
相
乱
サ
ス

文
明
ノ
気
運
二
進
歩
シ
治
化
翼
ご
賛
ノ
功
相
立
候
様
注
意
有

之
度
今
般
山
内
改
正
左
之
通
相
定
皇
候
二

(〃4）



(69オ）

一
山
主
百
日
祖
堂
朝
勤
ノ
定
限
廃
止
セ
シ
メ
在
山
中
毎
朝
参

堂
之
事
二

一
塔
中
一
般
祖
堂
朝
勤
毎
月
割
合
定
日
出
席
必
不
可
欠
如
之

事
ヨ
但
シ
不
参
ノ
者
〈
代
勤
相
定
且
其
旨
具
状
ヲ
以
テ
可

届
出
事
皇

一
定
日
講
席
塔
中
一
同
聴
聞
不
可
不
参
ノ
事
当
但
シ
不
参
ノ

者
ハ
具
状
ヲ
以
テ
可
届
出
事
二

一
毎
日
ノ
講
釈
会
読
等
塔
中
一
同
可
成
丈
精
を
注
意
出
席
可

致
事
二

一
老
僧
当
番
役
等
ノ
課
名
廃
止
之
事
但
シ
末
派
触
頭
井
二

諸
献
納
請
書
等
］
自
今
当
番
印
不
相
用
山
主
丼
代
理
ノ
印

ヲ
相
用
候
事
二

一
年
令
法
蕗
一
一
不
抱
専
ラ
人
材
ヲ
登
廠
シ
役
課
可
申
付
事
二

一
教
導
職
ノ
等
級
ヲ
以
テ
席
次
相
定
候
事
二

一
当
分
ノ
内
諸
振
舞
時
斉
等
一
切
廃
止
之
事
二

一
西
谷
檀
林
ノ
旧
号
ヲ
廃
シ
自
今
身
延
檀
林
ト
相
唱
へ
候

事
ヨ
但
シ
当
分
ノ
内
善
学
院
へ
留
守
居
一
名
相
定
置
講
席

〈
本
院
二
於
相
勤
候
事
二

一
当
分
之
内
能
化
職
相
廃
シ
山
主
直
講
ノ
事
但
シ
山
主
不

在
山
之
日
ハ
代
理
ヲ
以
可
相
勤
事
二

一
教
導
職
試
補
ヲ
以
テ
新
談
義
可
相
換
之
事
皇

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

一
本
職
拝
命
ヲ
以
テ
上
座
成
功
二
可
相
換
事
ヨ

ー
檀
林
生
徒
ヲ
本
院
へ
相
移
シ
令
勤
学
候
事
ヨ

ゾウ
ー
諸
末
寺
交
代
ノ
節
ハ
年
令
法
漉
二
不
抱
公
平
二
人
撰
シ
本

９⑯
院
二
於
テ
篤
与
二
検
査
ヲ
遂
ヶ
住
職
当
器
ノ
者
二
候
〈
上

添
翰
可
差
出
之
事
二

一
諸
末
寺
継
目
納
金
之
儀
ハ
本
院
始
塔
中
配
賦
等
一
切
廃
止

シ
右
納
金
一
積
立
諸
堂
向
営
繕
ノ
資
本
二
可
相
備
之
事
昌

但
年
末
会
算
シ
一
年
ノ
金
納
ヲ
諸
末
エ
達
ヲ
以
可
披
露

事
二

一
諸
国
参
詣
有
志
献
納
ノ
儀
〈
多
少
一
一
不
抱
納
主
ヨ
リ
本
院

へ
直
納
二
可
致
事
二
但
シ
誌
書
〈
山
主
実
印
ヲ
以
テ
可
差

出
若
シ
不
在
山
之
時
ハ
代
理
ニ
テ
請
書
二
可
相
渡
之
事
］

右
之
条
件
末
頭
塔
中
会
議
ノ
上
確
定
条
条
各
寺
塔
中
篤
与
二

得
其
意
堅
可
遵
守
者
也
望

刈
（
７
）

０
諸
堂
方
丈
向
類
焼
悉
皆
函
諦
秘
癖
躯
謹
雌
吋
日
午
後
六
壁

。
本
堂
祖
師
堂
位
牌
堂
二
天
門
円
師
堂
皷
椣
］

鐘
模
同
番
所
二
重
塔
万
燈
舞
基
同
楽
屋
二
水

鉢
両
屋
御
供
所
會
所
作
事
小
ャ
通
本
橋
同
回

廊
二
祈
蒋
堂
脱
影
堂
夏
鐘
堂
影
現
七
面
社
井
幣

（
８
）
（
９
）

殿
拝
殿
ご
五
重
塔
莚
師
廟
堂
大
方
丈
水
鳴
椣

経
蔵
ご
真
骨
宝
蔵
丼
中
央
廊
下
拝
殿
古
佛
堂
永

(I25)



(70ウ）(71オ）

守
ノ
社
二
奥
書
院
井
膳
所
大
庫
裏
寄
附
茶
之
間
玄

関
式
蜑
二
對
面
所
院
代
部
屋
穀
倉
味
噌
倉
小

庫
裏
拾
軒
部
屋
三
時
之
鐘
堂
廊
下
十
三
ヶ
所
不
浄

場
十
ヶ
所
湯
殿
五
ヶ
所
ヨ
鐘
番
小
屋
束
テ
計
七
拾
五

棟
ご
寺
中
十
二
ヶ
坊
五
十
八
棟
町
家
三
軒
拾
棟
若
者
舞
壁

（
皿
）

棟
二
本
種
坊
常
住
坊
尊
賀
堂
班
珀
稲
荷
社
本
妙

坊
杉
ノ
坊
雪
妙
仙
坊
辰
師
堂
知
恩
坊
窪
之
坊
本
堂

宝
蔵
秀
悦
坊
皇
下
之
坊
岸
之
坊
林
蔵
坊
本
堂
興

師
堂
土
蔵
花
之
坊
ご

惣
計
百
四
拾
四
棟
一
時
二
類
焼
ス
］

本
地
堂
西
賓
蔵
東
寶
蔵
新
賓
蔵
表
門
二

同
番
所
裏
門
二

右
七
ヶ
所
ハ
全
ク
残
ル
ヨ

祖
師
堂
仮
殿
切
間
報
蓉
嘩
碗
鐸
記
銅
唾
唾
罐
雅
跨
鎧
亜
幸
一
率
識
礎
誹
麺
蓉
聿
咋

廿
一
日
柱
立
五
月
十
日
祖
師
御
遍
座
十
二
十
三
十
四
日
一
開
堂
供
養
当

真
骨
堂
仮
殿
醗
一
頭
認
蕊
識
難
韮
騨
器
蕊
罷
誇
静
鶏

月
十
日
遷
座
］

講
究
所
計
緬
玄
関
式
葦
蔽
醒
韓
舞
勢
恥
趣
橦
麺
藷
》
謹
聴
↑
誇
羽
錘
塑

九
月
上
葺
成
就
同
十
二
月
八
日
移
徒
也
ヨ

庫
裏
仮
厨
司
皿
蜘
唾
九
岬
新
造
受
附
座
間
畔
内
玄
関
式
筆
二
に
鯛

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

（
、
）
（
蛇
）

新
造
添
鶏
輔
蒋
誰
惑
離
墓
購
關
蝉
態
歌

生
徒
寮
井
廊
下
程
問
畔
水
盟
雨
屋
准
駅
廊
下
二
ヶ
所
二

（
恥
）
癖
鋒
睡
聿
雌
八
間
二

普
請
會
所
溺
庇
雛
識
辨
人
足
休
息
所
譜
溌
竺
舩

尾
州
世
話
人
會
所
二
球
辮
峨
鐸
割
誕
桂
華
確
八
日
成
塾

（
マ
マ
）

蝿
書
驍
一
卵
蟠
誌
緤
識
莞
雛
謡
裂
野
麗
誘
群
泓

移
徒
二

趨
書
院
錘
輌
唾
薙
淑
農
新
造
立
鋤
溺
騨
率
郵
離
日
柱
立
二

、
Ｊ
（
躯
）

瞠
御
真
骨
ノ
八
角
賓
蔵
唾
叩
八
角
造
り
畑
諦
邦
銘
幸
卦
岸
湖
乱
卵
浄
満
”
峰

弓
〃
０
（
マ
マ
〉

／
ｋ
メ
同
九
月
十
日
柱
立
元
ト

ノ
祈
蒋
堂
ノ
旧
地
ナ
リ
ヨ

仮
普
請
成
就
二
付
上
棟
法
会
修
行
明
治
九
丙
子
四
月
廿
九

（
マ
マ
）

日
三
二
十
日
五
月
一
二
三
日
ノ
五
日
間
法
用
勤
ル
薩
師
帰

登
山
勤
之
二

棟
札
ハ
華
趣
輌
堂
真
鋪
夢
檸
率
砺
鑑
率
哩
鉦
鋤
恋
葺

外
二
通
本
橋
ノ
廊
下
柿
板
葺
更
繋
熊
騨
銅
鑿
蕊
薄
騨
齢

音
吉
当

御
住
位
大
野
本
遠
寺
兼
住
職
（
Ｕ
二

通
）

明
治
九
丙
子
八
月
御
退
名
東
京
ニ
テ
管
長
勤
務
皇
池
上
へ

御
住
山
二

(126)



明
治
廿
一
戊
子
年
八
月
廿
九
日
於
池
上
五
十
九
才
入
寂
］

戸
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1817
ｰｰ

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

父
是
法
院
鹿
養
日
其

母
法
性
院
妙
真
日
養

ィ
（
日
）
軌

（
六
十
二
世
）
卜

全
九
年
八
月
退
住
職

柏
崎
妙
行
寺
ヨ
リ
ト

（
会
議
）
決
定

明
治
八
年
大
火
災
〈
頭
註
〉

上
ノ
山

同火
元
妙
了
寺
十
八
世
日
秀
（
造
立
）

（
善
学
院
）
庫
裡
ヲ
（
引
移
と

物
置
か
。

西
ノ
方
水
鳴
楼
ト
シ
東
ノ
方
建
増
シ
ソ
御
居
間
ト
ナ
ス
カ

是
ハ
對
面
所
也

全
十
四
年
三
月
廿
一
日
鑑
師
代
二
至
り
成
就
上
棟
惣
供
養

施
主
尾
州
一
国
一
円
信
徒
丹
精

函
館
常
住
寺
開
山
卜

六
十
五
世
卜

(72オ）(72ウ）

Ｔ
）
百
）

七
十
四
世
自
厚
院
日
鑑
上
人
字
誠
研
改
順
誠
皇

土
州
之
産
吉
川
氏
称
済
塾

嘩
辨
率
罐
輌
唖
蛙
轆
澤
季
醒
栂
私
調
恥
湘
日
七
針
枕
碑
才
三
吉
川
文
五
郎
道
明

事
同
婆
直
女
鞭
緬
哩
寒
潅
噸
梱
井
村
常
通
寺
二

師
範
ハ
禮
蓮
院
日
凝
聖
人
霊
“
塞
丙
嘩
酬
纒
罐
雫
醒
吐
一
豊

堀
之
内
妙
法
寺
宿
坊
ニ
ソ
加
州
充
洽
園
日
輝
和
尚
ノ
門
人

也
飯
高
］
玄
講
六
百
三
十
世
内
山
妙
光
寺
江
住
シ
私

塾
ヲ
設
学
徒
ヲ
教
育
ス
］
飯
高
廃
学
二
及
上
時
勢
不
容
易

ニ

ニ
付
日
々
通
勤
〆
於
二
心
性
葬
コ
ニ
三
ノ
現
座
へ
日
講
ス

維
新
革
命
二
際
シ
訓
導
ヨ
リ
大
僧
正
迄
舜
級
ス
管
長
ヲ
奉

職
ス
ヨ

明
治
九
丙
子
年
十
二
月
二
日
住
職
辞
令
同
月
六
日
代
理
ヨ

ニ
ヶ
年
勤
務
ニ
テ
直
一
一
入
山
在
位
十
一
ヶ
年
二

嬬
輌
譲
落
院
日
咲
聖
人
曄
津
睡
寺
碍
駄
等
峪
弛
露
纒
垂
峰
即
鯉
蝉
侭
噸
跡

代
勤
メ
明
治
七
甲
戌
五
月
上
旬
引
取
り
同
八
乙
亥
火
災
二
付
二
登
山
西
谷
仮

住
居
ヨ
リ
引
統
キ
癒
前
会
所
住
居
ニ
テ
諸
向
内
外
普
舗
］
幹
事
ヲ
動
〃
］

七
面
山
ハ
妙
賢
院
日
禎
聖
人
本
行
扉
三
十
九
世
呈

奥
院
ハ
本
鏡
院
日
行
聖
人
噸
緬
糀
鋼
“
率
月
三
十
一
Ｌ

涛
量
院
社
櫃
尺
一
恥
再
建
明
治
九
丙
子
十
二
月
七
日
遜
宮
槐
札
日
鑑
判
雪

時
之
鐘
堂
匪
輌
再
建
函
準
唖
砺
癖
瞳
輝
錘
緬
麹
輌
計
年
丁
丑
一
月
八
日
］
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(73オ）(73ウ）

支
院
四
ヶ
坊
合
併
罷
嘩
地
蝿
誕
鰄
明
治
十
丑
七
月
三
日
指
立

祖
師
婁
耐
再
建
立
謂
註
離
擢
稗
鶚
翻
臨
裳
畔
溺

同
廿
九
日
宗
祖
大
士
遷
座
供
養
同
二
四
月
三
十
日
ヨ
リ

五
月
十
三
日
マ
テ
六
百
遠
忌
万
部
修
行
↓

（
ん
強
）
（
マ
マ
）

祖
師
宮
殿
四
方
再
建
立
軸
騨
議
噸
溌
響
泉
寺
ｇ
細
川
側
回

曾
）御
真
骨
ノ
賓
蔵
粥
岬
噸
緬
餓
融
齢
酎
鞆
野
罰
卵
淋
調
晦
唾
延

全
拝
撰
鞠
謂
群
一
賎
綴
螺
踊
露
螺
鮎
唾
巳
二
製
綴

同
時
新
造
］

本
地
堂
柿
板
葺
更
明
治
十
二
己
卯
十
月
成
就
日
鑑
代
二

小
書
院
醜
聞
四
咋
癖
津
檸
酔
需
謹
画
趣
露
識
癖
蔀
確
轆
癌
緬
畷
鯛
菫
建
当

宗
祖
六
百
遠
忌
明
治
十
四
辛
巳
歳
正
当
二

四
月
廿
九
日
ヨ
リ
五
月
十
三
日
迄
七
月
七
日
ヨ
リ
十
三

日
迄
十
一
月
十
五
日
ヨ
リ
十
二
月
五
日
迄
三
二
大
会
共
謡
末

寺
末
頭
登
山
勤
（
８
）
］

本
堂
叫
四
姉
再
建
之
企
到
雅
一
五
壬
午
三
月
二
日
釿
立
鑑
師
代
昌

布
教
郷
町
銅
窪
溺
挙
諸
寺
ニ
テ
遠
忌
ノ
諦
待
尚
大
災
後
ノ
車
野

大
鐘
堂
醒
輌
再
建
立
”
諦
叶
権
怨
娠
暹
捌
剛
綜
唖
奉
痴
や
奉
胴
群
皿
岼
起
鮮
起

り
石
城
彫
物
等

〈
追
年
出
来
ス
ョ

焼
失
本
院
厨
子
妖
誰
ｗ
出
火
ス
講
究
所
社
畑
玄
関
附

小
書
院
癖
立
峰
生
徒
寮
恒
間
畔
也
明
治
十
五
壬
午
十
一
月

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(74オ）

廿
四
日
午
前
皇
十
二
時
出
火
郡
審
報
鈴
謂
勤
鉦
岼
弛
華
岬
鐸
誹
鋸
”

（
↓
功
守
）
〔
マ
マ
）

〆
也
近
立
寺
院
卜
布
教
結
社
設
立
ノ
等
ノ
ョ
脱
鋤
中
ナ
リ
市
川
依
田
孝
モ
在
山
ナ
リ

風
静
ナ
ル
故
二
四
棟
ニ
テ
鉱
火
ス
］
原
因
〈
会
式
中
大
火
ヲ
焚
キ
天
上
ウ
ヘ
煤
へ
火
気

価
故
卜
云
う
］

祖
堂
前
ノ
金
ノ
香
炉
井
雨
屋
〕

（
皿
）新
厨
司
一
詐
紳
鐸
再
建
立
黙
骸
艤
埋
韓
歸
翻
驚
シ
］

但
シ
甲
駿
両
国
末
寺
及
有
志
中
施
主
也
］

祖
師
堂
銅
瓦
二
葺
初
メ
明
治
十
八
乙
酉
年
九
且

七
面
山
本
殿
幣
殿
銅
瓦
葺
明
治
十
四
年
企
之
二
明
治
十
八

年
旧
九
月
十
八
日
成
就
上
棟
ご

（
、
）大
客
殿
再
建
”
齢
詩
趣
宅
西
年
八
月
四
日
断
到

（
皿
）自
厚
山
油
分
寺
建
立
明
治
十
八
年
旧
八
月
十
四
日
釿
初
呈

額
之
分
鑑
師
揮
毫
呈

祖
議
栖
神
閣
厨
可
法
喜
堂
覚
林
冴
鶴
林
精
全
己
大
乗
坊
表
門

木
行
坊
琉
珀
殿
蓮
盛
坊
摩
利
支
殿
ヨ
松
井
扉
開
運
殿
］

（
咽
）
（
別
）

御
真
骨
分
骨
耐
岫
祁
弧
報
峨
諦
恥
酬
藝
椎
池
函
畔
心
露
錆
串
調
睡
鋤
乏
擁
蝿
一
意

（
班
）

分
骨
シ
証
樋
一
通
ヲ
授
与
ス
ョ
薩
師
モ
御
加
判
ア
リ
右
鏡
西
身
廷
本
仏
寺
《
日
鑑
上
人

ヲ
開
祖
ト
シ
鯛
妙
日
振
ヲ
鰯
二
世
卜
う
咽
導
院
卜
号
シ
テ
日
薩
上
人
ノ
門
人
也
一

明
治
十
九
丙
成
年
一
月
十
三
日
六
十
六
才
入
寂
癖
弛
十
三
篭

〔
註
〕（
１
）
大
僧
正

(〃8）



(74ウ）

（
■
＆
）

七
十
五
世
心
妙
院
日
修
上
人
大
僧
正
字
宴
政
ヨ

備
後
国
深
津
郡
川
口
村
中
村
源
助
叫
梨
評
議
本
奉
噸
郵
右
衛
門

籍
二
畦
嘩
醍
罷
姉
蝿
卵
銅
琴
聴
瘡
毒
奉
極
調
叶
に
岨
日
ヨ

へへへ
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（
の
鼻
）

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

明
治
五
壬
申
四
月
久
遠
寺
学
頭
ト
ナ
リ
教
部
省
へ
出
仕
ス

全
七
年
十
一
月
ヨ
リ
九
年
十
一
月
マ
テ
御
在
山
薩
師
ノ
御

代
理
在
勤
ス

里
見
（
氏
）

祖
師
宮
殿
の
規
模
不
分
明
。

尾
州
惣
講
中
施
主

「
（
廿
三
）
日
」
を
朱
字
加
筆
。

「
中
央
廊
下
」
の
規
模
不
分
明
。

法
華
経
一
万
部
読
諦
薩
師
モ
御
出
勤
也

未
成
功
ナ
リ

法
喜
堂
ナ
リ

十
九
年
七
月
建
前

日
向
上
人
ノ
古
跡
樋
沢
坊
地
所
へ
建
立
ス
隠
栖
所
ナ
リ
不

移
遷
化
ス

鎮
西
身
延
別
院
安
置

明
治
十
四
五
年
力

（
マ
マ
）

中
洲
耀
妙
師
〈
池
上
へ
晋
山
日
振
是
也
リ
化
ス

(75オ）

師
範
〈
普
門
院
日
現
聖
人
認
識
謡
鵡
蝿
哩
械
茅
も

（
⑤
。
）
（
マ
マ
）

後
ノ
師
〈
院
日
合
聖
人
鮒
後
沼
隈
郡
水
呑
村
妙
顕
童

文
政
六
癸
未
年
三
月
四
日
生
峪
旭
才
出
家
天
保
十
年
鶏
冠

井
檀
林
ニ
テ
新
設
］
訓
岬
鯉
上
久
我
村
本
清
寺
住
巍
和
函
岬
荊
聿

斡
随
逐
加
州
充
洽
園
ノ
学
生
ナ
リ
ヨ
中
村
岸
成
功
水
呑
村

（
マ
マ
）
（
医
》
）

妙
顕
寺
ヨ
リ
京
本
国
寺
四
十
六
当
明
治
十
八
年
十
一
月
任

管
長
二

明
治
十
九
丙
戊
七
月
十
三
日
六
十
四
才
ニ
テ
入
山
在
位
六

年
］
駿
鮮
鷺
日
涛
聖
人
垂
瀞
志
識
蕊
覚
林
畷
菖

（
ウ
６
）

監
督
顕
涛
院
日
遙
聖
人
蒲
雰
篭
轄
池
鶏
巽
人
燕
稲
海

七
面
山
ハ
妙
賢
院
日
禎
認
堅
績
嘩
月
廿
日
七
十
一
ゴ

（
且

同
智
逗
院
日
照
大
乗
坊
竹
之
坊
三
十
四
世
七
面
山
桜
鍋
ョ
当

奥
院
ハ
妙
行
院
日
慈
林
蔵
坊
三
十
三
堂

。
）

同
要
雄
院
日
現
竹
之
坊
三
十
五
竺

大
客
殿
ノ
造
作
罐
獅
琳
埴
唖
尋
奉
潅
筆
津
華
織
魂
山
明
治
十
九
牙

身
延
保
存
含
組
織
設
立
趨
皿
毒
鐙
錐
率
転
撮
雄
唾
吋
鍔
缶
弔
聴
趣
鐸
調
栽

錨
窪
篝
壼
馴
満
二
十
零
丁
亥
胴
圏
…
壷
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(75ウ）(76オ）

大
鐘
堂
躍
緬
韮
描
諏
丁
誇
醒
肚
瓦
葺
落
成
ゴ

惣
門
内
太
平
橋
掛
替
躍
群
岬
覗
率
輝
榧
醗
探
誰
醒
壷
癖
登
棟
も

祖
師
堂
織
蕊
拶
辮
鶏
藩
蝉
顯
篭
塾
垂
蕊
蕊
一
一
ア
ラ

米
蔵
穀
入
土
蔵
晒
溌
幅
琴
霊
知
噸
溌
噸
ヲ
移
転
改
築
ゴ

奥
ノ
院
二
王
門
土
瓦
葺
成
就
明
治
廿
二
年
六
月
一

前
捲
当
加
藤
要
明
後
循
当
田
中
日
現
普
請
幹
事
凸

永
田
裕
爾
後
二
山
海
実
相
寺
豊

旧
上
地
御
料
林
委
托
許
可
明
治
廿
三
年
三
月
廿
一
且

遠
州
金
原
明
善
氏
東
畠
農
茂
右
衛
門
氏
率
先
尽
力
。

栽
培
主
任
山
高
実
相
寺
前
住
岩
瀬
日
照

（
マ
マ
）

大
堂
祖
像
居
開
帳
湖
鑑
識
窪
奔
腫
銅
綜
頚
釦
酎
酔
羽
嘩
窪
淵
剛
癖
醗

開
俄
ノ
例
古
来
当
山
二
曾
テ
是

レ
ナ
シ
ョ
今
回
ヲ
雷
矢
ト
ス
ヨ

（
加
）仮
二
王
門
ヲ
再
上
建
立
”
鏥
郵
宰
年
唾
鋤
射
唾
卵
確
恥
も

宗
祖
御
草
庵
ノ
旧
跡
地
方
拾
間
四
方
御
影
石
玉
垣
新
築
皇

潔
蓮
二
驍
鶴
瀞
織
坤
認
鶴
雛
熱
野
瀬
黙
ナ
ム

納
骨
堂
再
建
立
鋤
踊
猫
唾
群
職
蠅
成
鰄
四
年
十
月
上
ノ
砿
銅
二

溺
喜
銅
ノ
土
瓦
家
根
成
就
明
治
廿
三
年
庚
寅
旧
ノ
十
月
二

明
治
二
十
四
年
辛
卯
年
五
月
十
七
日
諮
粋
樒
輌
碑
癖
饗
ま

〔
註
〕（
１
）
三
村
（
氏
）

身
延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

(77オ）

（
２
）
「
『
幼
』
名
」
な
る
べ
し
。

（
３
）
院
号
を
欠
く
。

（
４
）
「
七
才
」
を
「
九
才
」
と
訂
正
。

（
５
）
六
十
五
世
圧
晋
山
ナ
リ

（
６
）
鈴
木
（
氏
）

（
７
）
久
保
田
（
氏
）

（
８
）
岩
瀬
（
氏
）

（
９
）
田
中
（
氏
）

（
ｍ
）
本
三
門
〈
慶
懸
元
十
二
月
十
四
日
焼
失
二
付
詮
睾
寅
八
月

仮
二
王
門
ヲ
立
ル
然
ル
（
一
Ｃ
又
焼
失
二
付
仮
リ
ニ
再
立

ス

（
１
）七
十
六
世
春
應
院
日
阜
上
人
字
望

〔
註
〕（
１
）
何
故
か
歴
世
数
．
院
日
号
の
み
の
記
賦
と
な
っ
て
い
る
。

花
丁
裏
の
全
て
を
記
戦
予
定
（
白
紙
）
と
し
て
い
る
。

（
利
＆
）

七
十
七
世
境
行
院
日
嚴
上
人
字
一
行
二

師
範
ハ
静
養
院
日
勝
聖
人
蕊
悪
譜
蕊
籠
酔
識
転
釧

代
日
樋
上
人
御
代
七

面
山
ノ
別
当
勤
ル
ュ

詑
翫
騨
諏
癖
唾
醇
恥
錘
卜
七
面
山
ニ
テ
得
度
誌
封
蝿
蝿
轄
銀
趨
封
雌
恥
睡

煙
跳
経
門
受
譲
玉
沢
江
住
ス
明
治
廿
一
年
ノ
頃
宗
務
院
管

(130)



明
治
廿
六
年
十
月
（
２
）
日
請
待
三

明
治
廿
七
年
三
月
十
日
玉
沢
ヨ
リ
入
山
式
】

監
督
智
明
院
日
布
聖
金
舗
鯛
鰯
需
池
田
本
覚
寺
へ
入
山

局

註
一 （

、
》
）
（
マ
マ
）

七
面
山
〈
蝋
栂
ノ
坊

元
卜
大
林
坊
赤
沢
妙
福
寺
綴
原
本
妙
寺
叉
三

奥
院
ハ
要
雄
院
日
現
姓
剛
中
竹
之
坊
三
十
五
当

監
督
真
昇
院
日
竜
聖
金
溌
鮮
蝿
釉
誹
冬
ョ
リ
ョ

執
事
鑑
率
諏
嘩
率
躍

〃

随
身
長
蝿
賠
率
審

（
１
）
西
谷
ニ
テ
新
譜

（
２
）
日
付
を
欠
く
。

（
３
）
別
当
の
院
日
且

（
４
）
「
廿
九
年
」
《

別
当
の
院
日
号

西
谷
ニ
テ
新
説

長
日
修
上
人
ノ
ヨ

有
之
皇

ス
ヨ身

延
山
歴
代
略
譜
（
北
沢
）

を
欠
く
。

「
廿
九
年
」
を
「
廿
八
年
十
一
月
」
と
訂
正
。

ス
監
督
ヲ
勤
ル
会
議
後
鴎
癖
轌
相
分
紛
転

神
坂
充
円
寺
山
高
実
相
寺
小
河
原
浄
蓮
寺
皇

(131)



妙玄庵歴代帖（林）

富士郡橋場本立寺

駿・楠金長遠寺

甲府信立寺塔中
顕誠坊

同本覚坊

遠州中村満勝寺
弟子

恕
港
達

日
日
日

春
了
唯

旭
遠
誠

院
院
院

祥
俊
光

瑞
智
本

670

671

672

本立院本英日逮

央承院純澄日温

673

674

伝法村本蔵寺尭
春
海

院
院
院

日
日
日

光
応
宝

慈
光
譲

中
応
智

本
春
春

675

三老ニテ前同代助講

676 西南湖本成寺
弟子

篠原法久寺亀
啓
徳
行
清
穏

貞
春
歓
義
通
義

院
院
院
院
院
院

日
日
日
日
日
日

玄
啓
順
応
真
存

本治

瑞光

歓静

善応

長真

俊明

７
８
９
０
１
２

７
７
７
８
８
８

６
６
６
６
６
６

講
講
助
助
テ
テ
識

｝
一
一
一
助

頭
座
座

中
中
中

北田村妙栄寺

落居妙蓮寺

梅ケ島蓮久寺

中里本光寺
弟子

大宮常泉寺

掛川正願寺
弟子

尹
観

日
日

頂
善

是
玄

院
院

心
明

宏
締

683

中座ニテ助講684

(117）



妙玄庵圃6帖（林）

朗
勤
忠
勇
叔
恩
学
孝
遠
応
実
教
応
本
亮
定
徳
鏡
明
聞
鎌
潮
伯
玄
達
票
寿
習
妙
徳
瑞

宣
義
泰
圓
啓
慶
春
見
泰
泰
海
義
湛
勇
瑞
義
持
圓
受
義
玄
圓
義
泰
敬
海
見
顕
玄
義
顕

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

秀
妙
慈
智
柳
養
翁
雄
寿
顕
祥
教
雄
賢
妙
祥
運
照
事
昌
雄
全
運
祥
隆
温
雲
顕
祥
省
敷

歓
真
明
勇
一
智
瑞
顕
潮
妙
温
祥
乗
勇
智
顕
是
誠
圓
是
要
智
妙
泰
顕
祥
痴
明
一
智
開

639

640

641

642

643

644

助

645

646

647

648

649

650

651

6

光
逓
顕
義
泉
誠
貞
明
峰
喜
相
迅
登
照
勤
穏
学
鄭
養
順
等
詠
有
量
宣
隆
遙
快
瑠
延
窓

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

八木門村法泉寺

信州松本妙光寺

塩之上村塩上寺

薬袋円立寺

万沢

小繩妙浄寺
川崎法光寺

板山村正法寺

鬼嶋村妙現寺

飯野村福王寺

米倉本光寺

八日市場長源寺

早川入上橋寺

(欠）

伝法村

大城潟平村本成寺
655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

寺

寺

行
寺

蔵
寺
寺
寺
寺
上
寺
泉
寺
子
葺

常
僻
駅
錘
辨
町
謡
妙
睡
弟
薬

入

新
二

川
条
山
畑
島
尻
沢
田
細
川
塩

早
中
下
雨
田
江
長
奇
矢
市
大智

祥
栄

７
８
９

６
６
６

６
６
６

院
院
院

遊
妙
妙

瞳
礼
順
』６１

玄
玄
海
ｑ

嶬
遥
徳

日
日
日 大塩仙応寺



妙玄庵歴代帖（林）

宗徳寺

妙高寺

感応寺

専
遼
勢
猷
篤
慎
純
喜
蓬
恭
浄
達
普
鑑
顕
慶
鶴
慈
要
竜

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

長岡

成島

鰍沢

周
具
旭
弐
意
現
啓
讃
正
意
屯
道
了
龍
性
是
恕
琢
具
格
洞

遂
泰
詠
純
貞
東
性
義
玄
春
救
存
本
教
遵
寛
宣
春
海
義
実

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

明
光
昌
俊
寿
中
中
心
寿
祐
誘
遠
光
明
明
静
中
喜
妙
運

通
祥
潮
祥
善
明
明
祥
体
瑞
存
静
妙
遼
静
見
瑞
瑞
圖
祥

助6船

607

608

609

助610

上611

下助612

613

614

615

616

617

618

619

620

助621

622

623

624

625

岩間定林寺

落居本照寺

信州松代蓮乗寺

大鳥井妙浄寺

鰍沢蓮久寺

当口清子雲沢寺住

豆州北条一上行寺住

遠州馬郡村東本徳寺

常国玉川蓮生寺住

当口天神中条性蓮寺

当ロ本河内岩欠
常法寺住

当口有野村長福寺

富士郡下稲子真光寺

小倉村見本寺

八代･上向山村常光寺

柿嶋法真寺

若神子妙円寺

下大鳥居妙増寺

鏡中条妙蓮寺

飯野妙善寺

大嶋妙法寺

岩間定林寺

逸見上神取妙覚寺

駿富士郡沼久保本妙寺

習
瑞
慈
頂
晃
貞
運
静
寛
等
辨
廣
礼

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

嶺
雅
全
順
誠
誠
旭
春
聞
応
随
潮
栄
の１１

英
貞
逼
慈
慶
英
貞
義
海
即
義
英
貞
く

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

真
明
誠
花
秀
成
明
明
実
運
明
堯
中

英
玄
本
一
是
事
善
秀
太
恵
智
智
瑞

626

627

628

助629

630

631

632

633

634

635

636

637

638



妙玄庵歴代帖（林）

575

576

577

578

579

助580

581

了
亀
太
事
遵
智
是
事

院
院
院
院
院
院
院

応
鏡
妙
要
逗
心
性

春達

宣寿

義直

遵良

堯存

義浄

敬誠

住
研
感
存
照
令
耐

日
日
日
日
日
日
日

伊沼慈照寺

大嵐蓮花寺

寺部妙遠寺

大麻妙道寺

鰍沢三光庵

松本妙光寺

成島仏乗寺
小島善立寺

羽根教林寺

平沼法花寺

上条法向寺

上諏訪高国寺

15所法源寺
塩沢蓮照寺
成島仏乗寺

和泉妙善寺

成島仏乗寺

矢野妙泉寺
妙久寺

青柳法長寺

平沼法花寺

582

583

584

加歴585

586

事
乗
心
敵
事

本
一
順
顕
妙

院
院
院
院
院

湛道

泰誠

貞秀

玄順

義因

幸
貞
迅
竜
達

日
日
日
日
日

師
鎚
翻

５
５
５

開
信
元
存
宅
教
雅
貞
勝
随
現
海
貞
静
静
瑞
道
隣
観
鳳
の１

音
泰
太
海
義
泰
俊
歓
光
泰
海
蓮
遵
寛
宣
誓
貞
東
義
春
ａ

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

中
光
寿
理
妙
順
明
智
行
明
中
見
中
妙
感
寿
智
智
温
妙
延

誠
妙
見
顕
逓
妙
善
妙
泰
泰
養
示
音
敬
明
本
太
明
庚
鏡
瑞

超
禎
慶
定
同
扣
慈
官
亀
運
光
達
窓
随
到
枕
融
漸
厳
寿

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

590

591

592

593

594

595

596

597

598

助599

600

助601

602

603

604

助605

寺久
寺
寺
寺

円
徳
円
円

正
法
妙

狩土
畑
田
泉

中
雨
車
和

網代

中沢

猪頭

稲子

長延寺

一乗寺

遠照寺

真光寺

稲子

黒田

柚野

浄泉寺

本光寺

光徳寺



妙玄庵歴代帖（林）

蕊
心
光
遷
養
祥
磁
慧
憲
通
過
満
持
居
厚
祥
誠
周
孝
宣
原
解

旭

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

海蓮院了弐

憲悟院性遠

是透院持紋

白牙院智洞

宣翁院学誠

一良院玄弐
恵

妙俊院貞本

事誠院凹如

本性院顕薩

瑞静院歓祐

明信院遵東

要寿院持要

理教院義通

唯淳院春鏡

智暹院尭遠

正蓮院素遵

本具院温瑞

事善院良道

理行院義南

歓良院良啓

智祥院玄雅

544

545

546

547

助548

549

550

助551

552

553

554

555

556

557

558

助559

560

561

562

563

564

河東大円寺

早川真妙寺

馬門妙諸寺

掛川正願寺

鰍沢蓮花寺

中村満勝寺

市川法伝寺

谷津蓮性寺

三島本覚寺

小林法寿寺

今泉妙延寺

大島感応寺

門野本妙寺

三島本覚寺

小繩本泉寺

川久保本照寺

三ツ倉法蔵寺

佐野法源寺

門野本妙寺
平須妙光寺

天神中条性蓮寺

青柳善応寺
下山常福寺

穴平遠照寺

切石善妙寺

松本本立寺

元市場常諦寺

天神中条幸栖寺

川崎法光寺
端和妙恩寺

上小河原浄蓮寺
鍛治新居恩妙寺

東浦多加富西寺

校
忠

日
日

応
長

堯
遠

院
院

正
敬

事
本

565

566

徳
旭
瑞
顕
栄
然

貞
海
海
堯
良
春

院
院
院
院
院
院

性
伯
周
辨
順
養

日
日
日
日
日
日

寿
運
妙
義
伯
養

玄
栄
潮
圓
海
瑞

助567

568

569

助570

571

助572

那
能
学
の１

春
義
歓
。

静
遊
案

日
日
日

院
院
院

圓
妙
松

唯
唯
貞

助573

574



妙玄庵歴代帖（林）

一和院智圓日東

寺
寺

寺
穏
寺
像
寺
寺

恩
安
慶
妙
乗
王

法
大
一
仙

布
井

又
佐
枝
鳥
沢
塩

相
伊
藤
大
久
大

516

見応院見誠日遵517

運
典
静
明
応

義
見
海
尭
順

院
院
院
院
院

日
日
日
日
日

達
忠
察
舜
甫

理明

観道

泰顕

遠中

善哉

８
９
０
１
２

１
１
２
２
２

５
５
５
５
５

落居浄善寺

小田善行寺
伊佐布安穏寺

羽鮒吉祥寺

岩間定林寺
高田長生寺

下曽根円妙寺

羽鹿島円応寺

丸滝妙法寺

長沢善国寺

米倉妙昌寺
大宮大泉寺

松本本立寺
横須賀本源寺

藤枝大慶寺

門
逓

日
日

朗
順

善
貞

院
院

遼
性

耐
善

523

524

友
受
義
遠
智

院
院
院
院
院

寛
教
海
明
順

中
教
妙
光
妙

示
浄
遼
暉
満

宣
受
澄
本
是

日
日
日
日
日

525

526

527

528

529

慈眼院慈存日視０
１
２
３
４
５

３
３
３
３
３
３

５
５
５
５
５
５

澄日誠
閑卜改ム

善日中

逓日逮

応日堅

遍日迅

智
通
寿
智
理

進
音
豊
龍
圓

院
院
院
院
院

玄
察
東
遵
義

落合成妙寺

赤沢妙福寺

江原報恩寺
米倉妙昌寺

松本妙福寺

大鳥井妙浄寺

伊東聴光寺

精進川常境寺

相又正慶寺

穏
忍
教
量
寿
光
遠
仁

慈
義
素
宣
本
瑞
快
泰

相
述
順
従
妙
現
城
達

日
日
日
日
日
日
日
日

院
院
院
院
院
院
院
院

是性

是薪

中正

本奏

智顕

泰勇

是俊

泰運

６
７
８
９
０
１
２
３

３
３
３
３
４
４
４
４

５
５
５
５
５
５
５
５

山室遠照寺

車田法円寺
一ノセ妙円寺

(112）



妙玄庵歴代帖（林）

494

495
乗
利
行
英
艸
普
達
鳳
猛

日
日
日
日
日
日
日
日
日

雲
要
浄
都
雅
伯
嶺
政
瑞

渓
宣
春
貞
良
義
本
見
春

院
院
院
院
院
院
院
院
院

雲
秀
運
諦
良
妙
行
雄
善

渓
本
唯
智
智
守
本
全
瑞

竹ノ内浄蓮寺

竹居教善寺
石和遠妙寺

高田流通寺

法師倉相延寺
穴平遠照寺

法師倉相延寺
川久保本照寺

丸滝妙法寺
玉川蓮照寺

乙黒蓮花寺
大崩金福寺

荊口弘妙寺

洞瑞泉寺
馬郡東本徳寺
端和妙恩寺

田島報恩寺

上河東妙福寺
篠原法久寺
甲府信立寺

非持山源立寺
相良浄心寺

大崩金福寺
寺沢法月庵

大和万福寺
下山本国寺

波木井円実寺
中村満勝寺

伊佐布安穏寺

江尻妙蓮寺

新倉法善寺

小嶋善立寺

三ツ倉法蔵寺
大宮常泉寺
浜松法雲寺

長沢法界寺
春米法林寺

大久保常泉寺

妬
７
４
拍

498

499

500

501

502

太譲院海聞日衞

智見院素通日明

３
４
０
０
５
５

寿
登
順
念
相
禎
感
顕
選

日
日
日
日
日
日
日
日
日

選
祥
顔
澄
潮
応
道
善
住

快
玄
泰
純
貞
顕
湛
敬
智

院
院
院
院
院
院
院
院
院

宣
旭
妙
承
性
影
寿
静
妙

是
潮
顕
智
示
英
本
仁
穏

505

5略

507

508

509

510

助講511

512

513

智詔院存雅日逗514

515 長遠院湛如日寿

（111）



妙玄庵歴代帖（林）

岩間大乗寺

下曽根円妙寺

島田正覚寺
端和妙恩寺

落居妙蓮寺
平須長遠寺

門野本妙寺
猪根正行寺

福士弘円寺
内房本成寺

玉川蓮照寺

中村満勝寺

塩沢蓮照寺

良応院英受日悟

本融院貞玄日承
豆州御首連久寺擁原法久寺

瑞豊院春旭日充

智要院義啓日造

妙雄院玄説日禅

住忠院通康日護

９
０
１
２
３
４

６
７
７
７
７
７

４
４
４
４
４
４

化主213

化主214

善
恕
賀

日
日
日

潮寿

温承

敬翁

海
純
了

院
院
院

具
英
海

５
６
７
８
９

７
７
７
７
７

４
４
４
４
４ 西井出上行寺

中村満勝寺

柏原立円寺

関原円光寺
高田長生寺

谷村東漸寺

横根実教寺
布施妙泉寺

大田和蓮重寺
八木沢源立寺

若神子妙円寺
甲府信立寺

三ツ倉法蔵寺
夜子沢法向寺

田富町蓮性寺

北川正福寺
佐別

飯野福王寺
長貫長見寺

湯島法雲寺

上河東妙福寺
柚野正法寺

五丁田円受院

藤田仙能寺

誠心院純式日養

顕寿院太蓮日啓

顕秀院義底日瑚

480

481

存孝院啓

顕良院政

助482

483

慶
善

日
日

山
雲

厚
運
譲

日
日
日

存
省
海

良
運
智

院
院
院

性
如
海

顕
英
智

４
５
６

８
８
８

４
４
４

瑞
性

日
日

運
圓

義
泰

院
院

完
教

487

488

理
是

温理院義学日誠489

諦
耀

誠院本瑞日

純院唯識日

遠
本

490

491

院
院

道
迎

誠
顕

具
源

日
日

圓識

義穏

（110）
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493



妙玄庵歴代帖（林）

445

446

静
瑞

日
日

承
圓

遠
光

院
院

遠
妙

瑞
本 猪根聴法寺

甲府信立寺

石和遠妙寺

羽鮒吉祥寺
松野永精寺

松代蓮乗寺

成嶋仏乗寺

西南湖本乗寺

早川入聴徳寺
十谷妙長寺
夜子沢法向寺

馬門妙性寺
八幡忠安寺

三島本覚寺

高田流通寺

下田了仙寺

今福妙法寺
天神中条真浄寺

松野永精寺

十島浄仙寺

大和万福寺
大宮大泉寺

安居山東漸寺
藤枝大慶寺
内房本成寺

小出保妙寺

柳島実成寺

中野妙久寺
三ツ倉法蔵寺
万沢顕本寺

久成円妙寺
宮原本定寺

松本広福寺

江原報恩寺
今泉妙延寺

小河原浄蓮寺
長沢上行寺

誠
恵

日
日

運
順

良
敬

院
院

遠
詔

英
顕

447

448当209

智
智
観
本

449

450

451

452

院
院
院
院

性
妙
解
好

恵性

義伯

音開

海本

現
遊
竪
運

日
日
日
日

化209代

観向院良達日遊453

遼応

妙演

真如

大乗

454

455

助455

456

院
院
院
院

遵
義
真
辨

性
遍
善
義

遂
禎
浄
典

日
日
日
日

化210代

457

458

459

温良

智快

智妙

海
快
智

院
院
院

聞
寿
聞

恭
宝
遂

日
日
日

炭泰院東運日澄460

化211代 461

462

463

乗
智
信

院
院
院

宣
敬
妙

快
了
完

日
日
日

学
遠
識

求
要
満

化212代 智感院固義日典464

逢
晃

日
日

立
善

善
義

院
院

祥
遠

顕
理

465

466

智用院見旭日有467

468 光顕院泰具日遁

（『109）



妙玄庵歴代帖（林）

泰中院啓直日遊 薬王寺
蓮長寺
妙海寺

円妙寺
妙浄寺

妙像寺
実相寺

大塩
小条
沼津

久成
南部

駿府
御松

420

智鏡院貞秀日顕

自静院宣教日意

慧海院了純日照

錐俊院義念日譲

本種院貞道日照

蓮妙院義圓日恭

本静院宣恕日逢

宝珠院慈仁日資

是静院寛是日貫
永聖ノ祖

環明院智顔日演

宜寛院要海日照

化206代 421

422

423

424 戸田実成寺
須津東光寺

下曽根円妙寺

柳川柳川寺
内船内船寺

東南湖 長久寺
興津耀海寺

久保山法泉寺
三日市場妙永寺

万沢顕本寺

本郷妙善寺

荊口弘妙寺
大師了仙寺

日野見法寺

岡崎円頓寺

江尻妙泉寺

大久保常泉寺
鰍沢蓮久寺

長沢善国寺
青柳昌福寺

内房橋上貫名寺

小繩本泉寺

落居常慶寺

下多加富西寺

鰍沢感応寺
松本本立寺
横須賀妙立寺

大島妙泉寺

大島井妙浄寺
高田長生寺

飯富本成寺

化207代

425

426化208代

427

428

429

430

431

如
善
妙
貞

耐
大
富
存

善朗

慈貞

圭瑞

存道

聴
東
命
秀

日
日
日
日

院
院
院
院

432

433

434

435

化211代 本理院本蓮日雄436

容
智
潮
妙
潮

中
孝
妙
応
音

岸
恩
亮
責
門

慈
慶
瑞
観
泰

院
院
院
院
院

岱
秀
貞
詫
広

日
日
日
日
日

437

438

439

440

441

潮心院智貞日涛

是龍院義朝日彦

智泰院本立日随

（108）

２
３
４
４
４
４

444



妙玄庵歴代帖（林）

是
遠
性院性圃日

光院本瑞日

370

371

慈
放
竹居楊巌寺

横根実教寺
青柳昌福寺

安居山東漸寺

柳島実成寺

黒沢妙学寺
柚野正法寺
法林寺

元吉原妙法寺

山室遠照寺

院
院
院

樹
性
道

372

373

374

啓叔

存省

瑳遠

堅
輝
年

日
日
日

一
是
中化I95代

化196代

化197代

375

376

377

378

本
是
本
僧

義
雄
慈
那

堯
快
義
海

院
院
院
院

辨
遠
順
伯

日明

日琳

日国

日船 善妙寺
妙諸寺
妙恩寺

妙祥寺
耀海寺

蓮花寺

妙昌寺

満勝寺

蓮乗寺

切石
小林
端和

吉原
興津

鰍沢

米倉

中村

松代

師子Ⅱ孔院実洞日誓379

化198代 貞
是
史
玄

貞
義
純
栄

院
院
院
院

妙
秀
原
性

日
日
日
日

本
真
澄
性

380

381

382

383

違
善
承
顕

豊遠院太豊日誠

圓翁院圓旭日満

408

409化203代 小林妙諸寺
長沢善住寺

山高実相寺

ツヅラ沢妙現寺

玉川蓮照寺

寺部妙遠寺
藤田仙能寺
松本妙光寺

松本妙福寺

市川円立寺

白須蓮性寺

車田法円寺
一ノセ妙円寺

落合本照寺

和泉妙円寺

徳
勝
意
近

持
光
海
義

是
正
潮
是

院
院
院
院

遠
行
温
妙

410

411

412

413

日運

日現

日広

日精

化204代 院
院
院
院

寛
妙
玄
泰

是
本
体
是

慈
顕
玄
泰

辨
瑞
意
瑞

414

415

416

417

胎
覚
義
晋

日
日
日
日

化205代 中
昌
院東現日噺

(照）院貞勤日禮

（107）

逓
潮

418

419



妙玄庵歴代帖（林）

イサブ安穏寺
駿府感応寺
南部妙浄寺

布施妙泉寺

浜松法雲寺

下山常福寺
柚井本光寺

黒田妙学寺
甲府要法寺
内房本成寺

鰍沢蓮久寺

下山本国寺

掛川正願寺

市川円立寺

平須長遠寺
中条長遠寺

四日市場要法寺
越城上行寺

小林法寿寺

柳川柳川寺
天神中条真浄寺

長貫長見寺

本郷法眼寺

万沢顕本寺
一ノ谷妙照寺

荊口弘妙寺

横須賀妙隆寺
内房本光寺

甘利大輪寺
有野行善寺

安居山東漸寺
赤沢妙福寺

石和遠妙寺

イサブ安穏寺

岩間定林寺

落合成妙寺

八幡忠安寺

智真院智慶日瑞346

善光院政雲日遂

是妙院義龍日静
三老席マテ動ムル功二依テ加歴ス

智眼院博瑞日祥

347

348

348

349 瑞映院貞栄日瑞化190代

貞
泰
玄
顕
義

泰
義
遡
量
完

日
日
日
日
日

善
瑞
雅
薩
達

誠
妙
中
寿
運

妙
候
一
本
太

院
院
院
院
院

０
１
２
３
４

５
５
５
５
５

３
３
３
３
３化191代

智運院大義日宝355

化192代

化193代

萬
理

日
日

要
歓

持
義

院
院

要
妙

太
太

356

357

化194代 理宣院

顕妙院

顕寿院

義通日運
祖師堂上棟ノ玄庵

智陽日運

了快日習

358

359

360

全真院見政日匡

潮華院通快日泰
祖師5釦遠忌満山十日ノ間出仕

本教院湛道日威

361

362

363

364 真孝院辨朗日慶

雅
潮
順
旭
智
の０

良
貞
貞
海
良
○

本
性
大
是
観

院
院
院
院
院

源
善
善
性
義

堅
牙
近
運
遙

365

366

367

368

369

日
日
日
日
日



妙玄庵歴代帖（林）

化183代 潮
潮
潮

延
遠
心

院
院
院

海周

持紋

泰仁

２
３
４

２
２
２

３
３
３

浄
栄
宏

日
日
日

八代定林寺

山高実相寺

一ノセ妙了寺
蔦木真福寺

長沢善住寺

蒲原東漸寺

宮沢法浄寺

掛川正願寺

瀬葉川世尊寺

松野永精寺
中条長遠寺

春米宝林寺

鰍沢蓮花寺
穴平遠照寺

三ツ倉法蔵寺
中村満勝寺

小島善立寺
下田了仙寺

青柳昌福寺

下山上沢寺
和泉妙延寺

大淵了仙寺
内房本成寺

高橋常徳寺
南部妙浄寺
甲府信立寺

富竹大広寺

横須賀本源寺

高田長生寺

上河東妙福寺
下曽根円妙寺
甲府信立寺

中野妙久寺

夜子沢法向寺
端和妙恩寺

小林法寿寺
内房本成寺

化184代

化185代
智
養
厚
正
大

翁院見

妙院慈

妙院本

中院素

法院海
弁ハ加歴同樺二侯

妙院海

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

３
３
３
３
３

旭
善
義
通
量

厚
迎
徳
選
観
新

日
日
日
日
日

温330 聞日

珠
潤

日
日

雅
性

存
貞

院
院

山
牙

鳳
潮

331

332化186代

憲寿院純式日明

潮義院演瑞日静

333

334

太
太

湛

前

聞
海

日
日

如
晴

335

336

遠
治
院
院

宝山院慈仁日秀

潮典院智圃日詠

337

化187代 338

観
真
観
本

院
院
院
院

理
性
厚
如

日
日
日
日

忠
湛
存
識

339

340

341

342

見
慈
貞
唯

政
相
遙
逢

太善院善玉日栄

瑞泉院春旭日満

343

344化188代

化189代 不染院慈遠日慈345

(105）



妙玄庵歴代帖（林）

真寿院快順日

智浄院順東日

296

297

迫
信
松本妙福寺

三島本覚寺
黒田久沢寺

蒲原東漸寺
浜松法雲寺

今泉妙延寺

内船内船寺

青柳法長寺
山高実相寺

藤枝大慶寺

興津耀海寺

飯富本成寺
松本妙光寺
岩淵光栄寺

大嵐蓮花寺

飯富本成寺

山室遠照寺

柚野光徳寺

落合成妙寺
下山本国寺
中条長遠寺

篠原法久寺
南部妙浄寺
甲府信立寺

江尻妙蓮寺

永井常隆寺

内房本成寺
由井正法寺

穴平遠照寺

松代蓮乗寺

金谷長光寺

石和遠妙寺

内船内船寺
中条長遠寺

大運院慈妙日宝298

温
俊
心

智
智
一

東
貞
持

院
院
院

299

300

301

稟
完
運

透
量
見

日
日
日

智
海
豊

応
静
温

玄
宣
義

院
院
院

302

303

304

修
達
泰

澄
恕
門

日
日
日

化174代

院
院
院
院
院

照
誓
海
恵
亨

本
智
智
太
潮

宣
本
了
勇
海

要
立
遠
説
具

遊
潤
怪
榮
喜

５
６
７
８
９

０
０
０
０
０

３
３
３
３
３

日
日
日
日
日

化175代

化176代

化177代 本承院貞道日種310

潮
達
潮

善
中
穏

院
院
院

泰
音
要

１
２
３

１
１
１

３
３
３

信
開
穏

玄
迅
謹

日
日
日化178代

化179代

化180代
潮
憲
善
智
従

昌
性
応
了
妙

尭
恵
俊
文
義

院
院
院
院
院

詮
性
妙
和
伯

４
５
６
７
８

１
１
１
１
１

３
３
３
３
３

日行

日明

日定

日慈

日運化181代

化182代 潮遵院善立日詠319 天神中条真浄寺
布施妙泉寺

飯富本成寺

落居本照寺

院
院

立
中

憲
義

本従

義本

(104）

320

321

日行

日憲



妙玄庵歴代帖（林）

飯富本成寺

浜松法雲寺
長野長見寺

落居本照寺
端和妙恩寺

山高実相寺

岡善国寺
青柳昌福寺

三島本覚寺

布施妙泉寺

内房本成寺

上河内蓮花寺
浜松法雲寺

長貫長見寺
中条長遠寺

鰍沢蓮花寺

上小河原浄蓮寺

篠原法久寺

三ツ倉法蔵寺
大宮大泉寺

下山本国寺

長沢善住寺
松野永精寺

鰍沢蓮久寺
下曽根円妙寺
駿府感応寺

浜松法雲寺

三島本覚寺

谷村東漸寺

中沢一乗寺

静岡満勝寺

藤巻永精寺
米倉妙昌寺

猪根正行寺
甲府信立寺

小林妙諸寺

一ノセ妙了寺

今泉妙延寺

耐辰院善察日能

大中院慈貞日慶

269

270

蓮妙院潮瑞日運化160代 271

光順院順妙日妙

遠寿院本瑞日命

272

273化161代

聞
従
容
芳

日
日
日
日

察
渓
慈
泰

圓
雲
遠
具

語
慈
側
上

院
院
院
院

佛
善
不
蓮

４
５
６
７

７
７
７
７

２
２
２
２

化162代

化167代

化168代 理善院義学日誠278

造
運
到
順

恩
覚
誠
聞

泰
圓
学
智

院
院
院
院

性
満
理
光

日
日
日
日

貞
回
本
智

９
０
１
２

”
記
記
記

化169代

化170代

演
達

日
日

顔
達

智
圓

院
院

勇
要

智
聞

283

284

了遠院了秀日秀化173代 285

徳
観
賛
答
厚
体

日
日
日
日
日
日

真
貞
政
音
旭
雲

義
遵
信
海
純
東

院
院
院
院
院
院

妙
応
朗
義
温
義

本
遵
玄
一
慈
妙

化172代 ６
７
８
９
０
１

８
８
８
８
９
９

２
２
２
２
２
２

養中院俊那日顕292

順
逢
逮

了順

圓義

敬順

(103)

義
運
凉

院
院
院

日
日
日

了
恵
大

293

294

295



妙玄庵歴代帖（林）

教
誠
養
宝

寿
諦
運
音

院
院
院
院

学
純
遵
快

日
日
日
日

通
式
応
傅

富竹大広寺

静岡満勝寺

興津耀海寺

石和遠妙寺
米倉妙昌寺

下曽根円妙寺
伊佐布安穏寺

鰍沢蓮花寺

篠原法久寺

柚野正法寺

能勢真如寺

大嵐蓮花寺
永紋白初祖

下曽根円妙寺
伊佐布安穏寺

若神子妙円寺

市川円立寺

由井正法寺
南部妙浄寺

小出深妙寺

３
４
５
６

４
４
４
４

２
２
２
２

現
圓
洞
珠

泰真院快応日栄247

妙
寿
泰
光
教

本
宣
教
瑞
亨

了
勝
秀
圓
演

院
院
院
院
院

日
日
日
日
日

運
通
遠
義
瑞

堯
静
量
礒
延

８
９
０
１

４
４
５
５

２
２
２
２

化155代

是妙院大義日観252

海
顕
澄

院
院
院

妙
顕
運

空
開
泰

日
日
日

圃
瑞
然

場
誠
翁

253

254

255

化156代

退
元

日
日

遠
穏

快
義

院
院

中
迎

観
本

化157代
紋白ノ祖

化158代

256

寺
寺
寺

寺
寺
寺
寺
寺
蔵
寺
寺
寺
寺
了
寺
寺
寺
行
寺
寺

妙
遠
安
本
浄
法
妙
仙
浄
妙
妙
照
蓮
諦
上
遠
徳

成
長
忠
見
妙
弘
了
妙
遠
妙
妙
常
長
光

倉
セ
出

合
条
幡
倉
原
シ
ロ
田
原
和
ノ
谷
尻
島
井
須
野

落
中
八
小
吉
三
荊
下
吉
石
二
江
加
西
平
柚

257

院
院

智
如

観
天

芳
遠

日
日

智
叔

了
完

258

化159代 259

日
日
日
・
日

素
政
現
雅

院
院
院
院

猛
全
運
了

榮
見
東
了

進
雄
元
靭

勇
自
一
源

０
１
２
３

６
６
６
６

２
２
２
２

化160代

堅固院義忍日迅化171代 264

詔
義
考
恕

日
日
日
日

院
院
院
院

竜
事
宜
照

要
辨
妙
察

順
堯
友
海

見
一
圓
映

５
６
７
８

６
６
６
６

２
２
２
２
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妙玄庵歴代帖（林）

漸妙院義真日法

這毒院快山日鳳

本寿院要存日量

覚漸院慈妙日来

須津
一谷

市川

吉原

蒲原

東光寺
妙照寺

円立寺

妙祥寺

東漸寺

化144代 215

216

217

218化146代
文化6

元吉原妙法寺

鰍沢蓮花寺
石和遠妙寺
甲府信立寺

岡善国寺

長岡宗徳寺
内房本成寺

伊東妙法寺

鰍沢蓮花寺
駿府感応寺

布施妙泉寺

大宮大泉寺

横須賀本源寺

八幡忠安寺
内房本成寺

高田長生寺

今スハ久本寺

南部妙浄寺

桂川正願寺

箱根本迩寺

落居本照寺

山高実相寺

長貫長見寺

今泉妙延寺

高田長生寺

布施妙泉寺

穴平遠照寺

日
日

圓
識

東
唯

院
院

具
応

圓
本

迎
宣

219

220化147代

誠
栄

日
日

善
栄

玄
貞

院
院

具
妙

本
瑞

221

222

忍

前

日
日

忍
性

察
貞

院
院

法
妙

生
遠

223

224

領
週
宗
静

直
順
湛
啓

宣
智
慈
智

院
院
院
院

漸如

海漸

慈性

智性

日
日
日
日

５
６
７
８

２
２
２
２

２
２
２
２

化148代

化149代

化150代

朗
完
応
雅
澄
本
意
覚
妙
存
見
道
雲
量

圃
友
尭
玄
存
義
真
映
輪
貞
亨
湛
芳
善

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

禅
味
中
中
妙
量
性
照
元
厚
立
要
道
留

寂
一
為
所
泰
玄
本
妙
朝
善
本
本
中
源

定
等
充
啓
融
静
完
到
速
明
誓
蕊

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

化151代

化152代

化153代

化154代
文政2

諏訪高国寺

小倉見本寺
安居山東漸寺

文
涛

日
日

241

242
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妙玄庵圃､帖（林）

金谷長光寺

成島竜泉寺

石和遠妙寺

由野光徳寺

大嵐蓮花寺

落居本照寺
江尻妙蓮寺

飯富本成寺
岡崎善立寺

興津耀海寺

三島本覚寺

今スハ久本寺
松代蓮乗寺

長貫長見寺
須津東光寺

青柳昌福寺
永紋白初祖

信州山室遠照寺

二老ニテ逝去依評加
暦小島善立寺

下田了仙寺
一谷妙照寺

元吉原妙法寺

小田原常永寺
浜松法雲寺

伊東大行寺
中条長遠寺

松本本立寺

今泉妙延寺
長沢善住寺

下山本国寺

一谷妙照寺

安居山東漸寺
端和妙恩寺

若神子妙円寺
内房本成寺

猪根正行寺

横須賀東光寺

光
瑞
尭
勇
寛
豊

受
雲
翁
玄
利
敬

院
院
院
院
院
院

光
光
運
勇
宣
敬

日
日
日
日
日
日

学
圓
省
説
要
順

周
選
英
啓
進
元

９
０
１
２
３
４

８
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

化132代

化133代

化134代

理妙院照亨日真195

一乗院隆恵日彰

観事院貞圓日要
享和二年(1帥2)化主腕任文化10年4月5日化

十如院性圓日遊

６
７
８
９
０

９
９
９
９
０

１
１
１
１
２

化136代

化137代

修妙院識遠日慈

化138代 持遠院湛如日芳
(187日貞師同ジク初祖トアルガ如何？）

玄了院了遠日感

妙運院泰顔日実

201

202

自然院宣恕日遇203

圓寿院感瑞日頚

本照院義順日侃

204

205化139代

化140代 潮照院海聞日演2船

漸誇院通快日透

見翁院見旭日遷

207

208

瑞
瑞
耐

恩
応
詔

瑞
善
演

院
院
院

察
朗
瑞

209

210

211

義
政
耐

日
日
日化141代

化142代
文化5化

化143代

大路院堯詠日亮212

院
院

相
牙

一
圓

213

214

俊妙

慈誠

（100）

養
耀

日
日



妙玄庵歴代帖（林）

大慶寺

本成寺

感応寺

藤枝

内房

駿府

鰍沢
駿府

落居

蒲原

飯田

石和

廣
純
観
境

日
日
日
日

偕
秀
完
勝

宣
貞
慈
光

院
院
院
院

潮治

宣如

慈観

大行

162

163

164

165
蓮花寺
感応寺

本照寺

東漸寺

長源寺

遠妙寺

然
明
観
遵
伝
典

日
日
日
日
日
日

遠
覚
意
存
運
貞

泰
春
堯
堯
恵
慈

院
院
院
院
院
院

遠
如
禅
玄
行
乗

泰
瑞
本
情
一
大

166

167

168

169

170

171 浜松法雲寺
京 満願寺
飯富本成寺

荊口弘妙寺

切石善妙寺
横須賀本源寺

小出深妙寺

大嵐蓮花寺

日唱一件ノ玄庵ナリ，
異流退治ノ師善立寺

同二老須津東光寺
同三老江尻妙蓮寺
同四老石和遠妙寺
同五老由井本光寺
豆州雲金妙本寺
加島常諦寺

猪根正行寺

高橋常徳寺

飯富本成寺
端和妙恩寺

元吉原妙法寺
駿府感応寺
甲府信立寺

小倉見本寺

南部妙浄寺
永紋白初祖

化125代

法
真

日
日

衷
遠

見
察

院
院

妙
武

温
宗

化134代

化126代
寛政6

172

173

現
蕊
孝

日
日
日

瑞
秀
学

温
存
泰
極
義
潮
良
博
辨
養
堯
海
実

付

院
院
院
咋
院
院
院
院
院
院
院
院
院

大

乗
妙
応
辞
運
義
妙
喜
運
要
玄
天
妙

唱

回
瑞
相
日
慈
妙
源
歓
義
一
躰
義
蜜

174

175

176化127代

現
貞
観
静
進

忍日

瑞日

向日

瑞日

具日

７
８
９
０
１

７
７
７
８
８

１
１
１
１
１

化163代

化164代

化128代

化165代

友
詮
研

日
日
日

宣
順
具

182

183

184化129代

化130代 洞日紹185

静
貞
逓

日
日
日

玄
陽
玄

永
智
東

院
院
院

承
具
中

本
瑞
一

186

187

妙泉寺
長遠寺

布施
中条化131代 188
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妙玄庵歴代帖（林）

仁宗院宣旭日敬化107代 一ノ谷妙照寺
内房本成寺

大宮大泉寺

横須賀本源寺

豆州三宅島在遠島文
政12年50年目赦免有之
山高実相寺⑰

信州山室遠照寺⑲

136

誠
養
誠

諦
中
圓

院
院
院

受
回
義

潤
朗
達

137

138

139

長
慈
遵

日
日
日

化108代

化109代

化110代 毒遠

博遠

修善

本薩

躰真
了義

一如

智見

院
院
院
院
院
院
院
院

遠
雅
雲
恕
俊
辨
恩
礼

快
辨
政
宣
智
尭
貞
顕

到
養
報
到
情
見
貞
住

０
１
２
３
４

４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

日
日
日
日
日
日
日
日

小田原常永寺

長貫長見寺

落居本照寺

化111代

化112代

元市場常諦寺

下山本国寺“

有野行善寺
“見師ノ院代ナリ

岡崎善立寺

穴平遠照寺

内房本成寺
一谷妙照寺
高遠蓮華寺

中条長遠寺
内房本成寺

米倉妙昌寺

南部妙浄寺

145

146

信誠

見理

妙牙

勇解

理運

存
玄
了
章
義

貞
照
證
信
観

院
院
院
院
院

日
日
日
日
日

応
海
秀
恩
善

147

148

149

化113代

化114代

化115代

化116代

150

慈運

豊善

大資

遠誠

妙浄

快群

光
伯
光
貞
遵
学

院
院
院
院
院
院

埴
保
堯
俊
遵
慶

日
日
日
日
日
日

応
英
見
性
貞
通

副
艶
鉛
別
記
師

１
１
１
１
１
１

化117代

化118代

化119代

化120代

鰍沢蓮花寺

三島本覚寺

青柳昌福寺
甲府信立寺

中村満勝寺

下田了仙寺
京 満願寺

吉原妙浄寺

西井出上行寺
内房本成寺

大嵐蓮花寺
浜松法雲寺
一谷妙照寺

化121代 寛
輝

日
日

式
能

純
慈

院
院

妙
輪

深
玉

157

158

化122代

化123代

泰
治

日
日

然
遠

澄
慈

院
院

妙
輪

輪
宝

159

160

化124代 又聞院圓定日近161
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妙玄庵歴代帖（林）

義妙院演瑞日瑞

潮源院圃洲日香

寛応院義諦日演

玄光院東圖日瑞

勇妙院智静日静

聞要院博遠日勇

寛慈院慈全日正

観静院英澄日存

大照院海聞日映

実相院存式日純

泰毒院通快日逢

鏡明院存海日光

真如院孝卯日相

妙照寺
本成寺

谷
房
一
内

化96代 108

109

110

111

112

113

114

115

116

代
代
５
７
９
９

ヒ
ヒ
イ
イ 興津耀海寺

穴平遠照寺

中条長遠寺
勝手ノ間天井ノ施主

静岡満勝寺

甲府信立寺
吉原妙浄寺

八幡忠安寺

穴平遠照寺
甲府信立寺

二老ニテ退且今般許容
ヲ以歴世加入要ハ別記
二有り

化98代

化99代

化100代

117

118

119

120化101代

圖妙院圃諦日観121

演
逮
治

日
日
日

完
義
通

妙
碩
海

院
院
院

通
妙
遠

流
通
泰

122

123

124

石和遠妙寺

安居山東漸寺
駿府感応寺

米倉妙昌寺

加島常諦寺

内房本成寺

興津耀海寺

端和妙恩寺
蒲原東漸寺

飯富本成寺
荊口弘妙寺
中条長遠寺

柚野正法寺

義
解
勇
詮
教

日
日
日
日
日

善
達
勇
碩
辨

玄
文
魁
尭
慈

院
院
院
院
院

具
実
如
遠
静

圖
妙
魁
長
自

125

126

127

128

129

化102代

化103代

化104代

玄妙院義静日迎化105代 130

日勇

日賢

日正

日永

日妙

亨辨

玄静

義衷

顕瑞

恵秀
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妙
是
寿
妙
義

院
院
院
院
院

遠
心
本
本
圓

化1“代 131

132

133

134

135

一ノ谷妙照寺

端和妙恩寺



妙玄庵歴代帖（林）

化76代 誠妙院存省日貞

榮妙院立仙日隆

玄葉院了雅日運

本黄院遵政日遼

遠寿院瑞翁日泰

０
１
２
３
４

８
８
８
８
８

静岡満勝寺

化77代 塚原根本寺

化88代 顕瑞寮建立依テ列
端和妙恩寺

之

禅智院慧応日秀

宣応院逐説日演

潮信院慈門日盈

託事院澄光日慧

涛遠院堯性日昌

顕了院堯意日法

鷲諸院勝光日照

本誠院湛秀日諦

大慈院義貞日典

宣妙院存立日這

亮玄院恵哲日秀

潮昌院義観日運

潮遠院智三日諦

理玄院理玄日近

大道院海進日精

５
６
７
８
９
０
１
２

８
８
８
８
８
９
９
９

化80代

化79代 穴平遠照寺

化81代

化82代

青柳昌福寺

布施妙泉寺

化83代 ３
４
５
６

９
９
９
９

端和妙恩寺

化84代 甲府信立寺“

97

98

米倉妙昌寺

化86代 99 小田原常永寺

吉原妙祥寺伽化85代 稀妙院恵達日勝
潮師代追放裕師代許容玄鱒加暦ス

化87代
量
現
倦
等
専
審
貞
澄

日
日
日
日
日
日
日
日

恩
明
素
哲
偕
静
雅
智

東
守
玄
海
昶
貞
春
三

院
院
院
院
院
院
院
院

簿
住
雄
運
玄
行
妙
妙

見
安
妙
潮
収
妙
位
秀

100 駿府感応寺
中条長遠寺
谷村東漸寺
京 満願寺

消水妙啓寺

興津耀海寺

須津東光寺

端和妙恩寺
落居本照寺
宣示院卜改ム

化89代 101

化90代 102

代
代
２
１
９
９

ヒ
ヒ
イ
イ

103

104

化93代 三島本覚寺105

106

化94代 107 南部妙浄寺
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妙玄庵園上帖（林）

代
代
記
弱

化
化

性
照

47

48

雲
岸
院榮正日慈

院堯應日運

松代蓮乗寺

伊東大行寺
加島常諦寺

小田原常永寺化 60代 49

50

51

61代 52

62代 53

63代 54

64代 55

56

65代 57

66代 58
72代再講主

67代 59

68代 60

61

62

69代 63

64

65

66

67

68

69

70代 70

71代 71

72

73

74

73代 75

76

77

74代 78

75代 79

乗
性
性
遠
珠
妙
正
諦
音
善

一
富
善
慈
圓
玄
中
二
正
本

普
春
春
識
隆
泰
長
了
是
存

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

妙日

達日

底日

遠日

玄日

顔日

説日

察日

来日

貞日

化
選
述
治
養
精
静
春
到
誠

化
化
化
化

岡崎善立寺

興津耀海寺

一ノ谷妙照寺

化

化
信州荊口弘妙寺23

三島本覚寺

化

化
啓
圓
通
念
観
迩
成
湛
徳
昌
逢
遙
静
元
報
統
淳
健
徳
顕
曜

日

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
碩
日
日

智

応
相
光
岡
林
静
詮
忍
悦
森
光
静
庚
心
善
道
龍
辨
ツ
フ
通
智
Ｊ

九
加
５９

堯
恵
真
通
導
泰
智
住
智
泰
智
海
玄
察
圖
観
玄
亮
融
倖
学
運
く

籍
歴

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
罰
鐸
院
院

去
ム

照
善
光
寿
玄
語
圓
善
妙
心
妙
妙
玄
妙
資
通
譲
遠
麺
執
妙
樹

一
一
寮

常
体
真
本
体
現
大
修
通
通
首
空
要
純
蓮
貫
仁
譲
嘩
陸
通
大

石和遠妙寺

円井（韮崎）妙浄寺

伊佐布安穏寺

須津東光寺化

大宮大泉寺

高田長生寺

布施妙泉寺⑩

大須賀本源寺(9)

化
化

端和

大宮

端和

妙恩寺

大泉寺

妙恩寺化

化

化

安居山東漸寺

成島滝泉寺



妙玄庵歴代帖（林）

空如院空如日信

春性院春性日榮

玄収院学養日義

隆存院隆存日造

本禅院湛要日述

修学院湛長日道

即心院智宅日在

化31代 ８
９
０
１
２

１
１
２
２
２

化

化

化

代
代
代

０
２
３

３
３
３

興津耀海寺⑮

甲府遠光寺
静岡大須賀本源寺(6)

剛寺
寺
寺

寺
了
法
永

昌
妙
妙
常

妙

セ
原
原

倉
ノ
吉
田

米
一
元
小

化35代

化36代

23

24

空
融
造
治
肇
貞

禅
然
了
恵
如
叔

秀
泰
恵
光
莚
官

院
院
院
院
院
院

圓昌

圓妙

通玄

遠珠

亨学

亨成

日
日
日
日
日
日

25

26

27

28

29

30

興津耀海寺化
化
化

代
代
代

７
８
９

３
３
３

甲府遠光寺

蒲原東漸寺
三島本覚寺

中条長遠寺

一ノセ妙了寺

甲府遠光寺

端和妙恩寺

化40代

遵
将
宣
沽
観
審
涛

日
日
日
日
日
日
日

韻
玄
智
叡
由
運
要

院
院
院
院
院
院
院

秀
叔
秀
存
性
芸
玄

妙
要
妙
照
善
諦
妙

化41代

化42代

化43代

化49代

化46代

化47代

化48代

遠
統
遠
遠
亨
圓
亨

31

32

33

34

35

36

37

米倉妙昌寺

柚野正法寺
甲府信立寺

端和妙恩寺
潮師ノ院代ナリ

加島常諦寺

大須賀本源寺

穴平遠照寺

須津東光寺

高田長生寺

篠原法久寺

三島本覚寺29
中条長遠寺27
京 妙伝寺37

一中院正圓日如化50代 38

亮
随
亮
来
榮
存
妙

日
日
日
日
照
日
日

察
春
太
渓
唯
義
義

院
院
院
院
院
院
院

岸
隆
長
雲
日
圓
静

容
珠
樹
本
章
智
譲

見
観
徳
従
含
眼
温

化51代

化52代

化53代

化54代

化55代

化56代

化57代

９
０
１
２
３
４
５

３
４
４
４
４
４
４

融妙院玄秀日遅
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妙玄庵歴代帖（林）

妙玄庵歴代帖

林 是幹手控

表紙二曰ク

是迄善学院二無之折盈差支候二付二百七世日譲代写之置ク者也

他江出ス事御無用二候

化主所持

玄庵退院之節可為致記帳

本書は善学鏡師伝及西谷檀林四百年史執筆に際し青柳昌福寺より

借用し後日の為め筆写保存す｡ (昭和三十三年四月大宣堂刊）

筆写は伊藤俊子之に当る。今般原本に照合することが出来なかっ

たので多少の誤字があることと思う。乞諒承。

化主歴代 基
２
３
４
５

開 理
生
是
終
聚

本
隆
本
正
宝

遙
玄
良
智
守

院
院
院
院
院

高田長生寺

大野山在廟

豆州三島本覚寺

日
日
日
日
日

山
底
卯
秀
玄

長
永
相
玄
城化15代

自檀ノ祖

化20代

甲府信立寺

無人二付再玄講隆
即
常
本
観
一

日
日
日
日
日
日

底
静
閑
順
玄
雅

生
心
昌
成
理
行

院
院
院
院
院
院

玄
恵
受
栄
亮
元

永
観
迅
住
義
立

６
７
８
９
０
１
１
１

化
化
化

代
代
代

１
４
３

２
２
２

米倉妙昌寺

穴平

藤枝
清水

遠照寺

大慶寺
妙啓寺

本成院 了順

圓哲

順亮

貞順

榮観

尭長
寿院
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12

13

14

15

16

17

宥
宣
観
実
心
近
量

日
日
日
日
日
日
日

信
相
楽
体

行
応
観
玄

院
院
院
院
太

加島常諦寺

三島本覚寺

化29代 一ノセ妙了寺⑯



日蓮聖人研究文献目録（奥野）

昭和53

〃56

〃49

〃49

〃51

〃53

〃53

臨川書店

日蓮宗宗務院

日教研－1号

立正安国会

法蔵館

東京堂

国書刊行会

新訂増補日宗龍華年表

近代日蓮宗年表

新発見真蹟解題

日蓮大聖人御真蹟御本尊集

日蓮聖人真蹟集成(－)～什)巻

日蓮辞典

明治・大正・昭和日蓮門下仏
家人名辞典

日本名僧辞典

日蓮宗仏事行事集（上）（下）

日蓮宗（葬儀大事典）

日蓮宗事典

山田 日真

日蓮宗現宗研編

宮崎英修

山中喜八編

法蔵館編集部

宮崎英修編

河村孝照編

中尾尭編

石川教張

早水弁静

日蓮宗事典刊行
会

河村孝照・石川
教張

中尾 堯編

大鑑編集委員会
編

遠藤是秀編

東京堂

ピタカ

鎌倉新書

日蓮宗宗務院

３
５
５
６

５
５
５
５

″
〃
″
″

日蓮聖人大辞典 国書刊行会 〃56

日蓮聖人事蹟事典

日蓮宗寺院大鑑

雄山閣

池上本門寺

６
６
５
５

〃
〃

日蓮宗葬儀の手引一駿河地区
を中心として

日蓮正宗教学小辞典

日蓮宗和党会

創価学会

聖教新聞社

６
７
１

５
４
５

〃
〃
〃

創価学会教学部
編

創価学会教学部
編

宗勢調査会編

宗勢調査会編

日蓮宗新聞部編

日蓮大聖人御書辞典

日蓮宗全国宗勢調査統計表

日蓮宗宗勢調査報告書

日蓮宗新聞縮刷版

日蓮宗宗務院

日蓮宗宗務院

日蓮宗宗務院

２
３
４

５
５
５

〃
〃
″
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

〈資料・辞典類＞

高木 豊 「身延鑑」管見

高木 豊 「身延鑑」管見口

冠 賢一近世後期日蓮宗出版史の一考
察一書建村上平楽寺の蔵板支
配について－

冠 賢一 日蓮宗出版書における寛文期
の意義

兜木正亨 日蓮聖人真蹟影印刊行の概観

宗政五十緒他京都妙覚寺現蔵版木の研究(－1

正中山法華経寺中山史（増補版）
編

本能寺史編纂会本能寺

棲神-52号

日教研－8号

日本仏教史学－12
号

昭和55

〃56

〃52

古稀記念 〃49

〃51

〃51

〃53

〃47

日蓮聖人の真蹟集
成－1巻

日蓮とその教団一
1集

正中山法華経寺

大本山本能寺奉賛
会

堀之内妙法寺

日蓮とその教団一
2集

日教研一3号

日教研一4号

堀之内妙法寺史料

京都妙覚寺現蔵版木の研究(二）

庄司寿完

宗政五十緒他

９
２
４
５

″
〃

＜資料＞延享二年身延山久遠
寺末寺帳
く資料＞延享二年身延山久遠
寺末寺帳（続）

＜資料＞埴谷抄一日親一

く資料＞不厳寺代を相伝抄

林是晋・北村聡

林是晋・北村聡

〃51

〃52

号
号
４
５
一
一
研
研
教
教
日
日

冠 賢一

渡辺宝陽・井上
博文

高木 豊他

渡辺宝陽・井上
博文

松村寿巌他

示村貞夫

２
３
５
５

〃
″

＜資料＞「法則」集成

く資料＞法華間要集

号
号
６
７
｜
｜
研
研
教
教
日
日

４
５
５
５

″
〃

＜資料＞六檀会評控

妙法寺史

日教研－8号

妙法寺史刊行委員
会

中山法華経寺

熊本県立美術館

６
４
５
５

″
〃

中山法華経寺誌

本妙寺歴史資料調査報告書

中山法華経寺

熊本県立美術館
編

立正大学寺院史
料研究会

身延山久遠寺編

立正大学日蓮教
学研究所

６
６
５
５

〃
〃

京都・北竜華妙覚寺文書目録
一日蓮宗寺院史料調査報告一

身延文庫所蔵文書・絵画目録

改訂日蓮宗宗学章疏目録

妙覚寺 〃48

身延山久遠寺

立正大学日蓮教学
研究所

〃51

〃53
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

不受不施派読史年表 開明書院長光徳和・妻鹿
淳子編

中村孝也

勝木太一

昭和53

万治法難と本行寺日暹門流

上総寛政法難宗門一件につい
て

１
１
一
一
８
７
２
２
研
研
仏
仏
印
印

４
３
５
５

〃
〃

〈文学、芸術＞

日蓮宗芸術家略伝

法華経と芸術・芸能一日蓮宗
の絵画・彫刻

日蓮聖人画像の系譜

日蓮宗と初期狩野派の絵師に
ついて

｢日蓮聖人註画讃｣の絵師窪田
統泰について

法華信仰と浮世絵（野村耀昌
編法華経信仰の諸形態）

｢日蓮聖人註画讃」の一考察
(野村耀昌編「法華経信仰の
諸形態」）

日蓮宗僧の画像について

日蓮聖人画像の一考察（とく
に｢波木井の御影」について）

野村

坂輪

耀
宣

講座「日蓮」1

講座「日蓮」1

昌
敬

昭和47

〃47

坂輪

坂輪

敬
敬

宣
宣

日仏年報38号

古稀記念

８
９
４
４

″
〃

坂輪宣敬

楢崎宗重

冠 賢一

大崎学報-128号

平楽寺書店

平楽寺書店

〃51

〃51

〃51

坂輪

坂輪

敬
敬

一
旦
一
旦

日本仏教-45号

印仏研-20-2

３
７
５
４

〃
″

フ 日蓮宗の仏像ベルナール・

ランク

植中直

冠 賢

上田本

法華59-10 〃48

斉 日蓮聖人絵伝

一 日蓮聖人註画讃

昌 日本文学と法華経（野村耀昌
編法華経信仰の諸形態）

一宮沢賢治の詩と宗教

明 日蓮と近代文学者たち

張文学作品に表われた日蓮聖人

張吉田松陰の日蓮観

身延山久遠寺

勉誠社

平楽寺書店

８
９
１

４
４
５

″
〃
〃

森山

石川

石川

石川

真世界社

平文社

国雷刊行会

東京立正女子短大
紀要

３
３
５
６

５
５
５
５

″
〃
〃
〃

康
教
教
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

霊友会一法華経新教団の母体大蔵出版
（新宗教の世界I)

立正佼成会一法華信仰と先祖大蔵出版
供養（新宗教の世界Ⅱ）

創価学会一宗教政治集団の発大蔵出版
展と拡散（新宗教の世界Ⅱ）

繩田早苗

横山真佳

溝口 敦

昭和53

〃53

〃53

〈不受不施＞

忘れられた殉教者 小学館奈良本辰也・高
野澄

相葉 伸

渡辺宝陽

影山堯雄編

宮崎英修

昭和47

殉教の人を

不受不施の信仰

日蓮宗不受不施派の研究

不受不施義の展開（中世法華
仏教の展開）

悲田不受不施派の興亡

図録「日蓮宗不受不施派の歴
史」

講座「日蓮」3

講座「日蓮」3

平楽寺書店

平楽寺書店

７
７
７
９

４
４
４
４

〃
〃
〃
〃

宮崎英修

日蓮宗不受不施
派記念事業執行
委員会

宮崎英修

不受不施派研究
所編

安藤精一

小林日行監修

古稀記念

同刊行委員会

９
０
４
５

〃
〃

不受不施派の名分論

日蓮宗不受不施派の歴史

喜寿記念

妙覚寺

０
０
５
５

〃
〃

不受不施派農民の抵抗

異端一関東における不受不施
派の記録

不受不施派殉教の歴史

禁制不受不施派の研究

仏教教団再編成過程の研究一
日蓮宗不受不施派の事例一

房総禁制宗門史

聖一写真でつづる日蓮宗不受
不派抵抗の歴史

日蓮門下の殉教史

不受不施派流僧の祈りと行法

不受不施史料

清文堂出版

東京若松寺

〃51

〃51

相葉 伸

宮崎英修

孝本 貢

大蔵出版

平楽寺醤店
１
１
１

５
５
５

〃
〃
″日蓮とその教団一

1集

国書刊行会

国書刊行会

加川治良

高野澄他
２
２
５
５

″
〃

井上恵宏

宮崎英修

日蓮宗不受不施
派研究所

ピタカ

印仏研一29－2

平楽寺書店

３
６
６

５
５
５

〃
〃
〃
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

社会問題資料研
究会編

日蓮宗に顕れたる不敬事件
（仏教と社会運動）

社会問題資料叢書
第一輯
思想研究資料特輯
52号

講座「日蓮」4

昭和47

111 折哲雄 ナショナリズムと日蓮主義一
日蓮思想におけるナショナル
な心情と呪性

渡辺宝陽ナショナリズムと日蓮主義－
田中智学

渡辺宝陽 ナショナリズムと日蓮主義一
本多日生

中濃教篤 ナショナリズムと日蓮主義一
石原莞爾

中濃教篤革命思想と日蓮主義一妹尾義
郎

戸頃重基革命思想と日蓮主義一テロと
日蓮主義の関係（北一師・大
川周明・井上日召）

佐木秋夫革命思想と日蓮主義一日蓮と
国家および革命

田村芳朗近代日本の歩承と日蓮主義

戸頃重基近代社会と日蓮主義（日本人
の行動と思想18）

戸頃重基近代日本の歩承と日蓮主義一
日蓮の国家観一（とくに法国
相関の両義性について）

〃47

講座「日蓮」4

講座「日蓮」4

講座「日蓮」4

講座「日蓮』4

講座「日蓮」4

〃47

〃47

〃47

〃47

〃47

講座「日蓮」4 〃47

誰座「日蓮」4

評論社

〃47

〃47

講座「日蓮」4 〃47

池上尊義 日蓮と国家 日蓮とその教団一
1集

日本仏教－44， 45
号

講座「日蓮」4

〃51

佐を木 馨 日蓮と天皇一国主観との関連
で

梅原正紀 日蓮系の新宗教運動一法華系
の新興教団（その体質と問題
点）

宮崎英修 日蓮系の新宗教運動一既成教
団の新展開

日隅威徳 日蓮系の新宗教運動一創価学
会

小松邦彰 日蓮系の新宗教運動一霊友会
立正佼成会

冠 賢一 日蓮系の新宗教運動一仏立宗

小野泰博妙智会一先祖供養と忍善への
道（新宗教の世界Ⅲ）

〃52

53

〃47

講座「日蓮」4

講座「日蓮」4

講座「日蓮」4

〃47

〃47

〃47

講座「日蓮」4

大蔵出版

７
３
４
５

″
〃
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

里見泰穏 日蓮宗と俗信仰との交渉（中平楽寺書店
世法華仏教の展開）

望月良晃京都町衆の法華信仰一本阿弥平楽寺書店
光悦を中心として－（中世法
華仏教の展開）

田村芳朗 日蓮聖人と民衆仏教 法華59-3.4

中尾 堯題目識の機能と性格 喜寿記念

藤井 学法華信仰の諸相一法華一撲 講座「日蓮」3

影山堯雄法華信仰の諸相一日蓮の諸尊講座「日蓮」3
信仰

藤井 学法華信仰の諸相一町衆の信仰講座「日蓮」3

宮崎英修 日蓮教団の展開 講座「日蓮」3

川添昭二 日蓮教団の分立一九州におけ講座「日蓮」3
る日蓮宗の発展

中尾 尭 日蓮教団の分立一東国におけ講座「日蓮」3
る日蓮宗の発展

冠 賢一 日蓮教団の分立一京畿・中国講座「日蓮」3
・四国における日蓮宗の発展

宮崎英修他宗徒のゑた日蓮聖人 法華58-7.8

田村芳朗近代における日蓮観一高山樗講座「日蓮」4
牛の日蓮観

紀野一義近代における日蓮観一宮沢賢講座『日蓮」4
治と日蓮

茂田井教亨近代における日蓮観一日蓮観講座「日蓮」4
の諸相

高木 豊近代における日蓮観一キリス講座「日蓮」4
卜者の日蓮観

戸頃重基論争の歴史一現代における論講座「日蓮』3
争(日蓮の平和思想について）

勝呂信静論争の歴史一排仏論者との論講座「日蓮」3
争

妹尾啓司論争の歴史一キリスト教との講座「日蓮」3
論争

渡辺宝陽論争の歴史一脱宗者の思想 講座「日蓮」3

浅井円道論争の歴史一他宗との論争 講座「日蓮」3

中濃教篤戦時下の仏教 国雷刊行会

林 霊法妹尾義郎と新興仏教青年同盟百華苑

松根 鷹妹尾義郎と新興仏教青年同盟三一書房

山川智応 日蓮主義発展史 真世界社
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８
０
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

室住一妙象のぶ山論 棲神-46号

室住一妙身延山論をめぐって 棲神-47号

北村 聡 日蓮宗寺院の出開帳とその寺仏教学論集－9号
院経営一松葉ケ谷妙法寺の事
例を中心として－

北村 聡近世寺院の開帳と識中の役割 印仏研－22－2
について

北村 聡開帳と講中一身延山久遠寺の立正史学-41号
江戸開帳を支えた人々

内野久美子七面法華と子安講一その習俗 日本仏教-45号
と信仰一

北村 聡近世における日蓮宗寺院の経 日教研－1号
営史的考察一鎌倉・松葉ケ谷
妙法寺の場合一

坂本勝成江戸の七面信仰一高田亮朝寺 日教研－3号
の場合一

北村 聡近世法華信仰の一具体像 日教研－3号
一「千代見草」を素材に－

松村寿巌中世日蓮宗と追善供養 日教研一1号

松村寿巌中世日蓮宗における法要儀礼 日仏年報-43号
一日蓮・日像・日朝の事例を
めぐって一

下宮高純京都妙顕寺所蔵講式声明につ 日教研－5号
いて－｢宗祖四百五十遠忌式」
を中心にして－

下宮高純 日蓮宗の十種供養式 日教研－6号

遠藤是秀題目宝塔にゑる法華教団とそ 日教研－5号
の信仰一静岡県富士地区につ
いて－

松村寿厳 日蓮宗と仏具－その受用時期 日教研－6号
を視点として一

宮崎英修江戸中期における諌暁活動 棲神-48号

宮内武範富山藩廃仏殿釈における日蓮印仏研－24－1
宗寺院の動向

植田観樹能勢法華の成立についての一 日教研一5号
考察一寂照院日乾と能勢頼次
を中心として

宮川了篤 日蓮宗批判史の一考察一松本 日本仏教-45号
鹿鹿と平田篤胤の関係一

妹尾啓司 キリスト教伝来と日蓮宗（中平楽寺書店
世法華仏教の展開）
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昭和49
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

中尾尭・渡辺 日蓮宗（日本仏教基礎講座） 雄山閣
宝陽

中尾 尭 日蓮宗の歴史 教育社出版

宮崎英修 日蓮聖人をめぐる人々 法華58-10

宮崎英修 日蓮宗の人びと 宝文館出版

高木 豊 日興とその門弟 日蓮とその教団一
4集

糸久宝賢像師の京都弘教について 日教研一6号

寺尾英智池上・比企谷両山貫主の上総 日教研－8号
国巡説について

佐藤行信寺僧の活躍による寺院の成立櫛田博士頌寿記念
について－大石寺を中心とし
て－

糸久宝賢南北朝期に於ける妙顕寺の動 日教研－7号
向について

糸久宝賢室町時代における京都本能寺 日教研－8号
の展開一本能寺敷地をめぐる
経緯と公武との交渉を中心と
して一

松井孝純種子島日典殉教史 印仏研－22－2

上田本昌 日蓮教団における法難の問難 日仏年報-39号

林 是幹横須賀問答の「裂邪網」につ棲神-48号
いて

林 是幹身延西谷檀林の形成と展開 平楽寺書店
（近世法華仏教の展開）

冠 賢一 日蓮宗における檀林法度の制印仏研－25－1
定について一飯高・小西・三
味堂檀林を中心に一

林 是晋身延山支院の成立と展開 棲神-46号

林 是晋身延山支院の研究一宿坊につ 日教研－1号
いて一

町田是正身延山墓碑史考 棲神-48号

秋山智孝身延裏参道考 棲神-48号

林 是晋近世における身延山支院の組 日教研－3号
織について

林 是晋身延山の年中行事について 日仏年報-43号

林 是晋身延山久遠寺の本末について棲神-52号

林 是晋身延山諸堂建立考 棲神-53号

林 是晋 日唱の身延除歴事件について棲神-49号

（85）
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

村
北
小

上
川
野

重
前
文

良
肇
晄

仏立開導長松日扇

一妙院日導の顕本論

近世日蓮宗教学に於ける観心
思想の展開(~）

日什と弟子達（顕本法華殉教
史）

庵林宗学の系譜（近世日蓮宗
教学の研究二）

日蓮教学における三大秘法に
ついて〈三)(特に本妙日臨以後）

｢本門自誓受戒」について

近世初頭京都日興門流教学の
展開

講談社

日教研－3号

日教研－3号

昭和51

〃51

〃51

窪田哲城

小野文洸

本田栄秀

林
号
１

書
５
－

仏
一
記

房
研
研

喜
教
仏

山
日
印

〃53

〃53

〃54

小野文洸

井上博文
印仏研28－1

日蓮とその教団－
4集

〃45

〃54

〈教団史＞

影山尭雄 日蓮教団の成立と展開
（中世法華仏教の展開）

高木 豊京幾日蓮教団の展開
（中世法華仏教の展開）

冠 賢一東海日蓮教団の展開
（中世法華仏教の展開）

林 是幹 甲斐日蓮教団の展開
（中世法華仏教の展開）

中尾 堯関東日蓮教団の展開
（中世法華仏教の展開）

冠 賢一戦国期日蓮教団の展開
一遠州鷲津本興寺と鵜殿氏一

渡辺宝陽 日蓮聖人の戒壇義と教団の問
題

千葉県郷土史研 日蓮一房総における宗派と文
究連絡協議会 化

川添昭二九州日蓮教団の展開
（中世法華仏教の展開）

川添昭二博多における日蓮教団の展開

中濃教篤編近代日蓮教団の思想家
一近代日蓮教団教学史試論一

宮崎英修 日蓮教団史研究の課題

（84）

平楽寺書店 昭和49

平楽寺書店 〃49

平楽寺書店 〃49

平楽寺書店 〃49

平楽寺書店 〃49

印仏研22－2 〃49

日仏年報-39号 〃49

千秋社 〃55

平楽寺書店 参49

日蓮とその教団一 〃52
2集

国書刊行会 〃52

大崎学報-131号 〃53



日蓮聖人研究文献目録（奥野）

日蓮宗上代における神天上義印仏研23－2 昭和50
について

日蓮聖人における法華色読の仏教学論集-10号 〃48
－考察

日蓮各派の教学 山喜房仏書林 〃50

中条暁秀

北川前肇

有賀要延

〈教学史＞

高橋謙祐 「本因妙抄」考 日教研－6号
高橘謙祐 「本因妙抄」にみる興門教学印仏研28－2

の思想背景について

北川前肇行学院日朝の教学における摂 日教研一1号
折論

北川前肇行学院日朝の研究（仙波遊学印仏研22－2
について）

北川前肇行学院日朝の門下教育 印仏研24－2
芦沢一男行学院日朝と中古天台思想と 印仏研27－1

の関連について

大平茂樹慶林坊日隆聖人箸｢名目見聞」 印仏研24－1
について

北川前肇慶林院日隆の顕本論H 仏教学論集-12号
芦沢一男慶林坊日隆の時間論（五百塵仏教学論集-15号

点実説論について）

高鳴雄三郎鳴呼孝子元政上人 法華58－9
松村寿巌近世日蓮宗における「草山清 日蓮とその教団一

規」の位置 2集

岡田栄照草山元政についての批判 印仏研27－1
小野文洸本妙日臨律師の研究 大崎学報132号
林 是幹本妙日臨上人の阿毘縁山行に棲神52号

ついて

宮川一敬優陀那日輝における排仏論に印仏研21－2
対する姿勢

小野文洸優陀那日輝研究ノート 日教研－4号
茂田井教亨中世における日蓮教学の成立平楽寺書店

と展開(中世法華仏教の展開）

渡辺宝陽一如日重の行法観（近世日蓮印仏研21－2
教学の原点）

石川裕光永昌院通義日鑑の本尊論 日教研一1号
冠 掻一霊鷲院日審の法華経談義 大崎学報-129号
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

松村寿巌 日蓮宗「臨終曼茶羅」の成立古稀記念
と展開

浅井円道本尊論の展開（中世法華仏教平楽寺書店
の展開）

渡辺宝陽大曼茶羅と法華堂 日蓮とその教団一
1集

北川前肇 日蓮教学における寿量本仏観 日蓮とその教団一
の展開 2集

桑名貫正御本尊論研究ノート （前編） 棲神-53号

奥野本洋成仏への道 棲神-51号

渡辺宝陽霊山往詣と即身成仏一覚え書棲神-52号
き－

浅井円道即身成仏論の成立と展開 棲神-53号

室住一妙棲神の意義 棲神-45号

室住一妙神秘の問題一成仏道にふれて－ 日仏年報-40号

茂田井教亨宗学の主体性と客体性 棲神-48号

疋田英肇純粋宗学への道 棲神-48号

茂田井教亨宗学研鐵上の課題 大崎学報-131号

茂田井教亨 日蓮教学における「教」の位大崎学報-128号
置と構造（承前）口教によっ
て選択された「教」

渡辺宝陽本迩論の展開（中世法華仏教平楽寺書店
の展開）

室住一妙摂折論の展開（中世法華仏教平楽寺書店
の展開）

宮崎英修 日蓮の宗教における合理性と 印仏研－23－2
神秘性

渡辺宝陽 日蓮宗信行論の研究 平楽寺書店

渡辺宝陽 日蓮教学における三味の問題 日仏年報-41号

宮崎英修 日蓮宗の祈祷法 平楽寺書店
戸頃重基 日蓮の宗教への社会科学的視喜寿記念

座

上田本昌 日蓮聖人における仏国土思想古稀記念
の展開

勝呂信静宗学研究上の二，三の問題点古稀記念

戸頃重基 日蓮の宗教哲学一業の必然と 古稀記念
意志の自由一

茂田井教亨歴史的概念としての日蓮教学喜寿記念
の本質
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

昭和49

〃49

日比宣正天台教学との関連 平楽寺書店
（中世法華仏教の展開）

田村芳朗天台本覚思想と日蓮教学 平楽寺書店
（中世法華仏教の展開）

関口真大 日蓮聖人に見る天台三大部 古稀記念

浅井円道 日蓮の依懸天台とその超克 大正大学研究紀要
61号

横超慧日 法華宗三国四師の説一最澄。 日蓮とその教団一
日蓮の相承を中心に 1集

高橋謙祐天台学僧信尊について 日教研－4号

高橋謙祐 日蓮聖人と「修善寺決」 日教研－5号

林 真芳 日蓮教学に影響せる「五時八印仏教－28－1
教」について

赤星憲司 日蓮聖人の天台・妙楽大師観 日教研一8号
の一考察

浅井円道宗祖における観念論打破の思古稀記念
想

庵谷行亨 日蓮聖人教学における本門と 印仏研25－1
観心

北川前肇 日蓮教学における教相の一間印仏所28－2
題

北川前肇 日蓮聖人の教観二門に関する 大崎学報-133号
一試論

伊藤愼一 日蓮教学と本覚思想一日蓮聖 日教研－7号
人との関わり合いを中心とし
て

伊藤愼一 日蓮聖人教学と本覚思想の一 日教研－8号
考察

中尾 堯 日蓮宗の成立と展開 吉川弘文館

勝呂信静 日蓮における開会の思想と教 日仏年報-39号
団の問題

佐藤弘夫初期日蓮の国家観 日本思想史研究10
号

中尾 堯 日蓮宗の諸問題 雄山閣

渡辺宝陽 日蓮宗から見た天台宗 「天台」Nn3

影山堯雄 日蓮宗布教の研究 平楽寺書店

戸頃重基 日蓮教学の思想史的研究 富山房

茂田井教亨 日蓮教学の根本問題 平楽寺書店

茂田井教亨 日蓮教学入門 法華59-8,9,11,
12号60－2号
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

昭和50

〃50

宮崎海優

笠井正弘

日蓮聖人の女性観

日蓮の思考と政治志向性

棲神-47号

西日本宗教学雑誌
4号

棲神-50号

仏教史学研究－21
－2

日蓮とその教団一
3集

日教研一5号

中條暁秀

佐を木 蝶
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不
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玉城康四郎

浅井円道

日蓮のめざす究極者 ３
３
５
５

〃
〃宗祖における造語の妙とその

意味

日蓮聖人の安心について

日蓮聖人出家動機の考察

日蓮聖人における追善供養の
動向と展開

身延の日蓮聖人と五種修行

日蓮聖人と諸人供養

身延入山当初の日蓮

身延山初期における日蓮聖人
-特に建治二年を中心として－

身延山における日蓮聖人
一建治三年を中心として－

身延山における日蓮聖人

身延山における日蓮聖人
一弘安元年の秋と冬一

身延山における日蓮聖人
一弘安二年の春から夏へ一

身延山における日蓮聖人
一弘安二年の秋から弘安三年
の冬へ－

身延山晩年における日蓮聖人
-弘安三年三月から八月まで－

身延山晩年における日蓮聖人

感応道交の世界一日蓮聖人の
身延生活一

日蓮の日本天台史観

上古日本天台本門思想史

天台密教思想との連関
（中世法華仏教の展開）
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

石指浩絃

町田是正

町田是正

町田是正

梅原 猛

渡辺宝陽

増谷文雄

日蓮聖人の罪意識一立教開宗
との関連において

日蓮聖人に承る人間観
（第二輯）

日蓮聖人にゑる人間観
（第三輯）

日蓮聖人にみる人間観
（第四輯）

日蓮の人物一手紙に現われた
日蓮の人間像

日蓮の人物一日蓮聖人の人間
像

日蓮一書簡を通してふる人と
思想

日蓮聖人の倫理観の一考察

日蓮聖人の倫理観一「正直」
ということを中心に

日蓮聖人の倫理観についての
一考察

日蓮の行法観一その思想と生
涯一

死者．生者一日蓮認識への発
展と視点

日蓮聖人の生死観

日蓮聖人の生死観

日蓮聖人の臨終観

日蓮聖人の救済論について(~）

日蓮聖人の浄土宗批判とその
意義

宗祖対法然房

日蓮聖人遺文中に見られる法
然像

日蓮聖人の教学形成と法然教
学との関連

日蓮と親鴬の消息文

日蓮の弘法大師観

宗祖と得一

日蓮聖人の平和思想

日蓮聖人の方位観
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日教研－8号
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日蓮聖人研究文献目録（奥野）

昭和53

〃51

日教研－5号

吉川弘文館

救済論の一考察一受持譲与に
おける力用について

日蓮の終末思想と蒙古襲来
（日本宗教史論集上）

日蓮聖人の歴史観

日蓮聖人の「時」の意識

日蓮聖人における「時」につ
いて

日蓮教学における｢時｣の問題

日蓮聖人における｢時｣の問題
一「歴史的時間」の特殊性に
ついて一

日蓮聖人の時間論一｢今本時」
の意味について

日蓮聖人における専唱題目と
余行の実修一とくに読諦を中
心として一

日蓮聖人における唱題と三味
について

日蓮聖人の三益論

日蓮聖人の仏種思想(-)， (ゴ
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日蓮聖人の仏性論の基盤

日蓮聖人の仏種論について

日蓮聖人の下種論一不軽品の
逆縁下種を中心として

日蓮聖人ご隆誕の意義につい
て

日蓮聖人の「上行再誕」につ
いて

不軽と上行

日蓮聖人の師自覚について(一）

日蓮聖人における誇法観
一道元禅師との比較において

日蓮聖人における罪認識の一
考察一法華経における罪の概
念と日蓮聖人一

｢誇法・堕獄」覚え書き

末法と戒一般澄・法然・日蓮
を巡って
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中條
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茂田井

渡辺
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宝
前

秀
肇
亨
陽
肇

法華経の如説修行と日蓮

日蓮聖人の｢摩訶止観｣の受容

日蓮の法華経観

日蓮聖人の釈尊観

日蓮聖人における「寿量品の
仏」について

日蓮聖人における釈尊観の一
考察一特に本師の開顕につい
て－

日蓮聖人の釈尊観一釈尊三徳
観を中心として一

日蓮聖人の仏身論の特徴

日蓮聖人の本尊に関する一考
察

日蓮聖人の釈尊観仁)－親徳を
中心として

日蓮聖人における受持論の一
考察

日蓮聖人における受持の概念
一日蓮聖人引用の法華経を中
心として－

受持譲与段における「受持」
についての一考察

｢観心本尊抄」受持譲与段に
ついて－その論理過程につい
ての一考察一

日蓮聖人の一念三千について
－「観心本尊抄」をめぐって

本尊抄末註における受持の概
念

｢観心本尊抄」の具足論

事一念三千論の一考察

開目抄講讃

正法受持と日蓮の立場一法身
観展開の一面一

日蓮教学における五字と受持
について

日蓮聖人における｢受持｣の問
題一天台本覚思想との関連一
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本
間
田

梅
本
木

｢開目抄」写本の書誌的考察

｢三大秘法抄」とその課題

日蓮教学における三大秘法に
ついて－特に木妙日臨以後一

三大秘法概説

富木尼ごぜん御書の「かまへ
てさんと三年」について

五人土龍御書の解釈と大進阿
闇梨の評価について

｢立正安国論」の略本と広本
について

｢立正安国論」の略本と広本
について

日本中古天台文献の考察口
一日蓮の「立正観抄」の真偽
問題について－

最蓮房あて御書の一考察一立
正観抄・同送状一

私集最要文注法華経の題名と
相伝一日蓮聖人番き入れ法華
三部経一（日蓮聖人真蹟集成
7巻）

日蓮聖人遺文引用説話の一考
察一安心の側面より一

日蓮思想の源流一日蓮の思想
的背景

法華経の伝承一（日蓮と法華
経）

日蓮の思想

日蓮聖人の思想一立正安国論
･開目抄･観心本尊抄を中心に

日蓮聖人の仏教

法華経修行の歴史(I)(I)

法華経と日蓮聖人

日蓮の思想櫛造一「法華経世
界」の成立をめく･って

日蓮の後期の思想一王法と仏
法との関係を中心として

日蓮聖人の法華経

法華経と日蓮聖人
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｢宝物集」と日蓮遺文（中世文
学資料と論考）

日蓮聖人引用経典の一考察

〃53

〃53

〃51

〃47

〃48

〃49

〃49

〃51

〃51

日蓮とその教団一
3集

大崎学報-129号日蓮聖人引用経典の研究トーナ
ー聖人教学形成の背景一

大般浬藥経引用の依本につい
て 一日蓮・親鷲の場合一

日蓮聖人の正法護持における
浬藥経引用について

鎌倉新仏教における法華浬薬
経の受容

宗祖の折伏実践における浬藥
経依用の一考察

｢浬藥経」と日蓮（日本宗教史
論集上）

初期日蓮における「浬梁経」
の受容一「守護国家論」をめ
ぐって

日蓮遺文における引用の内相
と外相一「栴陀羅」如是我聞

立正安国論小考一日蓮聖人に
おける政治と宗教

開目抄における一関提

「日女御前御返事」における
本尊観について

御講聞書をめぐって

日蓮聖人ご遺文の言語研究
一「千日尼御返事」御雷の複
合動詞

｢御講聞書」にそうて

｢御講聞書」考

｢御識聞書」について

｢開目抄」「撰時抄」「報恩抄」
の分巻をめぐって一日蓮遺
文の書誌に関する試論の一つ

（75）

印仏研20－2

印仏研21－2

古稀記念

日教研一1号

吉川弘文館

和歌森太郎先生還
暦記念論文集

日蓮とその教団2
集

古稀記念

本田義憲

小松邦彰

２
９
５
４

″
″

望月良晃

伊藤瑞叡

古稀記念

古稀記念

９
９
４
４

〃
〃

古稀記念

古稀記念

室住一

春日正

妙

三

９
９
４
４

″
〃

号８２１

号
号
号
一

侶
侶
侶
報

一
一
一
学

神
神
神
崎

棲
棲
棲
大

室
浅
若
高

住
井
杉
木

妙
道
飽
魁

０
０
０
１

５
５
５
５

″
〃
″
〃

一
円
見



日蓮聖人研究文献目録（奥野）

宮都宮日

西川

石川教張

百瀬明

綱
満
他
治

日蓮聖人自叙伝

日蓮聖人

日蓮聖人絵詞伝

日蓮の謎一激動の今日に甦る
生の哲学

日蓮聖人を偲ぶ

日蓮の旅

日蓮一炎の生涯（歴史読本）

日蓮聖人と両火房

日蓮聖人佐渡流罪の法制史的
考察㈲口

竜口法難の史実と伝説

門弟の静態，動態

日蓮聖人身延御入山と南部一
族の動向

阿仏房について

宿屋入道と宿屋光則

日蓮遺文に見える北条氏一門

南部実長考一実長の姓につい
て一

安達泰盛とその兄弟

若き日の日蓮(1)～(7)

日蓮の生涯一青春の遍歴一

日蓮の生涯一弘通の日々

日蓮の生涯一流調の星霜

日蓮の生涯一隠栖の明燕れ

日蓮とその時代
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日蓮の遺文一日蓮遺文の考究識座「日蓮」2

日蓮の遺文一日蓮遺文の解題講座「日蓮」2

日蓮聖人遺文註釈の動向（中平楽寺
世法華仏教の展開）
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昭和47年以降

日蓮聖人研究文献目録

奥野本洋編

略 称

(印度学仏教学研究）

(日本仏教学協会・仏教学会年報）

(茂田井教亨先生古稀記念論文集）

(久保田正文博士喜寿記念論文集）

(日蓮教学研究所紀要）

印仏研

日仏年報

古稀記念

喜寿記念

日教研

〈伝記＞

｢法然・親鴬・日蓮集」（仏教
教育宝典4）

日蓮一配流の道

日蓮

日蓮の伝記と思想

茂田井教亨他 玉川大学出版部 昭和47

紀野一義

士師清二

日蓮宗現代宗教
研究所
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日蓮一殉教の如来使
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日蓮とその予言

日本放送出版協会

浄妙全集刊行会

新月社

日蓮とその教団一
2集
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社会思想社
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成川文雅

上原 巌

日蓮宗宗務院遠
忌事務局

日蓮聖人小伝

日蓮一その生涯とこころ

日蓮聖人一久遠の唱導師

現代に生きる人間日蓮

日蓮聖人の生涯（増補改訂）

人間日蓮

日蓮聖人－その壮烈な生涯と
思想
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身延山史索引（林）

身延山史索引

。本索引は昭和48生6月17日発行の『身延山史』を対象とし， 『続身延山史』

は除いた。

｡主として人名・書名・地名・寺名・施設名・事項・その他の語いを検出し，

五十音順に配列した。

。僧名は原則として日号で示し，院号・寺名等の別を（ ）内に示して判別の

手がかりにしたものもある。なお， 日号は「ニチ」と読むか「ニッ」と読む

かは判別し難いものもあるので日号の次を五十音順に配列した。

。書名は検索に便ならしめるために，具称または略称を掲げた。

。支院名の「坊」 「房」号は「坊」に統一した。

o内容の同じものは統一して，叉，誤りに気付いたものは訂正して収録したも

のもある。

。訓承の未詳のものは，音読象にしてその該当する箇所に配列した。

。本索引の作成には井出万美・今村紀子・今村千加子・大森千恵子・桑原律美

・佐野初美・佐野明美・佐野智恵美・清水達之氏等の協力を得ている｡特に

今村良枝女史には多大の尽力にあづかつたo記して感謝する。

昭和56年10月13日

林 是 ・晋

青山市之丞…………………………312

青山氏｡………･……………………･213
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言語小論⑤（大森）

る。この水準に， ウォーフの言語相対説も関係している。」

以上，言語と思考の問題について，二人の学者の説を中心に，一考察を試ゑ

た次第です。 (1981,Aug.)

Notes:

（1）サピア・ウオーフ説: thelinguisticrelativityhypothesis(言語相対論説）

と云われ，思考様式は人間に普遍的なものではなく，個

別言語に相対的であり，従って言語によって現実世界が

異なった形で認識されると考える。決定論的視点に立つ

仮説。

サピア(E・ Sapir)(1884-1939) :米国の人類言語学者， コロンビア大学，シ

カゴ大学，エール大学等で人類学，言語学

を担当。

主著-Language, anlntroductionto

thestudyofspeech(1921)

ウオーフ(B.Whorf) (1897-1941) :米国の言語学者，エール大学講師

主著-Language,Thoughtand

Reality(1956)

（2）ロナルド.W・ ランガッカー(Ronald.W.Langacker) :言語学者， カリフ

ォルニア大学教授

（3）ピーターウルフソン(PeterWoolfson):米国北東部ニューイングランドのヴァ

ーモント大学教授人類学，言語学者

(4)unicon:一角獣（馬に似て額に一本の角のある伝説的動物）

(5)W・H.Thorpe :米国の行動生物学者，主著,AnimalNatureandHuman

（ソープ) Nature(1974)行動生物学：動物の生得的行動と環境との
関係を研究する学問

Bib!liography:

E・ Sapir :ThestatusofLinguisticsasascience, 1929,America

P・Woolfson:Language,ThoughtandCulture, 1973,America

R.W・Langacker :LanguageandltsStructure, 1968,America

Y･ kurokawa :EssaysonLanguage, 1977,Tokyo

H・Narita:LanguageandHumanity, 1979,Tokyo
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言語小論⑤（大森）

(resolution).Thecatdoesallthiswithouttheaidoflanguage, and

thereforeitseemsreasonabletoassumethatwearecapableofsome

processesofthoughtwithoutthemediationoflanguage. Some

essentialabilitytodealwitheventsmtimeasinspaceis,by

defmition, tobeexpectedthroughouttheworldoflivmgthings.

即ち， 「猫が犬を見た後で，木に走り上る時，猫は次の能力を示す。猫は犬

を見る（認知） ，其れは，犬を危険であると見別ける（認識)｡其れは， トラ

ブルを予見する（予期） ，其れは，すゑやかに，其の環境をチェックする（評

価） ，そして其れは，最も近い木に走り上る（決心）。猫は， こうした事を，

凡て言語の助けなしで行なう。それ故に，我々が言語の媒介なしで，或る思考

過程を経る能力があると考える事は，合理的に思われる。時間， 空間を問わ

ず，物事を処理する或る本質的能力は，明確に生物の世界に，期待されている

筈である。」尚， ウールフソンは，言語の文法（語法）について，次の様に述

べているo

Therearetobesure,verybroadandgeneral,universalstatements

aboutlanguagethatcanbemadetowhichnoexceptionscanbe

found.

However, itisequallytruethatthegrammarsofthelanguagesof

theworldshowconsiderableva面etyinthedevicestheyemployto

classifyreality. Itisthislevelofclassification, dissection, and

organization, thelevelofdiversityratherthanumversality,with

whichwhorf'slinguisticrelativityhypothesisisconcerned.

即ち， 「確かに，言語について，例外の見出せないような，非常に広く，一

般的な，普遍的な定義がある。けれども，世の中の言語の語法が，事実を区別

する為に用いる方法の中で，かなりの多様性を示す事も，等しく真実である。

其れは，類別，解剖，柵成の水準であり，普遍性よりむしろ多様性の水準であ

（13）



言語小論⑤（大森）

UsingthesealternativesinEnglishgrammar,hemakesitpossible

fOrustovisualizethediffrenttypesofsnowandtoperceivethe

differencesamongthem. BecausethedifferencesarespecificaUy

labeled,webecomeconsciousofthem.

即ち， 「英語々法に於けるこれ等の選択語を用いて，彼は，我々が，違った

タイプの雪を目に見える様にする事や，それ等の間の違いを認める事が出来る

ようになる事を可能にする。なぜならば，其等の違いが，明示的に名称を与え

られている為に，我為は，其等を意識する様になる。」彼は，以上の様に述べ

ているが，更にスキーヤーと，雪とを例示して，次の様に述べている。

Ifitbecomesnecessaryforustoperceivethesedistmctions, asa

skiermightwithsnow, thentheywouldbecomeconscious, andthe

vocabularyordescriptiveitemswouldfollow・ Inthecaseof skier,

heboITowshistermsforsnowfromthemorespecializedvocabulary

oftheAustr･ians.

即ち， 「我々が，此等の違いを， スキーヤーが，雪に対して認める様に，認

める事が必要になるならば，その時その違いは,意識となるであろう。そして，

その用語や，叙述項目が，従って来るであろう。スキーヤーの場合，彼は，雪

に対する彼の語を， オーストリア語の一層専門化された用語から借りるのであ

るo」

以上の彼の説から考えると，言語が，認知を規定するのでなく，認知が，言

語を規定すると云えよう。尚， この事例として， 彼は， 米国の行動生物学者

W.H.Thorpe(ソープ）の次の説を引用している。
（5）

Whenacatrunsupatreeafterseemgadog,heexhibitsthis

abnity.Thecatseesthedog(perception), itidentifiesthedogas

dangerous(cognition) ; itforeseestrouble(anticipation), itquickly

checksitsenvironment (evaluation)anditrunsupthenearesttrees

（12）



言語小論⑤（大森）

弱めたりする特別の一組の眼鏡を，我とに与える。この様にして，凡ての感覚

が，神経組織により受け入れられている間に，或る感覚だけが，意識のレペル

迄もたらされる。」

そして，彼は， この過程に於ける言語の役割を示すものとして， ウォーフ学

説の中で例示されているsnow(雪）について述べている。

では， ウォーフ学説の中で述べられている雪は，次の様になる。一部を述べ

ると，

Wehavethesamewordforfallingsnow, snowontheground,

snowpackedhardlikeice, slushysnow,wmd-drivenflyingsnow

whateverthesituationmaybe.ToanEskimo, thisall inclusive

wordwouldbealmostunthmkable;hewouldsaythatfallingsnow,

slushysnow, andsoon, aresensuallyandoperationanydifferent,

differentthmgstocontendwith;heusesdifferentwordsforthem

andforotherkmdsofsnow.

即ち， 「我々は，降る雪，地面の雪，氷の様にかたくつめられた雪，解けた

雪，風に吹き飛ばされる雪等，其のシチュエーションは何んであろうとも，同

じ言葉のsnowと云う語を持っている。エスキモーに取っては， 此の凡てを

含んだ語は，殆んど考えられないであろう。即ち，彼は，降る雪，解けた雪等

は，感覚的にも，作用上からも違って居り，一緒に論ずべきものではないと云

うであろう。彼は，其等や，他の種類の雪に対しては，違った語を用いる。」

以上の様に， ウォーフは，実体を区別する為には，違った語が用いられると云

っているが， しかし，適当な語がない時は，実例を用いる事によって，語の欠

けている部分を補い，その概念を表現出来ると云って居り， この様にして，違

ったタイプの雪は，適当な形容的な語句を用いる事により，述べる事が出来る

と云っている。

こうした事に関し， ウールフソンは，次の様に述べている。

（11）



言語小論⑤（大森）

Althoughthehypothesisseemstoaffirmtheviewthatlanguage

determmesthought,oneshouldrememberthatitconcentrateson

habitualpatterns ; andhabitualpatternsmaybeignoredorcircum-

vented.Whatisnecessaryisthatwebeccmeawareofthesepatterns

byconsciousintrospection, scientificstudy,orcross-culturalcompar-

ison.

即ち， 「本質に於て，その説は，与えられた言語は，殊にその語法に於て，

その話手に，既成の型で世の中を見る様な傾向にさせる習慣的表現様式を与え

ると云う事を，示している。文法（語法）は，語から語えと変る為に，思考の

習慣的型は，異なった言語の話し手の，世の中の見方とは違って来るようであ

る。その説は，思考を決定すると云う見解を断言するように象えるけれども，

人は其の説は，習慣的型に集中している事を思い出すべきである。そして，習

慣的型は，無視され除外されるかも知れない。必要である事は，我々が，此等

の思考型を，意識的内省，科学的研究，又は異文化間の比較によって知る様に

なる事である。」

以上の様に彼は述べて居るが， 我々が健康である限りは，現実に対応する

同じ様な身体器官をもっている。しかし，神経組織は，違った種類，強度，持

続時間の，断えざる流れにより改められて，それ等の諸感覚は，凡てが，我々

の意識に達っするとは限らないのであり， この達つしない感覚を，適当な量に

処理して，意識の中に入れ込むろ過装置に当るものが言語であると云えよう。

この事に関して彼は，次の様に述べている。

Ourlanguage, ineffect, providesuswithaspecialpairofglasses

thatheightenscertainperceptionsanddimsothers・Thus,whileall

sensationsarereceivedbythenervoussystem, onlysomeare

broughttothelevelofconsciousness.

即ち， 「我々の言語は，結果に於て，或る知覚を強めたり，又，他の知覚を

（10）



言語小論⑤（大森）

If,myournativelanguage,youwerebroughtuptosaytheequi-

valentoftheflowerreds, thetreetalls, andtheriverdeeps, it

wouldnotfollowthatyoulivedinanespeciallyexcitingmental

worldwherecolorswereactionsonthepartofobjects, wheretrees

contmuallyparticipatedintheactivityoftalmess,whererivers

stretchedthemselvesverticallywhileflowmghorizontally.

即ち， 「もし，あなたが母国語の中で，花が赤くなる。川が深くなる。と云

う語と，同じ様な意味の事を云って，育てられたならば，色調が，物の側に立

って，行動的になったり，木々が，絶えず高くなる事の行動に加わったり，川

が水平に流れる間に，川自身垂直に延びて行く様な， こうした特別興蒋的な精

神の中に居るとしても，その事を，あなたは，感じなくなるであろう。」

以上の様に，彼は，人は習慣的になると，言語の文法上の櫛造は，思考を全

面的に規制するものではない。と述べている。こうした事は，我なが’ 日常経

験するところであり結局，思考の世界の方が，言語の世界より，はるかに豊か

であると云えよう。

次に， ピーター・ウールフソン(PeterWoolfson,ヴァーモント大学教授）

の説を，中心に考えてみたい。

先づ，彼は，言語が思考を決定すると云う，サピア・ウォーフ説に対し，次

の様に述べている。

Inessence,thehypothesissuggeststhatagivenlanguage,es-

pecianyinitsgrammar, providesitsspeakerswithhabitualgrooves

ofexpressionwhichpredisposethesespeakerstoseetheworld

readymadepatterns.Sincegrammarsvaryfromlanguageto

language, itislikelythatthehabitualpatternsofthoughtwnlbe

differentfromtheworldviewofaspeakerofadifferentlanguage.

（9）



言語小論⑤（大森）

典型的なレッドの色合いを覚える事以上に，特別なブラウンの色合いを覚える

事は， より困難である事が分るであろう。

彼は，以上の様に，単一の語によって指示された概念を操作する事が，複合

語で指示された概念を操作する事より容易であると云う説より，我々の思考が

如何に言語学的経験の範囲によって規制されるかを述べている。しかし， こう

した影響力（規制力）も，絶対的なものとは考えられず，人は，言語が役に立

たない様な概念を，形成する事が出来ると考える。その例として，彼は次の様

に述べている。

ImagineauniconWithaflowergrowingoutofeachnostril・No
（4）

wordexistsforsuchanentity, butitiseasytothinkaboutitnev-

ertheless．即ち， 「それぞれの鼻孔から，花が生えている一角獣を相像して承

なさい。この様な実在の為の語は，存在していない。しかし，それにもかかわ

らず，それについて考える事は，容易である。」

次に，語の文法的構造が，思考の上に及ぼす関係について考えて見たい。こ

の事に関し，彼は，次の様に述べている。

Thereisabsolutelynoreasontobenevethatthegrammatical

structureofourlanguageholdsourthoughtsmatyrannical,viselike

grip・ Itisnotreallysurprismgthatnosuchevidencehasbeen

found・Theclaimsarebasedonreallyverysuperficialaspectsof

linguisticstructure.

即ち， 「我との言語の文法的構造が，我々の思考を， グリップでしめつける

様に，ひどくしばりつけると云う事を，信ずる理由は全くない。この様な証拠

が発見されないのは，真に驚くべき事ではない。その主張は，言語の構造の，

真に非常に表面的相に基づいている。」以上の様に彼は，言語の文法上の構造

は，思考を特に限定するものではないと云っているが，その具体的例として，

更に次の様に述べている。

（8）



言語小論⑤（大森）

calnngsomethingsredandothersblue.

即ち， 「我々は，或る色にレッドと云う語，又他の色にブルーと云う語のレ

ッテルをはる事には，慣れている。典型的なレッドやブルーの物を出された

時，我々は，すばやくその色を，呼ぶ事が出来る。レッドやブルーの語は，容

易に我々に役に立つ。なぜならば，我々は，或る物をレッドと呼び，他の物を

ブルーと呼ぶ事に，一生涯の経験をもっているからである。」

この様にはっきりした色調，即ち原色の様な場合は，我全は，容易にそうし

た物を，思考の中に取り入れる事が出来るが，融合色の場合は． どうなるであ

ろうか。彼は，暗かっ色の場合を取り上げて，次の様に述べている。

ThereisnocommonterminEnglishforthisparticularcolor.

Mostlikelyyouwillhesitatetocaniteitherbrownorblack, be-

causeitisnottypicalofthecolorsusuanycalledbrownorblack.

EventuallyyoumayresorttoaPhrasenkeverydarkbrownor

brownishblack,butsuchaphrasewillprobablynotcometommd

asquicklyandreadilyasredorblue.Wearenotsoaccustomedto

distmguishingshadesofbrownfromoneanotheraswearetodis-

tmguishmgredfromblue・ Itwillprovehardertorememberapar-

ticularshadeofbrownthantorememberthecolorofatypically

redobiect.

即ち， 「此の特別の色に対しては，英語に於ては，ありふれた用語はない。

たいてい皆，其れをブラウンと呼ぶか， ブラックと呼ぶかためるう。なぜなら

ば，其れは普通ブラウンとかブラックとか呼ばれる典型的な色ではないからで

ある。時々人は，暗かっ色とか，かっ色がかった黒の様な用語に，たよるかも

知れないが， この様な句は，多分， レッドやブルーの様に，速く容易に，心に

浮んで来ないであろう。我々は， ブラウンの色合いを，我盈が， レッドとブル

ーを区別する事に，慣れている程，他の色合いと区別するのに慣れていない。

（7）



言語小論⑤（大森）

Wehaveseenthatawordcanbehelpfulin fOrmmg, retaining,

oroperatingwiththeconceptitdesignates,wehavealsoseenthat

notwolanguagesmatchpreciselyinthewayinwhichtheybreak

upconceptualspaceandassignthepiecestowordsasmeanings.

即ち， 「我々は，一つの語は，その語が指示する概念を形成し,保持し,操作

する事に於て，役に立つ事が出来るのを見て来た。我々は又，二つの言語は，

それ等が概念上の空間を切り取ったり，その空間の断面を，意味としての言葉

に分け与える方法に於て，正確には釣り合わないという事を，見て来た。」

以上の様に，彼は抽象的に述べて居るが，更に具体的例を上げて，次の様に

述べている。

Englishdistinguishesbetweengreenandbluewhileotherlanguages

useasmglewordtodesignatethisentirerangeofthespectrum,

andthattheEskimosuseanumberofwordstodesignatedifferent

kmdsofsnowwhereEngUshhasthesmglewordsnow.

即ち， 「英語は， グリーンとブルーを区別するが，一方他の言語の中には，

これ等の色帯を，単一の言語で示している。エスキモーは，色々の種類の雪を

示す為に，多くの語を用いるが，英語では， スノーと云う単一の語を用いてい

る。」

彼は以上の様に述べているが， こうした相違は，凡ての用語範囲や，二つの

言語が比較される時，見られるものであるが，問題は，経験上の言語学的範囲

に於ける違いが， どの程度迄，それに相当する思考上の相違に影響するかと云

う事である。この事に関し，彼は，次の様に色調の例を上げて述べている。

Weareaccustomedtolabelmgsomecolorswiththetermredand

otherswiththetermblue・whenpresentedwithatypicanyredor

blueobject,wecanquicklynameitscolor; thetermsredandblue

arereadilyavailabletous, fOrwehavehadnfelongexperiencem

（6）
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andeducationarefamniarterms,yetitwouldbeveryhardtopm

downtheirmeaningprecisely. Justicedoesnotevokeaconcreteim-

agemthetabledoes. Wecanusuallyagreeonwhethersome-

thmgisatableornot,buthowsurecanweeverbeaboutjustice？

Doesthewordofnbertyhaveanyrealsignificance？Wecertamly

haveatleastavagueideaofwhatismeantbytheseterms, but

theirmeamngstendtobequiteelusiveandtovaryconsiderably

frompersontoperson.

即ち， 「正義，デモクラシイ， 自由， コミュニズム，教育と云った語は， よ

く人の耳にする語である。しかし，それら等の意味を，正確に規定する事は，

大変困難になるのであろう。正義と云う語は， テーブルと云う語が呼び起す様

な，具体的なイメージを呼び起さない。

我々は平常何がテーブルであるか，ないかについては，同意見を持つ事が出

来るが， しかし，正義については，如何にして確かめる事が出来ようか。 リバ

テイ（自由）と云う語は， どんな真の意義をもっているのだろうか。我々は，

確かにこれ等の語が，意味する事柄について，少くとも漠然とした考えをもっ

ている。 しかし， それ等の意味は，全く捕えにくいものであり， 人から人え

と，かなり変って行く傾向がある。」

彼は，以上の様に述べて，此等の概念は，それ等に相当する語がなかったな

らば，存在しなかったであろうと云っている。叉， こうした語は，事実とは，

漠然と結ばれて居り，或る意味では，殆んど空虚であると云って居り， これら

等の語の使用は， 慎重にすべきであると， 述べている。我をも， こうした語

を，簡単に使う傾向があるが，その意味する内容の複雑さについて，一考すべ

きであると思う。

次に，我々の思考過程と，我盈の言語の構造との関係について，考えてみた

い。この事について，彼は次の様に述べている。

（5）
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て単に働くのである。」

以上の様に彼は定義づけをしているのであるが，結局，人間的な認識力と云

うものを，言語によって自由に左右されない一つの力として考えていると思わ

れる。

言語は，一般に容易に操作される計算器や，記号として働く事により，或る

種類の考えを，非常に助けると云われているが，彼は， アリスメチック(Ari-

thmetic) (算術）と云う語を示して，此の語は， 複雑に入りこんだ概念に対

し，一つの表示として働くと，云って居り，次の様に述べている。

Whenwethinkaboutarithmetic,wecanusetheworda㎡thmetic

asasymbolinourthoughtprocesses． ItismuCheasiertomanipulate

thewordarithmeticinourthoughtsthantooperatewiththeentire

conceptualcomplexthatthiswordsymbonzes・Theuseofverbal

symbolsthusmakesthoughteasiermmanycases・ Onemighteven

arguethatsomekindsofthinkmgwouldbeimpossiblewithoutthe

existenceoftheseconvenientcounterstooperatewith.

即ち， 「我々が， アリスメチックについて考える時，我々は，我々の思考の

過程の中に，一つのシンボルとして， アリスメチックと云う語を，用いる事が

出来る。我々の思考の中で， アリスメチックと云う語を操作する事が， この語

が，象徴する全く複雑に入り込んだ概念を操作する事より，はるかに容易であ

るo

この様に言語的標示の使用は，思考を多くの場合容易にする。或る種類の思

考は，此等の操作するのに都合のよい計算器の存在なくしては，不可能になる

だろう。と云えるかも知れない。」

以上の様に彼は述べて，言語的標示が，如何に思考の助けになるかを強調し

ているのであるが，尚この働きは，抽象名詞の場合，特に強くなると云って居

り，次の様に述べている｡ Justice,democracy,liberty,communism,

（4 ）
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する言語の評価は，慎重にする必要がある。この事に関し，彼は，次の様に述

べているO

Itisantooeasytolamentthetyrannyoflanguageandtoclaim

thattheworldviewofapersonorcommunityisshapedbythelan-

guageused・ Certainlypeoplehavesometimesbeenmisledbyablind

relianceonwords,butwecanrecogmzesuchcasesandsettherec-

ordstraight ; iflanguagewereanthat tyrannical,wewouldbe

unabletoperceivethatitsometimesleadsusmtoerrorwhenwe

arenotbeingcareful.

即ち， 「言語の暴君的な事を嘆いたり，人や社会の世間的評価が，使われる

言語によって形成されると云う事を主張するのは，全く容易である。確かに人

盈は，時にと言語を，盲目的に信頼する事によって，誤り導かれたりするが，

しかし，我禽は， こうしたケースを認め，その記録を，整理する事が出来る。

もし，言語が，それ程迄に，暴君的であるならば，我盈がよく注意していない

時に，言語が，時盈我殉を，誤り導くと云う事を，認める事は出来ないであろ

う｡」以上の様に述べて言語が思考に対し，絶対的な力のない事を示している。

更に，彼は，言語と思考との関係を， 次の様に述べている。Wemust

entertainthepossibintythatmuchofwhatpassesforlinguisticany

conditionedthoughtisnotmoldedbylanguageatall : theremay

beamoregeneralhumancogmtivecapacityatplay,forwhiChlang-

uagernex巳lyservesasamedium, justasmusicservesasamedium

forthecomposer'screativepowers.

即ち， 「我々は，言語学的に条件づけられた思考として通用する事の多くが，

全く言語によって規制されないと云う可能性を，考えねばならない。もっと一

般的な活動している人間的認識力が，あるかも知れない。その認識力に対し，

言語は，丁度音楽が，作曲者の創造力に対して媒介として働く様に，媒介とし

（3）
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Wehaveallhadtheexperienceofbeingabsorbedinlistenmgto

anmstrumentalworkormentallyrunningthroughafammartune.

Languageissimplynotmvolved・Musicalcompositionisinnoway

dependentonlanguage, sofarastheactualprocessofcreationis

concerned.

即ち， 「我盈は凡て，楽器の演奏を聴く事や，親し承易い曲に，精神的に傾

倒する事で，夢中になる経験をもっている。言語は，簡単に，入り込めない。

作曲は，実際に創造作用が関係している限り，言語に頼る事はないのである｡」

更に，彼は，その例として，彫刻家について，次の様に述べている。

Thesculptoratworkismnosigmficantsenseguidedbylanguage.

Hemay,ofcourse,receivemuchofhisinstructionthroughlanguage,

talkabouthiscreation, andevenentertainhimselfwithaninternal

verbalsolnoquyashechipsawaywithhammerandchisel.Butsuch

verbalizationdoesnotappeartobeinstrumental inhiscreativeac-

tivity・Theremaybemanystretchesoftimeduringwhichheisso

busyconceptualizingformsandtechniguesthatwordsdisappear

entir℃lyfromhisthoughts.

即ち， 「仕事中の彫刻家は，言語によって導かれる何の強い意識はない。彼

は，勿論，言語を通じて，多くの教示を受けたり，彼の創作について語り，又，

ハンマーや， ノミで刻象ながら，言語による内的な独り話で， 自分自身を，楽

しませるかも知れない． しかし， この様な言語化は，彼の創作活動に，教示的

に表われない。又，形や技能を概念化するのに非常に忙しく，言語が，全く彼

の思考から消える様な，多くの時の流れがある。」

彼は此の様に述べて，言語なしの思考の存在を認めているのである。

又，或る考えを述べようとする場合，適当な言語が見つからない場合も，言語

なしの思考と云えよう。しかし，思考の多くは，言語を包んで居り，思考に対

（2 ）
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小 論⑤菫
叩

三
口

孝大 森

◎言語と思考について

此の問題については，以前に，少こし述べた次第ですが，今回は，更に追加

的に考えてみたい。此の問題にについては，以前から多くの言語学者，心理学

者が研究して来た主題であるが，その論題の中心となるのは，言語が思考を決

定すると云うｻピｱ･ウォーフ学蒋ある｡この説は,多くの学者により批判
されて来たのであるが,此の小論を進めるに当り，その中心となる二人の学者，

ロナルド,W, ランガッカーと， ピーター，ウルフソンの学説も，その内容は，
（2） （3）

サピア・ウォーフ学説に対する批判の傾向が出ている。以下二人の学者の説を

中心に論を進めて行く次第です。

先づ， ロナルド,W, ランガッカー(Ronald.W・Langacker)カリフォル

ニア大学教授の説を中心に，考えて見たいと思う｡

言語は，勿論，我々の思考を表わす為に，用いられるのであるが， この言語

と思考との関係について，彼は，次の様な疑問を，投げかけている。

Canwethinkwithoutlanguage？Isourthinkingmoldedbythe

structureofourlanguage？即ち， 「我食は，言語なしで，考える事が出来

るか。我々の考えは，我左の言語の構造によって，形成されるのか｡」そして，

この答は，人間の心理的構造の，一層の理解なくしては，答える事は，難かし

い問題であると，彼は云っている。そして，又，彼は思考を，意識的，精神的

活動と，定義すると，思考は，完全に言語から独立して，行動できると思う，

と，述べて居り，その具体的例として，音楽を取り上げ,次の様に述べている。
（ 1）



◇
望
月
海
淑
教
授
の
篤
志
寄
附
◇

本
学
教
授
望
月
海
淑
先
生
（
身
延
山
樋
沢
坊
住
職
）
に
は
、
本
学
園
に

対
し
て
金
参
百
万
円
の
篤
志
を
寄
せ
て
、
学
園
の
研
究
体
制
の
充
実
と
発

展
に
資
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
ら
れ
の
に
対
し
。
本
学
教
授
会
は
先
生
の

篤
志
を
意
義
あ
ら
し
め
る
為
に
、
前
年
度
新
設
さ
れ
た
「
灘
上
研
究
奨
励

基
金
」
と
併
せ
一
本
化
し
て
、
「
灘
上
・
望
月
学
術
奨
励
基
金
」
と
し
て

発
足
さ
せ
、
今
後
は
仏
教
文
化
研
究
所
を
中
心
と
し
て
大
い
に
基
金
を
活

用
し
、
身
延
山
教
学
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
議
せ
ら
れ
た
。

こ
の
研
究
会
は
満
六
年
を
数
え
本
学
先
生
方
の
研
讃
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
偶
々
、
本
年
度
は
宗
祖
七
百
遠
忌
の
正
当
に
会
し
、
身
延
山
久

遠
寺
に
於
て
遠
忌
事
業
が
展
開
さ
れ
た
為
に
、
本
学
の
先
生
方
も
遠
忌
事

業
の
全
般
に
亘
り
参
画
協
力
・
奉
仕
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
為
、
研
究
発
表

も
割
愛
を
余
儀
な
く
し
た
が
、
そ
れ
で
も
左
記
の
通
り
実
旋
し
た
。

◇
学
内
研
究
発
表
会
◇

◇
第
四
十
四
回
（
四
月
十
一
日
）

一
日
蓮
宗
イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
」
研
修
報
告

助
教
授
山
田
是
明

◇
学
園
彙
報
（
昭
和
五
十
六
年
度
）

学
会
活
動
報
告

○
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
三
十
二
回
学
術
大
会
は
、
八
月
二
十
六
日
（
水
）
・
二
十
七
日
（
木
）

の
両
日
、
同
朋
大
学
（
名
古
屋
市
中
村
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
学

よ
り
左
の
三
氏
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

中
論
の
論
理
に
つ
い
て
里
見
泰
穏

股
蓮
房
あ
て
御
番
の
問
題
点
中
条
暁
秀

日
蓮
聖
人
の
瑞
相
観
上
田
本
昌

◇
第
四
十
五
回
（
五
月
二
十
八
日
）

本
尊
論
の
展
開
に
つ
い
て講
師
桑
名
貫
正

◇
第
四
十
六
回
（
九
月
二
十
五
日
）

言
語
と
思
考

教
授
大
森
孝

◇
四
十
七
回
（
十
一
月
六
日
）

「
空
観
」
の
検
討
ｌ
竜
樹
を
中
心
と
し
て
ｌ

教
授
里
見
泰
穏

◇
第
四
十
八
回
（
五
十
七
年
二
月
十
六
日
）

道
元
の
時
間
論
に
つ
い
て教
授
町
田
是
正
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○
日
本
仏
教
学
会

昭
和
五
十
六
年
度
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
三
日
（
金
）
・
十
四
日
（
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
「
社
会
倫
理
と
仏
教
の
機
能
」
を
共
同
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
、
四
天
王
寺
本
坊
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
学
の
上
田
本
昌
教
授
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
衆
生
済
度
と
機
能
上
田
本
昌

○
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
三
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

・
二
十
八
日
（
土
）
の
両
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
左
の
四
氏
で
あ
っ
た
。

関
西
身
延
妙
伝
寺
に
つ
い
て
林
是
晋

三
観
に
つ
い
て
若
杉
見
龍

金
網
集
の
一
考
察
中
条
暁
秀

四
山
四
河
の
一
考
察
上
田
本
昌

（
文
責
・
中
条
）

○
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
研
修
旅
行
。

本
学
の
山
田
是
明
助
教
・
筒
井
妙
清
蒸
護
教
諭
の
二
人
は
、
二
月
十
一

日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
、
イ
ン
ド
仏
跡
等
の
巡
拝
を
行
い
帰
国
し
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
。
↑
ハ
ト
ナ
。
・
ハ
イ
シ
ャ
リ
（
釈
尊
外
護
者
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ

族
の
都
）
・
プ
ダ
ガ
ャ
（
釈
迦
成
道
の
聖
地
）
・
ベ
ナ
レ
ス
。
サ
ル
ナ
ー

ト
（
釈
尊
初
転
法
輪
の
聖
地
）
・
ク
シ
ナ
ガ
ー
ル
（
浬
桑
の
聖
地
）
・
テ

イ
ラ
ゥ
ラ
コ
ッ
ト
（
立
正
大
学
発
堀
調
査
の
カ
ピ
ラ
城
）
。
ル
ン
ピ
ニ
（
釈

尊
誕
生
の
地
）
・
デ
リ
ー
。
タ
ジ
マ
ハ
ー
ル
。
サ
ン
チ
。
エ
ロ
ー
ラ
。

こ
の
巡
拝
研
修
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
学
内
研
究
会
（
四
月
十
一
日
）

で
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

◇
「
山
梨
県
一
般
教
育
研
究
・
協
議
会
」
の
設
立

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
二
日
、
山
梨
県
下
の
高
等
教
育
機
関
（
大
学

・
短
大
・
専
門
学
校
）
を
主
体
と
し
て
「
山
梨
県
一
般
教
育
研
究
・
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
本
会
は
．
般
教
育
に
関
す
る
研
究
活
動
の
正
当

な
発
展
を
期
し
、
研
究
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
並
に
研
究
成
果
の
公
表

併
せ
一
般
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
」
（
協
議
会
規
則
二
条
）
と

し
て
い
る
。
本
学
か
ら
の
加
入
会
員
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

町
田
是
正
（
教
授
・
日
本
中
世
仏
教
史
・
歴
史
学
）

大
森
孝
（
教
授
・
英
語
学
・
英
文
学
）

堀
一
勇
（
教
授
・
東
洋
思
想
史
・
外
国
史
）

一
富
嘉
孝
（
助
教
授
・
体
育
学
）

山
田
是
明
（
助
教
授
・
体
育
学
）

尚
、
大
森
・
町
田
両
教
授
は
本
会
の
理
事
に
就
任
す
。

◇
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
身
延
山
報
恩
事
業

身
延
山
に
於
け
る
報
恩
記
念
事
業
は
、
Ｈ
建
設
部
門
、
口
社
会
教
化
部

門
。
日
読
調
会
・
大
法
要
部
門
の
三
つ
に
亘
り
展
開
し
、
鴻
恩
の
一
分
に

謝
し
、
以
っ
て
報
恩
に
擬
し
奉
っ
た
。

Ｈ
建
設
部
門
…
清
風
案
新
築
（
五
十
五
年
十
一
月
完
成
）
、
水
鳴
楼
建
築

(I33)



（
五
十
五
年
十
二
月
完
成
）
、
信
徒
休
憩
所
新
築
（
五
十
六
年
三
月
完
成
）

新
納
牌
堂
新
築
（
五
十
六
年
九
月
完
成
）
、
大
本
堂
建
立
（
五
十
六
年
十

月
上
棟
式
。
五
十
七
年
十
月
完
工
予
定
）
・

口
社
会
教
化
部
門
…
身
延
山
久
遠
寺
が
刊
行
す
る
も
の
に
『
日
蓮
聖
人
遺

文
辞
典
』
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
・
代
表
宮
崎
英
修
所
長
）
、

『
身
延
山
史
年
表
』
（
身
延
山
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
・
代
表
町

田
是
正
所
長
）
、
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
（
身
延
文
庫
編
・
代
表
林
是

晋
主
任
）
、
『
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
』
（
ぎ
よ
う
せ
い
出
版
社
刊
）

日
読
議
会
・
大
法
要
部
門
…
前
年
大
法
要
（
五
十
五
年
十
月
十
一
日
’
十

三
日
）
。
御
正
当
前
期
大
法
要
）
四
月
一
日
’
十
日
）
。
中
期
大
法
要
（
五

月
一
日
’
五
月
十
日
）
・
御
正
当
報
恩
大
法
要
（
十
月
六
日
’
十
五
日
）

右
の
身
延
山
報
恩
事
業
の
う
ち
、
特
に
本
学
教
職
員
が
奉
仕
協
力
し
た

も
の
、
進
渉
し
つ
つ
あ
る
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
『
身
延
山
史
年
表
』
…
本
学
の
先
生
方
に
よ
り
彪
大
な
資
料
の
蒐
集
・

調
査
・
整
理
が
進
め
ら
れ
、
遠
忌
大
法
要
御
正
会
。
十
月
六
日
、
整
理
さ

れ
た
原
稿
の
一
部
（
今
村
良
枝
浄
書
に
依
る
）
が
、
町
田
是
正
教
授
に
よ

っ
て
竹
下
日
康
総
務
に
手
渡
さ
れ
、
総
務
が
こ
れ
を
御
宝
前
に
献
納
し
た
。

年
表
作
成
に
参
画
協
力
さ
れ
た
諸
先
生
は
Ｉ
林
是
幹
・
上
田
木
昌
・
望
月

海
淑
・
大
森
孝
・
若
杉
見
竜
・
山
田
是
明
・
林
是
晋
・
中
条
暁
秀
・
中
里

悠
光
・
奥
野
本
洋
・
桑
名
貫
正
・
望
月
海
英
・
今
村
良
枝
・
町
田
是
正

（
敬
称
略
）
で
あ
る
。

側
『
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
』
…
本
学
か
ら
の
共
同
執
韮
は
次
の
通
り
。
・

上
田
本
昌
教
授
「
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
」
。
「
文
学
芸
能
に
現
わ
れ
た
る

身
延
山
」
・
町
田
是
正
教
授
「
身
延
山
の
歴
史
」
・
望
月
海
淑
教
授
「
身

身
山
案
内
記
」
・
林
是
晋
講
師
「
身
延
山
の
自
然
と
文
化
財
」
・
と
な
っ

て
い
る
。

側
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
…
身
延
山
の
開
關
以
来
伝
来
す
る
秘
宝
の
典

籍
を
目
録
に
作
成
す
る
も
の
で
、
こ
の
目
録
に
よ
っ
て
身
延
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
る
典
籍
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
る
。
本
学
講
師
林
是
晋
先
生
が
寸
暇

を
惜
し
ん
で
の
作
業
で
あ
り
そ
の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
典
籍
目
録

の
原
稿
も
、
遠
忌
大
法
要
の
当
日
、
棲
神
閣
に
於
て
、
林
講
師
か
ら
竹
下

総
務
に
渡
さ
れ
、
宗
祖
の
御
尊
像
宝
前
に
奉
安
さ
れ
た
。

側
身
延
山
大
法
要
（
前
年
度
・
正
当
会
）
出
座
奉
仕
教
職
員
は
左
の
通
り
。

教
授
林
是
幹
（
端
場
坊
住
職
脇
導
師
勤
む
）

教
授
長
谷
川
寛
慶
（
大
善
坊
住
職
声
明
導
師
勤
む
）

教
授
堀
一
勇
（
窪
之
坊
住
職
脇
座
・
鑿
座
を
勤
む
）

教
授
町
田
是
正
（
延
寿
坊
住
職
遠
忌
委
員
・
木
鉦
座
）

教
授
望
月
海
淑
（
樋
沢
坊
住
職
七
面
山
敬
慎
院
別
当
）

講
師
林
是
晋
（
了
円
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
）

講
師
望
月
海
英
（
花
之
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
）

講
師
中
里
悠
光
（
鏡
円
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
）

講
師
奥
野
本
洋
（
妙
石
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
）

講
師
長
谷
川
覚
勝
（
大
善
坊
裡
中
座
勤
む
）

（
文
責
・
町
田
）
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◇
同
窓
会
本
部
役
員
会
の
開
催

日
時
…
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
。
場
所
…
身
延
山
短
期
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
。
出
席
…
灘
上
恵
教
・
松
井
大
周
・
岩
田
日
成
・
小
崎

竜
雄
・
池
上
要
輝
・
長
谷
川
寛
慶
・
児
島
錬
誠
・
町
田
是
正
の
各
師
。

審
議
決
議
事
項
…
①
学
園
図
窃
館
建
設
に
つ
い
て
役
員
会
の
連
署
を
以

っ
て
、
久
遠
寺
当
局
に
対
し
「
要
望
書
」
を
上
申
す
る
こ
と
（
連
署
の
う

え
提
出
す
）
。
②
本
部
幹
事
の
深
沢
義
雅
師
（
和
身
会
世
話
人
）
の
退
任

を
承
認
し
、
永
年
の
奉
仕
に
対
し
て
同
窓
会
本
部
よ
り
感
謝
状
、
併
せ
和

身
会
か
ら
慰
労
金
一
封
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。
③
昭
和
五
十
六
年
宗
会
議

員
選
挙
で
当
選
し
た
同
窓
諸
師
（
矢
谷
恵
宏
・
中
村
正
彦
・
沖
原
成
行
・

関
谷
泰
厳
・
森
恵
遠
・
伊
藤
如
顕
。
）
と
、
本
学
に
教
鞭
を
執
る
望
月
海

淑
師
に
対
し
て
祝
電
を
お
く
る
事
と
し
た
。
④
図
欝
館
の
建
設
に
関
し
て

学
園
当
局
に
於
て
も
早
急
に
青
写
真
（
見
積
概
要
）
を
作
成
し
て
本
山
当

局
と
接
渉
し
て
欲
し
い
。
㈲
本
部
会
計
監
事
と
し
て
下
里
是
忠
師
（
身
延

山
本
行
坊
住
職
）
を
選
任
す
。
⑤
和
身
会
世
話
人
深
沢
義
雅
師
退
任
、
そ

の
後
任
に
小
崎
竜
雄
師
（
神
奈
川
県
本
円
寺
住
職
）
を
選
任
し
た
い
と
申

し
合
せ
た
。
ま
た
和
身
会
の
世
話
人
の
名
称
を
「
会
長
」
と
改
め
、
深
沢

義
雅
師
を
顧
問
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

（
文
責
・
町
田
）

1615
◇
昭
和
五
十
六
年
度
短
大
卒
業
論
文
論
題

（
）
内
は
指
導
教
官
、
敬
称
略

番
号
論
題
学
生
氏
名

１
宗
祖
の
「
法
難
観
」
に
つ
い
て
（
秋
葉
真
敬
）
安
藤
顔
雄

２
日
像
上
人
と
帝
都
開
教
に
つ
い
て
（
林
是
晋
）
石
田
顕
正

３
日
蓮
聖
人
の
報
恩
観
（
桑
名
貫
正
）
石
井
潔

４
法
華
経
広
宣
流
布
に
つ
い
て
（
望
月
海
英
）
大
原
康
昭

５
法
華
経
中
の
誓
願
に
つ
い
て
（
望
月
海
淑
）
片
寄
智
雄

６
戦
国
時
代
の
日
蓮
教
団
の
歴
史
ｌ
特
に
天
文
法
難
に
つ
い
て
ｌ

（
林
是
晋
）
香
味
成
樹

７
本
宗
に
お
け
る
祈
祷
本
尊
鬼
子
母
神
に
つ
い
て
一
考
察

（
奥
野
本
洋
）
金
原
広
秀

８
日
蓮
聖
人
身
延
九
箇
年
の
一
考
察
（
上
田
本
昌
）
米
虫
是
恭

９
宗
祖
の
「
上
行
自
覚
」
に
つ
い
て
（
中
条
尭
秀
）
小
代
海
厳

加
優
陀
那
日
師
上
人
に
つ
い
て
（
林
是
幹
）
瀬
尾
雅
範

ｕ
宗
祖
の
法
華
経
観
（
若
杉
見
龍
）
竹
岡
智
大

廻
宗
祖
の
誘
法
観
（
桑
名
貫
正
）
豊
田
通
良

昭
霊
友
会
教
団
と
そ
の
分
派
（
上
田
本
昌
）
丹
羽
三
典

哩
日
蓮
聖
人
の
佐
渡
の
御
生
活
に
つ
い
て
（
町
田
是
正
）

唱
題
論
と
藤
井
日
達
師
の
思
想
（
里
見
泰
穏
）

二
乗
作
仏
（
奥
野
本
洋
）

山百望

口瀬月

是
祥

三
津
明穣

(おS）



19 18 1720◇
図
書
寄
贈
者
紹
介
（
五
十
六
年
度
）

若
杉
見
竜
ｌ
国
訳
一
切
経
一
九
冊
・
他
四
七
冊

灘
上
恵
教
１
日
蓮
聖
上
の
歩
ま
れ
た
道

望
月
海
淑
ｌ
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
（
自
著
）
・
他
二
冊

松
下
日
孝
ｌ
運
命
・
信
仰
・
迷
信
・
供
穫
・
餓
魂
の
話

小
野
文
琉
Ｉ
日
蓮
宗
池
上
法
類
神
楽
坂
法
縁

深
沢
義
雅
ｌ
観
心
本
尊
抄
通
解
・
他
五
冊

中
条
暁
秀
Ｉ
日
本
仏
教
史
講
話
第
一
巻
・
他
一
冊

新
川
日
見
ｌ
小
西
法
縁
系
譜

北
沢
光
昭
ｌ
急
急
如
律
令
録
・
他
十
二
冊

身
延
山
久
遠
寺
ｌ
久
遠
寺
蔵
・
重
文
「
本
朝
文
粋
」
上
下
（
複
製
本
）

他
一
冊

現
代
に
お
け
る
「
立
正
安
国
論
」
の
意
義
に
つ
い
て

（
中
条
尭
秀
）
渡
辺
浩
紀

稲
荷
信
仰
に
つ
い
て
ｌ
特
に
最
上
稲
荷
に
つ
い
て
ｌ

（
長
谷
川
寛
慶
）
獅
子
原
溌
則

弘
教
の
祖
日
持
上
人
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
堀
一
勇
）
細
川
泰
源

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
思
想
的
展
開
ｌ
立
正
安

国
論
を
中
心
と
し
て
１
（
長
谷
川
寛
勝
）
山
口
清
治
郎

（
文
責
・
奥
野
）

身
延
山
八
十
八
世
法
主
・
身
延
山
短
期
大
学
々
長
・
太
玄
院
望
月
日
滋

現
下
に
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日
午
後
一
時
十
五
分
御
遷
化
さ
れ
た
。

身
延
山
門
前
町
に
生
ま
れ
十
六
歳
で
旅
立
た
れ
、
昭
和
四
十
九
年
六
月

身
延
山
八
十
八
世
の
狽
座
に
晋
董
、
地
元
民
の
衆
望
を
負
う
て
身
延
に
帰

ら
れ
た
法
主
現
下
で
し
た
。
と
き
は
宗
門
挙
げ
て
宗
祖
七
百
遠
忌
報
恩
事

本
副
号
執
筆
者
紹
介

竹
下
日
康
（
巻
頭
記
念
染
筆
）
身
延
山
法
主
・
本
学
園
学
長

若
杉
見
竜
本
学
教
授
（
天
台
学
）

町
田
是
正
本
学
教
授
（
中
世
日
本
仏
教
思
想
史
）

望
月
海
淑
本
学
教
授
（
仏
教
学
・
梵
文
）

上
田
本
昌
本
学
教
授
（
日
蓮
教
学
・
祖
番
学
）

中
条
暁
秀
本
学
講
師
（
日
蓮
教
学
・
祖
書
学
）

大
森
孝
本
学
教
授
（
英
語
学
）

林
是
幹
本
学
教
授
（
日
蓮
宗
史
）

北
沢
光
昭
本
学
会
盈
員
（
日
蓮
教
学
）

奥
野
本
洋
本
学
講
師
（
天
台
学
）

林
是
晋
本
学
講
師
（
日
本
仏
教
史
・
日
蓮
宗
史
）

今
村
良
枝
本
学
園
事
務
局
主
事

熊
王
秀
臣
（
巻
頭
浬
藥
図
写
真
撮
影
）
身
延
山
久
遠
寺
勤
務

望
月
日
滋
法
主
狽
下
御
遷
化
Ｉ
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昭
和
五
十
七
年
二
月
六
日
身
延
山
久
遠
寺
祖
山
会
は
、
万
場
一
致
を
以

っ
て
現
久
遠
寺
総
務
・
竹
下
日
康
狼
下
（
神
奈
川
県
本
山
妙
純
寺
貫
首
）

を
第
八
十
九
世
法
主
（
守
塔
沙
門
）
に
推
挙
い
た
し
ま
し
た
。
竹
下
狼
下

に
は
約
半
世
紀
に
わ
た
り
久
遠
寺
枢
要
の
場
に
在
り
、
特
に
庶
務
部
長
・

総
務
の
要
職
を
永
き
に
勤
め
ら
れ
、
身
延
山
発
展
の
原
動
力
と
な
り
、
久

遠
寺
堂
塔
字
整
備
と
荘
厳
輪
典
の
美
を
築
か
れ
ま
し
た
。

宗
祖
七
百
遠
忌
記
念
主
事
業
で
あ
り
棹
尾
を
飾
る
大
本
堂
の
完
成
こ
そ

ま
た
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
新
法
主
狼
下
に
は
法
体
弥
々
健
か
に
、
為
宗

護
山
に
御
尽
力
あ
ら
ん
こ
と
を
、
併
せ
身
延
山
教
学
発
展
の
為
に
一
臂
の

御
助
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
御
入
山
心
か
ら
祝

業
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
呪
下
に
は
ご
晋
山
以
来
、
幾
多
の
身
延
山

の
記
念
事
業
の
推
進
に
取
り
く
ぷ
、
大
本
堂
の
建
設
を
は
じ
め
、
宝
蔵
・

水
鳴
楼
・
信
徒
休
憩
所
・
新
納
牌
堂
・
学
生
寮
な
ど
境
内
諸
堂
宇
の
建
設

整
備
、
ま
た
社
会
教
化
事
業
、
報
恩
大
法
要
の
奉
行
な
ど
、
総
務
竹
下
日

康
狼
下
の
強
力
な
補
佐
の
下
に
着
々
と
諸
事
業
を
円
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
宗
祖
七
百
遠
忌
正
当
大
法
要
に
は
、
四
大
不
調
に
も
拘
わ

ら
ず
棲
神
閣
祖
師
堂
に
大
導
師
法
主
の
一
臂
を
執
ら
れ
た
。
し
か
る
に
二

月
一
日
、
大
本
堂
の
落
慶
を
目
前
に
し
て
の
御
遷
化
で
あ
り
ま
す
。
悲
揃

寂
し
さ
極
承
な
し
。
謹
ん
で
学
園
教
職
員
一
同
増
円
妙
道
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

竹
下
日
康
貌
下
、
身
延
山
第
八
十
九
世
法
主

貌
座
に
晋
董

意
を
表
し
ま
す
。

◇
文
化
講
演
会
の
開
催

日
時
…
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
五
日
。
場
所
…
身
延
山
短
期
大
学
。

講
師
…
立
正
大
学
教
授
・
文
学
博
士
・
中
尾
尭
先
生
。
演
題
…
宗
祖
御

遺
文
と
の
出
合
い
（
中
山
法
華
経
寺
聖
教
殿
の
御
真
蹟
を
め
ぐ
っ
て
）

本
学
で
は
毎
年
、
斯
界
の
梅
威
者
を
招
鞘
し
て
公
開
文
化
講
演
会
を
開

き
、
学
の
内
外
の
有
識
者
と
共
含
に
素
養
を
深
め
て
い
る
が
、
本
年
は
山

梨
県
一
部
布
教
師
会
諸
師
多
数
の
来
聴
を
得
て
盛
会
裡
に
終
始
し
、
宗
祖

御
伝
記
、
宗
門
史
発
掘
の
原
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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◇
編
集
後
記
◇

◇
第
五
十
四
号
は
「
日
蓮
聖
人
七
百
遠
忌
記
念
号
」
と
し
て
発
刊

い
た
し
ま
す
。
巻
頭
に
川
「
紙
本
着
色
日
蓮
聖
人
浬
藥
図
」
（
久

遠
寺
蔵
・
林
是
晋
講
師
解
説
）
。
側
「
臨
滅
度
時
大
曼
茶
羅
」
（
妙

本
寺
蔵
・
上
田
本
昌
教
授
解
説
）
・
側
「
遠
忌
報
恩
記
念
染
筆
」

（
身
延
山
八
十
九
世
法
主
・
学
園
長
竹
下
日
康
税
下
）
の
写
真
三

葉
を
掲
げ
、
遠
忌
特
種
号
を
飾
る
こ
と
と
し
た
。
御
染
筆
を
賜
っ

た
竹
下
日
康
法
主
狼
下
竝
に
解
説
の
労
を
頂
い
た
上
田
教
授
、
林

講
師
に
は
深
含
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

◇
宗
祖
七
百
遠
忌
の
報
恩
事
業
は
、
「
知
恩
報
恩
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
宗
門
を
挙
げ
て
多
彩
且
つ
大
食
的
に
展
開
さ
れ
た
。
が
、
然

し
、
遠
忌
報
恩
に
便
乗
し
た
商
品
宣
伝
、
祭
り
気
分
の
催
し
が
目

白
押
し
の
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
か
え
る
と
、
本
当
の
意
味

ま
こ
と

で
「
知
恩
報
恩
」
の
真
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
た
か
ど
う
か
。
編

集
子
は
餓
槐
反
省
し
き
り
で
あ
り
ま
す
。

◇
本
号
は
資
料
掲
載
の
頁
数
を
多
く
し
て
特
輯
号
の
特
色
と
し
ま

し
た
。
川
北
沢
光
昭
師
に
労
を
煩
わ
し
た
『
身
延
山
歴
代
略
譜
』

は
今
回
で
完
結
し
ま
し
た
が
、
そ
の
資
料
的
価
値
の
高
い
こ
と
か

ら
、
近
く
単
行
本
に
綱
め
て
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
側
林
是

晋
講
師
・
今
村
良
枝
女
史
共
筆
『
身
延
山
史
索
引
』
は
、
去
る
四

十
八
年
発
刊
『
身
延
山
史
』
（
久
遠
寺
編
）
の
全
頁
に
わ
た
る
事

項
・
人
名
・
地
名
・
寺
名
・
な
ど
の
索
引
で
あ
り
、
身
延
山
史
の

研
讃
者
に
と
っ
て
至
便
の
も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
将
来
単
行
印

刷
し
て
出
版
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
側
「
身
延
西
谷
檀
林
妙
玄

庵
歴
代
」
一
覧
は
、
林
是
幹
教
授
所
蔵
の
貴
重
な
資
料
を
公
開
す

る
も
の
で
、
資
料
の
提
供
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
い
「
日
蓮
聖
人

研
究
文
献
目
録
」
は
、
奥
野
本
洋
講
師
に
特
に
依
頼
し
て
短
期
日

に
作
成
し
た
も
の
で
、
不
備
の
点
が
あ
れ
ば
そ
の
責
は
全
て
編
集

子
に
あ
り
ま
す
。

◇
本
号
は
、
若
杉
・
望
月
・
上
田
・
大
森
・
町
田
各
教
授
、
中
条

講
師
か
ら
、
玉
稿
労
作
を
賜
は
り
記
念
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
執
筆
の
諸
先
生
に
厚
く
御
礼
を
申
し
ま
す
。

◇
編
集
子
は
こ
の
一
年
間
、
身
延
山
に
於
け
る
遠
忌
事
業
に
微
力

奉
仕
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
内
の
研
究
活
動
か

ら
遠
の
く
事
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
間
、
仏
教
文
化
研
究
所
主

任
の
中
条
暁
秀
・
奥
野
本
洋
両
講
師
か
ら
多
く
の
助
力
を
得
ま
し

た
。
此
処
に
本
五
十
四
号
の
編
集
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
文
責
・
町
田
）
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’

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

振
替
（
甲
府
）
一
二
七
五
番

電
話
身
延
ｅ
菱
奏
）
二
’
○
一
○
七

「
棲
神
」
五
十
四
号

昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
日
発
行

●
七
年
三
月
三
十
日
発
行

編
集
者
町
田

是

発
行
者
里
見
泰

印
刷
者
宮
田
如

甲
府
市
中
央
一
丁
、
十
二
’
三
十
一

印
刷
所
大
宣
堂
印

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
毎
Ｎ
Ｏ
、
四
○
九
’
二
五
）

｜刷 龍穏正
一
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